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ご あ い さ つ 

近年、鎌倉の街では古い家屋や店舗の建て替えが相次いでいます 0 

その中で、埋蔵文化財に影響のある工事も多くなっています0 このた

め、個人専用住宅等の建設に際しては、昭和59年度から国・県の補助

を受けて鎌倉市教育委員会が調査主体となって発掘調査の実施にあた

ってまいりました 0 

先人の遺産である文化財を守ることは、現在に生きる我々の責務であ

り、市内のおよそ 6 割の地域が埋蔵文化財包蔵地となっている本市の

場合、特に市民の皆様のご理解とご協力なく しては、埋蔵文化財の保

存や発掘調査の実施が困難であることは言うまでもありません 0 

本書は平成 15、 16及び17年度に国・県の補助を受けて鎌倉市教育委

員会が実施した個人専用住宅等の建築に伴う発掘調査の記録として12 

ケ所の調査成果を掲載しました0 

調査の実施にあたり埋蔵文化財に対する深い御理解をいただく とと

もに、調査の期間中、物心両面にわたり多大なご協力をいただきまし

た事業者・工事関係者の皆様に心からお礼を申しあげます〇 

平成 22年 3 月 31日

鎌倉市教育委員会 
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1 本書は平成21年度の国庫補助事業埋蔵文化財緊急調査に

係る発掘調査報告書（第1分冊及び第 2 分冊）であるo 
2 本書所収の調査地点及び所収分冊は別表・別図のとおり

である。 

3 現地調査及び出土資料の整理は、鎌倉市教育委員会文化

財課が実施した。 

4 出土遺物及び調査に関する図面及び写真等は、鎌倉市教

育委員会文化財課が保管しているo 

5 各調査の成果は、それぞれの報告を参照されたい。 
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本誌掲載の平成 15 ● 16 ● 17年度発掘調査地点一覧 

第1分冊 

遺 跡 名 所 在 地 調 査 原 因 遺跡種別 調査面積 調査期 間 

①

*
  

宇津宮辻子幕府跡 
小町二丁目390番 2外 

個人専用住宅 
官 衝 62.6 2m 

平成16年 2月26日 

(No. 239) （地下室） ～平成16年 4月 3 日 

②
 

 
*
 

 

北条時房・顕時邸跡 
雪ノ下一丁目236番1 

個人専用住宅 
城 館 

2
、1
  

り乙
 
り
乙
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Y
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  .

 
 

平成16年 3月 3 日 

(No. 278) （杭基礎構造） ～平成16年 4月 5 日 

③
 

 
*
 

 

北 条 小 町 邸 跡 
雪ノ下 丁目440番のー部 

個人専用住宅 
城 館 I一‘, hI、 ュ 

DO.Wm 
平成16年 1月16日 

(No. 282) （杭基礎構造） ～平成16年 2 月19日 

④
⑥
 

下 馬 周 辺 遺 跡 
由比ガ浜二丁目39番14 

個人専用住宅 
都 巾 20. 00rr? 

平成16年 5月11日 

(No. 200) （杭基礎構造） ～平成16年 5月31日 

⑤
⑥
 

覚園寺旧境内遺跡 個人専用住宅 

・
 

‘
 一

し
不

ー
  

‘
 一
 
 

ー
  

平成16年10月27日 
‘階堂字会下351番 3外 30. IOn? 

(No. 453) （杭基礎構造） ～平成16年12月10日 

第 2分冊 

遺 跡 名 所 在 地 調 査 原 因 遺跡種別 調査面積 調査期 間 

(

i
)
 
 

長谷小路周辺遺跡 

(No. 236) 
長谷一丁目265番19 

個人専用住宅 

（杭基礎構造） 

都 市 rr 八ハ 2 
DO.Wm 

平成17年 2 月25日 

～平成17年 4月11日 

(
7
)
  

円覚寺旧境内遺跡 

(No. 434) 
山ノ内字西管領屋敷377番1 

個人専用住宅 

（地下室） 
社 寺 67. 14m 

平成16年 7月22日 

～平成16年 9月13日 

一

⑥
 
⑥
 

大 楽 寺 跡 

(No. 262) 
浄明寺四丁目246番1 

個人専用住宅 

（杭基礎構造） 
社 寺 41.50ば 

平成17年 2月22日 

～平成17年 4月21日 

⑨
 

 
⑥
 

円覚寺旧境内遺跡 

(No. 434) 
山ノ内字瑞鹿山393番 

個人専用住宅 

（杭基礎構造） 
社 」」 45. 00言 

平成17年 1月11日 

～平成17年 2 月28日 

⑩
 

A
  

笹 目 遺 跡 

(No. 207) 
笹目町423番 2外 

個人専用住宅 

（杭基礎構造） 
都  巾 144. 75苗 

平成17年12月 1日 

～平成18年 3月31日 

1
)
 A
  

浄妙寺旧境内遺跡 

(No. 408) 
浄明寺三丁目115番14外 

個人専用住宅 

（車庫・擁壁築造） 
利 、I」 28.50m 

平成17年 7月25日 

～平成17年 9月 2 日 

⑩
 

A
  

円覚寺門前遺跡 

(No. 434) 
山ノ内字藤源治947番 8 

個人専用住宅 

（杭基礎構造） 
都 市 36.00n? 

平成17年 4 月 5 日 

～平成17年 5 月13日 

★印は平成15年度実施の発掘調査

⑥印は平成 16年度実施の発掘調査

▲印は平成17年度実施の発掘調査 



平成21年度調査の概観 

平成 21年度の緊急調査実施件数は、前年度からの継続調査 2件を含む20 件であり、調査面積は 

808. 25 甫であった。これを前年度の25件、977. 72 甫と比較してみると件数は 5件の減少となり、調査

面積も 169. 47 武の減少となった。しかし調査面積は平均で1件あたり 40. 41 ば（前年度は 39. 10 武） 

であり、 1件あたりの調査面積はわずかではあるが、前年度より増加している。 

調査原因は個人専用住宅の建設が 17件、店舗併用住宅の建設が 3件である。これらの工種別内訳は、 

鋼管杭打ち工事が 8件（40%)、地盤改良工事が 10 件（50%)、地下室の建設が1件、その他が 1件となっ

ている。今年度も鋼管杭打ち工事や地盤改良工事が発掘調査の主体的な原因（18 件】90%）になって

いる傾向が顕著にみられた。以下、各地点の調査成果の概要を紹介する。（調査面積及び調査期間等に

ついては「平成 21年度調査地点一覧」を参照。） 

1 上杉定正邸跡（No. 188) 
扇ガ谷一丁目に位置し、史跡寿福寺境内の東側に所在している。地盤の柱状改良工事を内容とす

る個人専用住宅の建築にともなって発掘調査を実施した。 

調査の結果、調査区内に幅 1. 5m程度の東西方向の道路状遺構が発見された。当該地の東側山裾に

はやぐらが存在しており、やぐら前面の土地利用を考えるうえで重要な発見となった。また出土遺

物のなかには板に発字を記した資料や柵などの貴重な資料も認められている。 

2 弁ケ谷遺跡（No. 249) 
材木座四1目に位置し、地元で弁ケ谷と呼ばれる谷戸のうち、西側に展開する支谷の奥まった場

所に所在しているo 当該地は谷戸の入り口部分に比べ、10 メートル程高い場所である。鋼管杭の設

置工事を内容とする個人専用住宅の建築にともない発掘調査を実施した。 

調査の結果、現況の敷地は近現代の造成によって大きく嵩トげされたものの、谷戸の中腹部にも

中世には礎石を用いた建物が作られていたことが明らかになった。 

3 若宮大路周辺遺跡群（No. 242) 
小仕り一二丁目に位置し、扇ガ谷と小町の間を南へ流下する扇川の左岸に接している。鋼管杭の設置

工事を内容とする個人専用住宅の建築にともない、発掘調査を実施した。 

調査の結果、中世の整地層上に柱穴列や土坑、溝などが発見された。溝は幅約 1. 5mで東西方向に

走っており、中世には扇川へ流ドしていたらしいことが明らかになった。 

4 新善光寺跡（No. 284) 
材木座四丁目に位置し、弁ケ谷と呼ばれる谷戸の中央にある過去に行われた宅地造成地の一画を

占めている。地盤の柱状改良工事を内容とする個人専用住宅の建築にともない、発掘調査を実施した。 

調査の結果、大型の泥岩塊を用いた中世の整地層が発見された。その上には柱穴などの生活痕跡

が確認でき、谷戸の中の土地利用の一端が明らかになった。 

5 若宮大路周辺遺跡群（No. 242) 
小町二丁目に位置し、若宮大路東側に平行して通る道路（小町大路）に面している。鋼管杭の設

置工事を内容とする個人専用住宅の建築にともない、発掘調査を実施した。 

調査の結果、柱穴などの建物跡のほか、小町大路に並行する木組みの溝が発見された。その位置

などから中世小町大路の側溝と考えられるo 

-VI- 



6 田楽辻子周辺遺跡（No.33) 
浄明寺一丁目に位置する。滑川左岸にあり、北へ開口する谷戸から流下してきた支流との間にあ 

たるo 鋼管杭の設置工事を内容とする個人専用住宅の建築にともない、発掘調査を実施した。 

調査の結果、中世の柱穴などが発見されたほか、その下層からは古墳時代以前の流路跡が出土したo 

7 弁ケ谷遺跡（No. 249) 
材木座六丁目に位置する。弁ケ谷と呼ばれる谷戸の中央、豆腐川の右岸に接している。地盤の柱

状改良工事を内容とする個人専用住宅の建築にともない、発掘調査を実施した。 

調査の結果、泥岩による整地層上に 13 世紀半ばから 14 世紀にかけて作られた礎石列や柱痕の残

る柱穴が発見され、大型の建物が存在していたことが明らかになった。豆腐川の護岸や、木樋も出土した。 

8 米町遺跡（No. 245) 
大町二丁目に位置し、県道鎌倉・葉山線の南に接している。深基礎工事を行う個人専用住宅の建

築にともない、発掘調査を実施した。 

調査の結果、14 世紀の板壁建物などが出土し、整地層は 3面を確認することができた。中世「米町」 

の様子を知る上で貴重な遺構である。 

9 川越重頼邸跡（No. 270) 
浄明寺五丁目に位置し、釈迦堂谷と呼ばれる谷戸の入り口付近にあるo 鋼管杭の設置工事を内容

とする個人専用住宅の建築にともない、発掘調査を実施した。 

調査の結果、14 世紀から 15 世紀にかけての整地層と、その上面で柱穴やかわらけ溜などの遺構を

確認した。調査区を南北方向に通る溝も出土している。調査地の地盤面は西側に接する道路面から 

im以上高く、遺構面も道路面より高い位置で確認したo 

10 材木座町屋遺跡（No. 26D 
材木座六丁目に位置する。地盤の柱状改良を行う個人住宅の建築に伴い、発掘調査を実施した。 

調査の結果、13 世紀後半から 15 世紀にかけての遺構・遺物が出土した。整地層は 3面存在し、上

面では土坑や柱穴列、礎石など、中世の生活痕跡を確認した。 

11 大倉幕府跡（No. 253) 
雪ノ下三丁目に位置するo 鶴岡八幡宮の東側にあたり、中世鎌倉の中心地であった場所である。 

地盤の柱状改良工事を行う個人専用住宅の建築にともない、発掘調査を実施した。 

調査の結果、中世の整地層が 10 面にわたり確認でき、礎板をもつ柱穴や敷地境と思しき木組みの

溝などが発見された。囲炉裏の跡や格子戸の材なども出土しているo 開幕時の遺構は確認できなかっ

たが、15 世紀代のかわらけが多く出土した。当該期の良好な資料である。 

12 下馬周辺遺跡（No. 200) 
由比ガ浜二丁目に位置する。県道鎌倉・葉山線に面した場所にあるo 地盤の柱状改良を行う自己用

店舗併用住宅の建築に伴い、発掘調査を実施した。 

調査の結果、13 世紀から 14 世紀にかけての4時期にわたる生活面が発見でき、土坑のほか、方形

竪穴建物の痕跡が出土した。方形竪穴建物は数基が切り合っており、中世にこの場所が商業地とし

ての機能をもつ町並みの一画であることが明らかとなった。 



13 若宮大路周辺遺跡群（No. 242) 
小町一丁目に位置する。小町通り沿いの、北西から流下して来た扇川が暗渠化する場所にある。 

鋼管杭の設置工事を行う自己用店舗併用住宅の建築に伴い、発掘調査を実施した。 

調査の結果、現地表下 1. 2mの深さから砂篠層が出土したo 出土遺物の様相から、古墳時代から古

代にかけて流れていた河道と考えられる。当時の鎌倉の自然地形を考える上で貴重な発見である。 

14 横小路周辺遺跡（No. 259) 
二階堂字稲葉越に位置する。二階堂川の南岸、浄明寺側より延びる丘陵の裾にある。地盤の柱状

改良を行う個人住宅の建築に伴い、発掘調査を実施したo 

調査の結果、13 世紀後半から 14 世紀代にかけての整地層が確認でき、かわらけ溜りや柱穴列など

が発見された。調査区南側では丘陵裾の岩盤を平らに削った上に柱穴が複数穿たれており、居住地

の拡張の様子も明らかになったo 

15 大倉幕府跡（No. 253) 
雪ノ下三丁目に位置する。県道金沢鎌倉線の北側にあり、地盤の柱状改良を行う個人住宅の建築

に伴い、発掘調査を実施した。 

調査の結果、中世では 13 世紀前半から 14 世紀代にかけての整地層・生活面が 15層以上確認され、 

常滑の大奮埋設遺構のほか、凝灰質砂岩（鎌倉石）の切石で周囲を囲んだ基壇状の整地層も発見さ

れた。最下層では古墳時代の土器も出土し、古代以前の土地利用の一端が明らかとなった。 

16 台山遺跡（No. 29) 
山ノ内字藤源治の丘陵中腹に位置する。地下室を設置する個人住宅の建築に伴い、発掘調査を実施した。 

調査の結果、13世紀後半から14世紀代にかけての遺構・遺物が出土した。丘陵の岩盤上に盛土を行っ

て斜面を平らにし、建物を建てていたことが明らかとなった。中世に行われた丘凌地の造成の好例である。 

17 若宮大路周辺遺跡群（No. 242) 
小町三丁目に位置する。小町大路の東側、史跡東勝寺跡への入り口付近にある。地盤の柱状改良

を行う個人住宅の建築に伴い、発掘調査を実施した。 

調査の結果、中世の整地層や柱穴などの遺構、遺物が出土した。中世の石組みの井戸や、大型の

泥岩塊による厚い地形も確認できている。なお、現況地盤面から 60cmほどで地山が検出されたo 

18 安国寺跡（No. 174) 
山ノ内字東管領屋敷に位置する。主要地方道横浜鎌倉線の北側に面する場所にある。鋼管杭工事

を行う個人住宅の建築に伴い、発掘調査を実施したo 

調査地の地盤面は現況道路面から約lmほど高いが、約 30mの深さから遺構・遺物が検出できる。 

13 世紀後半から 15 世紀にかけての遺構・遺物が出土したo 整地層は4面存在し、上面では土坑や柱

穴など、生活の痕跡を確認したo 

19 北条小町邸跡（No. 262) 
雪ノ下一丁目に位置する。若宮大路から若干東側へ離れた場所にある。地盤の柱状改良を行う個

人住宅の建築に伴い、発掘調査を実施したo 

20 法泉寺跡（No. 182) 
扇ガ谷四丁目に位置する。海蔵寺の存する谷戸内にあり、鋼管杭工事を行う個人住宅の建築に伴い、 

発掘調査を実施した。 

皿 



平成 21年度発掘調査地点一覧 

遺 跡 名 所 在 地 調 査 原 因 遺跡種別 調査面積 調査期間 
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上 杉 定 正 邸 跡 

(NO, 188) 
扇ガ谷二丁目 195番 2 店舗併用住宅 

（地盤の柱状改良） 
城 館 25. OOrr? 平成21年 2 月16日 

～平成21年 4 月10日 

2

*
  

弁 ケ 谷 遺 跡 
(No, 249) 

材木座四丁目 599番 8 個人専用住宅 
（鋼管杭構造） 

都 Ib 58. 75ni 平成21年 2 月17日 

～平成21年 4 月14日 

っ
、U
 
 

若宮大路周辺遺跡群 
(No, 242) 

小町二丁目 19番外 
個人専用住宅 
（鋼管杭構造） 

都 市 35. Olrr? 平成21年 4 月 6 日 

～平成21年 5 月12日 

イ
n
'
 
 

新 善 光 寺 跡 
(No, 284) 

材木座四丁目 579番 4 
個人専用住宅 

（地盤の柱状改良） 
都 市 50. 00w? 平成21年 4 月14日 

～平成21年 6 月10日 

【h
U
  

若宮大路周辺遺跡群 
(No, 242) 

小町二丁目 364番17 
個人専用住宅 
（鋼管杭構造） 

都 市 30. 00n? 
平成21年 4 月17日 

～平成21年 6 月 1 日 

6
  

田楽辻子周辺遺跡 
(No, 33) 

浄明寺一丁目 556番 6 外 個人専用住宅 
（鋼管杭構造） 

都 巾 39. 0Dm2 平成21年 4 月22日 

～平成21年 5 月19日 

［

ー
  

弁 ケ 谷 遺 跡 
(No, 249) 

材木座六丁目 640番 2 
個人専用住宅 

（柱状改良工事） 
都 市 49. 50w? 

平成21年 6 月15日 
～平成21年 8月28日 

ヌ
。
 
 

米 町 遺 跡 
(No, 245) 

大町二丁目 2311番 5 
個人専用住宅 

（深 基 礎 ） 
都 市 55. 00w? 平成21年 6 月22日 

～平成21年 8 月31日 

q
J
 
 

川 越重頼邸跡 
(No, 270) 

浄明寺五丁目 318番1の一部 
個人専用住宅 
（鋼管杭構造） 

城 館 74. 00w? 
平成21年 6 月30日 

～平成21年 9 月30日 

I
 
0
 

 
材木座町屋遺跡 

(No, 261) 
材木座六丁目 742番4外 

個人専用住宅 
（地盤の柱状改良） 

都 市 45. 00w? 
平成21年 7 月21日 

～平成21年 8 月26日 

1
 
'
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大 倉 幕 府 跡 

(No, 253) 
雪ノ下三丁目 693番8 個人専用住宅 

（柱状改良工事） 
官 衝 33. 00w? 平成21年 9 月14日 

～平成21年11月20日 

1
 
n乙
 

下馬 周 辺 遺跡 
(No, 200) 

由比ガ浜二丁目113番 5外 
自己用店舗併用住宅 
（地盤の柱状改良） 

都 市 12. 00w? 
平成21年10月13日 

～平成21年11月13日 

1
 
3
 

 
若宮大路周辺遺跡群 

(No, 242) 
小町一丁日 65番 26 自己用店舗併用住宅 

（鋼管杭構造） 
都 市 20. 00w? 
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横小路周辺遺跡 

(NO, 259) 
二階堂字稲葉越856番 5 

個人専用住宅 
（地盤の柱状改良） 

都 市 41. 00w? 
平成21年11月 4 日 

～平成21年12月28日 

1
 

【hu
 
 
大 倉 幕 府 跡 

(No, 253) 
雪ノ下三丁目 648番 3 

個人専用住宅 
（柱状改良工事） 

官 衝 42. 00w? 
平成21年11月24日 

～平成22年 2 月19日 

1
 
6
 

 
台 山 遺 跡 

(No, 29) 
山ノ内字藤源治860番 1 

個人専用住宅 

（地下室） 
集 落 30. 00m2 平成22年 1 月12日 

～平成22年 2 月17日 

7

、
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刀
ノ
 
 

1

ノ
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若宮大路周辺遺跡群 
(No, 242) 

小町三丁目418番 5 
個人専用住宅 

（地盤の柱状改良） 
都 市 58. 00w? 

平成22年 1 月21日 
～平成22年 3 月24日 

1

ノ
リA、
 
 

8

、
い
刀
ノ
 

安 国 寺 跡 
(No, 174) 

山ノ内字東管領屋敷147番 9外 
個人専用住宅 
（鋼管杭構造） 

社 寺 46. 00w? 
平成22年 2 月12日 

～平成22年 3 月31日 

19 北 条 小 町邸跡 

(NO, 262) 
雪ノ下一丁目421番 1 

個人専用住宅 
（柱状改良工事） 

城 館 27. 00w? 
平成22年 3 月29日 

～平成22年 3 月31日 

。
乙
 
乙
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0

、
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ノ
 

法 泉 寺 跡 
(No, 182) 

扇ガ谷四丁目 518番 8 個人専用住宅 
（鋼管杭構造） 

社 寺 38. 00m2 平成22年 3 月29日 
～平成22年 3 月31日 

★印は平成20年度からの継続調査を示す。 

⑥印は平成22年度への継続調査を示す。 
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う つのみやず し ばく ふ あと 

宇津宮辻子幕府跡（No. 239) 

小町二丁目390番2外 



例 
1
1
1
1

『
 

1． 本報文は、宇津宮辻子幕府跡（No.239）の所在する遺跡内、小町二丁目 390 番 2 外地点における個人専

用住宅（地下室）建設に伴う緊急調査報告書である。 

2． 発掘調査は、平成16年2月26日から同年4月3日にかけて、調査面積62. 62dを対象に鎌倉市教育委員

会が実施した。 

3． 調査体制は以下の通りである。 

現地調査 

調査担当者】原 慶志 

調 査 員】本城 裕・須佐仁和・早坂伸市・中川健二 

調査補助員】古田土俊一・宇都洋平・高橋拓也・小野夏菜・佐原恵美子・嶋日久恵・野崎美帆・山口 

正紀（鶴見大学）・橋本和之・原 考史（国士館大学）・銘苅春也・福田淳史 

整理作業 

調 査 員】宇都洋平・菊川 泉・須佐直子・栂岡ケイト・小野夏菜・山口正紀 
調査補助員】高橋奈美・平井里永子（鶴見大学生） 

協力機関名：鎌倉考古学研究所 

4． 本報の執筆は、第1章～第 3 章を宇都が行い、第 4 章については調査員協議のもと宇都が稿を草した。 

また遺物実測、挿図、写真図版作成は菊川・須佐（直）・栂岡・小野・山口・高橋・平井が行った。 

5． 本報掲載の写真は全景・遺構を須佐（仁）・宇都・野崎があたり、出土遺物を須佐（仁）が撮影した。 

6． 発掘調査における出土遺物・図面類・写真などの資料は、鎌倉市教育委員会が保管している。 
7． 本報の凡例は以下の通りである。 

・図版縮尺 
・遺構図版 遺構のレベルは海抜標高の数値を示している。 

・遺物図版 一・ー・ーは紬薬の範囲を示す。黒塗りは主に灯明皿に付着の泊煤煙や漆器の朱漆文

様を表現している。遺物観察表における手握ねかわらけ底径計測値は外底指頭痕と

口縁部の稜部の数値を表している。 

・使用名称 本報中の「土丹」は三浦・葉山岩層の泥岩のことである。 

8． 現地調査及び資料整理においては、多くの方々からご助言、並びにご協力を賜った。記して感謝の意

を表したい。（敬称略、五十音順） 

秋山哲雄・池谷初恵・伊丹まどか・岡 陽一郎・小野正敏・河野員知郎・菊川英政・五味文彦・佐藤

仁彦・汐見一夫・宗茎秀明・宗茎富貴子・鈴木絵美・鈴木弘太・関 幸彦・手塚直樹・野本賢二・韓

盛旭・福田 誠・松尾宣方・松吉大樹・馬測和雄・宮田 員 



1
 
2
 
3
 
4
 
5
 6
 
7
 
8
 
9
 1
0
 1
1
 1
2
 1
3
 1
4
 1
5
 1
6
 

図

図
図

図
図
図

図

図
図
図

図
図

図
図
図

図
 

本 文 目 次 

第1章 遺跡の位置と歴史的環境 ・ 5 

1． 遺跡の位置 5 

2． 遺跡の歴史的環境 5 

第2章 調査の概要 9 

1． 調査の経緯と経過 ・ 9 

2． 測量軸の設定 9 

3． 層序と生活面 

第3章 検出遺構と出土遺物 14 

1． 検出した遺構 

2． 出土した遺物 ・ 25 

第4章 まとめ 43 

挿 図 目 次 

調査地点と周辺遺跡 6 

グリット配置図 10 

国土座標位置図 

調査区中央土層堆積図・ 12 

上層遺構全測図 13 

下層遺構全測図 14 

土坑1・2・5、溝1 15 

土坑 4、ピット 14・15 16 

土坑 9・10・12・13・18 17 

土坑 16・17・20'-22 18 

土坑 19・27 19 

各土坑・ピット  20 

井戸1 21 

井戸2上層遺物出土状況 22 

井戸3・4、土坑 33・34 23 

ピット6'9・17 24 

図 17 土坑1・2・4出土遺物・・ 26 

図 18 土坑 5・6・8出土遺物・・ 27 

図19 土坑9'-15・17・18出土遺物 28 

図20 土坑 19出土遺物（1) … 30 

図 21 土坑 19出土遺物（2）・・・ 31 

図 22 土坑 20・22~ 24・27出上遺物 33 

図 23 土坑 30・32・34・35出土遺物 34 

図 24 井戸1出土遺物 ・ 35 

図 25 井戸2 出土遺物（1）・・・” 36 

図 26  井戸2 出土遺物（2）・…・ 37 

図 27 井戸2出土遺物（3）・・・・・ 38 

図28 井戸3出土遺物 ・ 39 

図29 溝1出土遺物 40 

図 30 ピット 11・22・32・34・37~ 39出土遺物 41 

図 31 遺構外出七遺物 42 



図 版 目 次 

図版 1 1．上・下層遺構全景（北から） 2．同上調査区北西域（西から） 3 同上調査区 

南西域（西から） 45 

図版 2 1．土坑2遺物出土状況 2．土坑8 3．土坑5遺物出土状況 4．同左土層断面 

5．土坑 11 6．同上土層断面 7．土坑 12 8．同上土層断面  46 

図版 3 1．土坑 15 遺物出土状況 2．土坑 18 3．土坑 19遺物出土状況 4．土坑 20 土層断面 

5．土坑22 6．同左土層断面 7．井戸1・2、溝  8.P15 47 

図版 4 1．井戸1（井戸木枠上層） 2．同上（井戸木枠下層） 3．井戸1（井戸枠組方） 

4．井戸2 5．井戸2（中層出土遺物） 6．井戸2土層断面 7．井戸4 48 

図版 5 1．土坑1 2．土坑2 3．土坑4 4．土坑6 49 

図版 6 1．土坑5 2．土坑8 3．土坑9 4．土坑 12 5．土坑 13 

6．土坑 14 7．土坑 15   50 

図版 7 1．土坑 19   51 

図版 8 1．土坑 20 2．土坑22 3．土坑23 4．上坑24 5．土坑 27 

6．土坑 30 7．土坑35 8．土坑 34 52 

図版 9 1．井戸1上層  2．井戸1下層  3．井戸2上層  4．井戸2中層…・ 53 

図版 10 1．井戸2中層 2．井戸2下層 3．井戸3 54 

図版 11 1．溝1 2.P11 3.P22 4.P32 5.P34 6.P37 7．遺構外 55 



第1章遺跡の位置と歴史的環境 

1． 遺跡の位置 
本調査地点は旧鎌倉市街地を形成する平野地の東端に位置し、JR 鎌倉駅より北東方に約 470m、小町

二丁目 390 番 2 外に所在する（図1）。 

鎌倉旧市街は鶴岡八幡宮から由比ガ浜にかけて伸びる若宮大路を中心として、南北に今小路・小町

大路、またこれらに直行するように横大路など数本の道路により区画されている。これらの周辺地域

を神奈川県遺跡台帳では「若宮大路周辺遺跡群（砺242)」として登録されているが、この内に囲まれ

るように「北条時房・顕時邸跡（砺278)」・「北条小町邸跡（陥282)」・「宇津宮辻子幕府跡（No.239)] 

が別登録されている。 

本調査地点の遺跡名である「宇津宮辻子幕府跡」は「北条小町邸跡」に南接するかたちで、若宮大

路ニノ鳥居までの南北約 300m、若宮大路東側から小町大路西側までの東西約 150rn の範囲が遺跡登録さ

れており、調査地点はこの遺跡の南東隅に位置しているo 

2． 遺跡の歴史的環境 
源頼朝の開府時、幕府政庁は大倉の地に置かれたo『吾妻鏡』によれば、治承四（1180）年十月六日

に鎌倉入りを果たした頼朝は九日には懐島景能を奉行として御所の作事を命じており、十五日には御

所入りしている（註1)0 この大倉の地に作られた「大倉御所」は頼朝・頼家・実朝の源氏三代の御所と

して使用されており、大倉に開府当初の幕府が置かれた理由としては、四神相応の地であった事や、 

古代から中世初めにおいての六浦道の重要性が指摘されている（松尾 1993・山村1997) 

しかし実朝が公暁により暗殺され、鎌倉幕府第四代将軍として藤原頼経が承久元（1219）年七月十九

日に鎌倉入りをすると、同じ大倉にある北条義時邸内に新造された御所へ入ることとなり、大倉御所

は頼朝の妻である政子の居住の場となるが、同年十二月二十四日に失火により大倉御所は灰燈に帰し

てしまう（註2)。この後大倉御所はこの後再建されることはなく頼経は義時邸南御所で居住するが、嘉

禄元（1225）年十月三日に北条泰時・時房により宇津宮辻子付近に御所を移転する話が論議され、同年

十二月五日に上棟式、同月二十日に頼経が宇津宮辻子御所へ移っている（註3)0 

宇津宮辻子御所については松尾剛次 (1993）によりその範囲が想定されている。これによると伊賀

朝行勝長寿院前邸内に存在した頼経の寝所から宇津宮辻子御所の北西隅まで東西二百五十六丈五尺、 

南北六十一丈とし、御所の範囲を東西二十二丈八尺五寸以上、南北十六丈八尺以上としている。また

御所の西頬が若宮大路と接していなかった可能性を挙げている。なおこの宇津宮辻子御所の名前にも

ある「辻子」についてであるが、鎌倉内に存在した辻子について狭義では様々な見解があるが（註5 )、 

広義においては「東西にはしる小さな道」と解釈しても差し支えはないであろう。また「宇津宮」に

ついては鎌倉において葛西ケ谷や比企ケ谷・千葉地のようにそこに屋敷地を領していた御家人の苗字を

地名として残しているところがある（註6)。よってこの辻子に面した一角に宇都宮一族の屋敷地（もし

くは跡地）が存在していたものと考えられる。 

『吾妻鏡』 によると宇津宮辻子御所には「南門」・「東御門」・「中門」・「北土門」などの門や「寝殿」・「二

棟御所」・「小御所」・「竹御所」・「持仏堂」・「東小侍所」・「西侍所」・「車寄戸」・「納殿」・「釜殿」・「馬場殿」・「賛

殿」・「渡殿」・「御台所」・「進物所」・「休所」・「御車宿」・「御厩」などの施設、「南庭」・「北小庭」が存在 
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していたことが分かるが、御所移転からわずか11年後の嘉禎二（1236）年八月四日、頼経の庖癒・腫

れ物が土公の崇りと関係しているとのことで御所は北側の区画に移され、宇津宮辻子御所はその短い

役目を終える事となる。 

当遺跡は本地点以外に若宮大路沿いで5件、小町大路沿いで2件の調査が行われている。若宮大路

沿いの調査地点の内小町二丁目 366-1 番他地点では中世の生活面は近世の掘削により確認されていな

いが、地山面より、一括で 13 世紀初頭から 15 世紀初頭に属すると思われる若宮大路側溝及び大路側

溝に直行する溝、建物、柵列、井戸が検出されている。遺物については土墳2とした遺構からは板碑伝が、 

また大路側溝Iとした遺構の上層木器堆積層からは「多胡郷 嘉暦ロ」と記された墨書木管が出土し

ている。小町二丁目 36 1-1 地点も同様に中世の生活面は近世の掘削により失われている。検出された

遺構としては小町二丁目 366-1他地点と同様、若宮大路側溝、柱穴列、柱穴などがある。 

小町二丁目 354 番 2 地点では二時期の生活面が確認されている。第1面とした 14 世紀前半の生活面

では柱穴、道路状遺構、溝状遺構、土墳が検出されており、第2面からは南北五間・東西六間を最大

建物面積とする掘立柱建物が 9軒、橋脚、土墳、柱穴列、溝状遺構、井戸等が検出されている。 

小町二丁目 354 番 12 外地点も 13 世紀中～ 14 世紀中葉と考えられる第1面と 13 世紀前～中葉と考

えられる二時期の生活面が確認されており、第2面からは東西三間・南北三間の規模を持つ掘立柱建物、 

柱穴列等が検出されている。 

小町大路沿いの小町二丁日 389 番 1地点では 13 世紀前半から 15 世紀前半の四時期の生活面が検出

されており、この内1期～2B 期では掘立柱建物が検出されており特に1期の建物は大きな屋敷地の一

部との可能性が示されている。また小町二丁目 373 番 1 地点では小町大路西側の木組みの側溝及び、 

若宮大路と平行する木組みの溝（溝 2）が検出されており、この溝2からは「三丈 ロきのやまの

ロロ宗ロ」と墨書された木簡が出土している。 

く註〉 

1 『吾妻鏡』治承四年十月六日条 

「着御干相模国。畠山次郎重忠馬先陣。千葉介常胤候御後。九是雇従軍士不知幾千万。楚忽之間未 

及管作沙汰。以民家被定御宿所云々」 

『吾妻鏡』治承四年十月九日条 

「馬大庭平太景義奉行。被始御亭作事。但依難致合期沙汰o 暫鮎知家事兼道山内宅被移築「立之」（後 

略）」 

『吾妻鏡』治承四年十月十五日条 

「武衛始入御鎌倉御亭。此間馬景義奉行所令修理也」 

2 『吾妻鏡』承久元年七月十九日条 

「左大臣道家公賢息二歳。母公経卿女。健保六年正月十六日寅刻誕生。下向閲東。（中略）今日牛 

勉入鎌倉。着干右京槽大夫義時朝臣大倉亭。郭内南方。此間構新造屋。（後略）」 

『吾妻鏡』承久元年十二月廿四日条 

「子勉故右府将軍亭営時二品居所。焼亡。失火云云。（後略）」 

3 『吾妻鏡』嘉禄元年十月三日条 

「相州、武州参御所給。営御所可被移於宇津宮辻子之由有其沙汰o （後略）」 

『吾妻鏡』嘉禄元年十二月五日条 

「新御所上棟也o 相州、武州監臨。（後略）」 

『吾妻鏡』嘉禄元年十二月廿条 

「今日若君有御移徒之儀。申一鮎御出。御狩衣。御騎馬。午刻之由錐載勘文、推移如此。（後略）」 

4 宇津宮辻子御所の推定地については高柳光寿（高柳 1959）と松尾剛次（松尾 1993）の二説があるが、 

松尾説の方がより自然な解釈と受け止められるため、ここでは松尾の説を採用することとする。 



5 たとえば高柳 1959・大三輪 1985・石井 1989・山村 1997 など 

6 千葉地については中世までその地名がさかのぼる事が出来るのか若干の疑間が残る。 

く引用●参考文献〉 

石井 進 1989 「大路・小路・辻子・辻」石井進・大三輪龍彦編『よみがえる中世 3武士の都鎌倉』 

平凡社 

伊藤正義 1991 「鎌倉・大倉幕府から宇都宮辻子幕府へ 御所の破却と政権の再生」『「吾妻鏡」 

の総合的研究』 

岡陽一郎 2006 「鎌倉の変容」小野正敏・萩原光雄編『鎌倉時代の考古学』高志書院 

河野員知郎 1995 『中世都市鎌倉 遺跡が語る武士の都』講談社選書メチェ 講談社

国史大系編集会 1971 『新訂増補国史大系 吾妻鏡』吉川弘文館 

高柳光寿 1959 『鎌倉市史 総説編』 吉川弘文館 

田代郁夫ほか 1992 「宇津宮辻子幕府跡 小町二丁目 354 番 12 外地点」『鎌倉市埋蔵文化財緊急調 

査報告書 9-3』鎌倉市教育委員会 

田畑佐和子 1991 「宇津宮辻子幕府跡の調査」『第一回鎌倉市遺跡調査・研究発表会要旨』 

継 実 1992 「宇津宮辻子幕府跡の調査」『第三回鎌倉市遺跡調査・研究発表会要旨』 

原 慶志 1999 「神奈川・宇津宮辻子幕府跡」『木簡研究 第二十一号』木簡学会 

原 慶志ほか 1996 『宇津宮辻子幕府跡発掘調査報告書 小町二丁目 361番 1地点』宇津宮辻子幕 

府跡発掘調査団 

原 慶志ほか 1996 「宇津宮辻子幕府跡 小町二丁目 389 番 1 地点」『鎌倉市埋蔵文化財緊急調査 

報告書 12-2』鎌倉市教育委員会 

原 慶志ほか 1997 「宇津宮辻子幕府跡 小町二丁目 361 番 1 地点」『鎌倉市埋蔵文化財緊急調査 

報告書 13-2』鎌倉市教育委員会 

山村亜希 1997 「中世鎌倉の都市空間構造」『史林 80-2』史学研究会 

松尾剛次 1993 『中世都市鎌倉の風景』吉川弘文館 

＜図1の調査地点名一覧＞ 

1．小町二丁日 390 番 2 外】本調査地点 

2．小町二丁目 389 番 1地点 

3．小町二丁目 361番 1地点 

4．小町二丁目 366 番外地点 

5．小町二丁目 354 番 12 外地点 

6．小町二丁目 354 番 2 地点】雪ノ下カトリック教会 

7．小町二丁目 345 番 2 地点】鎌倉雪ノ下教会 

8．小町一丁目 374 番 1地点 

9．小町一丁目 325 番イ地点 

10．小町一丁目 333 番 2地点 

11．小町一丁目 374 番 1地点】鎌倉中央郵便局 

12．小町一丁目 374 番 1地点】生涯学習センター 

13．小町一丁目 374 番 1地点 

14．小町一丁目 309 番 1地点 

15．小町一丁目 322 番地点 

16．雪ノ下一丁目 367・378 番 1地点 

17．雪ノ下一丁目 419 番1地点 

18．小町二丁目 402 番 5 地点 

伊藤正義 1991 

岡陽一郎 2006 

河野員知郎 1995 

国史大系編集会 1971 

高柳光寿 1959 
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田畑佐和子 1991 

継 実 1992 

原 慶志 1999 

原 慶志ほか 1996 

原 慶志ほか 

原 慶志ほか 

山村亜希 

松尾剛次 

1997 

1997 

1993 



第2章 調査の概要 

1． 調査の経緯と経過 

本調査地点は宇津宮辻子幕府跡の南側東隅に位置している。今回の現地調査に先立ち鎌倉市教育委

員会に地下室を伴う個人住宅建設の相談があった。この工事により埋蔵文化財への影響が予想された

ため、事前に鎌倉市教育委員会による遺構確認の試掘調査が実施された。その結果、地表下約 50cm か

ら鎌倉時代の遺構・遺物が確認され、工事による埋蔵文化財への影響が避けられないものと判断され

たため、事業者との協議がおこなわれた。結果、平成十六年 2 月 26 日より埋蔵文化財への影響が予想

される約 62. 62 言を調査対象として発掘調査を実施した。 

現地調査は平成十六年 2 月 26 日に機材搬入、重機により試掘データに基づいて地表下約 50cm 前後

まで堆積していた近現代の撹乱・客土・近世耕作土の除去をおこない、以下を人力による掘り下げで

調査をおこなった。その結果、12 世紀末から 15 世紀前半にかけての鎌倉時代を中心とした中世の遺構・

遺物が検出された。同年 4 月 3 日までの間に必要な記録作業をおこない、同日機材の撤収を含め現地

調査を終了した。その間の作業内容については以下を参照されたい。 

【日誌抄】 

2月 26 日（木）機材搬入。重機により地表下約 50cmまで掘削。 

28 日（土）確認調査開始。鎌倉市四級基準点を基とし、測量用基準点を設定。鎌倉市三級基準点から 

海抜標高を調査地点に移動。 

3月  6 日（土）井戸2 上層のかわらけ溜りの写真撮影および平面実測。 

10 日（水）溝状遺構の写真撮影および平面実測。 

17 日（水）調査区南側の平面・遺構土層実測o 井戸1・2 の写真撮影。 

23 日（火）調査区南側の平面・遺構土層実測。 

30 日（日）全景写真撮影および平面実測・遺構土層実測。 

4月 1日（木）調査区各壁面土層堆積状況実測。 

3 日（土）現地調査終了。機材撤収。 

2． 測量軸の設定 

調査にあたって使用した測量設定は、図 2 で示したように調査地点東側の小町大路上に鎌倉市道路

管理課が設置した鎌倉市 4 級都市基準点（第Iv座標系）の U068(X=-75752. 344 Y=-25030. 674）と 

U069(X=-75799. 463 Y=-25071. 002）を使用した。さらに U068・U069 両四級基準点から調査地点に測

量基準点を設置するため任意の a 点（X=-75828. 161 Y=-25094. 715）・b 点（X=-75805. 708 Y＝ー 

25129. 135）の2点を設けD-1杭の座標数値をもとめた（X=-75788. 996 Y=-25 125. 905)。ただしグリッ

トは測量の利便性を優先させるかたちで調査区の形状に合わせ設置したので国土座標とは一致してい

ない（図 3)。 

調査終了後、図 3 のように改めて国土座標区画 X-75780. 000 '-- 75810. 000・Y-25115. 000~ 



No. 15673=6. 1684m 国土地理院水準点（若官大路段葛のニノ鳥居脇） 国土地理院水準点（若官大路段葛のニノ鳥居脇） 

/ 
/  

ンジジ 

／ロ（ 

プ軍 
S=1/2500 

国土座標数値 

鎌倉市 4 級都市基準点鎌倉市 4 級都市基準点 a 点 x＝一75828, 161 Y＝一25094, 715 
0068 X=-75752,344 Y=-25030,674 b 点 X=-75805,708 Y=-25129,135 
0069 X=-75799,463 Y=-25071,002 D- 1杭 X=-75788,996 Y=-25125,905 

S=1/1250 

図2  グリット設定図 （S=1/200・V400) 
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図 3 国土座標位置図 

25140. 000 内に遺構図を移しかえて掲載した。調査区グリットは図 3 に示すように東西軸と南北軸をそ

れぞれ 2m方眼で組み、北から東西軸をアルファベット、南北軸を西から算用数字を充てたo 各グリッ

トの名称は北西角の交差軸点をグリット名として呼称している。 

3 ． 層序と生活面 

調査地点の現地表は海抜標高 8. 00m前後でほぼ平坦な土地となっていた。しカル遺跡地内の標高をみ

ると、中央部の南端の鎌倉雪ノ下教会から北端に近い妙隆寺へ向かって緩やかに高くなっているが、小

町大路と若宮大路方向にあたる東西側は低くなる地形を呈している。調査で確認した土層は厚さ 40~ 

50mほどの近・現代の客土層の堆積土を除去すると、図4で示した中世遺物包含層の薄い堆積が観察され 
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土層注記 

t明茶褐色砂質土 黒褐色砂質土を斑に中量含む。土丹塊・粒、小石、貝砂を少量含む。粘性・締まり共に無し。、 

2暗灰色砂質土 かわらIナ片明茶褐色砂質土を極少量含む。粘性有り締まりやや有り。 l近世井戸 

3 明茶褐色砂質土 1層と類似するが貝砂含まない。粘性．締まり共に無し。 J 

4暗褐色砂質土 黄灰色砂質土中量含む。土丹粒・かわらけ片を極少量含む。粘性・締まり共にやや有り。 土坑6 4 

5．暗褐色砂質土 黄灰色砂質土を中量含む。土丹粒・炭化物粒を極少量含む。粘性・締まり共にやや有り。 

6．黒褐色砂質土 かわらけ片・土丹塊・小石を少量含む。粘性無し、締まりやや有り。 、 
-P4 6-7 

7 黄灰色砂質土 地山の土に類似するが黒褐色砂質土を斑状に少量含む。粘性・締まり共に無し。J 

8．暗灰色砂質土 土丹塊・粒を多量に含む。小石を少量含む。粘性やや有り、締まり無し。 、 

9 暗灰色砂質土 小石炭ィヒ物粒を少量カわblナ片土丹粒を極少量含む粘性無し締まり極わずかに有り 
 I土坑 8 ~ 11 

10 茶褐色砂質土 黄灰色砂質土を少量、土丹粒・炭化物粒を極少量含む。粘性・締まり共にやや有り。 I 

11 黄灰色砂質土 地山の土に類似するが茶褐色砂質土。 ) 

12．暗灰色砂質土 かわらけ片・土丹粒・炭化物粒を少量含む。粘性極わずかに有り、締まりやや有り。 

13．茶褐色砂質土 かわらけ片・土丹粒・炭化物粒を少量含む。粘性・締まり共にやや有り。 、 

14 灰色砂質土 貝砂を多量に含む。かわらlナ片少量含む。粘性無し、締まりやや有り。 ~ 
15 暗灰色砂質土 炭化物粒を中量含む。粘性無し、締まり有り。 

16 暗青灰色砂質土 炭イヒ物粒多量に含むかわblナ片土丹粒少量含む。黄灰色砂質土を斑状に中量含む粘性わずかに有り締まり有り。  」 
17．暗褐色砂質土 黄灰色砂質土を極少量斑状に含む。かわらけ片を少量含む。粘性無し、締まり有り。 ｝PH 

18．暗褐色砂質土 黄灰色砂質土を極少量斑状に含む。粘性無し、締まり有り。 ｝P18 

19 黄灰色砂質土 暗褐色砂質土を斑状に中量含む。炭化物粒・かわらけ片を極少量含む。粘性・締まり共に無し。 、 

20 茶褐色砂質土 黄灰色砂質土と暗褐色砂質土を斑状に少量含む。かわらlナ片を極少量含む。粘性無し、締まり有り。 ~  

21 茶褐色砂質土 20層に類似するが黄灰色砂質土をより多く含む炭イヒ物粒を極少量含む粘性無し締まり有り 
I土坑11 19 - 24 

22．暗黄灰色砂質土 暗褐色砂質土を極少量含む。粘性・締まり共に無し。 I 

23 暗茶褐色砂質土 暗褐色砂質土を極少量含む粘性締まり共に無し ~ 
24 黒褐色砂質土 暗褐色砂質土を中量、黄灰色砂質土を少量斑状に含む。粘性無し、締まり有り。 ノ 

25．暗茶褐色砂質土 土丹塊・かわらけ片を中量、炭化物粒・土丹粒を少量含む。粘性極わずかに有り、締まりやや有り。 ｝P10 25 

26．暗灰色砂質土 貝砂を多量に含む。粘性無し、締まり有り。 1 

27 暗黄灰色砂質土 茶褐色砂質土炭イヒ物粒を中量含む。粘性無し、締まりやや有り。 
 lP11 26- 27 

28‘茶褐色砂質土 かわらIナ片小石炭イヒ物粒を中量含む。挙大の伊豆石片を極少量含む。粘性無し、締まりやや有り。 、 

29 茶褐色砂質土 貝砂を中量含む。かわらけ片．炭化物粒．土丹粒を少量含む。粘性無し、締まり有り。 I 

30 暗茶褐色砂質土 かわらIナかわらlナ片を多量に含む。炭ィヒ物粒を中量挙大土丹塊を少量含む。粘性締まり共にやや有り。 ~ 

31茶灰色砂質土 土丹粒を中量、かわらIナ片炭イヒ物粒 ノト石を少量含む。粘性締まり共にやや有り。 ~ 
32 茶褐色砂質土 土丹粒炭ィヒ物粒を中量、挙大土丹塊を少量含む。粘性無し、  締まりやや有り。 ~ 
33 暗青灰色粘質土 炭化物かわらけ片を多量に含む粘性締まり共に有り 

34 暗灰色砂質土 土丹塊・粒を中量、かわらけ片・炭化物粒を少量含む。粘性わずカ可こ有り、締まりやや有り。 I 

35 暗灰褐色砂質土 土丹粒，ノト石を多量に含む。炭イヒ物粒少量含む。粘性無し、締まりやや有り。 ~ 
36 暗青灰色粘質土 貝砂を中量含む。挙大土丹塊を極少量、土丹粒を中量、有機物を少量含む。粘性わずカ'Iこ有り、締まりやや有り。  ~ 
幻茶褐色砂質土 土丹粒炭ィヒ物粒を少量含む。粘性無し、締まりやや有り。 ~ 
38 黒灰色砂質土 有機物を少量含む。粘性無し締まりわずかに有り。 ~ 
39 茶褐色砂質土有機物ノト石を少量含む。粘性．締まり共に無し。 ノ 

図 4 調査区中央土層堆積図 （S=1 /40) 
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D B C E F 

~ I 

0 4m 

た。層位的にこの付近から掘り込まれた遺構もあるが、撹乱と遺構重複が多く認められるので最終的

に検出はもう少し掘り下げた縄文時代海進・海退によって形成された自然堆積の灰～黄褐色砂層上面

でおこなうことにした。遺構は平面プランの確認だけでは新旧関係が掴みきれないほど複雑に切り合っ

ており、ほぼ全域がその覆土となって連続的に検出されるため、他の鎌倉遺跡詳のように遺構を生活

面や層位から明確に群別することは難しかった。よって現地での新旧関係や整理作業の検討により概

ね上層・下層遺構の二群に大別したが、これはあくまで便宜上のものであるo 

図5 上層遺構全測図 （S=1/80) 
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第3章 検出遺構と出土遺物 

1． 検出した遺構 

土坑は 35 基を確認した。 

土坑1（図7)】調査区のほぼ中央、D-3 グリット付近で検出。短辺 100cm× 長辺110cm× 深さ 40cm、円形。 

P5 にきられる。覆土は砂質土で、3層に土層は分けられる。かわらけ・刀子などが出土。 

土坑 2（図7)】調査区のほぼ中央、E-4 グリット付近で検出。短辺 120cm× 長辺150cm×深さ 30cm、円形o 

かわらけが出土。 

] 

0 4m 

図 6 下層遺構全測図 （S=1/80) 
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D-4 

+  

土坑1 

4一 

, 

-a 

D -a' 7. 5m 
aー 

0 2m 

E-4 

+ 

7. 2m 
bー 

C 

土坑1 土層注記 

1．暗褐色砂質土 かわらけ片・炭化物を含む 

地山と同じ砂質土を少量まだらに含む しまり無 

2‘暗褐色砂質土 炭化物・地山と同じ砂質土を少量含む しまり無 

3，明黄灰色砂質土 上層の暗褐色砂質土マーブル状に混入 しまり無 

I 
E 

ー b' 

もy タ／一 
▲ 土坑2 

溝1・土坑5 土層注記 

1 暗褐色砂質土 小石・かわらけ片“炭化物粒“土丹粒少量含む、 

暗黄褐色砂質土をブロック状にごく少量含む I ：馨 
, I丹 

粘性無 しまりやや有 
γ 1 

2．暗黄褐色砂質土  1層の暗褐色砂質土をまだらに含む I 
粘性無 しまり無 ノ 

3 黒褐色砂質土 かわらけ片・土丹粒・塊・炭イヒ物粒を含む 1 
粘性やや有 しまり有 」 

土
坑

5
 

図7  土坑1・2・5、溝1 (S=1/40) 

土坑 4（図8）・調査区の南東隅、B-5 グリット付近で検出。深さ 70cm。土坑 14・井戸 2 を壊して掘 

られてる。覆土は 9 層に分けられ、このうち 3 層～ 9 層でかわらけ片が他の層と比べ比較的多く含ま 

れている。遺物はかわらけ・青磁・常滑窯製品・瀬戸窯製品が出土。 

土坑 5（図7)：調査区の南西隅、B-S グリット付近で検出。深さ 70cm。士坑 14・井戸 2 を壊す。覆土 

▲ 土坑 1 

4ー 

l  

▼ 土坑5、溝状遺構 

C-5 

溝状遺構 

土坑 5 



, 

ーa 

※井戸 2 の土層堆積は図 4に
記載している。 

土坑4 円4・巧 土層注記 

1暗茶褐色砂質土 炭ィヒ物粒を中量、土丹塊かわらlナ片を少量含む。粘性締まり共に無し。 ｝m 

2土丹塊による構築層 、 

3 黒褐色砂質土 礎石である伊豆石を挙大の伊豆石。土丹で支える。かわらlナ片少量含む。粘性無し、締まりやや有り。トP15 

4 暗褐色砂質土 かわらIナ片土丹粒を中量含む。粘性無し、締まりわずカ可こ有り。 J 

5．黒褐色砂質土 かわらけ片・土丹塊・粒・炭化物粒・小石を中量含む。粘性わずかに有り、締まり有り。 、 

6 暗茶褐色砂質土かわbIナ片土丹塊を中量炭ィヒ物粒土丹粒を少量含む。粘性わずカ可こ有り締まり有り
。 ~ 土 

7 暗茶褐色砂質土かわらIナ片’土丹粒を少量含む。粘性無し、締まりやや有り。 r 曹 
8暗灰色砂質土 かわらけ片・土丹粒・炭化物粒を少量含む。粘性無し、締まり有り。 I 

9 明褐色砂質土 炭化物粒を少量、かわらlナ片を極わずカ'Iこ含む。粘性締まり共に無し。 ノ 

5- ~ 

0 2m 
~ 

図8 土坑4、Pl4・1 5 (S=1/40) 

は砂質で鎌倉石・伊豆石を含む。かわらけ・常滑窯製品・瀬戸窯製品・瓦質製品・硯が出土。 

土坑 6（図5) 】調査区の東側、F-3 グリット付近で検出。深さ 70cm、長楕円形。土坑 9・土坑 10・土

坑 26 を壊して掘り込む。かわらけ・青磁・常滑窯製品・瀬戸窯製品が出土o 

土坑 7（図9) 】調査区のほぼ中央、E-4 グリット付近で検出。短辺 62cm×長辺 71cm、楕円形o 土坑 

13 より新しいo 

土坑8（図6)】調査区の南東隅、E-5グリット付近で検出。土坑9・土坑10をきる。かわらけ・青磁・白磁・

釘が出士。 

土坑9（図6)】調査区の南東隅、F-S グリット付近で検出。土坑6・土坑 8に壊され、土坑 10 より新しい。 

かわらけ・常滑窯製品・渥美窯製品・瓦が出土。 

土坑10（図9)】調査区の南西隅、F-Sグリット付近で検出。深さ30cm。土坑6・上坑8・土坑9にきられるo 

覆士は砂質で 3 層に分けられるo かわらけが出土。 

土坑 11（図6) 】調査区のほぼ中央、D-4 グリット付近で検出。短辺 123cm×  長辺 162cm、楕円形。井

戸2 より新しいo 青磁が出土。 

土坑 12（図9)：調査区のほぼ中央、D-4 グリット付近で検出。短辺 143cm×  長辺 17 1cm×  深さ 72cm, 

不整形。土坑 13 を壊す。覆土は砂質であり、10 層に分けられる。このうち 3層は炭化物で構成された

層である。かわらけ・青磁・常滑窯製品が出土。 
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▼土坑 10 
7. 30m 

aー 
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b' 
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▼土坑 18 
ーa' 

▼土坑 13 

biLom - b' 

土坑 10 土層注記 

1暗茶褐色砂質土 土丹粒・炭化物を多量に含む。黄灰色砂・暗褐色粘質土ブロック混じる。やや締まり有り。 

2茶褐色砂質土 黄褐色砂質土ブロックを多量に含む。締まり有り。 

3 黄灰黄灰色砂層~砂質土ブロックを少量含む。締まり無し。 

土坑 18 土層注記 

t暗褐色砂質土 かわらけ片・土丹粒・片を含む。粘性若干有り、締まり無し。 

2,暗青褐色砂質土 かわらけ片・土丹粒を少量含む。炭化物を若干含む。暗茶褐色砂質土を少量含む。粘性やや有り、締まり若干有り。 

3．暗褐色砂質土 かわらけ片・土丹粒を少量含む。暗黄褐色砂質土を極少量含む。粘性やや有り、締まり若干有り。 

4.黒褐色砂質土 かわらけ片を極少量含む。挙大土丹を若干含む。粘性やや有り、締まり無し。 

5.暗褐色砂質土 黄褐色砂質土を含む。かわらけ片を極少量含む。粘性・締まり共にやや有り。 

土坑 13 土層注記 

1暗茶褐色砂質土 土丹粒・炭化物を多量に含む。締まりやや有り。 

2.暗茶褐色砂質土 黄灰色砂・炭化物ブロックを多量に含む。やや締まり有り。 

3暗茶褐色砂質土 黄灰色砂ブロック・炭化物焼土を多量に含む。締まり無し。 

▼土坑 12 
7. 30m 
a- 

土坑 12 土層注記 

ー’a 

0 2m 

t暗茶褐色砂質土 大小土丹塊・炭化物・かわらけを含む。やや締まり有り。 

2．茶褐色砂質土 土丹粒・砂甲ト炭化物を含むっ締まり有り。 

3．黒褐色砂質土 炭化物を多量に含む。締まり無し。 

4.茶褐色砂質土 粘土ブロック混入。締まり無し。 

5 茶褐色砂質土 黄灰色砂ブロック多量、炭ィ吻を含む。締まり有り。 

6．茶褐色砂質土 黄灰色砂ブロック少量、炭化物を含む。締まり有り。 

7．茶褐色砂質土 黄灰色砂小ブロック・炭化物を含む。 

8．茶灰色砂質土 黄灰色砂を多量に含む。 

9．暗茶褐色砂質土 炭化物多めに含む。 

10．黄灰色砂層 茶褐色砂質土が帯状に堆積,締まり無し。 

    

図9 土坑10・12・13・1 8 (S=1/40) 
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土坑 16 土層注記 

1．茶褐色砂質土 炭化物少量を含む。締まりやや有り。 

2．茶褐色砂質土 地山の砂・土丹片・炭化物を少量含む。締まりやや有り。 

3．黄褐色砂質土 茶褐色土・炭化物を少量含む。締まりやや有り。 

4.暗茶褐色砂質土かわらけ片・土丹粒・炭化物を少量含む。締まり有り。 

7. 30m 
Cー -C' 

11 
土坑 20 土層注記 
1茶褐色砂質土 かわらけ片・土丹粒・炭化物を少量含む。締まりやや有り。 

2.炭化物層 

3．茶褐色砂質土 黄褐色砂ブロック少量、貝砂を極わずかに含む。締まりやや有り。 

4.炭化物層 

5．暗茶褐色粘質土 炭化物少量含む。締まりやや有り。 

6．炭化物層 

7．茶褐色砂質土 黄褐色砂ブロックをわずかに含む。炭化物少量含む。締まりやや有り。 

＆茶褐色砂質土 黄褐色砂ブロックをわずカ可こ含む。締まりやや有り。 

9黄褐色砂質土 貝砂を少量含む。締まりやや有り。 

10．炭化物層 瓦片・炭化物を含む。 

11 黄褐色砂質土 貝砂を極少量含む。 

b 
7. 30m 

- b' 

土坑 17 土層注記 冒注記 
付近で検出。短辺 

監器撫農濃器む締まり有り 

1．暗茶褐色砂質土 かわらけ片・炭化物を少量含む。締まり有り。 

2暗茶褐色砂質土 炭化物を斑に含む。締まりやや有り。 

3．黄褐色砂質土 炭化物少量含む。締まりやや有り。 

4．暗茶褐色砂質土 地山の砂・土丹片・炭化物を少量含む。締まり有り。 

d 
7. 30m 

- d' 

2ー 

3- 

D-3 

十 

7. 30m 
aー 一a' 

土坑 13（図9) 】 

調査区の中央より

やや南側、E-5 グ

リット付近で検 

E-2 出。短辺 133cmX 

長辺 135cm 以上 

× 深さ 62cm、円 

形。土坑 7・12 よ 

り古い。覆土は砂 

質であり、3 層に

分けられ、すべて

の層に炭化物が多

く含まれているの

が特徴である。か

わらけ・常滑窯製

品が出士。 

土坑 14（図6) 】 

調査区の南西隅、 

C-6 グリット付近

で検出。不整形。 

土坑 4 にきられ

る。かわらけ・土 

-b 
師器が出土。 

土坑 15（図5) 】 

調査区のほぼ中

央、D-3 グリット 

96cm×長辺 105cm、 

きる。かわらけ・ 

-d 骨角製品が出土。 

土 坑 16（図 

10) 】調査区の北

東、E-3 グリット 

土層注記 付近で検出。長辺 

ぬ吠の土丹かねョナ片を少量含む諦事Jやや有り。 1土 坑 26 にきられる。 
、坑 

地W）砂か才先メナ片‘炭化物を少量含む謙帝事Jやや有1」。1 22 

地4D砂力寸裏什片を含む。締まJ有り‘ ノ イ夏工は11ブノ貝 ぐ（又） 

0 2m 
1 1 1 1 1 I 
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土坑 21・22 

1．暗茶褐色砂質土 

2．茶褐色砂質土 

3．炭化物層 

4.茶褐色砂質土 

5暗茶褐色砂質土 

器 のり石“かねョナ片‘土丹粒を含む。 
地」切砂・ト31汰の小石・かね三対片‘土丹粒を含む。 

締事Jやや有軌 

3a吠の土丹かオ裏対片を少量含む諦帝まりやや有1り。 

土層注記 

図10 土坑16・17・20''22 (S=1/40) 

-18- 



▼土坑 19 
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▼土坑27 

D-2 

十 ③ 
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4ー 十 
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土坑 19 土層注記 

t暗茶褐色砂質土 砂利・貝殻粒多量に含む。締まり無し。 

2暗茶褐色砂質土 黄褐色砂を多量に含む。締まり無し。 

3．黄褐色砂層 貝殻粒を多量に含む。 

4.暗茶灰色砂質土 砂弔トかわらけ小片を多量に含む。締まり無し。 

5．茶褐色砂質土 砂*1トかわらけ大・小片を多量に含む。（かわらけ溜りを形成する。） 

土坑 27 土層注記 

1．暗茶褐色砂質土 かわらけ片・土丹粒・炭化物粒を少量含む。粘性やや有り、締まり有り。 

2.黒褐色砂質土 かわらけ片を極少量含む。粘性・締まり共に有り。 

3．暗茶褐色砂質土 かわらけ片・土丹粒・炭化物粒少量含む。粘性無し。 

4．黄褐色砂質土 地山の砂に似るが黒褐色砂質土を斑に含む。粘性無し、締まりやや有り。 

9 2m 
I 」 ！ I 

図11 土坑19・27 (S司/40) 

り、4層に分けられる。 

土坑 17（図10) 】調査区の中央東側、E-4 グリット付近で検出。短辺 85cm× 長辺 93cm、楕円形。覆

土は砂質であり、4層に分けられる。かわらけ・青磁が出土。 

土坑 18（図9) 】調査区の北西隅、C-3 グリット付近で検出。短辺 85cm 以上 x 長辺 225cm× 深さ 

108cm、 楕円形。P33 にきられる。覆土は砂質であり、5 層に分けられる。かわらけ・青磁・青白磁・

瀬戸窯製品・砥石・碁石が出土。 

土坑 19（図11) 】調査区の中央北側、E-3 グリット付近で検出。長辺 124cm × 深さ 75cm、円形。土坑 

20 より古く土坑 27 より新しい。覆土は砂質で 5 層に分けられ、1'-' 3 層からは貝殻片を、4・5 層から

はかわらけ片が多量に含まれている。このほかに青磁・緑紬陶器が出土。 

土坑 20（図10) 】調査区の中央北側、D-2 グリット付近で検出。長辺 125cm× 深さ 72cm、楕円形。土

坑19にきられ士坑24をきる。覆土は11層に分けられ、砂質土と炭化物層の互層になっている。かわらけ・

青磁・渥美製品・瓦が出土。 

土坑 21（図10) 】調査区のほぼ中央、D-3 グリット付近で検出。短辺 103cm  以上 ×長辺 163cm × 深

さ 32cm、楕円形断面皿状の浅い土坑であるo 土坑 22 をきる。覆土は砂質で単層である。 
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土坑 23・24・28・31・32 P39 土層注記 

1．茶褐色砂質土 かわらけ片・土丹粒を少量、炭化物粒を極少量含む。粘性無し、締まり有り。 土坑28 

2暗茶褐色砂質土 かわらけ片・土丹粒を少量、0.3-0.5cmの小石を極少量を含む。粘性・締まり共にやや有り。 1 
h ”~~~ ，.I一 ．~ ‘  3 暗灰色砂質土 黄灰色砂質土を斑状に中量、炭化物粒を中量、土丹塊を極少量含む。粘性わずかに有り、締まりやや有り。1 ーツしv' 

4暗灰色砂質土 黄灰色砂質土を斑状に少量、炭化物粒を中量、かわらけ片を少量含む。粘性・締まり共にやや有り。 土坑32 

5.暗茶褐色砂質土 かわらけ片中量、土丹粒を少量含む。粘性無し、締まりやや有り。 、 

6 黒褐色砂質土 かわらけ片・小石を少量、土丹粒を中量含む。粘性・締まり共にやや有り。 

7 暗灰色砂質土 地山の砂を全体に多量に含み、炭化物粒を少量含む。粘性無し、締まりやや有り。J 

8．暗茶褐色砂質土 5層に似るが5層よりかわらけ片・土丹粒を少量含む。炭化物粒を少量含む。粘性わずカ可こ有り、締まりやや有り。、 

9 暗灰色砂質土 明黄褐色砂質土を中量、かわらけ片．土丹粒を少量含む。粘性．締まり共にやや有り。 ト土坑 24 

10 暗灰色砂質土 9層に似るが明黄褐色砂質土を多量に含む。粘性．締まり共に無し。 J 

11 茶褐色砂質土 かわらけ片．炭化物粒．土丹粒を中量含む。粘性．締まり共にやや有り。 、 

12 茶褐色砂質土 かわらけ片．炭イヒ物粒．土丹粒を少量含む。粘性やや有り、締まり無し。 ~ 

13 明黄灰色砂質土地山の砂に似るが、暗茶褐色砂質土を斑状に中量含む。粘性締まり共に無し。 ｝ 土坑 23 

14 暗褐色砂質土 炭化物粒を中量、明黄灰色砂質土を斑状に少量含む。粘性．締まり共にやや有り。~ 

15 暗灰色砂質土 明黄灰色砂質土を斑状に中量含む。粘性．締まりわずカ可こ有り。 ) 

図12 各土坑・Pit (S=V40) 

土坑 22（図10) 】調査区の中央北側、D-2 グリット付近で検出。短辺 52cm 以上 ×長辺 60cm× 深さ 

72cm、円形。土坑 33・井戸3 をきる。覆土は砂質であり、4層に分けられる。かわらけ・青磁が出土。 

土坑 23（図12) 】調査区の北東隅、E-2 グリット付近で検出。長辺 123cmX  深さ 75cm、円形。覆土は

砂質であり、5層に分けられる。かわらけ・青磁・白磁・青白磁・渥美窯製品・瓦・釘・骨未製品が出土o 

土坑 24（図12) 】調査区の北側隅、E-2 グリット付近で検出。長辺 170cm ×深さ 53cm、楕円形。P39 

にきられ土坑 28 をきる。覆土は砂質であり、3層に分けられるo 常滑窯製品が出土。 

土坑 27（図ii）】調査区のほぼ中央、E-2 グリット付近で検出。短辺 113cm以上  × 長辺 184cm × 深

さ 52cm、楕円形。土坑 15・19 にきられる。覆土は砂質であり、4層に分けられる。土師器が出土。 

土坑 28（図12) 】調査区の北隅、D-2 グリット付近で検出o 長辺 190cm  以上×深さ 43cm。土坑 24 に

きられ土坑 31・32 をきる。覆土は単層の砂質土である。 

土坑30（図6)：調査区の中央北側、D-3グリット付近で検出。短辺73cm×長辺82cm、円形o 井戸3をきる。 

かわらけ・青磁・常滑窯製品・須恵器が出土o 

土坑31（図12)】調査区の北隅、D-2 グリット付近で検出。短辺 73cm×長辺 182cm×  深さ 43cm、楕円形。 

土坑 28 にきられる。覆土は砂質で、2層に分けられる。このうち上部の 1層には炭化物がやや多めに含 
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▼土層堆積図 
7. 30m 

井戸 1 土層注記 
1暗褐色砂質土 かわらけ片・炭化物粒・土丹粒を含む。地山の砂45%程混入。粘性わずかに有り、締まりやや有り。 

2.暗褐色砂質土 炭化物粒多量、かわらけ片・土丹塊を中量含む。粘性わずかに有り、締まりやや有り。 

3．暗褐色砂質土 炭化物粒多量、かわらけ片・土丹塊・暗灰色砂を少量含む。粘性・締まり共にやや有り。 

4暗灰色砂質土 かわらけ片、炭化物粒、土丹塊・粒、小石を少量含む。粘性無し、締まりやや有り。 

5．暗褐色砂質土 土丹塊・粒、炭化物粒、かわらけ片を中量含む。粘性無し、締まりわずかに有り。 

6暗灰色砂質土 暗黄灰色砂を多量、炭化物粒・土丹粒を少量含む，粘性・締まり共に無し。 

7．暗褐色砂質土 炭化物粒を多量、かわらけ片・土丹塊を極少量含む。粘性やや有り、締まり無し。 

＆黄褐色砂質土 黄褐色砂を斑に含む、かわらけ片・小石・炭化物粒を少量含む。粘性・締まり共に無し。 

9黄褐色砂質土 暗褐色砂を斑に含む。炭化物粒を極少量含む。粘性・締まり共に無し。 

10.暗褐色砂質土 小土丹塊・かわらけ片を少量、小石を極わずカ可こ含む。粘性無し、締まり有り。 

11.暗褐色砂質土 炭化物粒を少量含む。粘性・締まり川こ無し。 

0 2m 
I 「 ‘ l 

図13 井戸1 (S=1/40) 
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まれている。 

土坑 32（図12) 】調

査区の北東、C-2 グリッ

ト付近で検出0 深さ 

13cm。土坑 28 にきられ

る。覆土は砂質であり、 

確認された限りでは単

層である。覆土は土坑 

31 の上層に似る。かわ

らけが出土。 

土坑 33（図15) 】調

査区の北西隅、C-2 グ

リット付近で検出。短

辺 120cm 以上 × 深さ 

43cm、楕円形。井戸 3 

をきり土坑 22・28 にき

られる。覆土は砂質で 

3層に分けられる。 

土坑 34（図15)！調

査区のほぼ中央、E-2 

グリット付近で検出。 

短辺 103cm× 深さ 70cm0 

井戸 3・4 をきり井戸 2 

にきられる。覆土は単

層の砂質土であり、か

わらけ・青磁・常滑窯製

品・瓦・釘が出土。 

土坑 35（図6) 】調査

区の中央北側、E-3 グ

リット付近で検出。短辺 
im 

図14 井戸 2上層遺物出土状況 （S司/20) 

82cm、不整形。土坑 19 にきられる。常滑窯製品●転用陶器が出土。 

井戸は 4 基を確認した。 

井戸 1（図13) ．調査区の中央南隅、D-6 グリット付近で検出。上部は腐食により木材は残存してい

ないが、確認面より 1. Om 掘り下げた段階で木材を確認した。木枠は一辺約 110cm の方形を呈する横桟

支柱式で側板幅は 17 '-S-' 29cm。掘り方は隅丸方形を呈している。崩落の恐れがあるために完堀は出来な

かったが、ピンポールを差し込み底部の状態を確認したところ底板や曲げ物の存在は確認されなかっ

た。かわらけ・青磁・常滑窯製品・瀬戸窯製品・瓦質製品・骨角製品・木製品・石製品が出土。 



③ 

井戸 3,4 土坑 33, 34 土層注記 

t暗褐色砂質土 炭化物粒を中量、かわらけ片を少量含む。 

粘性無し、しまり有り。 

2．暗灰色砂質土 黄灰色砂質土を中量、炭化物粒を少量、土丹粒・かわらけ片をごくわずかに含む。 

粘性無し、しまり有り。 

3．暗灰色砂質土 黄灰色砂質土、炭化物粒を多量、土丹塊・粒を少量含む。 

粘性やや有り、しまりやや有り。 

4．黒褐色砂質土 黄灰色砂質土、炭化物粒を多量、土丹粒を少量含む。 

粘性やや有り、しまりやや有り。 

5暗黄灰色砂質土 暗灰色砂質土を中量、炭化物粒を少量含む。 

粘性無し、しまりやや有り。 

6．暗灰色砂質土 暗黄灰色砂質土、炭化物粒を中量、土丹粒を少量含む。 

粘性やや有り、しまりやや有り。 

7．暗茶褐色砂質土 炭化物粒を多量、土丹粒を中量、かわらけ片を少量含む。 

粘性やや有り、しまりやや有り。 

8．暗灰色砂質土 暗黄灰色砂質土、炭化物粒を中量含む。 

粘性無し、しまり有り。 

9．明灰色砂質土 黄灰色砂質土を多量、炭化物粒を少量含む。 

粘性無し、しまり有り。 

10．明灰色砂質土 黄灰色砂質土、炭化物粒をわずカ可こ含む。 

粘性無し、しまり有り。 

11.明灰色砂質土 黄灰色砂質土を中量、炭化物粒を少量含む。 

粘性無し、しまりやや有り。 

12.暗茶褐色砂質土 炭化物粒、かわらけ片、土丹粒を中量含む。 

粘性無し、しまり有り。 
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図15 井戸3・4、土坑33・3 4 (S=1/40) 
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井戸 4 
 、枠 2m 0 

井戸 2（図8・14)：調査区西隅 C-4 付近で検出。平面形体は隅丸方形を呈しており、深さ 2. un。遺

構の形状から井戸と判断した。土層の観察から素掘りの井戸であった可能性が高い。なお、覆土上層

からは大量のかわらけが出土している。 

井戸 3（図15) 】調査区北西隅 C-3 付近で検出o 井戸 4 にきられる。平面形体は不整形であり、湧水

があり崩落の危険があったため 1. 6ni までの深さまでしか調査をおこなえなかった。土層の観察では木

枠と思われる木材は確認されなかったが、素掘りか木組みかは判断できなかったo かわらけ・青磁・白磁・ 

一23ー 
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P17 土層注記 
1．暗褐色砂質土 土丹粒・かわらけ片少量含む。粘性無し、締まりやや有り。 

P6 土層注記 
t茶褐色砂質土 かわらけ片・土丹粒少量含む。粘性無し、締まりやや有り。 

P7・8・9 土層注記 
1暗褐色砂質土 かわらけ片・土丹粒少量含む。粘性無し、締まりやや有り。 

2.明黄褐色砂質土 地山の砂に暗褐色砂質土が混じる。粘性・締まり共に無し。 

3．暗褐色砂質土 1層に似るが炭化物を多量に含む。粘性無し、締まりやや有り。 ｝P9 
4.暗褐色砂質土 1・3層に似るが地山の砂が混入。粘性・締まり共に無し。 ｝P7 

図16 P6~9・1 7 (S=1/40) 

常滑窯製品●瓦が出土o 

井戸 4（図15) 】調査区中央西隅 C-3 付近で検出o 井戸 3 をきり井戸 2 にきられる。掘り方平面形体

は隅丸方形であり、土層の観察から木枠と思われる木材の一部が確認できたため木組みの井戸と思わ

れるが、湧水があり崩落の危険があったため 1. 6m までの深さまでしか調査をおこなえなかった。 

溝は1条を確認した。 

溝1（図7)】調査区の南側C~ fl-S付近で検出。溝幅72cm×長さ 280cm ×深さ 30cm0 土坑 4・5をきる。 

覆土は砂質であり、かわらけ・白磁・常滑窯製品・石製品が出土。 

ピット（P）は 40 穴ちかく確認されているが、この内特徴のあるピットのみを報告することにする。 

P15（図8) 】中央西隅 B-4 付近で検出。短辺 42cm×長辺 93cm×深さ 61cm、円形。土坑 4、井戸 2 を

きり P14 にきられる。覆土には伊豆石・砂岩塊・泥岩塊を多量に含み覆土上部に設置されている伊豆

石製の礎石を支えている。同様の構造の柱穴が調査区内からは確認されていないため、この柱穴に伴

う建物は調査区より西側に存在していたと思われる。 

P17（図16) 】中央南西隅 C-6 付近で検出。短辺 63cm× 長辺 66cm、円形。土坑 14 をきる。覆土上部

に平坦に加工された砂岩がおかれているが、この石が礎石になるかは不明0 



2． 出土した遺物 

a 土坑出土遺物 

土坑 1（図17一1~8) 

1・2 は手握ね成形のかわらけであるolは小皿で推定口径 9. 3m、底径 7. 2 cm、器高 2. 1 cm、 2 は大

皿で推定口径 14. 2 cm、底径 l1. 8 cm、 器高 3. 3 cmを計り、胎土は両資料とも淡燈色の粉質精良土である。 

3は底部糸切り成型のかわらけ大皿で口径14. 7cm、底径9. 8cm、器高 2. 9 cmと器高の低い大型口径である。 

器型は内底面が広く器壁が開いた立ち上がりである。4 は龍泉窯系青磁劃花文碗口縁部で推定口径 

14. 2 cm、素地は灰白色で級密、紬薬は淡緑色透明である。口縁部に刻みで輪花様に施す。口縁部下と

刻み目下に区画の二条沈線を片切彫りし、飛雲文を描くもので龍泉窯系青磁碗 I -4 類（横田・森田 

1978）に相当する。5は常滑窯片口鉢I類口縁部、6は渥美窯片口鉢口縁部、7は渥美窯奮口縁部片であるo 

8 は残存長 27. 5 cm、刀身の幅 2. 3 cm、厚さ 3 mm、茎幅 1.6cmを計り、腐食が進行しており茎の目釘など

は不明である。 

土坑 2（図17一9~27) 

9 '- 26 は底部糸切り成形のかわらけである。小皿は 9 が口径 7. 5 cm、底径 5.8cm、器高 1. 4 cmと器

高が低く口径と底径の比率が小さい。10 が口径 7. 9m、底径 5. 2 cm、器高 2. 1 cmを計り口径・底径比

がやや大きい数値を示す。11 ' 25 は主に砂粒などを含む粉質胎土であるが、21は口径lL3 cmの中皿、 

26 は粉質胎土で口径 17. 0 cm、器高 5. 0 cmと「薄手丸深」特大になる資料であり、それ以外は口径 12 cm 

前後の大皿である。21'-23は口縁部周辺の内外面に煤が付着し灯明皿と思われる。27は龍泉窯系青磁劃

花文碗口縁部で内面の口縁直下に片切彫りによる二条沈線を施し、素地は灰白色で徴密、紬薬は灰緑

色透明である。 

土坑 4（図17一28'--'38) 

28'- 33は底部糸切り成形のかわらけである。28'- 32の小皿は口径 8 CIII台であるが、32の粉質精良胎

土以外は混入物がやや多い。33は口径12. 3 cmの大皿である。34は龍泉窯系青磁劃花文碗口縁部で内面の

口縁直下に片切彫りによる二条沈線を施し、素地は灰白色で徴密、紬薬は灰緑色透明である。35 は瀬戸

窯灰紬の壷または瓶類の胴部片である。36 は常滑窯片口鉢I類口縁部、37 は常滑窯片口鉢u類口縁部で

共に内面が使用により磨耗している。38 はかわらけを転用した鋳造品の増場か。内面から外面口縁部ま

で黒紫色の溶融物が付着し気泡が潰れた無数の小穴がみられ、外面は強い火を受け赤変している。 

土坑 5（図18一1'-26) 

1 '-' 17は底部糸切り成形のかわらけである。小皿は1'--'9が口径 6 cm台と小さく、いずれも厚めの器壁

で開きながら直線的に立ち上がり、10は背高で内湾気味の薄い器壁である。11~13 は口径9cm前後の中

皿で器壁が直線的に立ち上がり、口縁が外反気味になるo14'---'17は口径 11 cm台の大皿で体部中位から

屈曲して口縁は外反する。18'--'20は瀬戸窯製品である。18 緑紬小皿口縁～体部、19 は卸皿底部で内底

部の卸目は浅く目は粗い。体部に灰紬を薄く刷毛塗りで施す。20 は折縁深皿体部片で灰紬の薄い刷毛

塗りが斑に発色、胎土は黄白色で堅微である。21'-'23は常滑窯琵の口縁部であり、中野編年の8形式に

相当すると考えられる（中野 1994)。 23は火鉢口縁部、24・25 は火鉢底部である（河野 1993)。 23は口

縁部が肥厚する鉢形器型のもので、胎土は粉質良好で微砂を交えたあまい焼成。24 は軟傑を含む瓦質

の胎土、器表は磨かれ黒色処理され、外面の底部脇に横位の沈線と菊花文の小型スタンプを施す。25 

は胎土が軟質傑を交えた粗胎の瓦に類似し、厚さ 1.2 cmほどの底板内面に斜格子文の暗文を入れ外面は

砂目底になるo26は上面を欠損するが硯である。 
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図17  土坑1・2・4出土遺物 （S=1/3) 

土坑 6（図18-27 '-j 30) 

27は口径 7.8 cmで低い器高の底部糸切り成形のかわらけである。28は混入物が多めの弱砂質胎土の手 

握ね成形のかわらけ大皿である。29は男瓦（丸瓦、以下省略）で凸面に縄目叩き、凹面に布目痕があ 

り鶴岡八幡宮中世基盤層に伴う鎌倉時代初期瓦（男瓦I類 B）と胎土・成形が類似する。30 は土師器琵 

の底部～胴部下位の破片である。 

土坑 8（図18一31'-'38) 

31~ 34 は底部糸切り成形のかわらけである。31・32 は口径 8. 5m前後の小皿、33は口径が 11 ciii台の 
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中皿 34 は口径が 13mにちかい大皿である。35・36 は龍泉窯系青磁碗口縁部で 35 は内面に劃花文を片

切彫りで施文、36は無文であり、共に素地は灰白色で級密、紬薬は灰緑色透明である。37は白磁口死皿の 
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底部o 素地は白色級密、紬薬は灰白色で平底外面の紬を粗く拭き取る。38は鉄釘で断面方形であるo 

土坑9（図19一1~12) 

1'--'5は底部糸切り成形のかわらけである。1は口径 7.7 cmの弱砂質土で厚い器壁をもち、2は口径 8.6 cm 

で器高が低く器壁が薄手であり精良土。3'--'5は内湾気味の器形で厚手の器壁であ朔台土は爽雑物の多い砂

質土である。6 は胎土が灰白色精良な北部系山茶碗口縁部、7 は常滑窯片口鉢n類口縁部である。8・9 は渥

美窯琵口縁部、10は渥美窯肩部片で胎土は共に長石微粒を少量交えた灰～青灰色で徴密。10 には平行叩き

目痕がある。11は常滑窯胴部。表面に菊花文と斜格子を組み合わせた叩き目痕がある。12 は玉縁を残す男

瓦で永福寺創建期所用瓦と同類である。 

土坑 10（図19一13・14) 

13・14は底部糸切り成形のかわらけである。口径 8. 5m前後で、厚手の器壁で体部は内湾している。胎土

は爽雑物を多く含む砂質上である。 

土坑 11（図19一15) 

15 は龍泉窯系青磁劃花文碗口縁部で内面に片切彫りで施文されている。素地は灰白色で級密、紬薬は灰

緑色透明で細やかな貫入がある。 

土坑 12（図19-16'--'18) 

16は底部糸切り成形のかわらけ大皿であるo 器高は高く、胎土は爽雑物を多く含む粉質土。17 は龍泉窯

系青磁輪花碗で素地は灰色の岩石質、紬薬は灰緑色半透明、内面に白色の筋がある。18 は常滑窯片口鉢I 

類底部片で断面三角形の貼付高台をもつ。 

土坑 13（図19一19'--'21) 

19 は底部糸切り成形のかわらけ小皿で、器高は低く胎土は弱砂質土。20 は手握ね成形かわらけ大皿で、 

指頭との境を強い横ナデを施し明瞭な稜となり、胎土は粉質精良土。21は常滑窯嚢口縁部で形態から 13世

紀前半頃の所産と考えられる。 

土坑 14（図19一22~24) 

22は土師器杯口縁部、23・は土師器密口縁部、24は土師器奮肩部である。 

土坑 15（図19一25'--'40) 

25 '-'39は底部糸切り成形のかわらけである。25'--' 32 の小皿は口径 8 cm以下、器高 2 cm以上の背高で薄

い器壁をもち、胎土は粉質精良土o 中皿は口径 10 cm台、大皿は口径 12 cm台で器高は高く、薄手の器壁を

もつ側面観碗形で胎土は粉質精良土が主体である。40 は用途不明骨角製品で下面と上端に刃物による削り

で整形された痕跡がある。加工途中のものであろう。 

土坑 17（図19-41'--'44) 

41・42 は粉質胎土の手握ね成形かわらけの大皿・小皿で、厚手器壁で口唇端部が丸みをもつ。43 は龍泉

窯系劃花文碗口縁部で内面に切り彫り劃花文を施す。素地は灰白色繊密、紬薬は淡灰緑色透明である。44 

は同安窯系青磁櫛描文碗体部で素地は黄灰色粘質で級密。紬薬は淡灰緑色透明の薄い紬薬である。 

土坑 18（図19一45'-'Sl) 

45は手握ね成形、46は底部糸切り成形のかわらけ大皿である。47は同安窯青磁皿底部で素地は灰白色堅

微。紬薬は淡灰緑色透明の薄い施紬で外底露胎である。48 は青白磁で素地は白色精級。紬薬は淡青白色で

気泡多めのやや不透明、外面に櫛描文を施す梅瓶の胴部小片と思われるo49は瀬戸窯折縁深皿底部で胎土

は黄白色できめが粗くやや軟質である。50は両面に使用痕が残る砥石。51は碁石黒の石製品。 

土坑 19（図20・21一1~126) 

この土坑覆土中からは図 20・21で示したとおり、ゴミ穴に廃棄されたような状況で破片数 1213 点と 
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まとまった量のかわらけが出土している。かわらけには底部糸切り成形のもの（1 '--'94）と手握ね成形

のもの（95'--'123）とに大別できる。さらに底部糸切り成形のものは胎土に爽雑物を含んだやや粗胎で厚

手の器壁をもち内底にナデ調整を施す一群（小皿1 '-'47・大皿59 '--'88）と、胎土は粉質精良、焼成堅微

で明瞭な軸櫨目痕のある薄手の器壁をもち内底は未調整で中央の凹む一群に分けられる（小皿 48'--'58・

中皿 89・大皿90'-'92)。 

このように本土坑出土のかわらけは 3 種類に大別されるが、この諸特徴や出土様相などは今小路西遺

跡（宇都・原ほか 2006）第 3面池 3 に伴って大量に出土したかわらけと類似しているo 今小路西遺跡の

報告書の分類では底部糸切り成形のものを薄手器壁で精良胎の内底未調整の一群（A類）、厚手器壁で粗

胎の内底ナデ調整の一群（B類）、手握ね成形のものを C類としている。本土坑出土のかわらけ分類別出

土比率をみると、A類】131点＝11%. B類】739 点＝61%. C類】343 点＝28％であった。この中でA類と

した資料は薄手器壁の精良な胎土で大中小型の器型分科がなされている。鎌倉遺跡群ではこのような 3 

種器型分科するものには13 世紀後半に出現すると考えられる糸切り底かわらけがあり、このタイプの

かわらけは比較的に良好な胎土で口径は小型品が 8 cm以下、中型品が 10cm前後、大型品が 12. 5 cm前後

を測り、内底をナデ調整した高い器高もつ薄手器壁で側面観碗型の形態に近い。想像の域を出ないがこ

の新型の器種が初源的な器形になり、その後の出現である「薄手丸深型＝側面観碗型」に影響を与えた可

能性も考えられよう。 

93・94 は墨書された底部糸切り成形のかわらけで93 は内底面、94は体部内外面にみられるが判読は

できなかった。 

124 は口径 15. 6 cm、器高 4. 6 cm、高台径 6. 5 cmを測る南部系山茶碗で内底面外周にかけて摩滅した使

用痕があり 13 世紀中葉の所産と考えられる。125は龍泉窯系青磁劃花文碗口縁部で内面に切り彫り劃花

文を施す。素地は灰色でやや級密。紬薬は灰緑色透明である。126 は泉州窯系緑紬盤口縁部で褐灰色の

粗胎、内外面に薄く緑色紬を施す。 

土坑 20（図22一1 '-'9) 

1● 2 は砂質胎土の手握ねかわらけ小皿で、口唇端部が尖り気味の断面三角形を呈するo3は口径 14. 9 

mの龍泉窯系青磁劃花文碗で底部を欠く。内面の口縁下に横線と縦位に界線の施文がある。素地は灰白

色、紬薬は淡緑色半透明である。4 は底径 4. 8 cmの龍泉窯系青磁皿で素地は灰色、紬薬は灰緑色で薄手

施紬、外底が露胎である。8 '--'10 は永福寺創建期所用瓦と同類の男瓦・女瓦（平瓦、以下省略）である。 

土坑 22（図22一10'-'16) 

10'-'12は底部糸切り成形で、小皿は器高の低い薄い器壁が開きながら立ち上がる器形、大皿は 11が低い

器高の厚手器壁でやや粉質胎土、12が器高やや高めで爽雑物少ない砂質胎土である。15は龍泉窯系青磁劃

花文碗体部で内面に縦位の界線を切り彫り施文。素地は灰白色堅微、軸薬は灰緑色透明で薄手施紬016は同

安窯系青磁櫛描文皿底部。高台はなく、外底面は浅い皿状に削り込まれ、この部分が露胎となっている。内

底面には所謂猫描き手の櫛描文を配している。素地は微孔の多い灰白色紬薬は淡灰緑色透明の薄手施紬。 

土坑 23（図22一17 '-'26) 

17 は底部糸切り成形の小皿o 器高が低く薄い器壁が開きながら立ち上がる器形、爽雑物が少なめの粉

質胎土である。18 は手握ね成形のかわらけ小皿で底部が平底に近く、指頭痕とナデ調整の境の稜は明瞭。 

胎土は爽雑物が多めの弱砂質土である。19は龍泉窯系青磁劃花文碗口縁部で内面に飛雲文風の施文があ

り薄手の器壁。素地は杯白色堅微、紬薬は灰緑色で気泡を含むが透明。20 は青自磁梅瓶底部で底径 8. 9 

cmを測り素地は白色級密である。21は型捺し作りの白磁小壷類の蓋で上面に細蓮弁文を配する。素地は

級密で白色、紬薬は上面に薄く灰味白色のやや不透明、受部から内天井は露胎である0 22 は渥美窯琵の 
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図23 土坑30・32・34・35出土遺物 （S司/3) 

11 

肩部で平行文状の叩き目痕が見られるo23 は凸面に縄目叩きを施し永福寺創建期所用瓦と同類の女瓦

である。24・25は腐食しているが鉄製の角釘で断面は方形を呈するo26は長さ 4. 1 cm、幅 1.4m、厚さ 

0. 5 cmで鹿角を薄切りにしたもので製作途中の骨角製品と思われるo 

土坑 24（図22一27) 

27 は常滑窯嚢口縁部で大きく丸みをもって外反しており 13 世紀前葉の所産であろうか。 

土坑27（図22一28) 

28 は土師器高杯の脚上半部。 

土坑 30（図23一1 -' 7) 

1'--' 3 は底部糸切り成形のかわらけである。小皿は器高が低く器壁が開きながら立ち上がる器形でや

や粗い粉質胎土であり、2・3 の大皿は爽雑物を多く含む弱粉質胎土であるo4は手握ね成形のかわらけ

小皿で指頭痕とナデの境の稜は不明瞭。胎土は爽雑物を多く含む弱粉質胎土である。5 は龍泉窯系青磁

折縁盤口縁部で素地は明白色堅微、紬薬は青味灰緑色の気泡を多く含んだ不透明で厚手の施紬である。 

6 は常滑窯片口鉢I類底部であるo 外底には断面三角形の貼付高台で籾殻痕がみられ、内面は使用のた

め摩滅しているo7は古代遺物の混入品で須恵器の杯蓋である。 
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ノ 14 

▲上層出土 

▼下層出土 

土坑 32（図23一8) 

28 は口径 13. 0 cm、底径 9. 2 cmと口径と底径比の少ない弱粉質胎土である。 

土坑 34（図23一9'-18) 

9'- 12 は低部糸切り成形のかわらけである。小皿は器高が低く厚手の器壁でやや弱粉質胎土。11・12 

の大皿は爽雑物を多く含む弱粉質胎土である。10 の小皿は底部中央と体部に小孔が穿たれている。13 

は手握ね成形のかわらけ小皿で指頭痕とナデの境の稜は不明瞭、胎土は弱粉質治土である。14 は龍泉 

窯系青磁劃花文碗口縁部で素地は明灰色堅微、紬薬は灰緑色透明である。15・16 は常滑窯製品で 15 は 

片口鉢n類、16 は壷口縁部である。17 は玉縁付の男瓦。18 は用途不明鉄製品。 

土坑 35（図23一19・20) 

19'20 は常滑窯製品で 19は琵の口縁部、20は嚢の胴部片であるが、一辺に転用に上る摺り痕がみられる。 

b 井戸出土遺物 

井戸1（図24) 

上層・下層に大別した出土遺物は図13を参照すると上層としたものが井戸枠確認までの資料（1-'18). 
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図27 井戸2出土遺物（3) (S=1/3) 

下層としたものは井戸枠以下に伴った資料（19'-'27）であるo 

1'--'9は底部糸切り成形のかわらけ。1・2・5・7・9は爽雑物の少ない粉質精良胎で側面観碗型を呈した

所謂「薄手丸深」タイプである。4・6・8は爽雑物を多く含む胎土。10は瀬戸窯入子で口径5. 3m、底径3. 3m、 

器高 1.7cmを測り浅い碗型を呈した無紬のものであるo 糸切りの底部には径4mmほどの目を三箇所に貼付

けており、胎土は灰色精良。11は瀬戸窯折縁深皿底部～体部下位片o 胎土は黄味明灰色土で級密、紬は

白濁した淡黄緑色である。12は渥美窯片口鉢口縁部。13は常滑窯片口鉢且類口縁部。14・15は瓦器質火鉢o 

14 は口縁部で凹線間に小型菊花文のスタンプと貼付連珠文を配し、器表は磨かれ黒色処理され光沢があ

るo15 は底部に取り付く逆台形の板状脚であるo16は群馬県上野砥の所産と思われる。17 は鹿骨製の算

で表面がよく磨かれた細身のものである。18は獣脚様にした黒色漆塗りの膳脚。 

19'--'24は底部糸切り成形のかわらけで爽雑物の少ない粉質精良胎なもので器高の高い側面観碗型を呈

しているo25は同安窯系青磁櫛描文碗体部で外面に櫛描文、内面に櫛描文と片切り文を施す。26は瀬戸

窯卸皿底部で、内底の卸目は細かく丁寧な目を刻むo 27 は常滑窯片口鉢I類口縁部で口縁下に強いナデ

を施すo 胎土は長石・石英粒を含む灰色粗土である。 

井戸2（図25 '--'27) 

上層・中層・下層と別けた出土遺物は図 4 にみられる井戸2の堆積土層の 28・29層が上層、中層は 30 

'-'-'35 層、下層は 36~ 39層に相当するo なお図 14 に示したかわらけは 30・31層から出土o 

上層から出土した遺物（1'-'19）のうち、"-'10 は底部糸切り成形のかわらけol~5は小皿であるが、1 

・2・4は爽雑物を多く含む弱砂質の胎土で、3・5 は爽雑物の少ない粉質精良土の薄手器壁のタイプである。 

6'-- 10 は大皿であるが、このうち 9 はいわゆる「薄手丸深」で、これ以外は厚手器壁で爽雑物を多く含む

弱粉質の胎土である。11'-' 15 は手握ね成形のかわらけ小皿で爽雑物が多めの弱砂質の胎土のもの。16・ 

'7 は龍泉窯系青磁劃花文碗の口縁部と体部で、それぞれ素地は灰白色堅微、紬薬は灰緑色で透明であるo 
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図28 井戸3出土遺物 （s=V3) 

18 は常滑窯嚢の胴部で外面に先端が丸まった棒状のもので「×」状に刻まれており、窯印かと思われる。 

19は凸面に側面に平行した縄目叩きを施す永福寺跡の創建期瓦と同類の女瓦である。 

中層から出土した遺物（20'--' 149）のうち、20'- 134 は底部糸切り成形かわらけ。20 '-- 22 は口径 6. 0 cm 

の内折れ気味になる極小タイプで胎土は粉質精良の胎士である。小皿のうち23'-83は口径7.6'8.6cm 

底径 6.2'-6.9 cm、器高 2. 0 cm以下と低めの器高で器壁が開きながら立ち上がるものと、体部中程から内

湾気味になる器形のものに分けられる。胎土は爽雑物を多く含むo 84'-' 93 は胎土が粉質良土で器高の高

い薄手器壁のものである。94~ 134 は大皿o このうち 94~ 131は口径 12.6'--'13.5 cm、底径 8.2'--'9.6 cm, 

器高 3. 0 cm前後と器高が低く厚手器壁のもので、132~134は粉質精良の胎土をもつ「薄手丸深型」である。 
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図29 溝 1出土遺物 （S=1/3) 

なお、777881 113 は口縁部に煤が付着しており灯 にミ二ー プ 
明皿として使用されたと思われるo 135'--'141は手握 

ね成形かわらけの小皿。爽雑物を多く含む砂質胎土

であり、底部は平底に近いが指頭痕とナデ調整の境

は弱い稜を呈している。142 は底部糸切り成形のか

わらけを鋳造の堵場に転用したものであるo 143 は

龍泉窯系青磁劃花文碗体部、144 は薄手器壁で均質

な精良胎土の北部系山茶碗であるo 145'-'147は常滑

窯奮口縁部で 13 世紀前～中葉の所産と思われる。 

148は常滑窯壷胴部o 149は木製品の曲物底板である。 
I 6 

下層の遺物（150'-' 160）のうち、151'--' 154 は底部 ォ 管 

'～ー 

   

   

   

糸切り成形のかわらけ小皿・大皿で、ともに爽雑物

を多く含む弱砂質胎土であり器高は低く器壁は厚

手で内湾するo155 は龍泉窯系青磁蓮弁文碗体部で外面に幅広の鏑連弁文を片彫りしている。素地は灰

白色堅微、紬薬は淡灰緑色透明で薄い施紬o156 は龍泉窯系青磁劃花文碗口縁部で内面の口縁直下に二

本の沈線、さらに蓮華文を片彫りで施しているo 素地は灰白色堅微、紬薬は灰緑色で半透明であるo 

157 は龍泉窯系青磁皿と思われる口縁部o 素地は明灰白色徴密、紬薬は暗草緑色であるo158 は均質な

精良胎土の北部系山茶碗。159・160 は常滑窯琵口縁部で 13 世紀前半の所産と思われるo 

井戸3（図28) 

1・2 は底部糸切り成形のかわらけ小皿で爽雑物を多く含む粉質胎土であり、器形は低い器高でやや厚

手の器壁をもち開きながら立ち上がるo3・4 は手握ね成形のかわらけで 3 の小皿は爽雑物を多く含む弱

砂質胎土で底部が丸底に近く指頭痕と横位ナデ調整との境の稜は不明瞭であるo4 の大皿は爽雑物を多

く含む弱砂質胎土で外底は中央部が凹んだ平底に近く口縁部断面は三角形状を呈し、指頭痕と横位ナ

デ調整との境の稜は明瞭05 は龍泉窯系青磁無文碗底部o 断面方形の削り出し高台で腰は張っており素

地は灰色級密、透明度の高い淡草色の紬薬を厚く紬薬しているが高台の畳付から内側は露胎になる。6 

は同安窯系青磁櫛描文皿底部である。内底面には櫛描きのジグザグ状文様と片切り掘り文を施してい

る。外底面は浅皿状に削りこまれ、この部分のみが露胎となるo 素地は淡黄色で白色粒を含むo7 は白

磁壷口縁部で、おそらく四耳壷と思われる。素地は白色堅微、紬薬は緑味乳白色であるo8 '--' 12 は常

滑窯製品o8・9 は片口鉢I類の口縁部と底部で、ともに胎土は長石・石英を多めに含む灰色土であり、 

9 の貼付高台には籾痕がみられる。10 は底径 15. 1 cmで壷の底部ollは鳶口壷の頚～肩部。12 は琵口

縁部で 13 世紀前葉の所産と思われるo13・14 は凸面に側面と平行した縄目叩きを施す永福寺跡の創建

期所用瓦の女瓦と同類資料であるo13 は下端を欠するが側面を擦って長方形状に再加工した痕跡を残 

すo 

C 溝出土遺物 

溝1（図29) 

1 --'3 は薄手の器壁をもつ底部糸切り成形かわらけで粉質精良な胎土o4は白磁口死皿で、口径 10. 1 

mの外反した口縁をもち口唇部の紬薬を削り去るために角張った様子o 素地は灰白色の粘性がある級

密なもので緑味白色の紬薬を薄手に施す。5 は常滑窯片口鉢I類口縁部o 胎土に石微粒を多く交えた粗

い灰色土であるo6は砥石片で長さ 5. 8 cm、幅 3. 8 cm、厚さ 0. 3 cmの京都鳴滝産の仕上砥。 
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図30 ピット出土遺物 （S=1/3) 
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d ピット（P）出土遺物 

P11（図30一1~10) 

1,- 7 のかわらけはすべて底部糸切り成形である。1・7 は薄手の器壁をもち爽雑物の少ない良好な胎 

土だが、2-'6は爽雑物を多く含む粗めの粉質胎土。8は山皿口縁部で胎土は青味灰色の薄手器壁をもつ。 

東遠系か。9 は口径 l1. 1 Cifiの手握ね成形のかわらけであり、口縁部に煤が付着するoloは厚手器壁の 

土器質火鉢底部でかわらけと類似した胎土である。 

P22（図30一U) 

11は女瓦で凸面縄目叩きを施し、胎土・製作法は永福寺創建期所用瓦と同類である。 

P32（図30一12'-'14) 

12 は口径 9. 0 cm、器高 1. 9 cmの手握ね成形のかわらけ小皿で、胎土は粉質精良。13 は接合しないが同 

一個体の龍泉窯系青磁劃花文碗口縁・体部である。内面の口縁直下に二本沈線を施文する。素地は灰白 

色級密、透明度の高い淡草緑色の紬薬を施す。14は渥美窯嚢肩部で胎土に僅かな長石微粒を含む灰色徴 
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図31  遺構外出土遣物 （S=V3) 

密土o 外面に格子状の叩き目痕を施す。 

P34（図30一15'--'17) 

15 は白磁合子の身で無文である。素地は白色織密、粕薬は乳白色半透明で蓋受けの凹状部が露胎で 

あるo17 は渥美窯嚢肩部で胎土に僅かな長石微粒を含む灰色級密土。外面に格子状の叩き目痕を施すo 

16 は須恵器嚢の口縁部で混入品であるo 

P37（図30-18・19) 

18は底部糸切り成形のかわらけ小皿で口径 7. 2 cmと小型品。器高が低く厚手器壁で逆八字型の器形で 

ある, 19 は龍泉窯系青磁劃花文碗口縁部で口縁部内面直下に縦位界線の二本沈線を施文。素地は灰白 

色級密で草緑色の粕薬を施す〇 

P38（図30-20・21) 

20・21は手握ね成形のかわらけ小皿は薄手器壁で砂質胎、大皿は厚手器壁で粉質精良な胎土である。 

p39（図30一22・23) 

22・23は底部糸切り成形のかわらけo 厚手器壁で爽雑物を多く含む粗めの粉質胎土であるo 

e．遺構外出土遺物 

図 3i-1'-11は底部糸切り成形のかわらけ,. 12・13は砂質胎土の手握ね成形のかわらけ小皿であるo 底

部糸切り成形の小皿は主に器高が低く器壁が開きながら立ち上がる器形であり、胎土は爽雑物を多く 

-42- 



含む粗めの弱粉質胎土である。14・15 は龍泉窯系青磁劃花文碗で 14 は体部、15 は底部で断面方形の削

り出し高台である。16・17 は龍泉窯系青磁鏑蓮弁文碗o16 は口縁部で外面に細身の蓮弁文を彫り出す。 

紬薬厚手施紬で草緑色の紬薬を施す。17 は底部で断面三角形の削り出し高台をもつo 紬薬は厚手施紬

で高台畳付が露胎となる。18 は青白磁梅瓶胴部o19は内型捺作りの白磁小皿で口唇部は紬薬を削り露

胎である, 20は瀬戸窯瓶子肩部で外面に牡丹文を施す。21・22 は常滑窯製品で 21は片口鉢I類口縁部、 

22 は片口鉢n類口縁部o23は底部糸切り成形のかわらけ小皿を転用した増場で口縁部に無数の小気泡

が開き赤銅色の溶融物が付着している。24 はかわらけ質の灯明台脚部。25 は男瓦、26 は女瓦である。 

25 は鶴岡八幡宮の中世最下層に伴う鎌倉時代初期瓦と同類であるが、26 は鎌倉市役所周辺で出土する

古代瓦と同類のものであるo27・28 は中砥で上野産と思われるo 

第4 章 まとめ 

調査では一面の遺構確認面で 12 世紀末から 15 世紀前半にかけての鎌倉時代を中心とした中世の遺

構・遺物が検出されたo これは本調査地点を含めた周辺域が微高地になっていることに起因するo 具

体的には若宮大路の東側、大町四ツ角以北、横大路以南の地域、六浦道南側の地域がこれに該当し、 

鎌倉遺跡群の多くでは中世基盤層の確認が現地表より 2m 以上のことも珍しくないが、当該地域ではlm 

前後で確認される。よって鎌倉遺跡群でよく見られるような盛土による生活面の複数枚化はあまりみ

られない。「吾妻鏡」によれば御所移転の理由のーつとして大路が西に大道、東に河川、北に鶴岡、南に

海があり四神相応の地であったために若宮大路に接する（あるいは交差する）宇津宮辻子に幕府を移

設したとある。しかし先の発掘調査の結果をふまえるのであれば、四神相応であったという理由と共

に周辺より微高地であるがために水はけの良さなど実利的な要因も含めて選定されたと考える必要が

あると思われるo 

・遺構について 

遺跡周辺には嘉禄元（1225）年に大倉から御所が移動し様々な施設が建設されているo 小町二丁目 

354番12外地点第 2 面では東西三間・南北三間の規模を持つ掘立柱建物、柱穴列等が、小町二丁目 389 

番 1地点1期では大きな屋敷地の一部との可能性が示されている掘立柱建物が検出されている。しかし

ながら本調査地点では様々な遺構が検出されたが、建物跡と考えられる柱穴列は検出されなかったo 

これは後世の掘削の影響という考え方もあるが、むしろ同時期の井戸や土坑などが多く検出されてい

る点から本調査地点は屋敷地の中でも裏手などであった可能性を考えたい。 

なお本調査地点では伊豆石・砂岩塊・泥岩塊を多量に詰め込みグリ石にし、その上に伊豆石を据え

ている P15 が検出されている。年代は土坑 4・井戸 2 をきるかたちで検出されており、2 つの遺構出土

の遺物年代から 13世紀後半と考えられる。同様の遺構はこのほかに検出されておらず、P15が建物の東

限になると考えられるo また構造のわりには置かれた礎石は小さく恐らくは庇部の柱が建っていたと

思われるo 

この P15 の礎石を伴う建物の軸線については、周辺の調査地点で検出された建物及び溝が遅くても 

13 世紀中頃以降には若宮大路に軸線を合わせていると考えられるので、本遺構の軸線もこれと同じく

すると考えられるo 

・遺物について 

本遺跡で特徴的な遺物として土坑 19 と井戸2中層一括出土のかわらけが挙げられるo 土坑 19 からは 



大量の出土している（図 20・21参照）が、図示できた遺物はほんの一握りであり、出土した多くは復

元実測できないような小片であった。土層堆積状況からみるとこれらのかわらけは遺構底面部周辺か

ら出土しており、一括廃棄された状況がよくみてとれる。また図11の土層堆積図をみてもわかるとおり、 

最下層とした 5 層のほうが上層の 4 層より遺物の残存率が高く、1'-3層はかわらけをほとんど含まない

弱砂質土層であるo このことからかわらけは廃棄されたあと、一度上から踏まれるなどして圧を軽く

かけられたのち砂質土により完全に埋められたと想像できる。なお出土遺物には落書と思われる墨書

痕があるかわらけも含まれている点、また灯明に使用されたと考えられる煤が付着したかわらけの出

土も少ない点から宴会の際に使用され一括廃棄されたものと思われる。 

土坑 19・井戸2 中層からは爽雑物が少なく器壁が薄いかわらけが出土している。第3章で今小路西遺

跡（御成町 200 番 2 地点）の第3面池3から出土したかわらけとの類似をしていたが、本遺跡で出土した

かわらけと今小路西遺跡で出土したかわらけの差異を本章で述べることとする。本調査地点出土のか

わらけと今小路西遺跡出土のかわらけの胎土の共通性は先に述べたとおりであるが、大きく異なる点

が 3つある。1つは本調査地点出土のかわらけには指 2 本乃至は 3 本で内底面にナデ調整が施されてい

るが、今小路西遺跡では内底面のナデ調整が施されていない。また焼成も今小路西遺跡出土のかわら

けは通常のかわらけより高温で焼かれたらしく良く焼き締められており、弾くと高音を発する。それ

に対し本調査地点のかわらけも通常のかわらけよりは焼き締められているが今小路西遺跡ほどではな

い。また色調も今小路西遺跡出土のかわらけは黄色味が強いものが多いが本調査地点出土のかわらけ

は赤味が強い印象を受ける。 

その他の遺物ではかわらけを使用した増場や骨角製品の未製品などが製作にかかわる遺物が若干出

土している。今小路西遺跡御成小学校地点の南側武家屋敷の一角からは鋳型が詰め込まれているピッ

トが検出されていることから武家屋敷では職能民を呼び、必要に応じたものを作らせるという行為が

行われていたと推測されるが、本遺跡でも同様の行為が行われていたと思われる。このような製作活

動は屋敷の表側では行われず裏手などで行われたはずであるので、本調査地点が屋敷地の裏手にあた

ることが遺物からも理解できると思われる。 

最後になるが、本調査地点を含めた周辺からは鎌倉時代以前（主に古代）の遺物が出土することがある。 

本地点からも土師器・須恵器などが出土しているが、詳しく年代などを検討することができなかったo 

今後これらの遺物の年代を細かに分析することにより、鎌倉時代以前の景観復元の一端を考える上で

貴重な資料になり得ると思われる。 
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1．本報は、北条時房・顕時邸跡の鎌倉市雪ノ下丁目 236 番 1地点における個人専用住宅建設に伴う埋蔵文 
化財発掘調査の報告である。 

2 ．発掘調査は、平成 16 年 3月 3 日～同年 4月 5 日にかけて、調査面積 22. 50rn2 を対象に鎌倉市教育委員会 
が実施した。 

3．調査体制は、以下の通りである。 
調査担当者：原 慶志 

調 査 員：須佐直子・太田美智子・石元通子・須佐仁和・久保田裕美・鈴木絵美・栂岡ケイト 

調査補助員】長友純子・宇都洋平・山口正紀・野崎美帆・小野夏菜 

協力 機関】（社）鎌倉市シルバー人材センター・鎌倉考古学研究所 
4 ．本報の執筆は、第1'-'3章を原が執筆し、第 4 章については調査員協議のもと原が稿を草した。また挿 

図・写真図版作成には須佐（直）・栂岡・山口・小野が実施した0 
5．本報の掲載写真は、全景・個別遺構を原、久保田があたり、出土遺物は須佐（仁）が撮影した。 
6 ．発掘調査における出土遺物、図面・写真類は、鎌倉市教育委員会が一括保管している。 
7 ．本報の凡例は、以下の通りである。 
・図版縮尺 全測図 1 / 50 遺構図】1 / 20 遺物図】1/3 
・遺構図 遺構図のレベルは海抜標高の数値を示している。 

・遺物図 一・一・一は紬薬範囲を示す。黒塗は主にかわらけ灯明皿付着の油煤煙や漆器の朱漆文様を

表現している。遺物観察表における手握ねかわらけの底経計測値は外底指頭痕と口縁部と
の境、即ち稜部の数値を表わしている。 

・使用名称 本報中の「土丹」は三浦・葉山岩層の泥岩のことである。 
8．現地調査及び資料整理においては、多くの方々からご助言、並びにご協力を戴いた。記して感謝の意を 

表したい（敬称略、五十音順）。 

秋山哲雄・伊丹まどか・河野員知郎・菊川 泉・菊川英政・古田戸俊一・汐見一夫・玉林美男・宗憂秀 
明・宗皇富貴子・鈴木弘太・手塚直樹・福田 誠・松尾宣方・馬淵和雄 
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第1章 遺跡の位置と歴史的環境 

1． 調査地点の位置 

「鎌倉城」と呼称される馬蹄形の山塊に囲まれた鎌倉旧市街地は、鶴岡八幡宮から市街中心を抜けて

由比ケ浜の海岸に向かって縦貫する若宮大路と、この幹線道路とほぼ平行・直交したいくつかの道路に

によって区画されている。この中で鶴岡八幡宮社前を東西に走る通りを「横小路」と呼び、若宮大路の 



調査地点位置と周辺遺跡 

図2調査地点名 
①「雪ノ下一丁目 236番 4J 
②「雪ノ下一丁目 271番 1] 

③「雪ノ下一丁月 271番 3j 

④「雪ノ下ー丁目 271番 4J 

⑤「雪ノ下一丁目 272 番」 

⑥「雪ノ下一丁目 273 番ロ」 

⑦「雪ノ下一丁目 273 番イ」 

⑧「雪ノ下一丁目 274 番 2J 

⑨「雪ノ下一丁目 233 番 9J 

⑩「雪ノ下一丁目 372番 7J 

⑩「雪ノ下一丁目 371番 1J 

⑩「雪ノ下一丁目 370番 1J 

⑩「雪ノ下一丁目 369 番」 

⑩「雪ノ下一丁目 369番 1J 

⑩「雪ノ下一丁目 367・368 番 1J 

⑩「雪ノ下一丁目 419番 3J 

⑩「小町二丁目 366 番 1外」 

調査報告書名など 
本調査地点 
田代郁夫・原魔志 1889『北条時房・顕時邸跡 雪ノ下一丁目 271 番 1地点』北条時房・顕時邸 
跡発掘調査団（団長吉田章一郎） 
馬測和雄 2000「北条時房・顕時邸跡 雪ノ下一丁目 272 番 1地点」『鎌倉市埋蔵文化財緊急調 
査報告書』16 第2分冊 
馬測和雄・鍛冶屋勝二・松原康子 2000「北条時房・顕時邸跡 雪ノ下一丁目 271番 4 地点」『鎌 
倉市埋蔵文化財緊急調査報告書』16 第2分冊 
宗壷秀明・宗壷富貴子 1998「北条時房・顕時邸跡 雪ノ下一丁目 272 番地点」『鎌倉市埋蔵文 
化財緊急調査報告書』14  第1分冊 
佐藤泉・福田誠・原魔志 1988「北条時房・顕時邸跡 雪ノ下一丁目 273 番口地点」『鎌倉市埋 
蔵文化財緊急調査報告書』 4 
瀬田哲雄・熊谷満 1997「北条時房・顕時邸跡 雪ノ下一丁目 273 番イ地点」『鎌倉市埋蔵文化 
財緊急調査報告書』15 第1分冊 
福田誠・原魔志  1988「北条時房・顕時邸跡 雪ノ下一丁目 274番 2 地点」北条時房・顕時邸跡 
発掘調査団（団長吉田章一郎） 
馬測和雄 1987「北条時房・顕時邸跡 雪ノ下一丁目 233 番 9 地点」『鎌倉市埋蔵文化財緊急調 
査報告書』 3 
馬測和雄 1985「北条時房・顕時邸跡 雪ノ下一丁目 372 番 7 地点」『鎌倉市埋蔵文化財緊急調 
査報告書』 1 
馬測和雄 1985「北条時房・顕時邸跡 雪ノ下一丁目 371番 1地点」北条時房・顕時邸跡発掘調 
査団（団長吉田章一郎） 
宗壷富貴子・土屋浩美  1998「北条小町（泰時・時頼邸跡）雪ノ下一丁目 367 番 7 地点」『鎌倉 
市埋蔵文化財緊急調査報告書』14  第1分冊 
瀬田哲雄 1991「北条時房・顕時邸跡 雪ノ下一丁目 369 番地点」『鎌倉市埋蔵文化財緊急調査 
報告書』 7 
秋山哲雄・須佐直子・原魔志 1998「北条小町邸跡 雪ノ下一丁目 369 番 1 地点」『鎌倉市埋蔵 
文化財緊急調査報告書』14  第2分冊 
宮田真・森孝子・堀川浩通 2000「北条小町邸跡（泰時・時頼邸跡）雪ノ下一丁目 367番 1地点」 
北条小町邸跡発掘調査団（団長宮田真） 
玉林美男  1987「北条泰時・時頼邸跡（雪ノ下一丁目 419 番 3 地点）」『鎌倉市埋蔵文化財緊急調 
査報告書』 3 
継実  1991「宇都宮辻子幕府跡」『第1回鎌倉市遺跡発表会・研究発表要旨』鎌倉考古学研究所・ 
鎌倉市教育委員会 



西方約 300mを JR 横須賀線と平行に走る通りを「今小路」と呼び、その間の南北方向の通りには商店が

軒を連ねて一年を通じ観光客で賑わう「小町通り」が位置している。さらに若宮大路の反対側 200mほ

ど東には、鎌倉幕府域東限をなして南北に走る道路の「小町大路」があり、この道は南進して町屋域を

抜け和賀江津（港）へ至る経済要路でもあった。ニノ鳥居から段葛を鶴岡八幡宮方面へ約 250m西には

若宮大路から今小路踏切に至る真っ直ぐな路地がある。この路地と、若宮大路・横小路・小町通りに四

辺を囲まれた範囲、およそ南北 240m× 東西 h1Ornに及ぶ長方形の地域が「北条時房・顕時邸跡」とし

て神奈川県遺跡台帳（台帳番号】No. 278）に掲載されている場所である。調査地点はこの区画内の南側

中央寄りの一角にあたり、鶴岡八幡宮より約 190mほど南の位置で、地番は鎌倉市雪ノ下一丁目 236 番 

1に所在しているo 

2． 歴史的環境 
治承四（1180）年秋に鎌倉入りした源頼朝は、まず平安時代後期に源頼義が浜地の由比郷鶴岡に勧

請した鶴岡若宮を、現在の小林郷北山へ環座して鶴岡八幡宮新宮若宮と称した。鶴岡八幡宮社頭から

由比ケ浜へ一直線に延びる八幡宮への参詣道が若宮大路である。『吾妻鏡』には寿永元（1182）年春、 

鎌倉幕府による街造りの第一歩として、また妻北条政子の安産祈願をかねて大路設営を行ない頼朝自

ら陣頭指揮にたち北条時政以下の諸将が土石を運んで段葛を築造したと伝えている。この時期の御所 

（幕府）は鶴岡八幡宮東側に位置した大倉に設けられていが、健保五 (1217）年の火災焼失と、嘉禄元 

(1225）年に北条政子が没してまもなく、執権北条泰時はこれまでの大倉御所から鶴岡八幡宮前、若宮

大路東方にあたる宇都宮辻子に面した地に御所（宇都宮辻子幕府）を移転し、翌年京都より迎えられ

た藤原摂関家の九条頼経が鎌倉幕府第四代将軍としてここに入っている。さらに嘉禎二（1236）年に「若

宮大路の東の頬」へと新たに御所の造営が行なわれ移転されたのだが、その場所は若宮大路御所で鎌

倉幕府第三代執権の北条泰時邸内の一画に置かれたという。この区画の若宮大路を挟んだ向かい側に

位置したのが本調査地点が所在する「北条時房・顕時邸跡」である。 

本遺跡である北条時房・顕時について簡単に触れることにする。時房（1175 '-S- 1240 年）は初代執権

北条時政の嫡子であり、文治五（1189）年の奥州合戦や健保元（1213）の和田合戦などの際に参戦し

ており、さらに承久の乱（1221 年）では泰時とともに上洛を果たし、のちに初代六波羅探題に任ぜら

れるほか没するまで連著などの要職を努めている。 

顕時（1248 '-' 1301 年）は初代金沢北条氏の実時嫡子で引付衆・評定衆などの要職を歴任している。 

北条実時と、鎌倉の外港六浦津及び金沢の地との縁は、宝治元（1247）年の宝治合戦で三浦一族を滅

亡させたのち、六浦荘金沢を支配したのが金沢氏の祖、父実時であった。実時は六浦荘金沢に居館を

営み、その一画に持仏堂から発したと推定されるのが現在の横浜市金沢区金沢町に所在した金沢山称

名寺（西大寺末）である。称名寺は弘長二（1262）年に浄土教寺院として登場するが、文永四（1267) 

年に実時は五部大乗経を受け取るために鎌倉に下向した下野国薬師寺（戒壇院を有す）の僧審海を招

聴して長老に据え、真言律宗に改宗して称名寺の礎を築いた。弘安八（1285）年義父泰盛のおこした

霜月騒動に座し下総国埴生庄へ流請の身となった。後に出家し、法名を恵日と号した。境内には顕時

の墳墓となる大型の石塔五輪塔が建立されている。 

〈引用・参考文献〉 
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市研究9 政権都市』新人物往来社 
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第 81集国立歴史民族博物館 

高橋慎一朗 2005 『日本史リブレット 21 武家の古都鎌倉』山川出版社 
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村岡正 浄土庭園一』横浜市教育委員会・神奈川県立金沢文庫 
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第2章 調査の概要 

1． 調査の経過 

本地点は個人専用住宅の建設に先立つ発掘調査であった。建設計画は鋼管杭打ち基礎工事であったた

め、鎌倉市教育委員会による遺構確認の試掘調査が実施されたo その結果、現地表下約 75'--' 85cm まで近・

現代の客土があり、その直下から中世遺物包含層を挟んで遺構面（生活面）の存在が明らかになり発掘調

査を実施する運びとなった。現地調査は平成 16 年3月3日から調査機材の搬入及び確認調査の成果を基に

客土の重機掘削から開始し、後に人力で掘り下げながら各遺構面の調査を行なった。調査期間中は高い地

下水位に伴う多量湧水に悩まされながら、4月5日に現地調査を無事終了した。調査面積は22. Sm2 を対象で

ある。調査経過については、以下に主な作業内容を日誌抜粋で記しておくo 

3 月 3 日（水）晴天 調査区を設定し、地表下70cmまで重機による表土掘削と後追い残土処理。調査機

材搬入とテント設営。 

4 日（木）晴天 土丹版築の整地層が確認され、第1面として検出作業を開姶。市4級基準点を基

に測量軸方眼の設定及び測量用水準点の原点レベル移動。 

6 日（土）晴天 第1面全景・個別遺構の写真撮影、平面図作成後に下層遺構検出の粗掘り開始。 

8 日（月）晴天 下層遺構検出の粗掘りと面出し精査。 

11日（木）晴天 第2面全景・個別遺構の写真撮影及び平面図作成。第3面検出の粗掘りと面出し 

遺構確認の精査。 

15 日（月）晴天 第3面全景・個別遺構の写真撮影及び平面図作成。次の生活面へ向け粗掘りと面 

出し遺構確認の作業開始。 

19 日（金）晴天 第4面の遺構検出と写真撮影の為の清掃、全景・個別遺構の写真撮影及び平面図 

作成。 

22 日（月）曇天 第5面検出に向け粗掘りと面出し遺構確認の作業開始。 

27 日 

29 日 

31 日 

4 月 1日 

5 日 

（土）晴天 第5面全景・個別遺構の写真撮影、平面図作成開始。 

（月）晴天 調査区南半分にトレンチ設定し、下層の生活面・遺構を確認するために深掘りを 

開始。 

（水）晴大 トレンチ内第6面の全景・個別遺構の写真撮影及び平面図作成。 

（木）晴天 調査区南壁・西壁土層堆積の写真撮影及び土層断面図作成。 

（月）晴天 機材撤収、現地調査終了。 

2 ． 測量軸の設定 

現地調査にあたり使用した測量軸の設定には、図3に示したように国土座標の数値を用いており、グ

リットは調査区範囲にほぼ平行して基準の東西軸を設けた。設定には調査地点東側を南北に走る道の路

面上に鎌倉市道路管理課が設置した市3級基準点（第Ix座標系）のsill (X=-75,462.628 Y=-

25, 133. 411）とS112 (X=-75,501.598 Y=-25,153.207）が確認された。このsill・112 を国土座

標の基準点として図3に示したように敷地内へ任意点にあたるa・b点を移動した。その後、調査区に併 
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図3 国土座標・測量軸設定図 

S=1/200 

てグリットの基準としてB-i杭（X = -75.483.824 Y = -25, 158. 190）とB-5杭（X = -75,487. 507 

Y=-25, 151. 085）をそれぞれ設置したo なお、方眼軸線は測量の便利性と、予想される検出遺構の軸

方位を優先させた方法で調査区の形状に即した配置にしたために、国士座標とは一致していない。 

調査区の方眼軸は、図 2上段で示したように東西軸と南北軸をそれぞれ4m方眼を組み、北から東西

軸をアルファベット、南北軸は西から算用数字を充てた。各グリットの名称は北西角の交差軸点をグリッ

ト名として呼称しているo 方眼の南北軸線は真北よりN-27o 24' 00" ーEを示し、現若宮大路の中軸線

は真北よりN-26。 48' 23" ーEである。 

調査中に使用した海抜標高の水準原点は、若宮大路ニノ鳥居の基礎に近接して設置されている国土地

理院水準点 No. 15673(6. 1684m) を基準にして調査地内の東西軸になるB一i杭（9. 138m）・B-5杭 

(9. h1Orn）上に仮水準点を移動したものである。従って、文章中及び挿図に記載されたレベル数値はこ

れを基準とした海抜標高である。 

3． 層序 

調査区の南壁と西壁で確認した図4の土層堆積図を用いて、その堆積状況を表土より説明する。調査

前現地表の海抜標高は約 9. 00rn程でほぼ平坦な地形を呈しているo 第i面までの堆積土層は近・現代の

客土と擬乱層（主に関東大震災後に伴うゴミ穴）が約 85cm前後の厚さで堆積していた。近・現代の堆積

土（擬乱・表土）を重機により取り除いたのち、中世の遺物包含層をほとんど挟まずに小土丹塊やかわ

らけ小片を含んだ締まった第i層の灰褐色砂質土が顔を覗かせ、上面より遺構が確認できたので第i面 
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5  黄褐色弱砂質土 炭化物・土丹粒を少量含む 

6． 暗茶褐色粘質土 貝砂・土丹（粒～小石大）を 

7． 灰褐色粘質土 土丹粒・かわらけ片・木片を 

8． 暗灰褐色粘質土 炭化物・貝砂・土丹粒を多I 

9． 灰褐色粘質土 玉石（3~5（コ n大）多量、木片 

10． 灰褐色粘質土 大型土丹塊（加～50(m大）i 

n． 暗茶褐色粘質土 貝砂・土丹粒・木片を多量‘ 

12.  灰褐色砂層 混入物を殆ど含まない し 

13一 灰褐色砂質土 貝砂・木片を多量含む し一 

炭化物・土丹（粒～小石大）功、わらけ片を少量含む 
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炭化物・土丹粒を少量含む 

貝砂・土丹（粒～小石大）を多量含む しまりやや有 

土丹粒・かわらけ片・木片を含む 粘性・しまり有 

炭化物・貝砂・土丹粒を多量含む しまり無 

玉石（3-5cm大）多量、木片含む 粘性・しまり有 

大型土丹塊（加～50(m大）多量、貝砂・木片 強いしまり 

貝砂・土丹粒・木片を多量含む 
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調査区南壁・西壁堆積土層注記  

図4 調査区南壁・西壁土層堆積図 

とした。第1面は海抜高約 8. 15mを呈し、調査区内全体で比較的良好な土丹塊を利用した整地がなされ

ていたが、溝1を挟んで異なる様相を示していた。調査区北壁直下の礎石建物側は平らな土丹版築の地

行を施して生活面を構築しているのに対し、南側は表面にまで土丹塊を貼り付けており凹凸を残す地行

で構成されてる。第2面は海抜高約 7. 95m程で面に起伏がある整地を施し、厚さ10 -' 20cm 第1面構成

土を除去した直下より 2a・b層 Eを生活面としているo 調査区内でこの面を構成する版築層や整地層

はa・b層と区別したように異なる土丹地行層が施されていた。調査区南半分の範囲は地盤が土丹地行

版築で固められていた（2b層）。その上におおむね拳大～人頭大の土丹塊が列をなし延長上に鎌倉石

の長方形切石2個が認められた。 2a層は小土丹塊と粗砂を混入した黄灰褐色砂質土の薄手造成土で構

成される。この時期は鎌倉石切石以外、ピット 3口が認めらるだけで遺構密度は氏く屋敷の中の空閑地

と考えられるo 

第3面は海抜高7. 85m前後であった。第2面の厚さ 15cm程の構成土を除去すると、暗黄褐色砂層で多 

-67- 



量の砂利と粗砂を固めた地行層で表面が硬化した生活面を特徴とする。硬化レた3層は下層の締まり

が弱く脆弱な4・5層の地盤を改良するため、結果的にこうなったのだろう。この面では礎板を伴う柱穴、 

土坑、溝状土坑など第2面に比べ、やや高い遺構密度であったo 第4面は海抜高約 7. 70mで調査区北

半分の一定の範囲に土丹地行が確認された。この面の整地土は7層の土丹粒・かわらけ片を多めに含

んだ粘性の強い締まりある灰褐色粘質土と、8層の炭化物・貝砂・土丹粒を多量に含んだ締まりの弱

い粘質土で両層の堆積は厚さ15~ 25cm であるo 第5面は海抜高 7. 50m前後であった。この面の構成土

は拳大～50cm大の大小土丹塊を多量に交えて地行した厚さ30~ 50cmの強固で硬化した整地層になり、 

東域の面上には3 '- 5cm 大の玉石敷きが検出さられた。 

第6面は海抜高約7. 05m程である。第5面の調査終了後、多量の降雨・湧水によって調査区壁面の

一部が崩落した。そこで調査の安全確保を考慮する目的で第5面以下は調査区南壁沿いにトレンチを

設定して遺構確認を行なった。この面は 12・13 層の無遺物層より構成された生活面で、第5面の地行

整地層との間に薄い有機物腐食土（11層）の堆積が認められた。 



第3章 検出遺構と出土遺物 

1． 第1面の遺構・遺物 
第1面は、地表レベル海抜 8. 10 '-' 20m を測り、調査区北半分を中心に土丹塊を突き固めた地行面で

緩やかに東から西に向かって傾斜している。この面では礎石建物1棟、溝 1条、ピット 4 穴を検出した0 

建物1は東西に走る溝1の一部を壊して建られている。出士遺物には溝1に伴うかわらけ（ロクロ成形） 

をはじめ、舶載陶磁器、瀬戸・常滑窯、瓦類、骨角製品などである。 

建物1（図5~7) 

調査区北壁際において東西方向で検出された礎石建物であり、現状では礎石 3 個からなり 2 間分 

(420cm) が確認され、南辺の限界と考えられるが、調査区の北・東西外へと拡がっているため規模は不

明である。柱間寸法（図 6 上段を参照）をみると、西端に位置する礎石の建1ーイから東端の建1ーハま

での柱間芯々距離がそれぞれ 212m（約 7 尺）・2 12cm を測り、建物主軸は若宮大路中軸線にほぼ直交した

軸方向を示している。浅い掘り方をもつ各礎石は径 40'--' 47cm・厚さ 17'- 23cm 程の楕円形の偏平な川原石

を用いている。建1-イの礎石上面には焼失した柱あたりの痕跡を残し、使用された柱の寸法は一辺約 
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13cm の角柱と推定された。建1ーイは礎石上面の海抜高 8. 20mであり、礎石下に拳大の土丹塊により根

固めを施した掘り方であるo 建1一ロの礎石上層には薄い炭層が覆っており、建1ーハの礎石表面に煤

けた痕跡が認められ、この建物が被災した可能性が予想させる0 出土遺物は建Iーイ・建1一ロから図 
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7-1・2 のロクロ成形のかわらけ小皿がそれぞれ伴っていた。 

溝1（図 6 ● 7) 

調査区中央で建物1や柱穴に一部を壊されているが、建物1と同じ主軸方位で東西へ延びる素掘り溝 

である。溝は幅 68 -' 93cm、深さ 35 --' 45cm、長さ 5. 2m以上を計測し、掘り方の断面は逆台形を呈するo 

溝底の海抜高は東端で 7. 85m、西端で 7. 70mで東から西へ緩やかに流下している。覆土は貝砂ブロック 

・水 磨した土丹小塊・炭化物を含む黄灰褐色砂質土であるo 出土遺物は図7 -7~19 である0 7'-16 は糸

切底ロクロ成形のかわらけ皿で7'-'10 が小型、11 が中型、12'--' 16 が大型である。 7 は薄手器壁の背高

で口径・底径比が大きいもの、8'-' 10 が背低で内底面が広く、内轡気味の器形であるoll は口径 

10. 8cm の背高で薄手器壁の内轡した器形、12'-'16 は口径 12. 1-'13. 3cm、底径 6. 7'-"7. 8cm、器高 3. 0'-

3. 5cm と薄手丸深型の器形である。17 は青白磁梅瓶の胴部片、18 は女瓦、19 は鹿骨製品の算であるo 

ピット（図 6 ・7) 

Plは調査区東南隅で西半分を確認した径 43cm、深さ 25cm の掘り方をもつ。遺物は図7-3,.-,5の

青磁蓮弁文碗底部・瀬戸卸皿底部・常滑監頚部の破片であるo 

P2はB-2杭に位置し溝1より新しいもので、掘り方は径 40~ 50cm の楕円形を呈し、深さ 24cm で底

面に方形状の鎌倉石を据えてその上に一辺 12cm の角柱痕を残しているo 図示可能な出土遺物はないo 

P3は調査区南壁中央で確認した径 65cm、深さ 18cm の浅く楕円形の掘り方である。図示可能な遺物は

なし 、 
o 

P4はP2東隣で溝1を壊して掘り込まれるo 掘り方は一辺 45cm の隅丸方形を呈し、深さ 22cm を

測り中には根固めに用いたのか鎌倉石・土丹塊が認められたo 遺物は図7-6のロクロ成形かわらけ

の大型品が出土したo 

第1面遺構外出土遺物（図7) 

図 7 -20 はロクロ成形の大型かわらけ、21 は常滑嚢の口縁部片で 13 世紀末葉～ 14 世紀前葉頃の所

産である。 

以上、第1面の遺構●遺物について述べてきたが、この面に伴う遺物の種別出土量・出土比率につ

いて触れる。遺物は遺構及び遺構外の資料を併せたて破片数が 130 点であり、出土比率は全体の 17％を

占 めていた。その内訳をみると、かわらけ 98 点、舶載磁器4点、国産陶器 23点、瓦質製品 3 点、骨製

品1点の他、獣骨1点も出土している。 

2．第 2面の遺構●遺物 

第 2 面は、海抜高 8m前後で調査区南側域を中心に破砕土丹を多く混入して突き固めた比較丁寧な

地行版築面の拡がる範囲を検出されたo 面上には大小土丹塊が認められ、地行面東端から鎌倉石切石

が 2 個が据えられていたo 北側域の地行面は版築を施していないが、破砕土丹を含んだ黄灰褐色砂質

土の整地層なっており、併せてこの面上で遺構検出を行なったo 遺構は石列とピットが検出されただ

けで遺構密度が低いの特徴でるo 出土遺物にはかわらけ、瀬戸・常滑窯、瓦類などがある（図8~ io)o 

切石列（図 9) 

調査区南東端で南壁に沿って鎌倉石の切石が面に据えられた状況で検出されており、石列の主軸方位

は若宮大路軸線に対して直交しているo 切石は割れているが、1が長さ 80cm・幅 36m・厚さ 13cm, 2 が 

76m・幅 36cm・厚さ 13cm で上面の海抜高約 8. lOmであるo 西側にある土丹版築面の切石延長線上には粗 
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図 10 第2面出土遺物 

密の土丹塊列が認められたるが本遺構との関係は不明であるo 

ピット（図9・10) 

PlはB-2杭に位置する。径 45~ 35cm、深さ35cm で楕円形を呈した掘り方をもつo 掘り方中程に 

長さ 18cm、幅l3cdm、 厚さ4cmの礎板と思われる。図示可能な遺物は出土していない。 

P2は調査区北壁中央に位置したもので、掘り方は径約45cm の楕円形を呈し、深さ30cm で底面平らに 

なる。灰褐色砂質土の覆土に交じって、図 10- 1 '- 6 の遺物が出土した。1・2はかわらけで小型が背 

低で薄手器壁の内轡した器形、2は口径 11. 0cm の中型で粉質良胎の薄手丸深の器形である。 3-'6は常 
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図11 第3面全測図 

滑監の口縁部・肩部片であるが、口縁玉縁部の型体は 13 世紀後葉頃の所産であろう。 

遺構外出土遺物（図 10) 

7は小型のかわらけで器壁の薄目のものである。 8は瀬戸窯の灰紬卸皿、 9は常滑嚢の口縁部片で 

玉縁部の型体からみて13 世紀後葉頃の所産と考えられる。10 は女瓦（平瓦）で凹面に斜め方向の糸切 

痕と離れ砂、 

凸面に斜格子の叩き締め後、縦位の指ナデ消しを施すo 

以上のように第2面の遺構・遺物について述べてきた。この時期の生活面は遺構密度が低く、それ 

に伴う遺物の種別出土量・出土比率も各面中、一番少ないものであった。遺物は破片数にして 33点、 

出土比率は全体量の4％程に留まり、その内訳はかわらけ 14点、国産陶器 18 点、瓦1点だけで舶載 

3． 第3面の遺構・遺物 

第2面を構成する整地層を除去すると、上面が褐鉄で硬化した暗黄褐色砂層が表出された。この砂

層は砂利と粗い貝砂から構成され、厚さ5' 12cm で調査区中央の一部を除き敷きつめられた状況で確

認された。上面検出レベルは海抜標高 7. 85m前後である。この面に伴う遺構には土坑・溝状土坑、ピッ

トなどが検出された。出土遺物は主にかわらけで、この他に少量の舶載陶磁器、瀬戸・常滑窯、瓦質製品、 

漆器などがみられた。 

士坑1 （図 11・12) 

調査区南壁の3ラインに位置し、南半分は調査区外に拡がっている。P9との新旧関係は図12 左下の土

層観察のように本遺構が古い。確認した東西径 86cm、深さ 20cm であり、浅い皿型の窪みで覆土は貝砂 
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・砂利を含む灰褐色弱粘質土であるo 図示可能な遺物の出土はないo 

土坑 2 （図 12) 

土坑1の東隣に位置し、南半部は調査区壁にかかるため全体形は不明である0Pl・10 との壊された

重複関係にあるo 確認した東西径145cm、 深さ 12cmを測り、浅い皿型の窪みをもつ掘り方で覆土は炭化物・

小土丹を含む締まりのない灰褐色砂質土である。図示可能な遺物の出土はない。 

溝状土坑（図 12) 

Bライン北側に位置した東西位に長い士坑で西側は調査区外に拡がっている。第1面溝1とピット

のP4・5 ・8 ・11・12 に壊されていた。確認できた規模は長さ 3. 2m以上、幅 66cm 前後、深さ 58cm 

程で掘り方は断面逆台形の形状である。覆土は締まりのない灰褐色砂質土の 2 層からなり、上層が貝

殻片や小土丹を含み、下層が貝砂・かわらけ小片を交えたものo 図示可能な遺物の出土はないo なお

土坑西側の位置で出土したかわらけは遺構が埋まった後に周辺面上のかわらけと同じように廃棄され

た遺物資料が遺存したと解釈されたものである。 

ピット（図 12・13) 

Plは調査区南東隅に位置し、土坑 2 を壊し掘り込んだピットで掘り方は楕円形で径 23cm を測るo 

覆土は小土丹を含む締まりのない黄褐色弱粘質土である0P2は調査区北東隅に位置し、北半部は調査

区壁にかかり全体形は不明、径 22cm、深さ 10cm の楕円に近い形状と思われるo 覆土からは拳大土丹が

みられ、遺物は図 13- 1・2 の南部系山茶碗と碁石黒が出土o 

P3はP2の西隣に位置するo 大きさは径20cm、深さ 15cmの平面円形を呈す。遺物は 3 の碁石黒出士。 

p4は溝状土坑を切り込んだ遺構である。北半部は調査区壁にかかり全体形は不明、長径 25cm 程、 

深さ 12cm で、底面に偏平な鎌倉石と小土丹塊が据えられていた。遺物は 4 のロクロ成形の小型かわら

けが出土した0P5は調査区北東隅に位置し、溝状土坑を壊して掘り込んでいるo 掘り方は長径 40cm、 

短径 26cm、深さ 35cm の平面楕円形を呈する。深い掘り方の底面には伊豆石が据えられており、礎石上

に 5 の小型かわらけ完形品（灯明皿）が 1点出土した。 

P7はPSに隣接し溝状土坑を切って掘り込まれたピットで、掘り方は一部調査区壁にかかり規模

不明、径 25cm 以上、深さ 35cm を測り、底面に礎板 3枚を据えているo 覆土は貝砂ブロックの多い灰

褐色砂質土である0P8は溝状土坑を壊しているo 平面楕円形で長径 38cm、短径 26cm、深さ 20cmを測り、 

底面に礎板を置くOP9は土坑1を壊したピット、平面形楕円形で長径 25cm、深さ 18cm と浅い掘り方

であるo 覆土は灰褐色弱粘質土であるoPlo は土坑 2 を壊して掘り込み、平面円形で径 20cm、覆土は

貝砂を多く含む黄灰褐色砂質土であるo 

第 3 面遺構外出土遺物（図 13) 

6~ 26 は糸切底のかわらけである。 6~ 10 の小型品は口径 7. 4 '- 8. 2cm、底径 4. 5 '-j 6. 0cm、器高 

1. 6 "S-' 2. 1cm で器高低めで内湾気味の器形のものが主体であるoll~13 の中型かわらけは口径 10. 6 

'-S-' 11. 6cm、底径 5. 5~ 7. Scm、器高 3.2'-'3.8cm、 14' 26 の大型かわらけは口径 12. 2~ 13. 6cm、底

径 7. 5 '-' 8. 3cm、器高 3. 1 '--' 3. 6cm を測るもので薄手の丸深型が多いo 27・28 は常滑監の口縁部と底

部片であるo29 は土器質火鉢の脚部片であるo 

以上、第 3 面の遺構●遺物について述べてきたが、この面に伴う遺物の種別出土量・出土比率につ

いて簡単に触れるo 遺物は遺構及び遺構外の資料を併せたて破片数 264 点、出土比率は全体量の 34% 

ともっとも多く認められたo その内訳をみると、かわらけ 243 点、舶載磁器1点、国産陶器 8 点、瓦

質製品 3 点、石製品 2点の他、獣骨 3 ・貝 1点も出土しているo 
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4 ．第4 面の遺構●遺物 

第 3面の整地・地行層を除去すると、破砕土丹・かわらけ小片を交えた締まり強めの茶褐色粘質土

が表出し、上面で遺構が検出されたので第4面としたo この面は調査区北側域を中心に破砕土丹を密

に突き固めて版築を施した堅牢な地行範囲が認められたo また木組溝を挟んだ南側は破砕土丹や貝砂

を含んだやや締まりの弱い暗灰褐色粘質土の整地層で構成された海抜高 7. 65m前後の生活面である。 

遺 構は溝1条、ピット1口である。 

溝1（図 14~16) 

調 査区中央のBラインの南側に沿った東西方向の溝で両端は調査区外に延びているo 確認された規

模は長さ 5. 15m、幅 30cm、深さ 20cm 程であり、溝底の両基底部に打ち込まれた細い角杭が部分的に

残存していたo これは木組溝と思われ、細い木杭は土止めに用いた横板材を受けるために打ち込まれ

た杭であり、屋敷内において建物や場を区画するような雨水などを処理する役割の溝であろうo 溝中

からは有機物腐植土ブロックや貝砂に交じりの覆土中からかわらけや木製品、アワビなどの貝殻、魚

の骨と雑多なものが出土しており、ゴミ捨て場の様相を呈していたo 

出土遺物は図 16- 1 -'- 3 がロクロ成形の小型かわらけである。口径 7. 0~ 7. 6cm、底径 4. 3~ 

6. 0cm、器高 1. 5cm を測り、背低気味で内底面が広く開いた立ち上がりの器壁をもつo4は口径 5. 0cm、 

高台径 1. Scm、器高 2. 3cm謙ぶ加かわらけ質の碗型土製品であるo 高台はヘラで削り出した断面三角形

を呈すo 内外面に煤が付着している。 5は土器質火鉢片で断面四角形の肥厚した口縁部になるo6は

滑石製鍋を転用したもので厚さから推測すると、鍋鍔を削り加工しているが上面に四角い切込みを施

したもので用途不明である。 
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P1 

調査区西壁溝 1 土層注記 

1． 暗灰褐色砂質土 貝砂・土丹粒・木片含む 

粘性・しまり無 

0 2m 
l1  

図15 第4面各遺構 

7は釣針状に曲がった鉄釘で推定長 7. 5cm の断面四角形である。8'-' 10 は漆器皿である。 8は口径 

9. 9cm、底径 6. 9cm、器高 1. 2cm を測り、無高台の外底面を除き黒色漆が塗られており、内面のみに朱

色漆による手描き草文がみられる。薄い木地の丁寧な仕上げである。 9は高台径 4. 2cmの輪高台で畳付

内側から外底面を除き黒色漆が塗られ、内底面に朱色漆による花文スタンプを施文する。10 は底径 

6. 9cm の無高台で外底面を除き黒色漆が塗られている。内底面に朱色漆による鶴丸文スタンプを施す。 

11~ 17は木製品である。11は長さ 34. 0cm以上、幅 1. 3cm、厚 0. 6cmで多角形の偏平な断面の菜箸である。 

12 j--' 14 は箸で長さ 22. 6 '-' 24. 6cm 以上、幅 0. 7cm を測り、断面多角形の棒状に削った両口加工である。 

15 は檎扇の扇子で短冊型の基部に木釘穴を穿つ。16 は横断面が蒲鉾型状で下面中央に挟りがあり鍋蓋

の摘みのようなものか。17は薄板材の両端を円頭状に加工したものふで用途不明品o 

第4面遺構外出土遺物（図 16) 

ここでは第3面構成土及び第4面の面出し精査に伴なって出土した資料で遺構に共伴しない遺物を

一括して述べる。 

14'--'24 はすべて回転糸切底のロクロ成形かわらけである。14 は口径 4. 2cm、底径 3. 4cm、器高 0. 9cm 

を測る極小タイプで内折れ気味の器形である。19 '--' 21 は口径 7. 6 '--' 7. 9cm、底径 4. 8 '--' 5. 7cm、器高 

1. 6cm 程の小型品である。混入物少なめの弱粉質胎土、いずれも背が低めで内轡気味に立ち上がる。22 

'--' 24 の大型品は口径 12. 1 '- 13. 6m、底径 7. 5 '--' 7. 8cm、器高 2. 9 '-' 3. 3cm を測り、22・23 が混入物

多めの弱粉質胎土、24 が混入物少なめの弱粉質胎土である。器壁はやや内轡しながら立ち上がる0 
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図17 第5面全測図 

以上、第4面発見の遺構・遺物について触れたが、ここではこの面に伴う遺物の種類別出土量と出

土比率を簡単に述べるo 遺物は破片点数で 156 点で出士比率は全体量の2割を占め第 3面についで高

い出土比率を示している。その内訳をみると、かわらけ 100 点、舶載陶磁器2点、国産陶器8点、土

製品4点、石製品1点、金属製品1点であり、また湧水の深度に係る地下水位の関係で漆・木製品 40 

点と出土比率が高い数値で認められた。 

5．第5面の遺構・遺物 

第4面を構成する厚さ 20cm 前後の整地層（第7・8層）を

除去すると、海抜標高 7. Sm前後の暗褐色粘質土層上を第5面

とした。この面の構築土は30 '- S0cmの厚い堆積で大小型土丹

塊を多量に交え整地層上面を破砕土丹で版築した地行を施し

ている。調査区東域の 3ラインから約lmの間に偏平な土丹

塊が多めに表出した範囲がみられ、さらに土丹塊敷きが切れ

たのを境に玉砂利集中の範囲となっていた。この面で検出し

た遺構はピット、玉砂利・土丹塊集中範囲などである。 

ピット（図 17・18) 

試掘坑の西側で建物を構成しないピット4穴が発見されたo 

plは平面楕円形を呈し、長径 53ca、短径 45cm、深さ 30cm の

掘り方である。覆上は貝砂・木片を含む締まりのない灰褐色粘 
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図20 第5面出土遺物（2) 

質土、遺物はロクロ成形のかわらけ小片だけである。 

P2は平面不整円形を呈し、長径 48cm、短径 37cm、深さ 25cm の大きさである。覆土は貝砂・破砕

士丹を交えた茶褐色弱粘質土、図化可能な遺物は出土していないo 

P3は平面不整円形を呈し、長径 48cm、短径 37cm、深さ 25cm の掘り方である。覆土は貝砂・木片

を含む締まりのない茶褐色粘質土、図化できる遺物は出土していない。 

玉砂利範囲（図 17) 

調査区東端において検出され、調査区壁へかかり拡がっている。確認海抜高は約 7. 55mを測り、敷

かれた大型の玉砂利の厚さは10cm 前後であるo 大きさは長径 4. 8~ 10. 2cm の偏平な楕円形の水磨した

川原玉石であるo 玉砂利範囲には密に敷き詰められている部分と比較的まばらな場所が認められた。 

玉砂利範囲は土丹敷きの東側だけと区画を意識して限定した範囲にのみに敷いていたものと考えられ

る。玉砂利各試料の計測表及び長径・短径の計測比については表1'-5を参照されたい。 

第5面遺構外出士遺物（図 19・20) 

第4面構成土及び第5面上に伴なって出土した遺物を一括してここに述べる。 

1' 8はすべて回転糸切底のロクロ成形かわらけである。 1' 3は口径 7.4'-' 8.3cm、底径 5. 3~ 

6. 2cm、器高 1. 4cm と 1. 7cm の小型品o いずれも背低で内底面が広く、器壁は開き気味の器形である。 

1は混入物が少なめ弱粉質胎土である。4~8の大型品は口径 12. 0 '- 13. 2cm、底径 7. 6 -' 8. 2cm、器

高 2. 9 '- 3. 3cm を測り、 6・8は混入物多めの弱砂質胎士、 5・7は混入物少なめの弱粉質胎土であるo 

背低で器壁は内轡気味の器形であるo 

9は底径6. 3cmで白磁口ル皿である。10は瀬戸窯入子で口径7.8cm、底径 4. 8cni、器高 1. 7cm で口縁部に 



薄く自然降灰紬が付着する。11は摩耗陶片で最大長 17. 0cm、最大幅l 1. 8cm、厚 1, 5cm の常滑髭転用で、 

摩耗部は割口面が中心である. 12 は砥石で砥面が上下面に使用した痕跡があり、凝灰岩製で上野国産

の中砥であろうか。13 は鹿骨製の算片で下端が細くなるように加工する。 

14 '- 34 は木製品である。14 は推定径 23. 6cm、厚 0. 4cm の円盤状木製品であるo 柾目材で周縁部を

削り加工した曲物の底板と考えられるもの。15 は般子型で四隅は面取り加工を施した栓のようなもの

か。16 は箆状工具で細長い偏平にした丁寧な削り加工し、先端は尖り気味で薄く仕上げている。17~ 

34 は箸であるo 長さ 20. 5 -' 24. 5cm、幅 0. 4 '- 0. 7cm で断面多角形の棒状に削り端部を尖らす両口加

工であるo 

第 5面遺物の種類別出土量や出土比率を簡単に述べるo この面に伴う遺物は破片点数 126 点で、そ

の内訳をみると、漆・木製品が 60 点と最も高い出土数値を示し、次いでかわらけ 38 点、舶載陶磁器・ 

6 ．第 6 面の遺構・遺物 

第5面の調査を終了した時点で掘削深度が表下2 .3m以上に達して豊富な湧水量に伴う調査区壁崩

落の危険性と、排土の処理が不可能となり、調査区の北半分を排土置場として利用したためにトレン

チのみでの調査になったことをお断りしていく。 

第6面は大型土丹塊を密に交えた厚さ 35 '-' 50cm の第5面整地土を除去すると、暗茶褐色粘質土層

の薄い堆積土を挟んだ海抜高 7. 05m前後で灰褐色砂層が検出された。この土層中からは遺物などの混

入物を含んでおらず中世基盤層となる自然堆積と考えられた。 トレンチという狭い調査範囲ではあっ

たが遺構として土坑、礎板や貝殻黙りなどが発見された。 
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図21 第6面全測図 
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図22 第6面出土遺物（1) 

土坑1 （図21) 

調査区東端に位置した全容不明の土坑である。大きさは東西径 90cm・南北径 50cm 以上で断面浅い皿

型を呈する。覆土は有機物腐蝕土で上層に貝殻（ハマグリ）や木片・藁状ものなどを多く含む堆積が

みられたが、実測可能な遺物は出土していないo 

第6面遺構外出土遺物（図 22・23) 

第5面構成土及び第6面上に伴なって出土した遺物を一括してここに述べるo1'-3はすべて回転糸

切底のロクロ成形かわらけである。1は口径 7. 8cm、底径 5.8cm、器高 1.9 の小型品で背低の内底面が広

い器形である。2・3の大型品は口径 12. 0・12. 2cm、底径 7. 1・8. 3m、器高 3.2・3. 3m で開き気味の器

形である。4は常滑聾の肩部片で叩き目が見られる。5は女瓦（平瓦）で凸面が縄目叩き後に縦位指ナ 
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デで粗く擦り消す。鎌倉時代前期の所産o6は口径約9 cm の漆器皿である。無高台の外底を除き、黒

色漆が塗られており内面にのみ朱色漆による手描きの木葉文を施している。 

7'- 16 は木製品である〇 7~ 13 は箸で長さ 21. 6 '-' 24. 2cm、幅 0. 4~ 0. 6cm を測り、断面多角形の

棒状に削り、端部を尖らした両口の加工を施すo14 も箸状の加工を施したもので長さ 30cm 以上あり菜

箸と考えられる。15 は金剛草履の板芯で半分で表面に藁編みの植物圧痕が残る。 

16 は刀形であるo 全長 51. 3cm、幅 1.8 ' 2.2、厚 0. 5cm 前後で刃身が断面蛤型で先端を切先状に削り、 

鍔は長径 4. 7cm、短径 4. 0cm、厚 0. 6cm の楕円形を呈し、刀身へ差し込む加工が施されているo 

以上、第6面発見の遺構・遺物について触れたが、ここではこの面に伴う遺物の種類別出土量と出

土比率を簡単に述べるo 遺物は破片点数で 69 点で、その内訳は漆・木製品 46 点と最も多く、かわら

け 16点、国産陶器3点などがみられたo 

第4章 ま と め 

今回の調査地点では、調査面積や掘削深度の関係で制約を受けて狭い範囲の限定された深さでの遺

構検出にとどまり遺構の性格や敷地の空間的な解釈を明確にすることはできていないo ここでは前章

までに記した調査の成果について概観すると共に、近辺の調査地点との関係や検出遺構の特徴などを

簡単に触れてまとめにかえたい。 

第1面の礎石建物跡は区画溝（溝1）を埋め立た生活面を土丹版築の地行によって整地が行なわれ、 

その後に建築されたものである。この礎石建物は東西列の2間分（柱間寸法芯々約 212cm一 7尺）だけ

の確認で建物規模は不明であるが、調査区南壁面には礎石や掘り方が発見できなかったo 従って北域

へ拡がるものと予想される。この面に伴う出土遺物からみて概ね 14 世紀中頃の所産と考えられるo さ

らに大小セヂ」・塊を突きlIりめた生活面に繋がる鎌倉石の切石列が検出された第2面も近い時期が想定さ

れる。 

第3面は褐鉄分が染み込んだ貝砂硬イヒ面からは掘立柱建物を構成しない不揃いな柱穴が溝状の土坑

を挟んで確認された。この面に伴う出 L遺物からみて概ね 14 世紀前葉の所産と考えらるo 第4面も近

似した頃の生活面と思われる。 

第 5面では小型玉石とでも呼べる大きさの砂利敷き面が検11はれているが、このように屋敷内に砂

利を敷きつめるのは、幕府周辺（宇都宮辻 I,・幕府跡引ヒ条小町邸跡など）及び寺社（鶴岡八幡宮・永福寺跡・

東勝寺跡・建長寺など）、今小路西遺跡（御成小学校）の南谷屋敷跡などとある程度限られた確認例に

すぎないo この調査区範囲では第 1 面のような礎石建物を予勉はせる遺構は画できなかったが、砂利

敷き面の存在から武家屋敷の庭園一部などの・画と想定されるo なお第5・6面の時期はかわらけな

どの年代観から概ね 13 世紀後～末葉と考えたいところである。 

本遺跡の発掘調査では現在までのところ、若宮大路沿い酉側に面した地点を中心に調査が実施され

ており、若宮大路西側溝と築地塀を挟んでその酉域へ拡がる武家屋敷と推定される 13 世紀～ 14 世紀

代にあたる中世前期を主体とした生活空間が発見されている。しかし若宮大路より西に奥まった地点

での調査事例は少なく不明な点が多く今後の調査資料が増加すれば具体的な屋敷地の規模や地割りが

見えてくると思われるo 



表1 第 5 面玉砂利計測表 

No 長径 短径 厚 さ a. b. I 1( さ No 長径 短径 厚 さ a. b. 重 さ 

1 7.09 4.27 1. 93 0.60 0. '15 80. 0 38 5.46 5. 13 2.01 0.94 0. 39 75. 7 

2 8. 11 5.60 3.08 0.69 0.55 212.3 39 5. 30 4.02 1. 93 0. 76 0.48 62. 2 

3 6.97 4.49 1. 72 0.64 0.38 89. 1 40 7.08 5.64 3.00 0.80 0. 53 176. 8 

4 7.38 4. 13 3.70 0.56 0.90 157. 1 41 8.92 5.81 2.68 0.65 0.46 211. 5 

5 6.45 4.69 3. 17 0.73 0.68 134. 8 42 15. 46 7.93 2.62 0.51 0. 33 455. 1 

6 7.25 6.50 3. 15 0.90 0.48 214.3 43 6.27 5.30 2. 19 0.85 0.41 115. 4 

7 8.49 4.72 2.35 0.56 0. 50 132. 1 44 9.66 6.29 3.48 0.65 0. 55 288. 9 

8 8.82 6.40 2.99 0
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230. 9 45 8.36 6.64 3.22 0.79 0.49 270. 6 
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194. 8 48 9.62 3.63 2.97 0. 38 0.82 155. 3 

12 6.21 5.82 3.00 0. 9'I 0. 52 150. 1 49 6.34 4.65 2. 39 0. 73 0.51 93. 2 

13 5.63 4.41 2.34 0. 78 0. 153 93. 5 50 7. 78 5.90 3.00 0. 76 0. 51 198. 9 

14 7.90 6.70 3.80 0.85 0. 57 247. 9 51 6. 50 5.91 2. 50 0.91 0.42 149. 5 

15 8. 77 6. 71 2.80 0
 
7
 
7
 

 
0. 42 233. 6 52 6. 71 5. 11 2. 50 0. 76 0.49 114.6 

16 7.40 4.22 2.52 0.57 0.60 118. 5 53 8. 14 4.86 2.66 0.60 0. 55 140. 2 

17 7.46 4.25 2.93 0. 57 0.68 125. 2 54 7. 77 4.55 2. 61 0. 59 0. 57 140. 1 

18 6.32 4.30 2.49 0. 68 0. 58 105. 2 55 4.81 4.85 2.58 1. 01 0.53 70. 0 

19 7.48 4.47 n乙
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0. 137 0.53 123. 1 56 5.99 5.28 2. 58 0.88 0.49 111.7 
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0.43 281. 5 57 8.04 7.09 2.24 0.88 0. 32 185. 4 

21 7. 12 4.62 2.95 0. (MS 0.64 115. 9 58 4.80 4.55 1. 99 0.95 0.44 62. 3 

22 7. 25 5.80 3.08 0.80 0.53 178. 7 59 10. 22 6.08 3. 44 0.59 0.57 291. 5 

23 6.98 7.06 2.69 
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0.38 194. 8 60 8. 83 7.42 2.82 0.84 0. 38 329. 5 

24 7.22 4.58 2.50 "
h
 

l
  

0.54 138. 3 61 7. 73 4.31 2.30 0.56 0.53 107. 0 

25 6.68 6.50 2.22 0. 97 0.34 147. 5 62 7.80 5.45 2. 77 0. 70 0.51 171. 0 

26 5.88 4.67 2. 71 0. 79 0.58 128. 2 63 8.47 5. 55 2.88 0. 66 0.52 175. 8 

27 7.61 3.83 3. 10 0.44 0.80 132. 5 64 8.00 5. 71 1. 62 0. 71 0.28 126. 4 

28 8. 07 6.28 2.28 0. 77 0.44 223. 0 65 7. 21 6.48 3. 05 0.90 0.47 189. 7 

29 8.30 5.77 2.82 0.69 0.49 171. 1 66 8. 81 4.55 2.85 0.52 0.63 172. 0 

30 7. 61 4.88 3.60 0.64 0.74 182. 5 67 5. 73 3.28 2.60 0. 57 0. 79 77. 7 

31 7.42 5.28 2.00 0. 71 0.38 129. 4 68 5.97 4.91 2. 30 0.82 0.47 104. 7 

32 8.83 6.40 2.61 0. 72 0.41 226. 4 69 7.42 6. 10 3. 57 0.82 0.59 218. 9 

33 6. 71 5.23 1. 89 0. 78 0.36 98. 9 70 7.34 3. 55 2.47 0.48 0. 70 108. 2 

34 8.25 6.71 2.92 0.81 0.44 230. 6 71 8.31 4.72 2.22 0.57 0.47 140. 0 

35 5.62 4.80 1. 62 0.85 0.34 71. 4 72 5.48 5.08 2.49 0.93 0.49 124.7 

36 6.90 5.42 1.96 0.79 0.36 113.1 73 6.49 6.61 2.43 1.02 0.37 97.9 

37 6.78 5.12 2.40 0.76 0.47 127.7 74 7.98 5.09 2.78 0.64 0.55 164.4 

※玉砂利の長径・短径・厚さ・重さ、径の比率（ a ．短径＋長径、 b ．厚さ＋短径）の計測数値 

-89ー 

単位：cm 



表1 第 5 面玉砂利計測表 

No 長径 短径 厚 さ a. b. I 1( さ No 長径 短径 厚 さ a. b. 重 さ 

1 7.09 4.27 1. 93 0.60 0. '15 80. 0 38 5.46 5. 13 2.01 0.94 0. 39 75. 7 

2 8. 11 5.60 3.08 0.69 0.55 212.3 39 5. 30 4.02 1. 93 0. 76 0.48 62. 2 

3 6.97 4.49 1. 72 0.64 0.38 89. 1 40 7.08 5.64 3.00 0.80 0. 53 176. 8 

4 7.38 4. 13 3.70 0.56 0.90 157. 1 41 8.92 5.81 2.68 0.65 0.46 211. 5 

5 6.45 4.69 3. 17 0.73 0.68 134. 8 42 15. 46 7.93 2.62 0.51 0. 33 455. 1 

6 7.25 6.50 3. 15 0.90 0.48 214.3 43 6.27 5.30 2. 19 0.85 0.41 115. 4 

7 8.49 4.72 2.35 0.56 0. 50 132. 1 44 9.66 6.29 3.48 0.65 0. 55 288. 9 

8 8.82 6.40 2.99 0
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230. 9 45 8.36 6.64 3.22 0.79 0.49 270. 6 

9 7.78 6.69 2.60 0.86 m
  

194. 2 46 5.66 4.97 2.66 0.88 0.54 101. 7 

10 7. 95 5.41 2. 76 く
 

●
l
  

、
 
t
 
H
 

 
に
。
 
 

」
 
 

173. 0 47 9.44 6. 14 2.46 0.65 0.40 233. 6 

11 10. 34 4.48 2.99 0. '13 ，

、
  

く
 
t
 
7
 

 
194. 8 48 9.62 3.63 2.97 0. 38 0.82 155. 3 

12 6.21 5.82 3.00 0. 9'I 0. 52 150. 1 49 6.34 4.65 2. 39 0. 73 0.51 93. 2 

13 5.63 4.41 2.34 0. 78 0. 153 93. 5 50 7. 78 5.90 3.00 0. 76 0. 51 198. 9 

14 7.90 6.70 3.80 0.85 0. 57 247. 9 51 6. 50 5.91 2. 50 0.91 0.42 149. 5 

15 8. 77 6. 71 2.80 0
 
7
 
7
 

 
0. 42 233. 6 52 6. 71 5. 11 2. 50 0. 76 0.49 114.6 

16 7.40 4.22 2.52 0.57 0.60 118. 5 53 8. 14 4.86 2.66 0.60 0. 55 140. 2 

17 7.46 4.25 2.93 0. 57 0.68 125. 2 54 7. 77 4.55 2. 61 0. 59 0. 57 140. 1 

18 6.32 4.30 2.49 0. 68 0. 58 105. 2 55 4.81 4.85 2.58 1. 01 0.53 70. 0 

19 7.48 4.47 n乙
 
ハ

b
  

3
  

0. 137 0.53 123. 1 56 5.99 5.28 2. 58 0.88 0.49 111.7 

20 9.68 7.42 nくJ
 
n

ノ
］
  
0
  

門I
 
7
  

0.43 281. 5 57 8.04 7.09 2.24 0.88 0. 32 185. 4 

21 7. 12 4.62 2.95 0. (MS 0.64 115. 9 58 4.80 4.55 1. 99 0.95 0.44 62. 3 

22 7. 25 5.80 3.08 0.80 0.53 178. 7 59 10. 22 6.08 3. 44 0.59 0.57 291. 5 

23 6.98 7.06 2.69 
'
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.
 

く
 
?
 

ー
  

0.38 194. 8 60 8. 83 7.42 2.82 0.84 0. 38 329. 5 

24 7.22 4.58 2.50 "
h
 

l
  

0.54 138. 3 61 7. 73 4.31 2.30 0.56 0.53 107. 0 

25 6.68 6.50 2.22 0. 97 0.34 147. 5 62 7.80 5.45 2. 77 0. 70 0.51 171. 0 

26 5.88 4.67 2. 71 0. 79 0.58 128. 2 63 8.47 5. 55 2.88 0. 66 0.52 175. 8 

27 7.61 3.83 3. 10 0.44 0.80 132. 5 64 8.00 5. 71 1. 62 0. 71 0.28 126. 4 

28 8. 07 6.28 2.28 0. 77 0.44 223. 0 65 7. 21 6.48 3. 05 0.90 0.47 189. 7 

29 8.30 5.77 2.82 0.69 0.49 171. 1 66 8. 81 4.55 2.85 0.52 0.63 172. 0 

30 7. 61 4.88 3.60 0.64 0.74 182. 5 67 5. 73 3.28 2.60 0. 57 0. 79 77. 7 

31 7.42 5.28 2.00 0. 71 0.38 129. 4 68 5.97 4.91 2. 30 0.82 0.47 104. 7 

32 8.83 6.40 2.61 0. 72 0.41 226. 4 69 7.42 6. 10 3. 57 0.82 0.59 218. 9 

33 6. 71 5.23 1. 89 0. 78 0.36 98. 9 70 7.34 3. 55 2.47 0.48 0. 70 108. 2 

34 8.25 6.71 2.92 0.81 0.44 230. 6 71 8.31 4.72 2.22 0.57 0.47 140. 0 

35 5.62 4.80 1. 62 0.85 0.34 71. 4 72 5.48 5.08 2.49 0.93 0.49 124.7 

36 6.90 5.42 1.96 0.79 0.36 113.1 73 6.49 6.61 2.43 1.02 0.37 97.9 

37 6.78 5.12 2.40 0.76 0.47 127.7 74 7.98 5.09 2.78 0.64 0.55 164.4 

※玉砂利の長径・短径・厚さ・重さ、径の比率（ a ．短径＋長径、 b ．厚さ＋短径）の計測数値 
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単位：cm 



表2 第5面玉砂利計測表 

No 長径 短径 厚 さ a. b. 重 さ No 長径 短径 厚 さ a. b. 重 さ 

75 6.50 5. 72 3. 10 0.88 0.54 198. 9 112 8.52 4.95 2. 57 0.58 0. 52 165. 0 

76 10. 38 4.28 2. 32 0.41 0.54 144. 2 113 6. 13 4. 12 2.06 0.67 0.50 80. 7 

77 7.82 3.68 2.67 0.47 0.73 117. 5 114 5.78 4.87 3.02 0.84 0.62 133. 4 

78 8.41 4.25 2.66 0.51 0.63 147. 2 115 9.57 5. 18 2. 33 0.54 0.45 168. 9 

79 6.97 5. 08 2.95 0.73 0. 58 146. 1 116 6.63 ハh
  l
 

、
  

3.03 0.54 0.84 88. 8 

80 4.99 3. 79 2.83 0.76 0. 75 115. 1 117 6.20 ‘
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く
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2. 70 0.63 0.69 86. 3 

81 6.87 3.46 1. 86 0.53 0.54 70. 7 118 7.21 5. 65 3.21 0.78 0. 57 181. 9 

82 5. 15 4.82 2.67 0.87 0. 55 108. 4 119 6.35 3. 78 2. 30 0.60 0.61 84. 0 

83 6.00 4.30 2.23 0. 72 0.52 88. 2 120 6.30 5. 19 3. 12 0.82 0.60 127. 6 

84 5.82 4.82 3.36 0.83 0.70 134. 9 121 7. 32 6. 10 3.10 0.83 0.56 202. 3 

85 9.73 5.61 2.91 0.61 0.52 232. 7 122 5.86 5. 42 2. 40 0.92 0.44 116. 8 

86 6.62 5.95 2. 18 0.90 0.37 128. 7 123 5.98 1. 18 3. 16 0.70 0.76 96. 1 

87 5.42 4. 11 2.00 0.76 0.49 68. 0 124 6.61 5. 73 2. 95 0.87 0.51 165. 2 

88 7.00 4. 12 2. 16 0.59 0.52 100. 2 125 6.31 5. 52 2. 43 0.87 0.44 140. 0 

89 10. 12 4.76 2. 55 0.47 0.54 173. 9 126 6.05 5. :3i :3. 6'l 0.88 0.69 67. 7 

90 8.20 4.00 2.76 0.49 0.69 129. 9 127 9.07 1.80 2. 82 0.53 0.59 184. 5 

91 6.05 5.81 2. 19 0.96 0.38 109. 7 128 5. 37 5. 01 2.44 0.93 0.49 95. 8 

92 12. 05 5. 18 3.90 0.43 0.75 413. 8 129 8.09 5. 27 1. 45 0.65 0.84 230. 7 

93 8.33 6.70 3.28 0.80 0.49 257. 7 130 6. 05 3. 38 2. 33 0.56 0.69 62. 8 

94 5.85 3.88 2.30 0.66 0.59 82. 7 131 5. 00 4.89 2. 53 0.98 0.52 88. 8 

95 5. 23 2.94 3. 25 0.56 1. 10 71. 1 132 8. 43 4. 28 2.34 0.51 0.55 126. 4 

96 7.89 4.58 1. 81 0.58 0.40 111. 3 133 7. 72 4.89 2.60 0.63 0.53 151. 0 

97 8.57 5.04 2.25 0.59 0.45 一
 
 にU
 
0
J
 

6
  

1
 

n
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4
'
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7.85 4. 30 3.05 0.57 0.71 139. 4 

98 7.56 4.08 2. 53 0.54 0.62 121. 4 1:35 8
 

（

ー
  

7.24 1. 98 0.83 0.27 165. 0 

99 5. 11 3.48 2. 18 0.68 0.62 61. 6 136 8.31 4.96 2. 16 0.60 0.44 112. 9 

100 7. 19 4.28 2.49 0.60 0. 58 126. 2 137 6. 35 3. 70 2.60 0.58 0.70 77. 8 

101 6.04 5.42 2.87 0.90 0. 53 136. 4 138 10. 22 6.40 3.07 0.63 0.48 271. 5 

102 9. 18 4.68 2.63 0.51 0.56 169. 2 1:39 7. 10 5.04 2.75 0. 71 0.55 154. 4 

103 5.60 6. 12 2.27 1. 09 0.37 118. 1 M0 5.60 4.88 2.06 0.87 0.42 80. 8 

104 9.63 5.62 3.28 0.58 0.58 252. 0 M1 7.40 6. 15 1. 80 0.83 0.29 137. 3 

105 8.24 4.30 2.00 0.52 0.47 102. 6 M2 5. 51 4.91 2. 77 0.89 0.56 115. 1 

106 7.88 5. 32 2.50 0.68 0.47 143. 3 M3 4.20 3.61 1. 95 0.86 0.54 36. 9 

107 6.78 6. 12 2. 72 0.90 0.44 161. 2 144 7. 55 5.62 2.58 0.74 0.46 181. 0 

108 9.28 5. 51 2. 51 0.59 0.46 225. 3 M5 6.62 5. 03 2. 31 0.76 0.46 124. 0 

109 7.76 6.00 3.60 0.77 0.54 244. 3 146 7. 15 5.70 3.60 0.80 0.63 183.7 

110 8.61 5.82 3.88 0.68 0.66 230.5 147 7.86 4.54 2.85 0.58 0.63 147.2 

m
 

 
9.16 4.43 2.39 0.48 0.54 150.9 148 6.58 4.16 2.89 0.63 0.70 96.2 

※~、砂利の長径・短径・厚さ・重さ、径の比率（a．短径＋長径、 b．厚さ＋短径）の計測数値 単位】cm 
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表 3 第 5面玉砂利計測表 

No 長径 短径 厚 さ a. b. 重 さ No 長径 牟百 葦又 
ノ、旦1' Iコ二 厚 さ a. b. 重 さ 

149 5.25 3. 31 2.30 0.63 0.69 47. 4 186 7.34 4.28 2.76 0.58 0.64 135. 2 

150 5.41 3.45 2. 35 0.64 0. 68 56. 8 187 5.41 4.97 2.60 0.92 0. 52 104. 4 

151 5. 18 3.60 2. 17 0.69 
!
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t
 

・
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く
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53. 4 188 7.45 6. 10 2. 18 0.82 0.36 182. 2 

152 7. 16 4.21 2.79 0.59 0. 66 93. 5 189 7. 18 4.59 2.92 0.64 0.64 140. 3 

153 5. 78 3. 10 1. 91 0.54 0. 62 58. 9 190 6.39 4.97 3.09 0. 78 0.62 133. 4 

154 7.02 4.63 1. 70 0.66 0.37 89. 6 191 8.80 3.59 2. 73 0.41 0. 76 113. 3 

155 9.29 4.25 2.38 0.46 0. 56 139. 1 192 6.50 5.82 3.60 0.90 0.62 160. 8 

156 5. 12 3. 11 1. 55 n
b
 
 

0
  

0. So) 46. 4 193 6.62 5. 57 1. 53 0.84 0.27 71. 5 

157 6.40 3.97 2.38 0
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n乙
  

【
 
 

●

！く
 
j
 

.
 
t
 
t
 

、
  

87. 8 194 6.73 4.58 1. 78 0.67 0.39 93. 8 

158 6. 14 4.62 1. 88 0. 75 0. 41 81. 7 195 6.83 5.43 2. 16 0.80 0.40 99. 5 

159 8. 37 6.79 2.60 0.81 0. :38 170. 5 196 7.45 5.69 3.40 0. 76 0.60 203. 2 

160 8.60 5. 11 2.60 0. 59 0.51 164. 3 197 7. 79 5. 72 3.30 0. 73 0.58 230. 1 

161 6.58 4.05 2.23 0.62 0. 55 102. 9 198 7. 52 2. 79 1. 57 0.37 0.69 50. 4 

162 5.76 4.56 3.26 0. 79 0.80 129. 6 199 5.62 4.45 2. 17 0. 79 0.49 85. 7 

163 4.70 4.70 3.00 ー
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0.64 70. 9 200 7.01 3.90 3. 35 0. 56 0.86 125. 6 

164 7.45 3.68 2. 13 ●！
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,
 
t
 

 
0. 58 86. 9 201 5.61 3.45 2. 10 0.61 0.61 61. 8 

165 9.45 5.94 4.40 m
 

 
0. 74 324. 0 202 8. 59 5.54 3.26 0.64 0.59 195. 5 

166 8.06 4.68 2. 18 0. 58 0. 47 122. 4 203 10. 15 6.99 3. 51 0.69 0.50 301. 4 

167 5.85 4.61 n乙
 

ハb
  

ー
  

0. 71) 0. 47 88. 5 204 6. 71 6. 16 2.85 0.92 0.46 182. 9 

168 4.04 4. 10 2.22 m
 

 
0). 54 48. 7 205 7. 55 6.51 4.06 0.86 0.62 236. 1 

169 6. 10 3.79 2. 12 0. 62 0. 56 90. 4 206 4.39 2.74 0.83 0.62 0.30 16. 6 

170 5.00 3. 33 2. 12 0. (12 0. 56 90. 4 207 6. 12 3.92 2. 37 0.64 0.60 88. 1 

171 6.69 5.65 Q
J
 

く
 
、
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、
 

 
0. 84 0.53 167. 1 208 5.28 4.50 2.62 0.85 0.58 92. 9 

172 8. 73 3.92 2.65 (),45 0.68 152. 4 209 7.00 4.73 3. 05 0.68 0.64 167. 0 

173 5.48 5. 11 n乙
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一
 
 

88. 0 210 5.05 4.62 2.97 0.91 0.64 90. 4 

174 8.26 3.74 2.58 ().45 0.69 114. 8 211 8.06 4.86 2.48 0.60 0. 51 175.4 

175 5. 22 3.91 2. 13 0). 75 0.54 65. 7 212 5. 71 3.42 2.60 0.60 0. 70 82. 4 

176 5.29 4.48 2. 24 0). 85 0.50 79. 4 213 8.03 4.78 2.41 0.60 0.50 145. 3 

177 7.60 4.70 2.47 0. 62 0.53 126. 9 214 7.21 5.82 3. 13 0.81 0.54 201. 3 

178 5.02 3.83 1. 70 0. 76 0.44 51. 8 215 7.38 4.42 1. 62 0.60 0.37 103. 6 

179 7.29 5.21 2.86 0.71 0.55 170. 5 216 5.39 4.03 2. 10 0.75 0.52 68. 9 

180 4.31 3.89 2. 17 m
 
 

0). 56 42. 9 217 6.85 4.68 2. 53 0.68 0.54 131. 2 

181 5.89 4.55 1. 72 0. 77 0.38 77. 2 218 7.09 4. 10 2. 11 0.58 0.51 108. 0 

182 7. 76 4.03 2. 60 0. 52 0). 65 124. 2 219 6.61 5.00 3. 31 0. 76 0.66 171. 6 

183 8. 70 5.40 3. 29 0. 62 
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227.0 220 8.26 4.63 2.00 0.56 0.43 127.3 

184 7.55 5.30 2.95 0.70 【h
リ
 

ハb
  

く
 
、
 

 
158.5 221 5.90 3.32 2.68 0.56 0.81 76.8 

185 7.21 4.22 1.58 0.59 0.37 72.1 222 8.09 4.43 4.32 0.55 0.98 208.1 

※玉砂利の長径・短径・厚さ・重さ、径の比率（ a．短径＋長径、 b．厚さ＋短径）の計測数値 単位：m 
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表4 第5面玉砂利計測表 

No 長径 短径 厚 さ a. b . 
, 

重 さ No 長径 短径 厚 さ a. b. 重 さ 
223 6.82 4.40 2. 81 0.65 0.64 112. 3 229 7.02 3. 16 2. 00 0.45 0.63 67. 7 

224 7.08 3. 20 1.95 0.45 0.61 68. 5 230 7.81 6.08 2. 61 0.78 0.43 195. 3 

225 6.83 5.30 2.37 0. 76 0.45 158. 8 231 10. 91 4.62 2. 00 0.42 0.43 193. 9 

226 3.89 2.65 2.01 0.68 0. 76 32. 2 232 6.45 4.48 2. 36 0.69 0. 53 104. 5 

227 5.47 4.93 2.81 0.90 0. 57 106. 2 233 5.41 3. 11 1. 98 0. 157 0.64 53. 5 

228 5.94 4.88 3. 30 0.82 0.68 134. 0 234 4.97 3.83 2.51 0.77 0.66 68. 6 

※玉砂利の長径・短径・厚さ・重さ、径の比率（a．短径＋長径、 b．厚さ十短径）の計測数値 

表5 玉砂利計測比票 
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表6 遺物観察表（1) ( ）は復元値 

 

図番号 層位・遺構 種別 
口径 
(cm) 

底径 
(cm) 

器高 
(cm) 

観察項目 

7-1 第1面建物1-イ かわらけ (6.9) (5.0) 1.6 
口ク口成形 外底糸切痕 板状圧痕 胎土 黄灰色 微砂

雲母白色針状物質赤色粒 

7-2 第1面建物1-口 かわらけ 7.0 4.7 1.9 
口クロ成形 外底糸切痕 板状圧痕 胎土 橿色 微砂雲

母白色針状物質赤色粒 

7-3 第1面 P1 
龍泉窯系 

青磁鏑蓮弁文碗 
/ (4.6) / 

素地 明灰白色精良堅級 粕 灰緑色半透明内外面共厚

く施紬高台畳付露胎 文様外面鏑蓮弁文 

7-4 'I 瀬戸 卸皿 / (7.4) / 
内面へラによるおろし目 外底糸切痕 胎土 明白黄色

砂粒良土 紬 淡灰白色灰紬ハケ塗り 

7-5 F, 常滑 壷 / / / 
肩部小片 胎土 灰色 砂粒白色粒長石粒やや多量

器表赤褐色 降灰部灰緑色 

7-6 第1面 P4 かわらけ (12.4) (8.1) 2.9 
口ク口成形 外底糸切痕 板状圧痕 胎土 黄橿色 微砂

雲母白色針状物質赤色粒土丹粒 

7-7 第1面 溝1 かわらけ 6.8 3.7 2.2 
口ク口成形 外底糸切痕 板状圧痕 胎土 横色 微砂雲

母白色針状物質 

7-8 F, かわらけ (7.4) (5.4) 1.5 
口ク口成形 外底糸切痕 板状圧痕 胎土 黄灰色 微砂

雲母白色針状物質 

7-9 F, かわらけ (7.8) (5.5) 1.3 
口ク口成形 外底糸切痕 板状圧痕 胎土 黄灰色 微砂

雲母白色針状物質 

7-10 I, かわらけ (8.1) (5.7) 1.7 
口ク口成形 外底糸切痕 板状圧痕 胎土 灰褐色 微砂

雲母白色針状物質 

7-11 F, かわらけ 10.8 6.3 3D 
口ク口成形 外底糸切痕 板状圧痕 胎土 淡橿色 微砂

雲母白色針状物質 土丹粒 

7-12 'F かわらけ (11.9) (7.1) 3.0 
口ク口成形 外底糸切痕 板状圧痕 胎土 黄灰色 微砂

雲母白色針状物質赤色粒土丹粒 

7-13 'F かわらけ 12.6 7.8 2.4 
口ク口成形 外底糸切痕 板状圧痕 胎土 淡橿色 微砂

雲母白色針状物質赤色粒土丹粒 

7-14 F, かわらけ (12.5) (7.6) 3.3 
口ク口成形 外底糸切痕 板状圧痕 胎土 淡横色 微砂

雲母白色針状物質赤色粒土丹粒 

7-15 'F かわらけ 12.8 65 3.5 
口ク口成形 外底糸切痕 板状圧痕 胎土 淡黄橿色 微

砂雲母白色針状物質赤色粒土丹粒 

7-16 'F かわらけ 13.3 7.3 3.5 
口ク口成形 外底糸切痕 板状圧痕 胎土 淡黄横色 微

砂雲母白色針状物質赤色粒 

7-17 F, 青白磁 梅瓶 / / / 胴部片 素地 灰白色精良堅織 紬 水青色不透明 

7-18 F, 女瓦（平瓦） 厚1.8 
凹面 離れ砂少量付着縦方向ナデ 凸面 離れ砂多量に

付着斜格子の叩き目 胎土灰色砂粒白色粒やや粗土

色調暗灰色～淡橿色 

7-19 'F 骨角製品 算 
残存長6 7 幅0.6~ 1.3 
厚0.2~0 .25 

7-20 1面上包含層 かわらけ (12.7) (7.9) 3.4 
口ク口成形 外底糸切痕 板状圧痕 胎土 黄橿色 微砂

雲母白色針状物質赤色粒土丹粒 

7-21 'F 常滑 聾 縁帯幅 3 l.4 
口縁部小片 胎土 灰色 砂粒白色粒黒色粒 器表 暗

褐色 

10-1 第2面 P2 かわらけ (8.0) 5.6 1.6 
口ク口成形 外底糸切痕 板状圧痕 胎土 黄橿色 微砂

雲母白色針状物質赤色粒 

10-2 'F かわらけ 11.0 5.6 3.3 
口ク口成形 外底糸切痕 板状圧痕 胎土 黄橿色 微砂

雲母白色針状物質赤色粒 

10-3 'F 常滑 聾 縁帯幅 2.9 口縁部小片 胎土 灰色 砂粒白色粒黒色粒若干多く含

む 器表 暗赤褐色 

10-4 'F 常滑 聾 縁帯幅 2.8 
口縁部小片 胎土 灰色 砂粒白色粒少量 器表 暗褐

色 

10-5 F, 常滑 嚢 / / / 
肩部小片 胎土 暗灰色 砂粒白色粒少量 器表 黒褐

色 

10-6 F' 常滑 聾 / / / 
肩部小片 胎土 淡黄橿色砂粒白色粒多量小石粒

器表 暗赤褐色 

10-7 第2面遺構外 かわらけ (7一6) (4.6) 2.0 
口ク口成形 外底糸切痕 板状圧痕 胎土 黄橿色 微砂

雲母白色針状物質赤色粒 

10-8 'F 瀬戸 卸皿 / / / 
口縁部片 胎土 灰白色 砂粒白色粒若干含む精良土

粕 灰白色灰粕ハケ塗り 

10-9 'F 常滑 聾 / / / 
口縁部小片 胎土 淡橿色砂粒白色粒黒色粒少量
器表 暗赤褐色 



表7 遺物観察表（2) ( ）は復元値 

図番号 層位・遺構 種別 
口径 

(cm) 

底径 
(cm) 

器高 
(cm) 

観察項目 

10-10 第2面遺構外 女瓦（平瓦） 厚2.2~2 5 
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13-1 第3面 P2 南部系山茶碗 / (6.8) / 
外底糸切痕 貼付高台破損 胎土 灰色 砂粒 白色粒小

石粒やや粗土 軟質 

13-2 F, 碁石 幅1.6X 1.8 厚0.3 黒色 

13-3 第3面 P3 碁石 幅1.6×1.9 厚0.4 黒色 

13-4 第3面 P4 かわらけ 8.2 5.5 1.7 
口ク口成形 外底糸切痕 板状圧痕 胎土 黄灰色 微砂

雲母白色針状物質 

13-5 第3面 P5 かわらけ 8.0 5.8 1.8 
口ク口成形 外底糸切痕 板状圧痕 胎土 黄灰色 微砂

雲母白色針状物質赤色粒 灯明皿 

13-6 第3面遺構外 かわらけ 7.4 4.5 2.1 
口ク口成形 外底糸切痕 板状圧痕 胎土 橿色 微砂雲

母白色針状物質赤色粒 

13-7 'F かわらけ (7.7) (5.8) 1.8 
口ク口成形 外底糸切痕 板状圧痕 胎土 橿色 微砂雲

母白色針状物質赤色粒 

13-8 'F かわらけ 8.0 5.6 1.6 
口ク口成形 外底糸切痕 板状圧痕 胎土 横色 微砂雲

母白色針状物 赤色粒 

13-9 'F かわらけ (8.2) 4.9 2.0 
口ク口成形 外底糸切痕 板状圧痕 胎土 橿色 微砂雲

母白色針状物質赤色粒小石粒 

13一10 'F かわらけ 79 6.0 1.8 
口ク口成形 外底糸切痕 板状圧痕 胎土 黄灰色 微砂

雲母白色針状物質 

13一11 F, かわらけ 10.6 5.5 3.2 
口ク口成形 外底糸切痕 板状圧痕 胎土 淡橿色 微砂

雲母白色針状物質赤色粒 

13一12 'F かわらけ 11.6 6.0 3.3 
口ク口成形 外底糸切痕 板状圧痕 胎土 黄橿色 微砂

雲母白色針状物質赤色粒 

13一13 F, かわらけ 11.6 7.5 3.8 
口ク口成形 外底糸切痕 板状圧痕 胎土 横色 微砂雲

母白色針状物質赤色粒小石粒 

13-14 F, かわらけ (11.8) (6.4) 3.4 
口ク口成形 外底糸切痕 板状圧痕 胎土 淡橿色 微砂

雲母白色針状物質赤色粒 

13一15 F' かわらけ 12.2 7.5 3.1 
口ク口成形 外底糸切痕 板状圧痕 胎土 淡橿色 微砂

雲母白色針状物質赤色粒土丹粒 

13一16 F, かわらけ 12.6 7.9 3.5 
口ク口成形 外底糸切痕 板状圧痕 胎土 黄灰色 微砂

雲母白色針状物質赤色粒土丹粒 

13一17 F, かわらけ 13.0 7.5 3.5 
口ク口成形 外底糸切痕 板状圧痕 胎土 橿色 微砂雲

母白色針状物質赤色粒土丹粒 

13一18 'F かわらけ 12.2 7.6 3.4 
口ク口成形 外底糸切痕 板状圧痕 胎土 淡橿色 微砂

雲母白色針状物質赤色粒土丹粒 

13一19 F' かわらけ (13.0) 8.0 3.6 
口ク口成形 外底糸切痕 板状圧痕 胎土 黄灰色 微砂

雲母白色針状物質赤色粒小石粒 

13一20 F, かわらけ (13.0) (7.8) 3.3 
口ク口成形 外底糸切痕 板状圧痕 胎土 黄灰色 微砂

雲母白色針状物質赤色粒小石粒 

13一21 F, かわらけ 13.6 7.7 3.5 
口ク口成形 外底糸切痕 板状圧痕 胎土 黄横色 微砂

雲母白色針状物質赤色粒 

13一22 F, かわらけ (13.2) (9.8) 3.4 
口ク口成形 外底糸切痕 板状圧痕 胎土 淡橿色 微砂

雲母白色針状物質赤色粒土丹粒 

13-23 F' かわらけ 12.6 8.3 2.9 
口ク口成形 外底糸切痕 板状圧痕 胎土 黄橿色 微砂

雲母白色針状物質赤色粒小石粒 

13一24 F, かわらけ (13.6) 7.8 2.7 
口ク口成形 外底糸切痕 板状圧痕 胎土 黄橿色 微砂

雲母白色針状物質赤色粒 

13一25 'I かわらけ 13.6 7.7 3.2 
口ク口成形 外底糸切痕 板状圧痕 胎土 黄灰色 微砂

雲母白色針状物質赤色粒小石粒 

13一26 'F かわらけ 13.5 7.6 3.3 
口ク口成形 外底糸切痕 板状圧痕 胎土 橿色 微砂雲

母白色針状物質赤色粒小石粒 

13一27 F, 常滑 琵 縁帯幅（3.0) 
口縁部小片 胎土 灰色 砂粒白色粒黒色粒 器表 褐

色 

13一28 'I 常滑 琵 / 18.0 / 胎土 灰色 砂粒白色粒黒色粒少量 器表 暗赤褐色 



表8 遺物観察表（3) ( ）は復元 

図番号 層位・遺構 種別 
口径 
(cm) 

底径 
(cm) 

器高 
(cm) 

観察項目 

13一29 第3面遺構外 土器質 火鉢 / / / 脚部片 胎土 灰色～淡横灰色砂粒多量赤色粒 器表
淡横灰色 

16-1 第4面 溝1 かわらけ (7.0) (4.3) 1.5 
口ク口成形 外底糸切痕、板状圧痕 胎土黄灰色微砂雲

母白色針状物質赤色粒 

16-2 'I かわらけ (7.6) (6.0) 1.5 
口ク口成形 外底糸切痕 板状圧痕 胎土 黄灰色 微砂

多量雲母白色針状物質赤色粒 

16-3 'I かわらけ (7.6) 5.7 1.5 
口ク口成形 外底糸切痕 板状圧痕 胎土 黄灰色 微砂

雲母白色針状物質赤色粒小石粒 

16-4 I, 
かわらけ質 
土製品 

(5.0) (1.5) 23 
削り出し高台 胎土 黄橿色微砂白色粒 良土 内外面

共にスス付着 

16-5 F, 土器質 火鉢 / / / 口縁部小片 胎土 橿灰色 砂粒白色粒 器表 淡橿色
浅鉢型 

16-6 'F 滑石鍋転用品 残存長6.5 幅3.0 厚2.2 鍋時の鍔部分 上面に四角く切り込みを入れスタンプに加エ

しようとしたものか？ 

16-7 'F 鉄製品 釣針 長5.0 幅0.3 厚0.1 先端が鉄のように尖る 

16-8 F, 漆器 皿 (9.9) (6.9) 1.2 無高台 外底部以外黒漆塗布 内面朱漆で草文を手描き 

16-9 F, 漆器 皿 / (4.2) / 削り出し高台 内外面黒漆塗布内面朱漆で花文をスタンプ 

16-10 'F 漆器 皿 / (7.0) / 高台欠損 内外面黒漆塗布 内面朱漆で松喰鶴をスタンプ 

16-11 F, 木製品 菜箸 残存長33.9 幅1.3 厚0.6 先端欠損 断面多角形の棒状に削り加エ 

16一12 'F 木製品 箸 長24.6 幅0.7 厚0.3 断面多角形の棒状に削り端部を尖らす両口加エ 

16一13 'F 木製品 箸 長23.8 幅0.7 厚0.3 断面多角形の棒状に削り端部を尖らす両口加エ 

16一14 F, 木製品 箸 長22.6 幅0.7 厚0.5 断面多角形の棒状に削り端部を尖らす両口加エ 

16-15 'F 木製品 扇子 
残存長15.0 幅1.0'-'1.2 
厚0.2 孔径0.3 

全体を平らに加エ 基部に木釘を差し込む孔を穿っ 

16一16 F, 木製品 用途不明 
長13.9 幅2.4'-'2.6 
厚1.5~1.9 

上端部中央を1.7cm程削り込む両端丸味を帯びる加エ

染・紡具（糸巻き）か？ 

16一17 'F 木製品 用途不明 長10.4 幅3.2 厚0.3 側面面取り加エ 表裏面共丁寧に平らに加エ 小判型の形

代か？ 

16一18 第4面 遺構外 極小かわらけ (4.2) (3.4) Q9 口ク口成形 外底糸切痕 胎土 黄横色 微砂雲母赤色 

16一19 'F かわらけ (7.6) 4.7 1.6 
口ク口成形 外底糸切痕 板状圧痕 胎土 黄灰色 微砂

雲母白色針状物質赤色粒小石粒 

16一20 F, かわらけ (7.8) (5.3) 1.6 
口ク口成形 外底糸切痕 板状圧痕 胎土 黄橿色 微砂

雲母白色針状物質赤色粒 

16一21 'F かわらけ (7.9) (5.7) 1.5 
口ク口成形 外底糸切痕 板状圧痕 胎土 黄灰色 微砂

雲母白色針状物質赤色粒土丹粒 

16-22 F, かわらけ 12.0 7.8 2.9 
口ク口成形 外底糸切痕 板状圧痕 胎土 黄橿色 微砂

雲母白色針状物質赤色粒小石粒 

16-23 'F かわらけ (12.6) (7.5) 3.3 
口ク口成形 外底糸切痕 板状圧痕 胎土 橿色 微砂雲

母白色針状物質赤色粒小石粒 

16一24 'F かわらけ 13.6 7.8 3.1 
口ク口成形 外底糸切痕 板状圧痕 胎土 黄橿色 微砂
雲母白色針状物質赤色粒 

19-1 第5面 遺構外 かわらけ (7.3) (5.3) 1.4 
口ク口成形 外底糸切痕 板状圧痕 胎土 暗橿色 微砂

雲母白色針状物質赤色粒小石粒 

19-2 F, かわらけ 7.8 6.2 1.4 
口ク口成形 外底糸切痕 板状圧痕 胎土 黄灰色 微砂

雲母白色針状物質赤色粒土丹粒 

19-3 'F かわらけ 8.4 6.2 1.7 
口ク口成形 外底糸切痕 板状圧痕 胎土 黄灰色 微砂

雲母白色針状物質赤色粒土丹粒 

19-4 'F かわらけ (11.8) 8D 3.0 
口ク口成形 外底糸切痕 板状圧痕 胎土 橿色 微砂雲

母白色針状物質赤色粒小石粒 

19-5 'F かわらけ 12.0 7.6 2.9 
口ク口成形 外底糸切痕 板状圧痕 胎土 黄灰色 微砂
雲母白色針状物質赤色粒ノ」、石粒 

19-6 'F かわらけ 12.4 7.8 3.1 
口ク口成形 外底糸切痕 板状圧痕 胎土 黄橿色 微砂

雲母白色針状物質赤色粒小石粒 

19-7 'F かわらけ (12.8) 7.6 3D 
口ク口成形 外底糸切痕 板状圧痕 胎土 橿色 微砂雲

母白色針状物質赤色粒小石粒 

19-8 F' かわらけ (13.2) 8.2 3.3 
口ク口成形 外底糸切痕 板状圧痕 胎土 橿色 微砂雲

母白色針状物質赤色粒小石粒 



表9 遺物観察表（4) ( ）は復元値 

図番号 層位・遺構 種別 
口径 

(cm) 

底径 
(cm) 

器高 
(cm) 

観察項目 

19-9 第5面 遺構外 白磁 口死皿 / (6.3) / 
素地 灰白色精良堅織 紬 灰白色半透明薄く施粕 外

面下位～外底面に鉄分付着 

19一10 'F 瀬戸 入子 (7.8) (4.8) 1.7 胎土 灰色 精良土 口唇部に淡灰緑色の自然紬 

19一11 'F 常滑転用砥石 厚1.0~1.5 常滑琵の転用品 周り殆ど使用され磨滅する 

19一12 'F 石製品 砥石 残存長5.3 幅4.0 厚3.1 砥面は上下面に使用痕 凝灰岩製 上野産の中砥か？ 

19一13 'F 骨角製品 算 残存長5.5 幅0.7'-'1.2 厚0.2 両面と周縁を丁寧な磨り加エ 

19一14 'F 木製品 曲物 
残存長11.0 残存幅4.0 
厚0.2~0.4 周縁面取り加エ 下面粗い加エ 

19一15 'F 木製品 栓状 長3.4 幅2.5×2.6 断面八角形に面取り加エ 

19-16 F, 木製品 箆 
長21.3 幅0.5'-'1.5 
厚0.1~0.6 

偏平な用材に丸味を持たせ丁寧に加エ 先端部に向け薄く

削り仕上げる 

19一17 'F 木製品 箸 長24.5 幅0.5 厚0.4 断面多角形の棒状に削り端部を尖らす両口加エ 

19一18 'I 木製品 箸 長24.3 幅0.6 厚0.3 断面多角形の棒状に削り端部を尖らす両口加エ 

19一19 I' 木製品 箸 長23.6 幅0.6 厚0.5 断面多角形の棒状に削り端部を尖らす両口加エ 

19一20 'F 木製品 箸 長23.3 幅0.6 厚0.5 断面多角形の棒状に削り端部を尖らす両口加エ 

19一21 F, 木製品 箸 長23.3 幅0.6 厚0.4 断面多角形の棒状に削り端部を尖らす両口加エ 

19一22 F, 木製品 箸 長23.0 幅0.7 厚0.3 断面多角形の棒状に削り端部を尖らす両口加エ 

19一23 F, 木製品 箸 長22.6 幅0.6 厚0.5 断面多角形の棒状に削り端部を尖らす両口加エ 

20一24 第5面 遺構外 木製品 箸 長22.8 幅0.6 厚0.3 断面多角形の棒状に削り端部を尖らす両口加エ 

20一25 F, 木製品 箸 長22.2 幅0.6 厚0.3 断面多角形の棒状に削り端部を尖らす両口加エ 

20-26 F, 木製品 箸 長22.1 幅0.6 厚0.5 断面多角形の棒状に削り端部を尖らす両口加エ 

20一27 F, 木製品 箸 長21.8 幅0.7 厚0.5 断面多角形の棒状に削り端部を尖らす両口加エ 

20一28 'F 木製品 箸 長22.0 幅0.7 厚0.4 断面多角形の棒状に削り端部を尖らす両口加エ 

20-29 'F 木製品 箸 長21.7 幅0.4 厚0.3 断面多角形の棒状に削り端部を尖らす両口加エ 

20一30 'F 木製品 箸 長21.4 幅0.6 厚0.5 断面多角形の棒状に削り端部を尖らす両口加エ 

20一31 'F 木製品 箸 長21.4 幅0.6 厚0.5 断面多角形の棒状に削り端部を尖らす両口加エ 

20一32 'F 木製品 箸 長21.2 幅0.5 厚0.5 断面多角形の棒状に削り端部を尖らす両口加エ 

20一33 F, 木製品 箸 長20.7 幅0.6 厚0.5 断面多角形の棒状に削り端部を尖らす両口加エ 

20-34 F, 木製品 箸 長20.5 幅0.6 厚0.3 断面多角形の棒状に削り端部を尖らす両口加エ 

22-1 第6面 遺構外 かわらけ (7.8) (5.8) 1.9 
口ク口成形 外底糸切痕 板状圧痕 胎土 黄灰色 微砂

雲母白色針状物質赤色粒土丹粒 

22-2 F' かわらけ (12.0) (7.0) 3.2 
口ク口成形 外底糸切痕 板状圧痕 胎土 暗橿色 微砂

雲母白色針状物質小石粒 

22-3 F, かわらけ (12.2) 8.3 33 
ロク口成形 外底糸切痕 板状圧痕 胎土 暗橿色 微砂

雲母白色針状物質赤色粒小石粒 

22-4 F, 常滑 聾 / / / 
肩部小片 胎土 暗橿色砂粒白色粒やや多い黒色粒
器表 暗褐色 

22-5 F, 女瓦（平瓦） 厚2.1 

凹面 離れ砂若干付着布目痕縦方向ナデ 凸面 離れ砂

若干付着縦方向ナデにより縄目叩き消す 側面 ケズリ 

側縁 ナデ 胎土 暗赤褐色砂粒白色粒良土 色調
灰色 

22-6 'F 漆器 皿 8.9 外底部以外黒漆塗布 内面朱漆で葉文を手描き 

22-7 F, 木製品 箸 長24.2 幅0.6 厚0.4 断面多角形の棒状に削り端部を尖らす両口加エ 

22-8 F' 木製品 箸 長22.9 幅0.6 厚0.4 断面多角形の棒状に削り端部を尖らす両口加エ 

22-9 F, 木製品 箸 長22.7 幅0.7 厚0.4 断面多角形の棒状に削り端部を尖らす両口加エ 

22-10 'F 木製品 箸 長22.5 幅0.4 厚0.4 断面多角形の棒状に削り端部を尖らす両口加エ 

23一11 第6面 遺構外 木製品 箸 長22.4 幅0.7 厚0.3 断面多角形の棒状に削り端部を尖らす両口加エ 

23一12 F, 木製品 箸 長21.8 幅0.4 厚0.4 断面多角形の棒状に削り端部を尖らす両口加エ 

23一13 'F 木製品 箸 長21.6 幅0.7 厚0.3 断面多角形の棒状に削り端部を尖らす両口加エ 

23-14 'F 木製品 菜箸 長29.9 幅0.6 厚0.6 先端欠損 断面多角形の棒状に削り加エ 

23一15 F' 木製品 草履板芯 長23.0 幅（4.6）厚0.2-0.5 先端に小孔 藁状の植物圧痕残る 

23-16 F, 木製品 刀 

長51.3 幅1.8'-'2.2 厚0.5 
~0.7 
鍔部 4.6 x 4.0 厚0.5'-0.6 

刀身の先端は尖らせずなだらかに加エ 持ち手の下端は丸

味を帯びる 子供の玩具か？形代か？ 
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▲ 2. 第 1面全景（西から） ▲ 1 第 1 面全景（東から） 

● 3 調査区南西域（西から） 
、
‘
‘
携
黛
曹
層
事
4
‘
ー
、

毒
・1
転
驚
穿
柵
議
、
・・
・
 

▼ 4. 第 1面溝 1（西から） 
~‘出“""lm；郵“'"“ソ‘ I．~ 

呂
。
，

．、
、占
 

-98- 



図版 2 
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図版 3 

▲ 1 第 2 面全景（東から） ▲ 2．第 2 面全景（西から） 



図版4 

▲ 1 第 3 面全景（東から） ▲ 2 第 3 面全景（西から） 
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第 4 面全景（西から） ▲ 1．第 4 面全景（東から 

▲ 4 調査区中央部（北から） 

溝 の木杭列 
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▲ 6 調査区西壁北側土層断面 ▲ 5 調査区西壁南端土層断面 

図版7 

▲ 3 調査区北壁土層断面 

Al 第 6 面確認トレンチ（東から） 

▲ 4．調査区南壁土層断面 

A2． トレンチ内ハマグリ出土状況 
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ほうじょうこ まちていあと 

北条小町邸跡（No. 282) 

雪ノ下一丁目440番の一部 



1
1
1
1

口
 

1．本報は「北条小町邸跡（鎌倉市No.282)」内、雪ノ下一丁目 440 番の一部における個人住宅建設にともな 
う埋蔵文化財発掘調査報告である。 

2．調査期間 2004年 1月 16 日～同年 2月 19 口 
調査面積 56 甫 

3．本調査地点の略称は YYT1440 とした。 
4．調査体制 

担 当 者 馬淵和雄 

調 査 員 鍛治屋勝二（資料整理）・松原康子（同）・根本志保（同） 

調査補助員 鈴木弘太・吉田智哉・岩崎卓治（資料整理）・佐藤あおい（同） 

作 業 員 箕田孝善・田口康雄・清水光一・篠原敏夫・田島道夫・堀住稔 

（以上社団法人鎌倉シルバー人材センター） 
5．本報作成分担 

遺構図整理 馬淵・鍛治屋・根本 

遺物実測 松原・岩崎・鈴木・佐藤 

同墨入れ 松原・岩崎 

原稿執筆 馬淵・鍛治屋・松原（担当部分末尾に執筆者名を記した） 
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調査地点と周辺の遺跡・旧跡 

明治15年頃の遺跡付近の状況 
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第1章 遺跡と調査地点の概観 

1． 位置と地勢 

位 置 

鎌倉中心部は、鶴岡八幡宮から海に向かって真っ直ぐ伸びる若宮大路を基軸として、それにほぼ平

行した東西2本の南北大路、および直交する何本かの東西大路と小路（「辻子」か）により区画されるo 

市街地のほとんどの地下には中世都市遺跡が存在し、このうち若宮大路東側の鶴岡八幡宮前面（南） 

にある一辺約 200mの方形区画が、神奈川県遺跡台帳に「北条小町邸跡（泰時・時頼邸）」（鎌倉市陥.282) 

として登録されている。この区画は西辺を若宮大路、北辺を横大路、東辺を小町大路に囲まれ、鎌倉

時代中～後期には幕府のあった場所とも、執権北条泰時や経時・重時らの正亭のあった場所ともいわ

れている（高柳 1959・秋山 1996・同 1997)。 

調査地点はこの方形区画の東南角にあり、現在の小町大路からは約 lOm西に入った場所に位置する。 

「北条小町邸跡」東辺の調査事例は近年増加しており、地点 2（雪ノ下一丁目 432 番 2 地点,1988 年調

査ー菊川 1989)、地点 4（雪ノ下一丁目 400 番1地点,2000 年調査一馬淵ほか 2002)、地点 5（雪ノ下

一丁目 401番 5 ほか地点,2001年調査一馬淵ほか 2003）とはいずれも約lOOm以内の至近距離にある。 

とくに小町大路に臨んで大路側溝の発見された地点 2・4 とは、東西位置でほぼ同じ並びにあり、本地

点はその南側の延長線上にある。現在の地番は、鎌倉市雪ノ下一丁目 440 番となっている。 

地 勢 

調査地点を地勢上からみれば、およそ次のように表現できる。鎌倉東辺の山中に源を発した滑川は、 

現在の浄明寺から二階堂付近にかけて狭隆な谷間を開析したあと、大倉の辺から南に向きを変えて市

内中心部の沖積平野を形成しつつ、相模湾に流れ込む。この間中流域から下流では東側の山裾を削り、 

右岸に河岸段丘を形成する。調査地点は沖積平野のほぼ入口付近東寄りの滑川右岸に位置する。滑川

までは約 170 m、現在の標高は 9. 4m前後、中世期には、削平されて詳しいことは不明ながら、ほぼ 

8. 2 ' 8. Sm程度であったと推測される。現況で西の若宮大路よりほぼ 80cm 高い。 

2． 歴史的環境 

縄文～古墳時代 

縄文海進期、鎌倉市街地は水面下であったと考えられ、遺跡は二階堂や大倉の山裾に限られる。海

退期以降では、本調査地点東側のほぼ隣地といっていい地点1の調査で、深さ2m以上、幅が検出範

囲だけで8mはある縄文晩期の大きな落込みの南岸が検出されている（馬淵ほか 2002)。逆台形の断面

をしており、おそらく古滑川の流路か河跡湖と考えられる。しかし、他の地点でその対（北）岸は検

出されていないので、広がりは把握できない。 

調査地点一帯で人の生活痕跡がみられるようになるのは弥生時代中期後半からである。大倉から二

階堂にかけて大規模な集落が形成されており（馬淵 1998・1999)、当地点近辺でも、中世層の中からし

ばしば中期後半～後期の土器が出土する。古墳時代の集落は、周辺山稜部・海岸部・二階堂付近の平

坦な微高地で発見されているが、当地点付近ではまだ例がない。地点 18 での花粉分析でイネ科のプラ

ントオパールが析出されていることから、この一帯で水田耕作がおこなわれていた可能性がある0 
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図 1調査地点名 

地点名に続く（）内は担当者と調査年度、調査報告書名に続く（）は編著主体者と発行年度を示す 

北条小町邸跡（No.282) 

1 雪ノ下1丁目 440 番（馬淵 2004）本地点 2 雪ノ下 1-432-2 （菊川 1988)『鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書 5]（菊川 1989) 3．雪
ノ下 1-432-2 （市教委 1977)『鎌倉市埋蔵文化財発掘調査年報Ii (1983) 4 雪ノ下 1-400-1 （馬淵 2000)『鎌倉市埋蔵文化財緊急調査

報告書 18（第2 分冊）」（馬淵 2002) 5 雪ノ下 1-401-5 外（馬淵 2001)『鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書 19』（馬淵 2002) 6．雪ノ
下 1-395（菊川 1988)『鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書5』（菊川 1989) 7 雪ノ下 1-374-2 （玉林・田代1985)『鎌倉市埋蔵文化財緊
急調査報告書2』（玉林ほか 1986) 8．雪ノ下 1-377-6.7 （馬淵 1994 - 95)『鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書 12（第2 分冊）』（馬淵 
1996) 9．雪ノ下 1-372-7 （馬淵1984)『鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書i』（馬淵 1984) 10 雪ノ下 1-371-1 （馬淵1984)『北条泰時・

時頼邸跡』（馬淵1985) 11 雪ノ下1-369外（田代1989) 12 雪ノ下1-370-1 （田代1996)『鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書14（第1分冊）』 
（土屋ほか1998) 13 雪ノ下 1-369外（瀬田 1990)『鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書7』（瀬田 1991) 14 雪ノ下 1-369-1（原1996)『鎌

倉市埋蔵文化財緊急調査報告書14（第2分冊）』（原ほか1998) 15．雪ノ下1-419-3（玉林・ 田代 1986)『鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書 3』 
（玉林1987) 16 雪ノ下1-367-1・368-1 （宮田1999 -S-- 2000)『 11ヒ条小町邸跡（泰時・時頼邸）』（諸星ほか2000) 17．雪ノ下1-407-3の一部（原 
2002~03)『鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書 21（第2分冊）』（原 2005) 
宇津宮辻子幕府跡（No.239) 

18．小町 2-373-1 の一部（原 1998） 未報告 19 小町 2-366-1 （手塚1990~91） 未報告 20 小町 2-361-1 （原1996)『宇津宮辻子幕

府跡発掘調査報告書』（原ほか 1996)『鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書 13fl（小林 1997) 21. 小町 2-354-2 （松尾 1997） 未報告 
22．小町 4-354-12( 田代 1991)『宇津宮辻子幕府跡（No. 239)』（熊谷 1993) 23 小町 2-354-2 （田代1992） 未報告 24．小町 2-389-1 （原・

佐藤 1994)『鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書 12（第1分冊）』（佐藤 1996) 
北条高時邸跡（No.281) 

25 小町 3-426-3 （原1994)『鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書 12（第1分冊）』（原ほか 1996) 
若宮大路周辺遺跡群（No.242) 

26 小町 3一455-4（原 1997~98） 未報告 27 小町 2一409一9外（伊丹 2004)『鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書 23（第2 分冊）』（馬
淵 2007) 28 小町2-402-5（手塚・野本 1999)『鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書 17（第1分冊）』（野本 2000) 29．小町2-345-2（馬
淵 1983)『小町二丁目 345 番一2 地点遺跡』（馬淵 1985) 30．小町 1-321-1( 宮田 1993)『若宮大路周辺遺跡群発掘調査報告書』（宮田 

1996) 31 小町 1-322-2（菊川1987） 未報告 32 小町 1-325-イ（田代・佐藤 1992 -S 93)『鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書 10（第 
3 分冊）』（佐藤 1994) 33 小町 1一 319-2（斎木 1978)『鎌倉市埋蔵文イヒ貝オ発掘調査年報 1』（松尾ほか 1983) 34 小町 1-322（宮田 
1992'-93)『若宮大路周辺遺跡群発掘調査報告書』（宮田1997) 35．小町1-309-5（斎木1982)『小町1丁目 309番5地点発掘調査報告』（斎
木 1983) 36．小町 1-309-4( 斎木 1977)『鎌倉市埋蔵文化財発掘調査年報I』（松尾ほか 1983) 37 小町 1-891(1-309-2) （斎木 

1978~79)『（推定）藤内定員邸跡遺跡』（斎木ほか 1982) 38 小町 1一305・308（斎木 1975） 未報告 39 小町 1一302（斎木 1977) 
未報告 

小町大路東遺跡（No.233) 

40．大町 1-1181（原1980） 未報告 

北条時房・顕時邸跡（No.278) 

引．雪ノ下 1-273-ロ （原 1987)『鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書』4（原ほか 1988) 42 雪ノ下 1-271-4（馬淵 1998)『鎌倉市埋

蔵文化財緊急調査報告書（第 2 分冊）』16（馬淵ほか2000) 43．雪ノ下 1-272（宗茎 1996)『鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書（第 1分冊）』 
14（宗墓ほか 1998) /『北条時房・顕時邸跡 雪ノ下一丁目 272番地点』（宗茎ほか 1997) 
鶴岡ハ幡宮旧境内遺跡（No.56) 

44．雪ノ下 4-105 1 （松尾 1982)『鶴岡八幡宮境内発掘調査報告書（鎌倉国宝館収蔵庫建設に伴う緊急調査）』（松尾ほか 1985) 

律令期～平安時代後期 

律令時代の鎌倉は、『相摸国封戸租交易帳』に相摸（模）国八郡のひとつとして現れる（『正倉院文書』 

正集十八一『神奈川県史 資料編』 1 -58 による）。現在の鎌倉市内中心部はおそらく当時の鎌倉郷に

あたり、調査地点もこのうちに含まれていた可能性がある。広範囲に集落が存在していたようで、市

街地からの竪穴住居や掘立柱建物の検出例も漸増している。地点 23 では石帯部材の馳尾が出土してお

り（未報告,該品は筆者実見）、律令の官吏が一帯を往来していたことがわかるc 地点 8 でも盤状杯が

発見されている（馬淵ほか 1996)。 

王朝国家期末期（平安時代末期）の鎌倉には二十近い寺社があり、12 世紀初頭までに荏柄天神社・

紙園天王社（大町八雲神社）・御霊神社（坂ノ下）等、都市神の勧請もおこなわれているので、こ

のころすでにかなりの集住形態が形成されていた可能性がある（野口 1993・馬淵 1994)。市内のい

くつかの地点から若宮大路と異なる軸線を持つ平安後期の溝の検出が相次いでおり（地点 41―原

ほか 1988・馬淵ほか 2000・地点 43一宗茎ほか 1997)、また定窯白磁（地点 41一原ほか 1988）や

渥美刻画文壷（馬淵ほか 1985 a・地点 34一宮田ほか 1997）など、鎌倉時代以前に属する遺物の出

土も珍しいことではない。鶴岡八幡宮境内で創建期以前の層から発見された、板製五輪塔をともな

う男女2体の合葬墓（地点 44一松尾宣ほか 1985）も、おそらくこの頃、12 世紀前半期のものであ 
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る可能性が高い。 

鎌倉時代 

鎌倉時代、当地点一帯は政治的中心であった。北側には横大路をはさんで鶴岡八幡宮と政所跡比定地、 

東側には東勝寺、南側には宇津宮辻子幕府跡比定地（嘉禄元年＝1225 以降）がある（文中『比定地』 

としたのは鎌倉市教育委員会による遺跡名称）。東北にある宝戒寺はもと執権邸といわれる場所である。 

そして当遺跡付近は北条小町邸跡とも『若宮大路幕府』跡ともいわれる場所である（高柳 1959)。以下、 

この一帯の変遷をみてみよう。 

『吾妻鏡』 によれば、嘉禄元年（1225) 7 月 11日に北条政子が死ぬと、前年第三代執権に就任したば

かりの泰時はただちに大倉からの『御所』移転を計画する。10 月 3 日に計画が群議され、翌 4 日、連

署北条時房・執権泰時らにより候補地が巡検される。そして、12 月にはやくも宇津宮辻子に新御所が

完成し、20 日には将軍藤原頼経移徒の儀がおこなわれた。慌ただしい移転に違いないが、これによっ

て政治の中心が大倉の地から若宮大路一帯に移行した。 

このときの御所移転について、はやくに須藤博史・貫達人らは『鎌倉市史 総説編』（高柳 1959）の

史料解釈の誤りを指摘している（須藤／貫 1963・貫 1989)o すなわち、『吾妻鏡』嘉禄元年十一月廿日

条にみえる『東西二百五十六丈五尺。南北六十一丈』という長さが、高柳のいう新御所の大きさではなく、 

当時仮御所としていた伊賀朝行亭（勝長寿院前）の御寝所からの距離であることを明らかにしたo ま

た松尾剛次はそれを図化した（松尾剛 1992・1993)。史料の読みは彼らのとおりに違いない。しかし、 

なお未解決の問題が残っている。この点については過去に何度か触れたが（馬淵ほか 2002, P. 78 '--' 80 

など）、本章後段でもあらためて触れる。 

この移転にともない、泰時は鎌倉にはじめて丈尺制を導入した。これは平城京や平安京で施行され

ていた都市の地割制度で、街区を方眼区画に再編しようと意図したことを意味する0 また屋敷単位と

して戸主制を採用した。 

11 年後の嘉禎二年（1236)、幕府と持仏堂などを『若宮大路東頬』に新造する（三月廿日条）。その

場所については、高柳光寿は幕府郭内での北方への移動といい（高柳 1959)、松尾剛次は（宇津宮辻子

幕府郭外の）『北西寄り』 といっている（松尾 1992・1993)。しかし、いずれの主張もそれぞれの比定

する宇津宮辻子幕府の位置から推測しているので、先にその点を解決しない限り、若宮大路幕府の位

置もまた確定することはないo これについても別稿で何度も書いたので（馬淵ほか 2002, P. 78 '--S 80 

など）、ここでは触れないo 

調査地点南方約 70mの地点 18 では小町大路側溝のすぐ脇で、小町大路ではなく若宮大路に平行した

大溝が発見され、『三丈 せきのやまのロロ 宗近』 と書かれた木簡も出土した（原 1998)。これは

幕府が公共事業を御家人に課役として割り当てた工事区間の表示札であり、従来若宮大路側溝からの

み出土していたものである。この木簡の出土した溝に関しては、小町大路側溝のすぐ脇でありながら、 

小町大路ではなく若宮大路に平行していること、しかもそこが宇津宮辻子幕府比定地に至近の場所で

あることから、幕府外郭の側溝である可能性も視野に入れておく必要がある。 

小町大路に関しては、近年側溝の調査例が増加しつつある。東側側溝が地点25（原1996）・27（伊

丹ほか 2007）・28（野本2001）で、西側側溝が上記地点 18 のほか地点 2（菊川 1989 a ）や地点 4（馬

淵ほか 2002）などで検出されており、大路幅の復元がようやく可能になってきた。馬淵は地点 

4 の調査結果から、かつておよそ 16m という数値を算出したことがある（馬淵ほか 2002,『第四

章 まとめと考察』）。 しかし、図上復元であるためいまひとつ精度を欠くといわざるをえず、今 
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回の調査結果であらためて検討したい。 

南北朝時代 

鎌倉幕府が滅ぶと、関東十ケ国を統治する鎌倉府が浄妙寺の南東にでき、政治の中心は再び鎌倉時

代以前のように、東西山際道路沿いに移行する。南北朝時代以後、当地付近がどうなっていたかは、 

あまりよくわかっていない。しかし、調査地点南側隣地にある叡昌山妙隆寺は日蓮宗中山門流の鎌倉

における拠点であり、重要な施設であると考えられるので、概略をみておきたい。 

妙隆寺は小町大路西側にある日蓮宗寺院で、『日蓮辻説法跡』 とされる場所の北（八幡宮方向） 

lOOmほどにある。一帯は鎌倉幕府の有力御家人であった千葉常胤の子孫胤貞（1288 '-' 1336）の

故地（別邸か）と伝え、一般に『千葉屋敷』 とも呼ばれている。胤貞は下総に広く保有する領地を

積極的に経営し、自家とその氏寺である下総中山法華経寺の勢力を不動のものとしていったo 妙隆

寺は、胤貞が祖先追福のため至徳二年（1385）七堂伽藍をととのえ、中山法華経寺の日英を開山に

迎えて開いたという。 しかし、胤貞はすでに建武三年（1336）に没しているので、これはのちの付

会ということになる。 

日英は、日蓮宗諸門流の激しい争いの中で身延山久遠寺の日叡との論争に勝利し、彼以後中山門流

は大いに勢力をのばした。妙隆寺は鎌倉における中山門流の拠点となった。激しい修行で知られる第

二代の日親は、室町幕府六代将軍足利義教に、宗祖日蓮に倣い『立正治国論』 を建白しようとしたが

容れられず、捕らえられて拷問を受けた。そのとき灼熱した鍋を被せられても主張を曲げなかったと

いうo 

室町時代以後 

調査地点南約 400mの小町大路東側には商業の神である蛭子神社があり、さらに南の 『大町四ツ

角』近くには町衆の信仰を集めた八雲神社（紙園山王社）がある。室町時代から戦国時代にかけて、 

一帯は町衆の往来する賑やかな場所であったようである（藤木 1993)。上述妙隆寺のほか、このこ

ろから本覚寺（永享八年＝1436 開創）など調査区南方の市内中心部への日蓮宗寺院の進出が顕著

になるo 

遺跡地および近辺の調査例 

これまで『北条小町邸跡』比定地では、縁辺部を中心に 10 数箇所で発掘調査がおこなわれている。 

近隣の調査も併せ、簡単に成果をみておこう。 

若宮大路沿いでは 7例があり、いずれにおいても大路の東側側溝が検出された。側溝は何度も改修

されているが、鎌倉時代中期以降断面箱型の木枠をもち、掘片幅は大体3mであることが明らかにさ

れている。木枠は、東柱で連結された上下2段の角材によって、側板を固定する構造になっている。 

鎌倉時代前期に相当する溝は素掘りで、逆台形の断面形状をもつ。溝の内側には大型の柱穴列が見つ

かっており、柵列の存在が指摘できる。道路側溝と内側の大型柵列という構成は、やはり鎌倉時代前

期を中心に若宮大路の両側で確認されているので、当該期のこの付近における特徴的なあり方なのだ

ろう。このあり方は、鎌倉時代中期以降、変質する。すなわち、柵列が姿を消し、それまで断面V字

形あるいは逆台形で素掘りであった溝が、箱形の木枠を持つようになる。 

東の小町大路側でも、先述のように側溝が発見されており、若宮大路のそれと同様、箱型の構造を

もつ（地点1・3・24)。しかし、両岸が明瞭になった例は少なく、幅など規模は確定的でないo 

若宮大路側では溝作事を御家人に課役として割り当てた、当該地点の表示札らしい人名木簡が何

例か出土している。地点 10 では『一丈 伊北太郎跡』・『一丈南 くにの井の四郎入道跡』 と書か

れた 2枚が（馬淵 1985)、地点 8 では『二けん おぬきの二郎』・『二けん まきのむくのすけ』・『二 
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けん かわしりの五郎』 と書かれた 3枚が出土した（馬淵ほか 1996)。この種の木簡は、若宮大

路西側の地点 45 からも 『口二丈 あかき［ ］入道』 の文字の読めるものが出土している（田代

ほか 1990・宗台ほか 1999)。また、小町大路側の地点 18 でも、溝中から 『三丈 せきのやまの

ロロ宗近』 と書かれた木簡が出土しているのも、先述のとおりである（原 1998)。つまり、若宮

大路に限らず、他の大路側溝や大型溝等の作事が、公共事業として御家人役でまかなわれていた

ことがわかる。 

小町大路東側でも近年調査例が漸増しており、本地点の対岸に相当する地点 27 で側溝が検出されて

いる（馬淵ほか 2007)。本地点の調査結果との対比によって、小町大路の幅が明らかになることが期待

される。 

このほか、本遺跡北東角近くで横大路南側側溝が検出されている（地点 6-菊川 1989b)。ここでは

側溝幅は約 1. 9m' 2 mで（報告書掲載図から筆者概測）、本地点で検出されたのと同様の側板構造を

もつ。 

嘉禄元年と嘉禎ニ年の御所移転について 

二度の御所移転はおそらく地割の変更を余儀なくさせるものであり、調査地点にも多大な影響をお

よぼさずにはいなかったはずであるo あらためて近年の研究成果を整理しておこう。 

嘉禄元年（1225)、北条政子の死の直後、泰時は『御所』移転を計画し、たったニケ月で完成させた。 

この移転について、カンつて高柳光寿は『鎌倉市史 総説編』 中で、『吾妻鏡』嘉禄元年十一月廿日条に

みえる『東西二百五十六丈五尺。南北六十一丈』 という数値を宇津宮辻子幕府の大きさと読み誤り、『東

西二百五十六丈五尺』が地形に比べて大きすぎることから、『吾妻鏡』筆記者が『五十六丈五尺』に『二百』 

を書き加えたとした。 

高柳のこの意見については、はやくに須藤博史・貫達人らが史料解釈の誤りを指摘している（須藤

／貫 1963・貫1989)。すなわち、この数値が、高柳のいう新御所の大きさではなく、方違えにともなっ

て当時仮御所としていた伊賀朝行亭（『大御堂（勝長寿院）前』）の御寝所からの距離であることを明

らかにした。これによれば、朝行亭内御寝所から西に 256 丈 5 尺行き、そこから南に 61丈下ったとこ

ろが新御所の乾（北西）の角となる。松尾剛次はこの比定地を図示しており、それにしたがうならば、 

宇津宮辻子幕府は現若宮大路ニノ鳥居交差点から東の小町大路にいたる道（『宇津宮辻子』か）の北側

東半部ということになる（松尾 1992・1993)。 

須藤・貫・松尾の『吾妻鏡』文言の解釈自体はそのとおりであろう。しかし、松尾の比定した位置

は実際の子午線によって東西南北が設定されているため、留保を要する。というのは、川副武胤が指

摘したように、中世鎌倉にあっては、若宮大路が子午線とみなされていた可能性が高いからである（川

副 1980）。 

どちらが子午線と認識されていたか。御所の位置比定の場合は、松尾の想定する伊賀朝行亭の位置

にしたがって後者を使うと、鶴岡八幡宮の社頭付近に宇津宮辻子御所の北西角がきてしまい、『吾妻鏡』 

の関連諸記事と整合しない。実際の子午線を使ったほうが、松尾の図のとおり、都合よくおさまるよ

うにみえるのは確かである。 

しかしその一方で、若宮大路を子午線と想定しなければ説明できない場合がある。それは松尾も触

れているように（松尾 1992)、小山下野入道生西の『若宮大路家』に対する宇津宮辻子御所と若宮大路

御所の位置関係である。 

生西の『若宮大路家』は『車大路』にも面していた（『吾妻鏡』安貞二年＝1228 十月十五日条）。 

つまりその位置は、若宮大路の東側で車大路の北側、すなわち両大路の交差点の北東角になる。そ 
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して、生西家からみて、若宮大路御所は『正北方』、宇津宮御所は発の方向にあたるという（注1)。若宮

大路は真北から26度40分東に振れているので、もし実際の子午線が用いられていたとすると、若宮大

路の『東頬』（嘉禎二年三月廿日条）にあったはずの若宮大路御所は、大路の西側にきてしまうことになる。 

この位置関係は、若宮大路が子午線に見立てられていなければ成立しないのである。 

このように、須藤・貫・松尾らによっていったん決着がついたかにみえた御所移転問題は、肝心の点

にいまだ未解決の部分を残している。小山生西の『若宮大路家』 と宇津宮辻子・若宮大路両御所の位置

関係は、若宮大路を子午線としなければならないことを示唆している。そして、小山生西家の位置は、『大

御堂前』 というだけの情報しかない伊賀朝行亭に比べ、より確定的である。とすると、当時の測量技術に

誤りがなければ、問題の根幹は『大御堂（勝長寿院）前』にあったという伊賀朝行亭の位置にあることが

わかる。松尾剛次が勝長寿院のある谷（大御堂ケ谷）の入り口に比定しているのは、おそらく間違いであ

る。『大御堂前』 とはどこかo それは、勝長寿院の伽藍形式に深くかかわる。しかし、もはやそれは本稿

の課題を超えていようo 

幕府の移転にともなっては、当然近在の諸屋敷も影響を免れ得なかったであろう。この点については

最近秋山哲雄が整理している（秋山 1996・1997)。 

図 2 明治 15 年頃の遺跡付近の状況（迅速測図，黒丸印が調査地点） 
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秋山によれば、建保元年（1213）頃当遺跡地方形区画の北半部に泰時亭、宝戒寺の場所に義時亭があり、 

嘉禄元年に幕府が宇津宮辻子に移転した後は、嘉禎二年の幕府再移転まで当遺跡全体を泰時亭が占める

ようになる。この年、『若宮大路の東頬』へ再移転した後べ× 遺跡地は三つに分割されるo すなわち南側に

幕府、北側に経時亭、その間に泰時亭があるo 秋山は、宝治元年（1247）以後経時亭および泰時亭は合

わせて重時に相伝され、一方宝戒寺の地が得宗亭となるという。秋山は時宗以後の当遺跡地については、 

南半部に幕府を想定し、北域は不明としているo 

この説の前半部には汲むべきところがあるが、嘉禎二年の幕府再移転については、基本的に北方向へ

の移動であることを前提としているため、検討の必要があろう。両幕府の位置関係から、若宮大路幕府

は宇津宮辻子幕府の北西に位置していなければならないからであるo 

『吾妻鏡』同年六月二十六日条に、将軍藤原頼経は、宇津宮辻子御所からみて若宮大路御所が、方角の

よくない乾方向（北西）に当るのではないかとの疑いを持った、という記事がある。これは結局そうでは

ないことが判明するが、大きくみて北西方面という認識がなければこの疑念は発生しないはずであるo 

とすれば、松尾剛次のいうように、もし宇津宮辻子幕府が若宮大路から小町大路の間の東半分（小町大

路側）の区画を占めていたとすると、若宮大路幕府は西半分の北寄りに移転したと考えれば、『吾妻鏡』 

と矛盾は生じないことを指摘しておきたい。いずれにせよ方形区画内で地割改編があったことは確かで

あろうから、秋山の意見を参考として挙げておいた。 

注1 『吾妻鏡』嘉禎二年（1236）四月四日条に、『（小山下野入道生西の若宮大路家は）為丁方之由』とあり、逆に生西の若宮大路家から宇津宮御

所を見れば、発（丁の反対方向）に相当することになる。 

（馬淵ほか 2002を大幅に加除筆） 
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第2章 調査の概略 

1． 調査にいたる経緯 
雪ノ下一丁目 440 番の一部において個人専用住宅建設の事前相談があったo 鋼管杭打ちをともな

う基礎工事を実施する計画で、埋蔵文化財に影響を及ぼすおそれのあることが予想されたo そのた

め確認調査を実施した結果、小町大路側溝と思われる溝や中世遺物など良好な埋蔵文化財が確認さ

れたo それを踏まえ事業者と協議をおこなったところ、当初の計画どおりに工事を実施したいとい

う意向が示され、それにともなう遺構の損傷は避けられないものと判断されたため、文化財保護法

に基づく届出手続きを行い、平成 16 年I月 16 日から発掘調査を開始したo 

2．調査方法 
調査時の測量は便宜上、街区に合わせて任意に設定した方眼を使用したo 小町大路上の国土座標 4 

級点 (T042 T0C0001. C0002)'  を基点にして調査地点の座標を計測した後、測量方眼を座標系に変換

したものを本書に掲載した。調査区はX-74 631 '-' 76 641、Y-24 942 '-' 24 952（エリア 9）の区

域内に位置するo 

3．調査の経過 
調査は平成 16 年1月 15 日～同年 2 刀 19 日の期間を要したo 主な作業内容は以下のとおり 

1月 15 日 

1月 20 日 

1月 31 日 

2 月 11 日 

2 月 17 日 

2 月 18 日 

2月 19 日 

（木） 重機による表土掘削0 
（火） 側溝1を含む中世面の掘り上げ後、撮影と実測 

（土） 側溝 3 を含む中世面全景撮影と実測o 
（水） 側溝6 を含む中世面全景撮影と実測o 
（火） 側溝 7 を含む中世面全景撮影と実測o 
（水） 土層図実測、座標値測量などo 
（木） 機材撤収。調査完了。 （鍛治屋） 

図 3 調査区設定図 
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第3章 調査結果 

第1節 層序と面の概要 

1 基盤層の状況 

若宮大路を中心とした鎌倉市の中心街は、全体的に海岸から僅かずつ高まっていくo 若宮大路東

側 では大町四つ角付近が丘陵状になっていて 7. 4mほどの高さをもつが、夷堂橋にかけて 5. 4m辺り

まで下った後はふたたび緩やかに高まっていくo 調査地点東の小町大路の海抜は約 8. 8m、北約 250 

mの宝戒寺門前では約lOmまで上っているo 

調査地点の地表高は 8. 9mで、80cm ほどの厚さの近・現代土に覆われているo この表土を除くと、 

すぐに茶褐色の基盤粘質土層と中世遺物を含んだ遺構が現れるo 海抜約 8. 2m前後であるo この状況

は近．現代に基盤層まで削り取られたことを示している。同様の状況は「北条小町邸」内の小町大

路沿い調査地点に共通して認められ、60mほど北の地点 2（雪ノ下一丁目 432 番 2 地点）でlOOm北

の地点 4（雪ノ下一丁目 400 番 1地点）では表土下に基盤層が確認されている（基盤層標高は前者が 

8. 25m、後者が 8. 05m)0 

しかし一方、本地点から至近の位置にあっても、過去の調査では小町大路東側の平坦部では顕著

な削平は認められない。本地点とは大路を挟んで対面位置にある地点 27（小町二丁目 409 番 9 ほか

地点）、およびその南隣で本地点東南 30mの位置にある地点 28（小町二丁目 402 番 5 地点）の調査

例では、平坦部の表土下にいずれも厚さ 50cm を超える中・近世包含層が残っている（馬淵 2007, 

図 4・野本 2000, 図 4)。両地点においては、平坦部での基盤層標高は、前者が 8. 5 '- 8. 6m、後者

が 8. 1 - 8. 2mで、近世から近代にかけてのある時期に、大路側溝以西では上部層が大きく削られ

ていることが土層断面図で確認できる。以上の状況は、削平が要するに小町大路を中心としておこ

なわれたことを示している。この辺は畑地となっていたのだろうか。 

2 ．小町大路側溝と平坦面のあり方 

調査区内の東側半部を小町大路西側の側溝らしい大溝が占めており、生活面は西半部にしか見ら

れない。側溝東岸は東側の調査区外にあって現れていないo 大路側溝は古いものほど西寄りに位置

しており、最古期のものだと調査区全体の 3分の 2に達する（図 26 側溝断面模式図参照）o したがっ

てこの時期にあって、基盤層の露頭は調査区西側の 3分の1に過ぎないo 側溝は時代を下るにつれ

東に移行し、平坦部分もそれとともに拡がる。そのため新しい溝の西肩は、おおむねその前代の堆

積土中に構成されることになる（図4参照）。またそれにともない、柱穴などの遺構確認範囲も基盤

層上から次第に東方向に拡張されることになる。 

小町大路側溝と確認される溝が少なくとも 7 条検出できたが、すべて上部を削り取られており、 

それにともなう生活面もほとんどが失われているo したがってほぼ同一の面上で柱穴等を検出する

こととなり、側溝との組み合わせを見出すのは容易でないo ここでは側溝を 5 時期に分け、平坦部

の遺構のうち、位置や切合い、また埋土などから同時存在と判断したものを組み合わせて提示するo 

判断の具体的根拠については各説で述べる。 

土層断面については、調査区全体に関して図4を、小町大路側溝に関しては溝の個別図を参照し

てほしいo 
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1. 側溝1 
2．側溝 2 
3．側溝 3 
4．側溝 4 
5．側溝 5 

6，暗茶褐色砂質土 

7．側溝 6 埋土 

8．側溝 6 裏込め 

9．土師器集中部 3及び柱穴埋土 

10．暗青灰色粘質土 

11. 黄褐色泥岩層 

12．暗茶褐色粘質土～暗灰褐色粘質土～明茶褐色繊維質土 

13．土坑埋ヒ 

14．柱穴埋ヒ 

15．柱穴埋土 

16．側溝 7 
17．炭化層 

18．側溝 8 
19．側溝 9 
20．側溝 10 
21. 地山崩上 

22．焼士 

23．落込み埋土 

側溝個別の詳細については第 2 節を参照 

図 4 調査区壁土層断面図 
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第2節 各説 

1． 小町大路側溝1・2 と関連遺構（図5) 

調査区西半部では表土直下に基盤層が露われるが、東半部 3分の 2ほどはそれがなく、位置と方

位などから、全体として小町大路西側側溝であると判断した〇基盤層の切れ目から東の小町大路方

向になだらかに傾斜しており、調査区東壁まで 2m前後のあたりからは急な落ちとなるo 位置と方向

からみて、これが小町大路西側の上層側溝であることは間違いないo 溝は平行して 2条検出され、 

側溝 1・2 と名づけた。層位的には最も新しい一群であるが、近代に上部が深く挟られている。東壁

寄りの側溝1が同2を切るo 北半部では 2 に切られた溝肩も見えており（図4土層断面図土層番号6). 

側溝の作り直しが何度にもおよんだことがうかがえる。 

先述の通り、側溝 1・2 はいずれも肩の部分が 2mあまりの幅で平坦部より一段落ちた形になって

いるo 溝枠を支える何らかの施設の可能性があるが、上部が失われて本来の深さが不明なため、性

格もまたわからないo 

調査区西南域に、小町大路側溝に直交する幅 lm前後の東西溝が検出された（「溝 li)0 上部の大

半が失われて 10cm ほどの深さしか残っていないが、側溝 1・2 と共通の埋土を持ち、また全遺構の

中で層位的にも後出であるため、ともなう可能性が高いと判断したo 

検出高】8. 1~ 8. 5m 構成土】明茶褐色粘質土（基盤層）・暗茶褐色粘質土・暗茶褐色砂質土・破

砕泥岩地行 検出遺構】小町大路側溝 2 条・東西小溝 1条 

なお以下で「深さ」としたのは、直近の平坦面からの計測値であるo 

側溝 1（図 5) 

位 置】X-75 634 '-'--75 641 Y-24 942 '---24 947 規 模】東西幅 122 cm 以上 × 深さ 

143cm 以上（最下面標高約 6. 74m） 断面形】（逆台形） 流下方向】北→南 主軸方位】(N-38. 50 

-E） 充填土】図に記載 重複関係】側溝 2 を切る 出土遺物】（側溝 2 と一括）土師器皿T種（1）・

土師器皿 R 種（2'--' 6）・白色系土師器皿 T 種（7）・瀬戸（8）・青白磁碗（9） 特記事項】調査区東

壁沿いに南北に走行する溝の西側掘り方を検出した。下端付近には護岸の部材とみられる根太があ

るo 根太は調査区内で 2 本が縦位置に並び、北側のものにはホゾ穴があるが、南側のものにはないo 

ホゾ穴のある根太の検出高は 7. 2m前後、幅約 10cm× 厚み約 10cm× 長さ 184cm 以上（北側は調査

区外）、ホゾ穴のない根太は検出高 7. 4m前後、幅約 6cm× 厚み約 11cm× 長さ 160cm 以上（南側は

調査区外）o 南側の根太にホゾ穴のない理由はわからないが、前代にこの位置には橋があり、その点

で構造が他と異なっていた可能性はあるo ホゾ穴の根太を含む側溝は、雪ノ下一丁目 400番1地点（図 

1地点 4）にもみられるo こちらは大路西側溝の掘り方、東肩部分を検出した。雪ノ下一丁目 400 番 

1 地点の側溝2は主軸方位】N-39o -E、底面高約 7m、根太の検出高 7. 2m前後、本地点の側溝 1 

と共通するo また雪ノ下一丁目 432 番 2 地点（図 1地点 2）のトレンチ調査でも同様の根太が出土し

ている。これらの根太自体は規格において若干の差異がみられるが、その軸線を延長すると根太の

間隔が約 3mとなるo これらを同時期の小町大路側溝とすれば、若宮大路側溝と同規格の溝が存在し

ていたことになるo 

次述の側溝 2 と区別できていないが、遺構年代は 13 世紀後半～ 14 世紀前半、すなわち鎌倉時代

後期いっぱいを充てたいo 
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a 8. 50m 

1 黄灰色粘質土 遺物・泥岩・炭化物小片を少量貧臨,側溝1垣土 

2．暗褐色砂質土 貝粒多量。炭化物・遺物・泥岩粒奮むー側溝 1坦土（2 回目の俊諜） 

3.4.EZ麗難議難鷲む者器鵠網’の機謙） 
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7 7c 
図 5  遺構全図（D 一側溝 1・2 と関連遺構，同出土遺物 
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側溝 2（図 5) 

位 置：X-75 634 -'-75 640 Y-24 942 '-24 948 規

以上（最下面標高約 7. 42m） 断面形】（深皿形） 流下方向・

充填土】図に記載 重複関係】側溝1に切られる 出土遺物】 

分が平坦部から一段落ちさらに一段の落ちがあるo 側溝1より

木枠などの控えにかかわる施設かo その場合は側溝 1との関連

年代は側溝 1に準じるが、層位上いくらか早く終罵すること

東西溝 1（図 5) 

位 置：x一75 635 ～一75 640 Y一24 944 ～ー（24 952 規 

下面標高 8. 26m） 断面形】浅皿形 流下方向】西→東 主軸方位】N-56.5o -w） 出土遺物】図

化可能遺物なし 

有効な出土遺物を欠くので年代を判断しにくいが、側溝 1・2 と同時存在だとすればそれに準拠す

るo 

2 ．小町大路側溝 3 と関連遺構（図 6) 

側溝 2 を除くと、下に別の側溝が現れるo ほとんどが 2 に削り取られ残存部は少ないが、埋土と

控えの東材などの様子から別の側溝と認識し、「側溝 3」としたo また先の側溝 1・2 関連遺構と検出

高は変わらないが、位置と側溝中の東材などとの関連が推測される遺構をここにまとめたo ただし、 

平坦面の遺構は削平によってすべて同一面（基盤層上）で検出されたため、柱穴の中には本来層位

的に下位に属していたものでもこの期に含めた可能性は低くないo 側溝 3 西岸には部分的に泥岩を

粗く敷いた地行がみられ、直上に土師器皿を中心とした遺物が集中的に出土しているo 比較的生活

面に近い状況が残存しているものの、各遺構との関連については詳細不明であるo 

また西域には東西に平行した 2 条の溝が通じており、その間には幅 3m弱の平坦面があるo この

平坦面の延長上の大路側溝中には、橋脚の可能性のある石も見られるo すなわち、2 条の溝の間が

道路であった可能性が指摘できる。 

検出高】8. 1~ 8. 4m 構成土】明茶褐色粘質土（基盤層、1と同じ） 検出遺構】小町大路側溝1条・

東西小溝 2 条●小穴 61 口（うち建物1、柱穴列 1 '--'3 の柱穴含む） 

側溝 3（図 6・7) 

位 置：X-75 634 '-'-75 640 Y-24 942 '-'-24 948 規 模：東西幅 120 cm 以上 × 深さ 

103cm 以上（最下面標高約 7. 50m） 断面形】（逆台形） 流下方向】北→南 主軸方位】(N-37〇 

ーE） 充填土 図に記載 重複関係．側溝1に切られる 出土遺物（図 7） 土師器皿 T 種（1 '-3）・

土師器皿 R 種（4,- 7）・常滑山茶碗（8）・瀬戸灰紬卸皿（9）・竜泉窯青磁鏑連弁文碗（10) ●平瓦（ii) 

特記事項】これも二段落ちの構造となっている。側溝 2 の護岸の裏込め部分の可能性も残るが、 

上部が大きく削れられて全容がつかめないので、何ともいえないo 溝中には、流水方向に直交する

横木と、それを固定するためのものとみられる杭が並んで出土したo 厳密な規格は認められないが、 

長さ 80 '-' 90 cm、幅 5 '-' 10 cm弱で、側溝の構造を考えると木組の東柱が水流側に傾かないよう設置

した護岸の跡とみたいo 若宮大路側溝をはじめ、鎌倉市内遺跡の護岸跡ではこのような「控え貫」「控

え横木」とよばれるものが頻繁に発見されるが、規模だけではなく構造上も、小町大路側溝は若宮 

規 模】東西幅 100 cm以上 × 深さ 85cm 

旬】北→南 主軸方位】(N-39〇 -E) 

り】（側溝 1 と一括） 特記事項】肩の部

り 70cm ほど浅い溝o 側溝に据えられた 

I連も視野に入れておきたい。 

とになるo 

模】最大幅 85cm× 深さ 11cm 以上（最 
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東西溝 3 出土遺物 り 
にJ' 31 

0 10cm 
~ I 

図 7 側溝 3・東西溝2・東西溝3出土遺物 

大路のそれと共通しているo 溝底のやや北寄りに 1辺 50 cmにおよぶ凝灰岩があり、付近にはこれ

以前から橋脚の存在が指摘できることから（側溝 6・7 期、図 12・18)、この石も橋脚の礎石であ 

る可能性を視野に入れておきたいo 

出土遺物には土師器皿 T 種が多く、またR種でも器高低く底径・口径比の小さい 13 世紀第 2 四 
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半期～中葉のものも同様に多い上、常滑山茶碗（8）などもみられる。複弁の青磁鏑連弁文碗（10) 

などが含まれているとはいえ、全体的には 13 世紀第 2 四半期～中葉の年代を示しているo 

東西溝 2（図 6・7) 

位 置】X-75 634~175 640 Y-24 944~ -24 950 規 模：南北幅 68 cm以上 × 深さ 62cm 

以上（最下面標高約 7. 34m） 断面形【箱形 流下方向・西→東 主軸方位】N-58o -w 充填土． 

図に記載 重複関係】柱穴列 3 を切り、側溝 3 に切られる。 出土遺物（図7) 】土師器皿 T 種（12~ 15) ●

土師器皿 R 種（16・17）・渥美察 (18・19）・軒丸瓦（20） 特記事項・側溝 3 にほぼ直交する小溝o 

上部を失っているが、大路側溝へ排水するためのものと推測されるo 次述の東西溝 3 とは 3m弱の

間隔で平行する。 

出 土遺物には土師器皿I種が多く、渥美嚢なども含まれているところから、本堆の年代を 13 世紀

前半としたいo 

東西溝 3（図 6・7) 

位 置 X-75 634 '--'-75 640 Y-24 946 '-'-24 952 規 模 南北幅 128 cm 以上 × 深さ 

53cm 以上（最下面標高約 7. 54in） 断面形 （逆台形） 流下方向 西→東 主軸方位 （N- 53〇ー 

w） 充填土．暗褐色砂質土 重複関係 側溝 3・建物 1・柱穴列 1・2 に切られるo 出土遺物（図 7) 

土師器皿 T 種（21 '--' 23）・土師器皿 R 種（24）・渥美琵 (25）・白磁口はげ皿（26）・竜泉窯青磁鏑

連弁文碗（27）・平瓦（28~29）・滑石鍋転用品（31） 特記事項】溝 2 とは約 3mを隔てて平行しており、 

同じく側溝 3 とは直交している。溝 2 との間に道があったのか、あるいは、位置的にみて遺跡南辺

を画する道の北側側溝である可能性もあろうo 前者であればやや狭い印象を受け、側溝としてもい

ずれも近在の同一遺跡内地点 5 で見つかった東西溝に比べ規模が小さすぎるo 後者とすれば、溝 2 

との間に土塁ないしは築地のような施設の存在を考慮することもできるo 

本比の年代は、土師器が I種主体で 13 世紀前半とみたいところだが、13 世紀中～後半の竜泉窯

青磁鏑連弁文碗・白磁口はげ皿も含む点を勘案して、13 世紀第 2 四半期～第 3 四半期としたいo 

東西溝 2・3 間の帯状平坦部（図 6) 

位 置】X-75 633 '--75 639 Y-24 944 '--'-24 956 規 模：幅（南北）3 18cm× 長さ 560cm 

断面形 ほぼ平坦 特記事項【 2 本の東西溝に挟まれた平坦な部分o 延長上の小町大路側溝 3 底

面に平たい凝灰岩があり、これを橋脚の礎石と考えれば本比を道路とすることができるo この位置

には断続的とはいえ前代まで橘が確認されているので、この石をそう考えるのは無理ではないo 

年代は、次述の土師器集中部1が同一遺構と考えられるので、その遺物から 13世紀前半代としたいo 

土師器集中部 1（図 6・8) 

位 置：X-75 637 '---75 639 Y-24 947 -'-24 949 規 模・東西約 150 cm× 南北約 80 cm 

検出高 8. 2~ 7. 9m 重複関係】東西方向の溝 3 に切られる 出土遺物（図 8）土師器皿 T 種（1 '-7）・

土師器皿 R 種（8 '-' 14）・渥美艶 (15）・平瓦（16） 特記事項】側溝 3 西岸の粗い泥岩地行上に土

師器を中心とした遺物片が集中的に出」 したo 大路側溝に向かって緩やかに傾斜し、遺物もその斜

面上に載るo 位置的には上記東西溝 2 と 3 の間の帯状平坦部中におさまる。あるいは道路かとも推

測される帯状平坦部にかかわる祭肥かもしれないo 

年代は広く 13 世紀前半代といっておきたいo 

1129ー 



9 

に 11 

12 

0 10cm 
~ 

14 

加
嚇
鷲
醜
野
敏
郵
幻
引
飼
1
1
 

,
 

編
憲
腐
男
1
1L、秦
騒
」線
馴
難
繊
』
鰯
麟
組
 

ー
ー
，
,
1
,，
ー．I
,,,
,，《

￥
！

I
 

(“一
？
善
、
虜
『］黒
r・
●
蓄●
柳
‘
帯
●嚇
奉
 

織
鰯
麟
綴
灘
 

瓶縄
譲
津
 

製
鰭
譲

繕
熟
灘
繊
麟
瞬
灘
覇
聾

・
 

謝
愚
」
墨
濫
電
露
灘
鵬
討
繊
織
馴
諭
細
翻
登
 

熊
纏
搬
機
鵬
譲

難
観
級
観
響
 

、三三ラ 唾万） 
ノ／ 6 

に三二 
ノ、二らーフク 

ノ  8 

16 

図8  土師器集中部 1出土遺物 

マ三- 一犀ク10 

建物 1（図 9) 

位 置：X-75 633 '--75 638 Y-24 946 '--'---24 952  規 模：東西1間（柱間距離 2. 02m) 

×南北 2 間（柱間距離 2. 0lm）・柱穴底面高 7. 73m（平均）※各柱穴規模は図に記載 南北軸方位． 

N-40。 -E 重複関係：溝4を切り、柱穴列 1・2 に切られる 出土遺物】土師器皿 R 種（1・2) 

特記事項】側溝 3  と並列して存在していた施設で、柱穴は比較的深く残っている。P. 2 は充填

土内に土師器が 2 枚、口を合わせるように埋納されていたo 

柱穴列 1（図9) 

位 置】X-75 633 '--'-75 637 Y-24 946 '-'-24 950  規 模】南北2間（柱間距離約 1. 95m) 

柱穴底面高 7. 69m（平均）※各柱穴規模は図に記載 南北軸方位】N-30.5o -E  重複関係：建物 

1・柱穴列 2・溝 4 を切る 出土遺物【図化可能遺物なし 特記事項】側溝 3 から約 3m西に位置するo 

軸線が溝と若干異なるが、形状の共通した柱穴が並んでいるので、柱穴列として抽出しておく。 

建物や塀などが考えられるが、いずれにせよ南東角の一部を捉えたものであろうo 

柱穴列 2（図 9) 

位 置】X-75 633 '--'-77 637 Y-24 946 '-'--24 951 規 模】南北 2 間（柱間距離 2. 02m) 

柱穴底面高 7. 63m（平均）※各柱穴規模は図に記載 南北軸方位】N-38.5o -E  重複関係】建

物 1●溝 4 を切り、柱穴列 1に切られる 出土遺物】図化可能遺物なし 特記事項】軸線は側溝 3 

や建物 1と並ぶo 位置的には柱穴列 1と重なっていることから、 1と同種の遺構としてよかろうo 
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建物1 
陥． 長径×短径×深さ 

P. 1 52×（ー）×44 
P. 2 56 X 43 X 44 
p. 3 64 X 49 X 36 
P. 4 46 X 35 X 62 
p. 5 50X(44) X63 
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柱穴列2 
No. 長径×短径×深さ 
p. i 76X (57) X34 
P. 2 44 X 40 X 77 
P. 3 45X41X65 
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P.2 

)
 

寸
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Cifi 

柱穴列1 
No. 長径×短径×深さ 
P. 1 (64) x (45) >< 43 
P. 2 57 X 54 X 39 
P. 3 48 X 39 X 50 
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柱穴列 3 
No. 長径×短径×深さ 
P. 1 (28) X (-) x 38 
P. 2 (42) x (34) X41 
J). 3 (56) x (so) X 75 
p. 4 45×（ー）×33 
P. 5 (44) x (40) x 50 

建物 1・柱穴列 1 '3，同出土遺物 
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図 10  遺構全図（2）内落込み出土遺物 

柱穴列 3（図 9) 

位 置】X-75 633'-'--77 638 Y-24 944'-24 949  規 模】南北 2 間（柱間距離約 2. 15m) 

柱穴底面高 7. 77m× 東西 2間（柱間距離約 2. 03m）柱穴底面高 7. 68m（平均）※各柱穴規模は図

に記載 南北軸方位】N-35〇 -E 重複関係】溝 2 に切られる 出土遺物】図化可能遺物なし

特記事項】側溝 3 と直交する溝 2 と軸を同じくするT字状の柱穴列o 形状や柱間距離など、ほか

の柱穴列とは異なるo 南北軸は側溝 3 まで約 40cmしかないが、性格は不明o 

柱穴等その他落込み（図 9・10) 

出土遺物（図 10): [P.2〕土師器皿 T 種（1) [P.6〕白色系土師器皿 T 種（2）・土師器皿 T 種（3・5・6）・

土師器皿 R 種（4・7) [P. 19〕土師器皿 T 種（8）・土師器皿 R 種（9) [P. 25〕土師器皿 T 種（10）・

竜泉窯青磁画花文碗（ii) [P.36〕土師器皿 T 種（12）・土師器皿 R 種（13) [P.46〕竜泉窯青

磁連弁文碗（14) [P. 57〕土師器皿 T 種（15) [P. 59〕土師器皿 R 種（16・17) [P. 62〕土師器

皿 R 種（18) ●常滑壷（19） 特記事項：大雑把に年代だけ指摘しておきたい。13 世紀中葉まで下

る可能性がある P.59 出土の R 種土師器皿 2 点を除き、提示した遺物のほとんどは 13 世紀前半代

までに収まる。P.46 出土の 14 も、竜泉窯青磁連弁文碗ではあるものの鏑を持たない幅広連弁で、 

これも 13 世紀第 2 四半期の前半までにはおそらく終罵を迎えているものであるo この一群の出土

遺物年代観は 13 世紀前半としてよいo 

3．小町大路側溝4・5 と関連遺構 

側溝 1・2・3 を掘り上げると、その下の調査区東壁近くに 2条の溝が現れるo 東壁寄りの新しい

方を側溝 4、その 4 に切られて西岸しか残っていない方を 5 としたo ただし2条は切り合ってはい

るが、接する領域が非常に小さく、新旧の判断が不安定であることを否定しないo ここでは断面に 

-132一 



~ ~ 

5 ／二二 

~ /4 
、、、 ．一・一＝ ーフくノ 

了 
二 難

m
 

’難 ,, 

【i
'
 

I'' 

」 ", i ’」 ~］ 

a 
．~ 

．一一 2 ー’一 

1．青灰色砂質土 泥岩（粒～拳大）・貝粒・ 

貝片・遺物片・炭化物含む 
、、 

ー側溝 4 
2．暗茶褐色粘質土 炭化物・遺物含むー側溝 5 3 1 
2ノ暗茶褐色粘質土  2に加え人頭大泥岩含む一側溝 5 
3．青灰色砂質土 1と同質、貝が少ないー側溝 5 戸 

4．暗褐色粘質土 大小の泥岩を含む一柱穴裏込め 

4ノ暗褐色粘質土 拳大泥岩を含む一柱穴裏込め 
5．暗褐色粘質土 大きめの泥岩を含む一柱根部 
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図 H 遺構全図（3）ー側溝 4・5 と関連遺構，同出土遺物 
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みえる全体的な堆積土の流れで判断した。この点は今後本地点前後の側溝資料の増加によって、正

確な判断を求めていきたい。 

西岸には lmあまりの幅で、拳大～半人頭大泥岩の粗い集積が認められる。この付近の上層には

側溝 3 に伴うとみられる泥岩の集積もあったが、本堆は側溝 3 の下に潜っていくので、時期的に別

遺構と判断した。ただしこのことは遺構の継続性を否定するものではない。また側溝以外の遺構（建

物や柱穴列など）との関連性は不明である。側溝 5 の落ち際には、土師器皿の集中した場所があり、「土

師器集中部 2」とした。これは後述する側溝 6 埋土の上に載っている。 

なお側溝 5 は側溝 3・4 に大半が削り取られ、残存部分が意想外に少ないo 当初そのことについて

の認識が不足していたため、掘削作業中に出土遺物が下層の側溝 6 と混じってしまう事態が生じた。 

それらの遺物については後述するo 

検出高】7. 9~ 8. 4m 構成土．明茶褐色粘質土（基盤層）・泥岩地行土 検出遺構．小町大路側溝 2 条・

土師器集中部 1 

側溝 4（図 11) 

位 置:X-75 634'-'-75 640 Y-24 942'-24 947 規 模】東西幅96an以上×深さ195cm 以上（最 

下面標高約 6. 20m） 断面形】（逆台形） 流下方向】北→南 主軸方位】(N-33.5o -E） 充填土

図に記載 重複関係：側溝 5 を切る 出土遺物】（側溝 5 と一括）土師器皿 T 種（1）・土師器皿 R 種（2）・

竜泉窯青磁画花文碗（3・4) ●木製紡織機部材（5）・円盤状木製品（6） 特記事項】上半部を失っ

てもなお平坦部から 2m近い深さがあり、若宮大路側溝に匹敵するo 溝の西半部しかとらえられな

かったが、底面標高から推測して雪ノ下一丁目 400 番 1地点（図 1地点 4）の「側溝 3」に相当する

可能性が高い（底面標高は約 6. 65m)0 軸線を延長させて計測すると側溝幅は約 3mになる。 

遺構年代は、2 点の竜泉窯青磁画花文碗の存在、土師器皿 T 種の存在と同 R 種の形状から、13 世

紀前半と考える。 

側溝 5（図 11) 

位 置】X-75 634 '-75 640 Y-24 943 '--'-24 947 規 模】東西幅 60 cm以上 × 深さ（平坦

面から）95cm 以上（最下面標高約 7. 50m） 断面形】（現存部は皿形） 流下方向Hヒ→南 主軸方位・ 

(N-34。 -E） 充填土】図に記載 重複関係：側溝 4 に切られる 出土遺物】土師器皿 T 種（7,-..-,9）・

土師器皿 R 種（10) 

存部分が少なく、当初その点についての認識不足から出土遺物が下層の側溝 6 と混じってしまう事

態が生じた。ここでは合わせて提示する 土師器皿 T 種（1-.-5）・土師器皿R 種（6'--'9）・渥美琵 (10）・

平瓦（ii）●不明木製品（12）・円盤状木製品（13・14）・棒状木製品（15）・ヘラ状木製品（16）特記事項】 

先の側溝 3 と同じ、裏込め部分にある控え材とそれを固定する杭を持つ。側溝 4 の護岸施設か。 

年代は側溝 4 と同じく、13 世紀前半とする。 

土師器集中部 2（図 11) 

位 置：X-75 638 ---75 639 Y-24 946 '--24 948 規 模：東西約 54 cm× 南北約 72 cm 検

出高 7. 5 '- 7. 7m 出土遺物】土師器皿 T 種（11~ 14）・土師器皿 R 種（15） 特記事項】粗い泥岩

面が西岸から側溝に向かって緩やかに下る、その傾斜地に土師器小片が集中的に出土した。先の集中 
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1．暗茶褐色砂質土 遺物・炭化物少量含む 
1' 1に拳大泥岩含む。 
2．暗茶褐色粘質土 1 とほぼ同質。拳大泥岩含む 

―上辺は弱い面 
3．灰茶褐色砂質土 土師器片・貝粒多量。炭化物含む 

ー溝中の落込み上層埋土 
4．灰茶褐色砂質土 3 とほぼ同質だが土師器は少ない 

ー溝中の落込み下層埋土 
5．暗青灰色粘質土 土師器多量。木片・泥岩塊含む 
6．暗青灰色粘質土  5と同質。土師器は少ない 
7．暗茶褐色粘質土 木片・貝砂粒・炭化物・泥岩粒を多量に含む一側溝 6 埋土 
8．暗青灰色砂質土 木片・貝砂粒多量。泥岩粒・遺物含む一側溝 6 裏込め 
9．土師器層 大小土師器片の詰まった層 

ー土師器集中部 3 
10．暗青灰色粘質土 泥岩粒子・炭化物含む一柱穴 
11．暗青灰色粘質土  2-3mm の泥岩粒子・炭化物含む 

図 12 遺構全図（4）ー側溝 6 と関連の遺構 

8.50m _-. a' 

12 l・ーノ 

、，ー J 
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部1とは検出高が異なるが、同じ泥岩面直上で検出されているので、連続性が認められるo ただし、 

側溝 6・7 の埋土上にあるので、確実にそれより新しい。 

年代は土師器皿 T 種の形状から判断して、13 世紀前半に属するとしてよい。 

4．小町大路側溝6 と関連遺構（図12) 

側溝 4・5 の西岸部から東へと傾斜している泥岩地行を取り除くと、土師器を大量に含んだ土が

現れる。土師器は特に調査区北側に集中（土師器集中部 3）し、南側は炭が多量に含まれていたo 

それらの上を取り除くと、人頭大～半人頭大泥岩を多く含む層となるo この層は、上面にいくつか

の柱穴様の穴が掘り込まれ、東に向かって傾斜している。そして 2mほどで急な落ちとなり、小町

大路側溝本体となる。これを側溝 6 としたo ここでは側溝 6 と、泥岩含有層からの遺構をあわせて

提示する。すでに遺構全図 2（図 6）に載せた調査区西側の遺構群にも本期と同時期のものが含ま

れている可能性は否定できないが、西側は削平によりすべて基盤層での検出になるため、時期を特

定することができなかった。またこの層では、柱穴と溝中礎石の組み合わせから橋脚とみられる 

~ 

◇ 

~ 

ひ 

16 

図 13 側溝 5・6出土遺物 
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側溝 6 出土遺物 図
 

4
,
 

ー
 

て、 

こ」二：コ 

遺構も検出されているo 

検出高】7. 6~ 8. 4m 構成土】明茶褐色粘質土（地山）・泥岩地行土・暗褐色砂質土 検出遺構】 

小町大路側溝1条・土坑 1基・小穴 29 口（うち橋脚1、柱穴列 4'-'6 の柱穴を含む） 

側溝 6（図12~14) 

位 置：X-75 634 '--75 640 Y-24 943 '-24 948 規 模】東西幅 18ocm以上×深さ（平 

坦面から）208cm 以上（推定最下面標高約6. 45m） 断面形】（箱形？） 流下方向】北→南 主軸方位 

(N-30。 -E） 充填土．図に記載 重複関係】土坑 1を切る 出土遺物（図 14) 】土師器皿 T 

-137ー 

規 模・東西幅 180m以上×深さ（平 
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図 15 側溝 6西岸上出土遺物 

種（1 '--'5）・土師器皿 R 種（6~ 11）・竜泉窯青磁画花文碗（11・12）・軒丸瓦（14）・円盤状木製品（15）・

折敷（16）・棒状木製品（19 '- 24）側溝 5・6 出土遺物（図 13）・当初の遺物取り上げの際、側溝 

5 についての認識不足から混乱が生じた。この遺物については側溝 5 の項参照。 特記事項】安

全性の確保から掘削途中で南北両端および東側の壁断面を階段状に縮小したため、土層断面図に

断絶が生じている。本比は調査区西側の基盤層上の平坦面から約2m強、西岸際から約 1. 4mの

深さがあり、これは若宮大路側溝に匹敵する。図 12 土層砺8 の下面に溝底が形成され、さらに下

に落ちていくことが確認できたが、その先は階段状に狭めた東の調査区外に出て、全体の幅や形

状は確認できないo 別の側溝と考えるべきかもしれない。側溝 6 は 5 に比べ全体的に 0. 7mほど

西に移動している。溝中には橋脚の基礎とみられる礎石や、溝木枠部材の東や横板などが多数残るo 

出土遺物からみた本堆の年代は、土師器皿 T 種の多さとともに、同 R 種における器高の低さと底径

口径比の小ささ、同じく全体にがっしりとして薄手深皿器形の前段階のものである点、さらには

竜泉窯の青磁画花文碗 2 点の存在など、全体的に 13 世紀第 2 四半期の様相を呈している。 

側溝 6 西岸出土遺物（図 15) 

出土遺物．土師器皿T種（1 '-'7）・ L師器皿 R 種（8~ 10）・常滑片口鉢I類（11）・渥美嚢 (12）・

鬼瓦（13）・丸瓦（14） 特記事項】西岸にかなりの遺物が廃棄されているのは、ここがおそらく

地表面に出ていたからと考えるo 

年代は、瓦 2 点がいずれも永福寺I期であること、土師器皿 T 種の多さ、さらに同 R 種も器高

が低く口径】底径比の小さいことなど、全体に 13 世紀前半の様相をもっているo やはり側溝 6 と

同時期の 13 世紀第 2 四半期とみるのが妥当であろうo 

土師器集中部 3（図 16) 

位 置】X-75 633 '-'-75 636 Y-24 944 '-24 946 規 模 東西約 150 cm×南北約 150 cm 検 
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図16 土師器集中部 3，同出土遺物 

出高 7. 6 '- 7. 9m  出土遺物】土師器皿I種（1~ 10）・土師器皿 R 種（11~ 14）・竜泉窯青磁画

花文碗（15） 特記事項】側溝 6 西岸の緩やかな傾斜から側溝 6 の上層にかけて、かなり広範囲に

土師器が散在する。東側は小さめの掘り直し（図 12 北側土層図土層砺．3・4）に切られており、側

溝 6 の埋没期もしくは改修時に形成されたものだろうo 開渠当初のものとは考えにくいo 

出土遺物の様相は側溝6 のそれと共通しており、年代的にも同時期とみてよいo 

橋脚 1（図17) 

位 置】X-75 635 '--'-75 639 Y-24 944 '--'-24 948 規 模】東西 1間（柱間距離 1. 84m) 

× 南北1間（柱間距離 2. 08rn）・柱穴底面高 7. 38m・礎石高 6. 7m（平均）※各柱穴規模は図に記

載 南北軸方位】N- 30。ーE 重複関係】土坑1を切る 出土遺物】関連遺物と特定できるもの

なし 特記事項】側溝 6 西岸の緩傾斜面上にある柱穴と溝内にある礎石の軸線が一致することか

ら、これらを橋脚の基礎と認織した。この付近には前代の側溝 7 の段階（次述）ですでに橋とお

ぼしい礎石や礎板の列があるので、本堆を橋脚とすることに無理はない。側溝西岸の緩斜面に1脚、 

溝底面に 1脚を据えた構造となる。柱穴内礎石と溝内礎石との間隔は芯々で 1. 84m。東側は調査

区内では見えないが、溝底面の礎石については、これのみとすれば溝の中心に置かれていた可能

性が高いとみたいo 仮に東にもう 1 脚あったと想定すれば、溝中の礎石から lmの地点で側溝上

端幅は若宮大路と同規模のほぼ 3mに復元され、それ以上の幅は考えにくいo 溝内の礎石の海抜

高は 6. 7mで、護岸材の一部も付近に多く残っているo 

柱穴列 4（図17) 

位 置】X-75 635 '--77 638 Y-24 947 '--24 950  規 模】南北 3 間（柱間距離 0. 81m) 

柱穴底面高 7. 55m（平均）※各柱穴規模は図に記載 南北軸方位】N-35o -E 重複関係】柱穴列 

5・6を切るo  出土遺物【青白磁小皿（D  特記事項】側溝6に並列する〇橋脚関連遺構か？柱穴列5・ 
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P. 4 41X (38) X37 
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6 と同類であろうo 

柱穴列 5（図 17) 

位 置：X-75 634 '---77 639 Y-24 945 -----24 950 規 模】南北 4 間（柱間距離 1. 20m）柱

穴底面高 7. 52m（平均）※各柱穴規模は図に記載 南北軸方位】N-40o -E 重複関係】土坑 1・柱

穴ダ'J6 を切る 出土遺物 東遠界山苓碗（2） 特記事項 橋脚関連遺構か？柱ダ1j 4 6 と同類遺構で 

あろうo l先 

柱穴列 6（図 17) 

位 置】X-75 634'--'-77 639 Y-24 945~ -24 950 規 模】南北 4 間（柱間距離 1. 15m）柱

穴底面高 7. 56m（平均）※各柱穴規棋は図に記載 南北軸方位 N-40。 -E 重複関係土坑 1を切り、 

柱穴列 5に切られる 出土遺物土師器皿I種（3）舟形木製品（4） 特記事項柱穴列 5 の作り直しか、 

補強のためのものか、規模もほ嬬共通している。 

土坑 1（図 12） 典 

位置 X-75 634'--'---75 6嚇Y一26944'-'--24 947 規模東西 172 cm以上 × 南 1E 142cmX 
深さ約 26cm（最下高 7. 50m) 平爾彬【（楕円形） 断面形皿形 主軸方位（N-85.5o -E） 重複関係

側溝 7 を切り側溝 6 申き柱穴ラIJ 5 6 に切られるo 土師器集中部 3 が上に載る出土遺物

図イヒしうるものなし 特記拠●側溝 6 西岸の緩斜面に検出された浅い穴o この位置の下層には側

溝 7 の溝枠と礎板があり（次述）、それとの関連も推測されるが、詳細は不明o 

P. 68 出土遺物（図 17) ”蘇l護 

出土遺物．土師器皿 R 種（6・6） 特記事項 位置的には橋脚関連遺構の可能性があるo 小型の 5 は

体部中位が垂れ気味に外に膨らむ、鎌倉時代初期に多い形状を備えるo 大型の 6 は底径よりもかな

り内側にロクロ糸切りの範囲が収まっており、これも鎌倉時代前期に多い特徴をもつo 

年代については、13 世紀前半以前に帰属すると考えてよいo 

P. 73 出土遺物（図打） 

出土遺物 土師器皿 T 種 ⑦、土師器皿 R 種（8） 特記事項 これも位置からいって橋脚関連の柱

穴 であろう。T 種・R 種とぢ小型。8 は口径 底径比がきわめて小さく、鎌倉時代初期～前期に多い

特徴を備えるo 

年代は 13 世紀前半までとみたい。 

5．小町大路側溝 7 と関連遺構（図18) 

側溝 6 西岸の泥岩層を掘り下げると、古い溝があらわれ、これを側溝 7とした。位置は側溝 6 よ 

り西へ 2m近くずれ、調査区の半分ほどにもおよぶ 

検出高 約 8. 4m 構成土【明茶褐色粘質土（基盤層） 検出遺構 小町大路側溝1条・小穴 13 口 

側溝 7（図18~20) 

位 置】X-75 632~ -75 640 Y-24 942 '--24 951 規 模：東西幅 245 cm以上（底面幅約 

210 cm以上）× 深さ（平坦面から）185cm 以上（最下面標高約 6. 20m） 断面形】（箱形ないしは

浅い逆台形） 流下方向【北→南 主軸方位・N-39o -E 充填土 図に記載 重複関係 側溝 

8・9 を切る 出土遺物（図 19・20)．土師器皿 T 種（1-'4）・土師器皿 R 種（5 ,-9）・南部系山茶碗（10）・ 
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2． 茶褐色粘質土 泥岩・炭化物含む 
3． 暗茶褐色粘質士 少量の遺物片と泥岩・炭化物含む 
4． 暗灰褐色粘質土 炭化物多く、泥岩粒子・遺物片を少量含む 
5． 明茶褐色繊維質土 
6． 炭化層 
7． 暗青灰色粘質土 2"-3 cm大の小粒泥岩と炭化物を少量含む 

ー側溝 7水流部分 
8． 暗青灰色砂質土 小粒泥岩と炭化物を少量含む

一側溝 7裏込め 
9． 暗青灰色砂質土 小粒泥岩・炭化物・木片を少量含む 

―側溝 7裏込め 
10．暗青灰色砂質土 貝殻片を多く含む 

―側溝 7裏込め 
11．黒褐色粘質土 挟雑物少ない一柱穴埋土 
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図 18 遺構全図（5）一側溝 7と関連遺構 
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東遠系山茶碗（11）・常滑片口鉢 I類（12~ 13）・常滑琵(15）・渥美琵(16~ 21）・平瓦（22）・丸瓦（23）・

輔羽口（24） 側溝 7西岸出土遺物（図 2の】（側溝 7 の西岸にへばりつくように黒褐色粘質土があり、 

ここから数点の遺物が出土した）土師器皿 T 種（60） 特記事項】側溝 7 は側溝 6 底面からlmほ

どの深さを持つo 逆台形の断面をもち、側溝 6 より約 1. 7m、側溝1からは約 3. 6m西に位置する。 

この時点で小町大路側溝が全体的に西に移行したか、あるいは拡幅されたのであろう。底面も上

層側溝より幅広で深く、全体に上層のものに比べひと回り大きいo 調査区西半部の基盤層上面と

溝底面との比高差は約 1. 7m、側溝1底面より約 0. 9m深く掘り込まれている。側溝 7 は、調査区

の限りで底面の幅 210mを超え、全体では推定で 3mほどあった可能性もある。次述の側溝 8・ 

9・10 にはこれほどの大きさはなく、この 7 の時代になって、小町大路は最も立派な側溝を備え

ることとなったo またこの時期には橋脚も備わっている。南側隣地には現在、小町大路から若宮

大路に抜ける東西道が走行しているので、この橋はその初期のものかもしれない。ただしこれに

連なる道そのものは、削平によるためか調査区の限りで発見されなかった。 

年代は 13 世紀第 1四半期から第 2 四半期としたいo 側溝 7 西岸の土は下層の側溝 10 上層部分

の可能性もあるが、さらに古い時期のものである可能性もある。 

橋脚 2（図 18) 

位 置】X-75 634 '-75 639 Y-24 945 '-24 949 規 模】南北 1間（柱間距離 3. 4m) 

× 東西不明・柱穴底面高 6. 6m・礎板高 6. 7m（平均） 南北軸方位】N-290 -E 特記事項】柱

間距離 3. 4mと非常に大きい。先述のように、調査地点のすぐ南側を走行している小町大路から

若宮大路に抜ける東西道（「辻子」か？）の当初のものかもしれない。ただし道そのものは、削平

によるためか調査区内で発見されなかった。 

橋脚 3（図 18) 

位 置】X-75 634 '--'--75 637 Y-24 945 '--24 948 規 模】南北 1間（柱間距離 2m) X 

東西不明・柱穴底面高 7. 34m・礎板高 7. 43m（平均） 南北軸方位】N-28.5。 -E P.98 出土遺

物（図 20)】土師器皿I種（61）・渥美奮(62・63） 特記事項・幅 2mと、規模は小橋脚 2 に比べ小さい。 

2mの柱間は鎌倉時代中期以降に一般的になるが、P. 28 出土遺物からみた年代は鎌倉時代初期の

様相を示すo ここでも連接したはずの道は明確にならなかった。 

6．小町大路側溝 8 ● 9 ● 10 と関連遺構（図 20~ 21) 

小町大路側溝 7 の完掘後、下にさらに古い側溝があることが確認された。しかしその時点で側溝

部分の掘削深度は 2mにおよんでいたため、安全性確保の観点から調査区南北壁を約 lm迫出して

掘削することとした。この下層の側溝は当初 1条の認識で掘り下げたが、のちの断面観察から三時

期に分けられることが判明したため、それぞれ大路側溝 8・9・10 の番号を付した。新旧の関係は、 

側溝 10 が最も古く、次いで 8、最も新しいのが 9 となる。下層側溝 10 の堆積土中の中～上層には、 

8 と 9 の境をなす断面 3 角の掘り残しが観察された。北壁際では側溝 10 の底面まで掘削し、基盤

層を確認した。一方、南壁際は崩落の危険性があり、底面までの掘削は断念せざるを得なかった。 

ここでは遺構番号に沿う形で記述するが、出土遺物に関しては 3 条それぞれに帰属させることが困

難であるため、図 20 においては包括的に提示した。 

側溝 8（図 20・21) 
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位 置】X-75 632 '--75 640 Y-24 942 '--24 951 規 模】東西幅 220 cm以上（底面幅 175 

m以上） × 深さ（平坦面から）225cm 以上（最下面標高約 5. 95m） 断面形】逆台形 流下方向・

北→南 主軸方位】N-38。ーE 充填土】図に記載 重複関係】側溝 9 に切られ、同 10 を切る

出土遺物（図 20) 】後述 特記事項】この下にさらに初期の大路側溝が見えているので（「側溝 ioj). 

初期から 2 期目の側溝にあたる。側溝 10 に木材は検出されておらず、この側溝 8 の時期に小町大

路側溝ははじめて角材を使った護岸を備えたことになる。調査区東壁際で辛うじて確認できた東岸

の立ち上がりからすると、底面幅は約 2. 3m となる。溝内には護岸の部材が多数出土した。西岸沿

いの部材の検出高は約 6. 2 '-' 7. 2m、東側は約 6. 0~ 6. 7m内に集中している。2 ないし 3 時期の

改修あるいは俊煤が観察される。 

年代は、大路側溝 9・10 と遺物が弁別できていないため決めがたいが、側溝 7 との相対関係から、 

12 世紀末～ 13 世紀第 1四半期頃としたい。 

側溝 9（図 20・21) 

位 置】X-75 635 '--75 639 Y-24 943 '--'-24 947 規 模】東西幅 105 cm以上（底面幅 65 

cm以上） × 深さ（平坦面から）2 10cm 以上（最下面標高約 6. lOm） 断面形】逆台形 流下方向】 

北→南 主軸方位】N-38。 -E 充填土】図に記載 重複関係側溝 8・10 を切る 出土遺物（図 20): 

後述 特記事項：8 の東側を切った側溝。東側調査区外に大半の部分が出ており、実際の大きさは

不明o 側溝 8 との関係では短い切合い部分の観察からひとまず本堆が新しいとみたが、断定するに

はもう少し周辺の調査例の増加を侯ちたいところである。大路東側溝との対比が難しいので、これ

が大路全体の東側への移動か、あるいは規模の縮小化かについてもわからないが、ともかくもこの

時期に小町大路側溝西岸は東に移行した、ということはできる。 

年代は 13 世紀第 1 四半期ごろであろう。 

側溝 10（図 20・21) 

位 置】X-75 634 '--'-75 639 Y-24 944 '-'-24 948 規 模】東西幅 235 cm以上（底面幅 205 

cm以上） × 深さ（平坦面から）245cm 以上（最下面標高約 5. 75m） 断面形】逆台形 流下方向

北→南 主軸方位】N一37。ーE 充填土】図に記載 重複関係】側溝 8・9 に切られる 出土遺物（図 

20) 】後述 特記事項】検出された一群の小町大路西側溝のうち、層位的に最古に位置づけられる。 

南壁際では安全上の観点から底面までの掘削を断念したが、北壁際は完掘し基盤層を確認した0 し

たがってこれ以下にさらに古い側溝が存在することはまず考えられない。大路反対側の東側溝が古

来の自然流路を利用していることが確認されているのに対し（馬淵・伊丹 2007) 、この点は異なっ

ている。大半を上層溝に削り取られているので全形は窺えないものの、残存部の形状からみておお

むね逆台形として大過ない。当初から側溝として作られたものだろうo 

年代は 12 世紀第 4 四半期、すなわち鎌倉時代のごく初期と考えたい。 

側溝 8・9・10 出土遺物（図 20) 

先述のように、この 3 条の側溝については当初 1 本との認識で掘削したために、遺物が混りあっ

てしまった。ここではまとめて提示する。 

土師器皿 T 種（42 '-- 44）・土師器皿 R 種（45 -' 48）・渥美嚢 (49）・白磁端反碗（50）・竜泉窯青磁

画花文碗（51）・平瓦（52）・漆器椀（53）・部材（54）・不明木製品（55）・箸状木製品（56・57）・

棒状木製品（58）・不明木製品（59） 特記事項】全体に鎌倉時代前期までの様相を示しているが、 
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51 は竜泉窯青磁画花文碗のうちでも古式の、12 世紀後半に属する（亀井 1992 による年代観）。 

43・44 の土師器皿 I種は扇平な底部を持ち、全体に薄く硬く焼きしまっている。これも鎌倉時代

初期の様相を示す。 

7．側溝一括出土遺物（図22・23) 

小町大路側溝掘削時、帰属が混乱したものを一括したo おおむね側溝 7 かそれ以下に属するo 

土師器皿T種（図21-1'--'24）・土師器皿R種（25' 60）・白色系土師器皿T種（61・62）・瓦器小皿（63）・

常滑片口鉢I類（64~ 66）・常滑片口鉢n類（68）・渥美嚢 (69・図 22-7 1・72）・白磁碗（73）・

竜泉窯青磁鏑連弁文碗（74・75）・竜泉窯青磁折縁鉢（76）・竜泉窯青磁画花文碗（77）・平瓦（78・79）・

東海系平瓦（80・81)●漆器皿（82）・漆器椀（83）・箸状木製品（84 '-' 86）・串状木製品（87・89）・

ヘラ状木製品（88・90・92）・棒形木製品（91・93）・折敷（94）・木製円板（95）・不明木製品（96）・

部材（97） 特記事項：全体に鎌倉時代前期に属するものが多いが、白色系土師器皿 T 種 61・62 や

竜泉窯青磁 74 -, 77 は中～後期の様相を呈しているo 漆器 82・83 は分厚い底部の、鎌倉時代前期

の特徴的なかたちをしているo 皿 82 は橘文が手描きされている。 

8．中世以前の遺物（図24) 

土師器杯 (1）・須恵器杯 (2・3) 

9．遺構外採集遺物（図24) 

土師器皿 R 種（4）・東遠系山皿（5）・鍔鍋（6）・南伊勢系土鍋（7）・渥美奮 (8・9）・下駄歯（10) ● 

部材（11） 特記事項：鍔鍋の 6 は伊勢産の可能性があるo 

（鍛治屋・松原・馬淵） 

×、 

\ ニ名 
中世以前の遺物 

戸彦三7 
× 6 

0 10cm 
I I 

5 

図 24 中世以前・遺構外採集遺物 



表 1 出土遺物観察表（1) 

挿図番号 出土遺構 種別 備考 

図5-1 側溝1・2 土師器皿T種
小型 

口径（8.5)cm 器高1.75m 内底部ナデ 胎土は肌色、赤色粒子・砂粒・海綿骨芯を含む 

2 側溝1・2 土師器皿R種
小型 

口径7.65cm 底径5,1cm 器高1.8cm 右回転ロクロ 底面糸切り 外底部板状圧痕 内底部ナデ胎土は檀色、赤色
粒子・砂粒・海綿賛芯・白色粒を含む 

3 側溝1・2 土師器皿R種
小型 

口径（7.3)cm 底径価.4)cm 器高1.5cm 右回転ロクロ 底面糸切り 外底部板状圧痕 内底部ナデ胎土は淡燈色、 

赤色粒子・質・砂粒」ー自負粒子を含む 
4 側溝1・2 土師器皿R種

小型 
口径（7.3)cm 慮穏瓦ス成可器高2.1cm 右回転ロクロ 底面糸切り 外底部板状圧痕 内底部ナデ 胎土は肌色、 

赤色粒子・砂粒豊食豊一ー 
5 側溝1・2 土師器皿R種

中型 
口径(10.2)cmー頑覆瓦あiii五器高2.7cm 右回転ロクロ 底面糸切り 外底部板状圧痕 内底部ナデ胎土は淡灰燈
色砂質土、赤色粒子質・砂粒・海綿骨芯を含む 

6 側溝1・2 土師器皿R種
大型 

口径(13.1)cm 底篠(7.5)cm 器高3.3cm 右回転ロクロ 底面糸切り 内底部ナデ胎土は淡燈色、赤色粒子・砂

粒・海綿骨芯を含む 
7 側溝1・2 白色系土師器

皿T種大型 
口縁部片胎出は乳白色粉質精良土 

8 側溝1・2 瀬戸輪花入子 口縁片 ロクロ成形後刻みを入れ輪花 胎土は明灰褐色 口縁内側に自然紬 

9 側溝1・2 青白磁碗 口縁部月二鷺地は灰白色、黒色微粒子含む 紬は灰色を帯びた水色半透明 
図7一1 側溝3 土師器皿T種

小型 
口径（9.8)cm 器高1.4cm 内底部ナデ 胎土は淡橿色、赤色粒子・海綿骨芯を含む 

2 側溝3 土師器皿T種
小型 

口径（蘭荻m子器高2.1cm 内底部ナデ胎土は淡黄灰色、白色粒子・赤色粒子・海綿骨芯を含む 

3 側溝3 土師器皿T種
大型 

石雇てi§】弱丁citi 器高3.0cm 内底部ナデ 胎土は肌色、砂粒・赤色粒子・海綿骨芯を含む 

4 側溝3 土師器皿R種
小型 

口径⑩.2)m 底径(7.0) cm 器高1.55cm 回転ロクロ 底面糸切り 内底部ナデ 胎土は淡燈色、砂粒・赤色粒子・ 

海綿豊芯を含む 
5 側溝3 土師器皿R種

小型 
口径（9，加)cm 底径（7.5)cm 器高1.65cm 右回転ロクロ 底面糸切り 内底部ナデ 胎土は肌色、砂粒・赤色粒子・

海趣萱芯を含む 
6 側溝3 土師器皿R種

大型 
口径線，5cm 底径7.4cm 器高2.9cm 右回転ロクロ 底面糸切り 内底部ナデ 胎土は燈色、白色粒子・赤色粒子・
海綿骨芯・砂粒を含む 油煤付着 

7 側溝3 土師器皿R種
大型 

口機く13.1×・'It 底径（9.4)cm 器高3.6cm 回転ロクロ 底面糸切り 胎土は淡橿色、白色粒子・赤色粒子・海綿骨 

芯・ら粒を含む 
8 側溝3 常滑 山茶り1 口 L'i』一 胎上は灰色、石英含む 
9 側溝3 瀬戸灰粕卸皿 に‘ ' lhLは灰色、硬質灰紬 

10 側溝3 竜泉窯青厭扇ー 
蓮弁文碗 

罵歓可濁而ロクロ成形複連弁文 削り出し高台 素地は明灰色、胎芯黄灰色 紬は灰緑色半透明 

11 側溝3 平瓦 屋 2,Ocm Wi.は砂粒・磯を含み明灰色 凸面は縄目、凹面は離れ砂 
12 溝2 土師器皿T積’ 

小型 
口機(8.8)cm 器高1.5cm 内底部ナデ 胎土は肌色、砂粒・赤色粒子・海綿骨芯を含む砂質土 

13 溝2 土師器皿T積
小型 

自禰⑩,25)crn 器高1.85cm 内底部ナデ胎土は淡燈色、黒色粒子・赤色粒子を含む粉質土 

14 溝2 土師器皿T種
大型 

口様(11.7)crn 器高3.5cm 内底部ナデ 胎土は淡燈色、白色粒子・赤色粒子・砂粒・海綿骨芯を含む 

15 溝2 土師器皿T積” 
大型 

盲械く13.5) cm 器高2.9cm 内底部ナデ 外底部板状圧痕あり 胎土は淡燈色、白色粒子・赤色粒子・海綿骨芯を含

む 
16 溝2 土師器皿R種

小型 
自機(9.3)cm 底径（7.7)cm 器高1.65cm 右回転ロクロ 底面糸切り 外底部板状圧痕 内底部ナデ 胎土は淡橿
亀窒色粒子・海綿骨芯を含む 

17 溝2 土師器IIILR種
小型 

口徴8,55cm 底径6.4cm 器高1.8cm 右回転ロクロ 底面糸切り 外底部板状圧痕 内底部ナデ 胎土は淡檀色、砂 
.1 赤色粒子・海綿骨芯を含む 

18 溝2 渥美二一 口‘郁片 胎土は淡灰褐色、白色粒含む 外側刷毛塗り、内側は厚い降灰によりざらっく 
19 溝2 渥美奏一一一 肩～胴部片 胎土は淡灰褐色、白色粒含む 肩部に厚い降灰 18と同一個体か斜めに交差する陰刻・縦線の叩き

樹あり 
20 溝2 軒 丸瓦一一一 巴文 胎土は灰色から淡橿色、白色粒子・微砂粒含む ー瓦期部片 
21 溝3 土師器皿T積ー 

小型 

石麗石.75)cm 器高1.0cm 内底部ナデ 胎土は肌色、赤色粒子・砂粒を含む 

22 溝3 土師器皿T積ー 
大型 

葡冨(13.4)cm 器高3.0cm 内底部ナデ 胎土は肌色、赤色粒子・砂粒を含む 

23 溝3 土師器IIILT械
大型 

百穣13.0cm 器高3.05cm 内底部ナデ 胎土は淡橿色、白色粒子・赤色粒子・砂粒含む砂質土 

24 溝3 土師器皿R積ー 
小型 

百径目径（9.3)cm 底径（8.0)cm 器高1.5cm 右回転ロクロ 底面糸切り 胎土は橿色、赤色粒子・砂粒を含む 

25 溝3 渥美虜一ー 璽郵片一胎土は灰褐色縦線に斜め格子の叩き目あり 
26 溝3 白磁口ハゲ亙ー 葡篠“研 ロクロ成形 素地は灰白色 紬は淡青灰色透明 

27 溝3 竜
 
一

鏑泉
蓮
 
窯

弁
 
青
文
 
磁
碗
 

禰篠蔀戸ロクロ成形 素地は灰白色 粕は青灰色透明 

28 溝3 平瓦 厚さ1.7cm 胎土は砂粒・磯を含み淡灰色 凸面に蓮華文の陽刻 凹面に同文の陰刻 
29 溝3 平瓦 厚さ1.9cm 胎土は白色粒・磯を含み灰色 凸面に縄目 
30 溝3 平瓦 庫さ1.8cm 胎土は灰色～灰燈色、白色粒子・黒色粒子・微砂粒を含む 凸面は縄目、凹面は縄目の後へラでなで

る？ 
31 溝3 滑石鍋転用晶 残存長(3.7) cm 残幅（4.3) cmI 最大厚1.2cm 銀灰色 3面に擦過痕多数、加エ途中又は砥石として使用か 

、 

図8-i 土師器集中
部1 

土師器皿I種
大型 

口径12.0cm 器高3.0cm 内底部ナデ 胎土は淡檀色、赤色粒子・海綿骨芯・砂粒・泥岩粒を含む 

2 土師器集中
部1 

土師器皿I種
大型 

口径12.0cm 器高13.0cm 内底部ナデ 胎土は肌色、赤色粒子・海綿骨芯・砂粒を含む 
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表 2 出土遺物観察表（2) 

挿図番号 出土遺構 種別 備考 

3 土師器集中
部1 

土師器皿T種
大型 

口径12.5cm 器高3.0 内底部ナデ 胎土は赤燈色、赤色粒子・海綿骨芯・白色粒子を含む 

4 土師器集中
部1 

土師器皿T種
大型 

口径12.4cm 器高2.6cm 内底部ナデ 胎土は橿色、赤色粒子・海綿骨芯・白色粒子・砂粒を含む砂質土 

5 土師器集中
部1 

土師器皿T種
大型 

口径12.5cm 器高3.6cm 、内底部ナデ 胎土は燈色、赤色粒子・海綿骨芯・白色粒子・砂粒を含む 

6 土師器集中
部1 

土師器皿T種
大型 

口径12.5cm 器高3.4cm 内底部ナデ 胎土は淡橿色、赤色粒子・砂粒を含む砂質土 

7 土師器集中
部1 

土師器皿T種
大型 

口径12.0cm 器高3.05cm 内底部ナデ胎土は肌色、赤色粒子・砂粒・海綿骨芯を含む 

8 土師器集中
部1 

土師器皿R種
小型 

口径（7.6)cm 底径4.9cm 器高1.4cm 右回転ロクロ 底面糸切り 外底部板状圧痕 内底部ナデ 胎土は淡燈色、 
赤色粒子・海綿骨芯・砂粒を含む砂質土 

9 土師器集中
部1 

土師器皿R種
小型 

口径8.2cm 底径6.3cm 器高1.8cm 右回転ロクロ 底面糸切り 内底部ナデ 胎土は肌色、白色粒子・赤色粒子・ 
海綿骨芯・砂粒を含む砂質土 

10 土師器集中
部1 

土師器皿R種
小型 

口径9.0cnl 底径7.4cm 器高1.6cm 右回転ロクロ 底面糸切り 外底部板状圧痕 内底部ナデ 胎土は燈色、白色
粒子・赤色粒子・海綿骨芯・砂粒を含む砂質土 

11 土師器集中
部1 

土師器皿R種
大型 

口径12.7cm 底径8.6cm 器高2.9cm 右回転ロクロ 底面糸切り 内底部ナデ 胎土は肌色、白色粒子・赤色粒子・
海綿骨芯・砂粒を含む砂質土 

12 土師器集中
部1 

土師器皿R種
大型 

口径（12.3)cm 底径（8.8)cm 器高3.4cm 右回転ロクロ 底面糸切り 内底部ナデ外底部板状圧痕 胎土は赤橿
色、白色粒子・赤色粒子・砂粒を含む砂質土 

13 土師器集中
部1 

土師器皿R種
大型 

口径12.8cm 底径9.0cm 器高3.4cm 右回転ロクロ 底面糸切り 内底部ナデ 外底部板状圧痕 胎土は淡橿色、白
色粒子・赤色粒子・砂粒を含む弱砂質土 

14 土師器集中
部1 

土師器皿R種
大型 

口径13.0cm 底径7.5cm 器高3.3cm 右回転ロクロ 底面糸切り 内底部ナデ 外底部板状圧痕 胎土は燈色、白色
粒子・赤色粒子含む粉賞精良土 

15 土師器集中
部1 

渥美寵 胴部片 胎土は灰色、自色粒合む 縦線・斜線の叩き目あり 

16 土師器集中
部1 

平瓦 厚さ1.8cm 胎土は砂粒・白色粒を含み灰色 凸面縄目 永福寺I期 

図9-1 建物lP.2 土師器皿R種
大型 

口径11.9cm 底径7.8cm 器高3.1cm 右回転ロクロ 底面糸切り 外底部板状圧痕 内底部ナデ 胎土は燈色、赤色
粒子・海綿骨芯・磯を含む 

2 建物lP.2 土師器皿R種
大型 

口径13.5cm 底径8.4cm 器高3.5cm 右回転ロクロ 底面糸切り 外底部板状圧痕 内底部ナデ 胎土は燈色、赤色
粒子・海綿骨芯を含む精良土 

図10-1 P.2 土師器皿T種
小型 

口径9.0cm 器高1.9cm 内底部ナデ 胎土は肌色、白色粒子・砂粒を含む 内・外側とも半分強に油煤付着 

2 P.6 白色系土師器
皿T種小型 

口径（7.9)cm 胎土は乳白色 

3 P.6 土師器皿T種
小型 

口径8.2cm 器高2.0cm 内底部ナデ 胎土は淡燈色、赤色粒子・海綿骨芯・砂粒を含む 

4 P.6 土師器皿R種
小型 

口径（9.8)cm 底径（8.2)cm 器高1.6cm 右回転ロクロ 底面糸切り 外底部板状圧痕 内底部ナデ 胎土は赤檀
色、赤色粒子・砂粒含む砂質土 

5 P.6 土師器皿T種
大型 

口径（12.5)cm 器高（2.2)cm 胎土は淡橿色、赤色粒子・海綿骨芯を含む 

6 P.6 土師器皿T種
大型 

口径（14. 7)cm 胎土は橿色、赤色粒子・砂粒・磯を含む 

7 P.6 土師器皿R種
大型 

口径（11.7)cm 底径（8.5)cm 器高2.9cm 右回転ロクロ 底面糸切り 内底部ナデ 胎土は淡橿色、赤色粒子・・白
色粒子・海綿骨芯・砂粒を含む 

8 P.19 土師器皿T種
大型 

口径（14.4) cm 器高3.0cm 内底部ナデ 胎土は淡燈色、海綿骨芯・赤色粒子・白色粒子・砂粒を含む 

9 P.19 土師器皿R種
小型 

口径（8.7)cm 底径（6.4)cnl 器高1.7cm 右回転ロクロ 底面糸切り 外底部板状圧痕 内底部ナデ 胎土は淡橿
色、赤色粒子・海綿骨芯・砂粒を含む 弱砂質 

10 P.25 土師器皿T種
小型 

口径（7.8)cm 底径（6.5)cm 器高0.9cm 内底部ナデ 胎土は淡檀色、粉質精良土 

11 P.25 竜泉窯青磁画
花文碗 

高台径（7.0)cm ロクロ成形 素地は淡灰色 紬は青緑色半透明、細かい貫入 
内底面に使用による傷が残る 内側に画花文、外側は無文 

12 P.36 土師器皿T種
大型 

口径（13.5) cm 器高2.9cm 内底部ナデ 胎土は淡檀色、白色粒子・赤色粒子・海綿骨芯・砂粒を含む 

13 P.36 土師器皿R種
大型 

口径（12.5) cm 底径（8.7)cm 器高2.9cm 右回転ロクロ 底面糸切り 外底部板状圧痕 内底部ナデ 胎土は燈色、 
白色粒子・赤色粒子・砂粒を含む 

14 P.46 竜泉窯青磁蓮
弁文碗 

口縁部片 ロクロ成形 素地は淡灰色 紬は青灰色不透明 外側は片彫り蓮弁文、花弁の中心に鏑はない 

15 P.57 土師器皿T種
小型 

口径9.3cm 器高1.7cm 内底部ナデ 胎土は淡燈色、白色粒子・海綿骨芯・砂粒を含む弱砂質土 全体に火を受
け灰色に変色 

16 P.59 土師器皿R種
小型 

口径7.8cm 底径6.0cm 器高1.3cm 右回転ロクロ 底面糸切り 外底部板状圧痕 内底部ナデ 胎土は赤橿色、白
色粒子・赤色粒子・海綿骨芯・砂粒を含む弱砂質土 

17 P.59 土師器皿R種
大型 

口径（12.8) cm 底径（8.2)cm 器高2.8cm 右回転ロクロ 底面糸切り 内底部ナデ 胎土は燈色、白色粒子・赤色粒
子・海綿骨芯・砂粒を含む弱砂質土 

18 P.62 土師器皿R種
小型 

口径（9.8)cm 底径（7.4)cm 器高1.5cm 右回転ロクロ 底面糸切り 外底部板状圧痕 内底部ナデ 胎土は淡橿
色、赤色粒子・海綿骨芯・砂粒を含む弱砂質土。ロクロ成形後全体に指頭で形を整えたような観あり 

19 P.62 常滑壷 底径（10.8) cm 輪積み成形 胎土・器表は灰色～灰橿色、黒色粒子含む 二次焼成の強い火熱で全体に質量が
損なわれている 

20 P.66 渥美髭 口縁部片 輪積み成形 黒褐色に発色した灰紬をハケ塗りした後、厚く自然紬かかる 胎土は灰～灰黒色で、岩石
質に焼き上がる 

図11-1 側溝4・5 土師器皿T種
大型 

口径13.8cm 器高3.0cm 内底部ナデ 胎土は肌色、赤色粒子・砂粒・白色粒子を含む 

2 側溝4・5 土師器皿R種
小型 

口径（9.8)cm 底径（8.0)cm 器高1.8cm 右回転ロクロ 底面糸切り 外底部板状圧痕 内底部ナデ 胎土は淡褐
色・黒色粒子・海綿骨芯・砂粒・白色粒子を含む 
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表 3 出土遺物観察表（3) 

挿図番号 出土遺構 種別 備考 

3 側溝4・5 竜泉窯青磁画
花文碗 

口縁部片 ロクロ成形 素地は淡灰褐色 紬は淡緑灰色透明、貫入あり 
内側は二又片刀による分割線、外側は無文 

4 側溝4.5 竜泉窯青磁画
花文碗 

口縁部片 ロクロ成形一素爾iま灰白色 紬は水色半透明 内側は二又片刀による分割線の内側に飛雲文、外側は
無文 

5 側溝4.5 木製紡織機部 

材 

残存長（10.めcm 鵬1,2cm 厚み1.5cm 鋸歯状の刻みが入る 一端は炭化している 

6 側溝4.5 円板状木製品 残存長（16.6) cm 残幅(3.4)cm 厚み0.3cm 柾目材 蓋？ 

7 側溝5 土師器皿T種
小型 

口径（8.3)cm 器需1.5cm 内底部ナデ胎土は肌色、赤色粒子・白色粒子を含む 

8 側溝5 土師器皿T種
大型 

口径(13.6) cm 器高3.2cm 内底部ナデ 胎土は肌色、白色粒子・赤色粒子を含む 

9 側溝5 土師器皿T種
大型 

口径(13.2)m 器高可妥m 内底部ナデ 胎土は肌色、白色粒子・赤色粒子・砂粒を含む 

10 側溝5 土師器皿R種
小型 

口径(8.の面 厩福6.2cm 器高2.0cm 右回転ロクロ 底面糸切り 外底部板状圧痕 内底部ナデ胎土は淡橿色、 

赤色粒費・海綿骨芯・泥岩粒を含む 
11 土師器集中

部2 
土師器皿T種

小型 
口径(9,のC而鵬嵩(1.6)cm 胎土は淡橿色、赤色粒子・海綿骨芯を含む 

12 土師器集中
部2 

土師器皿T種
大型 

石爾て12.9)bm 器高2.5cm 内底部ナデ胎土は淡燈色、海綿骨芯・泥岩粒を含む 

13 土師器集中
部2 

土師器皿T種
大型 

口価(1吾，町るm 器踊.2cm 内底部ナデ胎土は淡燈色、赤色粒子・海綿骨芯を含む 

14 土師器集中
部2 

土師器皿T種
大型 

口概てi4.3)cm 器高2.8cm 内底部ナデ 胎土は肌色、白色粒子・赤色粒子を含む 

15 土師器集中
部2 

土師器皿R種
小型 

百篠て蘭）cm 底径(6.0) cm 器高2.0cm 右回転ロクロ 底面糸切り 外底部板状圧痕 内底部ナデ 胎土は肌色、 

自負粒堕,赤色粒 1'S'海綿骨芯を含む 
図13-1 側溝5・6 土師器皿T種

小型 
d慨豆‘弱論器高1.65cm 内底部ナデ コースター型 胎土は赤檀色、赤色粒子・海綿骨芯・雲母変・砂粒を含む 

網砂質一 
2 側溝5・6 土師器皿T種

小型 
自鶴，gん8,6cm 器高2.1cm 内底部ナデ 歪み大きい 胎土は淡赤燈色、白色粒子・海綿骨芯を含む 

3 側溝5・6 土師器皿I種
小型 

ー自篠⑩.715 ) cm 器高2.05cm 内底部ナデ胎土は淡褐色、海綿骨芯を含む 

4 側溝5・6 土師器血f肩ーl 
大型 

口様13.0cm 器高2.95cm 内底部ナデ 胎土は淡橿色、赤色粒子・海綿骨芯を含む 

5 側溝5'6 土師器皿T種
大型 

口穣I 3.3cm 器高2.9cm 内底部ナデ 胎土は淡燈色、白色粒子・赤色粒子・海綿骨芯を含む 

6 側溝5・6 土師器皿R械” 
小型 

首報瓦甘('Ifl 底径6.9cm 器高1.9cm 右回転ロクロ 底面糸切り 外底部板状圧痕 内底部ナデ 胎土は淡褐色、赤

色粒 f‘・海綿骨芯を含む 
7 側溝5'6 土師器皿R積ー 

小型 
省秘で8.6)rm 底径（6.8)cm 器高1.5cm 右回転ロクロ 底面糸切り 外底部板状圧痕 内底部ナデ 胎土は淡赤燈
色、赤色粒 I,..海綿骨芯・砂粒を含む 砂質 

8 側溝5・6 土師器皿R秤
大型 

油穣て12.2) cm 底径8.2cm 器高3.35cm 右回転ロクロ 底面糸切り 外底部板状圧痕 内底部ナデ 胎土は赤燈
色、白色粒了・・赤色粒子・を含む 弱粉質 

9 側溝56 土師器皿R積＝ 
大型 

自穐（i3.6) cm 底径9.3cm 器高2.65cm 右回転ロクロ 底面糸切り 外底部板状圧痕 内底部ナデ胎土は淡灰褐
魚、白色粒子・赤色粒子・海綿骨芯を含む 

10 側溝5'6 渥美奏 ーi 煎都圧輸積み成形 胎土は灰色、長石・暗灰色粒含む縦線叩き目 
11 側溝56 平瓦 厚さ2.1ccl  胎土は灰色、表面に金雲母片 凸面は糸切り・格子叩き目、凹面は糸切り 
12 側溝56 不明木製頗― 襲4,9cm 幅4.65cm 厚3.9cm 蒲鉾型に成形されている 
13 側溝5'6 円板状木憂肝 破天艮(15.0)cm 最大幅（8.4)cm 厚0.9cm 推定径14cm前後 柾目材 一端が炭化 

14 側溝5'6 円板状木製冨 巌大長(17.6)cm 最大幅（8.5)cm 厚0.9cm 推定径14cm前後 柾目材 ー端が炭化 13と同一個体か？ 

15 側溝5'6 棒状木製璽二 長2&:3nl 幅1.0cm 最大厚0.5cm 片方の端部が尖る 斎串か 
16 側溝5・6 へラ状木製冨山 ’灘8:3cm 最大幅2.5cm 最大厚1.2cm 切匙か 

図14-1 側溝6 土師器皿T種
小型 

口径(8.6)cm 器高1.9cm 内底部ナデ 胎土は肌色、赤色粒子・海綿骨芯を含む 

2 側溝6 土師器皿'l'種
小型 

口径(9. 1)cm 器高（1.45)cm 内底部ナデ 胎土は淡赤檀色、白色粒子・砂粒を含む 弱砂質 

3 側溝6 土師器皿I積
小型 

n径9.0cm 器高1.9cm 胎土は淡橿色、赤色粒子・海綿骨芯・白色粒子・砂粒を含む 

4 側溝6 土師器皿I穏
大型 

口径1:3.0cm 器高3.4cm 外底部薄く板状圧痕あり 内底部ナデ 胎土は肌色、赤色粒子・海綿骨芯・砂粒・泥岩粒 

を含む 砂質土 
5 側溝6 上師器皿I種

大型 
口径(13.3)cm 器高3.2cm 内底部ナデ 胎土は赤橿色、赤色粒子・海綿骨芯・白色粒子を含む 

6 側溝6 土師器皿R種
小型 

口径(7.6)cm 底径（6.4)cm 器高1.7cm 右回転ロクロ 底面糸切り 内底部ナデ 胎土は淡灰褐色、赤色粒子・白色

粒子を含む 
7 側溝6 土師器JIILR種

小型 
口径（7.7)cm 底径（5.8)cm 器高1.6cm 右回転ロクロ 底面糸切り 内底部ナデ 胎土は赤燈色、赤色粒子・白色 
粒・I,.,砂粒を含む 弱砂質土 

8 側溝6 土師器皿R種
小型 

目径9.2cm 底径7.2cm 器高1.9cm 右回転ロクロ 底面糸切り 外底部板状圧痕 内底部ナデ 胎土は淡褐色、赤
色粒子・白色粒子・砂粒を含む 

9 側溝6 土師器皿R種
大型 

口径12.45cm 底径7.9cm 器高3.4cm 右回転ロクロ 底面糸切り 内底部ナデ 胎土は肌色、赤色粒子・海綿骨
芯・白色粒子を含む 

10 側溝6 土師器皿R穏
大型 

口径12.7cm 底径8.7cm 器高2.8cm 右回転ロクロ 底面糸切り 外底部板状圧痕 内底部ナデ 胎土は淡褐色、白
色粒子・赤色粒子・海綿骨芯・砂粒を含む 

11 側溝6 土師器皿R種
大型 

口径(12.5)cm 底径（8.3)cm 器高3. 15cm 右回転ロクロ 底面糸切り 外底部板状圧痕 内底部ナデ 胎土は淡褐
色、赤色粒子を含む 

12 側溝6 竜泉窯青磁画
花文碗 

高台径5.6cm ロクロ成形 素地は淡灰色、黒色微粒子含む 紬は緑青色透明 内底面に片彫画花文、擦過痕あり
削り出し高台 
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表 4 出土遺物観察表（4) 

挿図番号 出土遺構 種別 備考 

13 側溝6 竜泉窯青磁画
花文碗 

口縁部片 ロクロ成形 素地は淡灰色 紬はオリーブ色透明、大きめの貫入 内側は二又片刀による分割線、外側は
無文 

14 側溝6 軒丸瓦 胎土は白色粒・微砂を含む灰色土 巴文の周りに扇平な連珠文を巡らす 
15 側溝6 円板状木製品 径21.9cm 厚1.9cm 片側は木目と直交方向に中央から端部に向かって次第に薄くなる 中央に径5.5mmの円孔が 

あけられ、中に棒が詰まっている。っまみ部分の取れた名残か 片面と側面の一部に黒漆状のもの付着 嚢あるいは
鍋等の蓋 

16 側溝6 折敷 長28.9cm 残幅（6.3)cm 厚0.5cm 柾目材 一端は薄く削られており、6箇所の小穴の一部には木繊維質のもの残る
折敷底部 

17 側溝6 棒状木製品 長18.7cm 幅0.65cm 厚0.5cm 断面方形、両端を切り落とす 
18 側溝6 棒状木製品 長20.4cm 幅0.6cm 厚0.4cm 片口箸 

19 側溝6 棒状木製品 残存長（20.7)cm 最大幅0.9cm 厚0.8cm 一端を尖らす 斎串か 
20 側溝6 棒状木製品 残存長（19.7)cm 幅2.1cm 厚1.5cm 断面楕円形、両側面を面取り 
一
 
2
12
2
 

 

側溝6 棒状木製品 長25.5cm 幅1.2cm 厚0.6cm 一端が炭化 
側溝6 棒状木製品 残存長（31.0)cm 幅2.4cm 厚1.0cm 断面長方形、一端が炭化 

23 側溝6 棒状木製品 長15.6cm 幅1.2cm 厚0.6cm 断面楕円形、一端を尖らす 
24 側溝6 棒状木製品 長11.5cm 最大幅0.9cm 厚0.7cm 一端が炭化 

図15-1 側溝6西岸上 土師器皿T種
小型 

口径8.8cm 器高1.85cm 内底部ナデ 胎土は淡褐色、赤色粒子・海綿骨芯・砂粒を含む 

2 側溝6西岸上 土師器皿T種
小型 

口径（9.3)cm 器高1.8cm 内底部ナデ胎土は淡褐色海綿骨芯・砂粒を含む 1 

3 側溝6西岸上 土師器皿T種
小型 

口径8.6cm 器高1.8cm 内底部ナデ 胎土は淡橿色、赤色粒子・海綿骨芯・砂粒を含む 

4 側溝6西岸上 土師器皿T種
小型 

口径9.1cm 器高1.85cm 内底部ナデ 胎土は肌色、赤色粒子・海綿骨芯・砂粒を含む 

5 側溝6西岸上 土師器皿T種
大型 

口径13.05cm 器高2.9cm 内底部ナデ 胎土は淡赤檀色、白色粒子・砂粒を含む 砂質 

6 側溝6西岸上 土師器皿T種
大型 

口径（12.5) cm 器高（2.2)cm 内底部ナデ 胎土は淡燈色、赤色粒子・海綿骨芯・黒色粒子を含む 

7 側溝6西岸上 土師器皿T種
大型 

口径（12.5) cm 器高2.8cm 内底部ナデ 胎土は肌色、赤色粒子・海綿骨芯を含む 口縁部に油煤少量付着 

8 側溝6西岸上 土師器皿R種
小型 

口径（8.9)cm 底径（7.1) cm 器高2.0cm 回転ロクロ 底面糸切り 外底部板状圧痕 内底部ナデ 胎土は肌色、赤
色粒子・海綿骨芯・砂粒を含む 

9 側溝6西岸上 土師器皿R種
大型 

口径（12.6) cm 底径（8.4)cm 器高2.6cm 右回転ロクロ 底面糸切り 胎土は肌色、赤色粒子・海綿骨芯・砂粒を 

含む 
10 側溝6西岸上 土師器皿R種

大型 
口径（12.6) cm 底径（8.0)cm 器高2.6cm 右回転ロクロ 底面糸切り 外底部板状圧痕 内底部ナデ 胎土は肌色、 
赤色粒子・海綿骨芯・白色粒子・砂粒を含む 

11 側溝6西岸上 常滑片口鉢I 
類 

口縁部片 輪積み成形 胎土は灰色、長石含む 器表は暗灰色 

12 側溝6西岸上 渥美嚢 口縁部片 輪積み成形 胎土は灰色 

13 側溝6西岸上 鬼瓦 最大厚3.2cm 胎土は白色微粒を含み灰色で級密 永福寺I期 

14 側溝6西岸上 丸瓦 厚1.8cm 胎土は白色微粒・砂粒を含む灰色土 凸面は縄目一部撫で消し、凹面は布目痕が残る 永福寺I期 

図16-1 土師器集中
部3 

土師器皿T種
小型 

口径8.9cm 器高1.8cm 内底部ナデ 胎土は淡褐色、赤色粒子・海綿骨芯・砂粒を含む 

2 土師器集中
部3 

土師器皿T種
小型 

口径（9.8)cm 器高2.0cm 内底部ナデ 胎土は淡橿色、赤色粒子・砂粒を含む 

3 土師器集中
部3 

土師器皿T種
小型 

口径（8.4)cm 器高1.5cm 内底部ナデ 胎土は淡褐色、赤色粒子・海綿骨芯・砂粒を含む 

4 土師器集中
部3 

土師器皿T種
小型 

口径9.0cm 器高1.8cm 内底部ナデ 胎土は淡橿色、赤色粒子・海綿骨芯・砂粒・泥岩粒を含む 

5 土師器集中
部3 

土師器皿T種
大型 

口径（13.5) enl 底径（8.9)cm 器高2.5cm 内底部ナデ 胎土は肌色、赤色粒子・海綿骨芯・砂粒を含む 口縁部 
一部打ち欠き、油煤付着 

6 土師器集中
部3 

土師器皿T種
大型 

口径（13.2) cm 器高3.3cm 内底部ナデ 胎土は淡褐色、赤色粒子・海綿骨芯・砂粒を含む 

7 土師器集中
部3 

土師器皿T種
大型 

口径12.7cm 器高2.8cm 内底部ナデ 胎土は肌色、赤色粒子・海綿骨芯・泥岩粒・砂粒を含む 

8 土師器集中
部3 

土師器皿T種
大型 

口径13.2cm 器高3.1cm 内底部ナデ 胎土は淡燈色、赤色粒子・海綿骨芯を含む 粉質 

9 土師器集中
部3 

土師器皿T種
大型 

口径（12.4) cm 器高2.4cm 内底部ナデ 胎土は淡赤橿色、赤色粒子・砂粒を含む 弱砂質 口縁部に油煤付着 

10 土師器集中
部3 

土師器皿T種
大型 

口径（13.6) cm 器高3.2cm 内底部ナデ 胎土は淡燈色、赤色粒子・海綿骨芯・砂粒を含む 

11 土師器集中
部3 

土師器皿R種
小型 

口径（8.6)cm 底径（7.4)cm 器高1.6cm 右回転ロクロ 底面糸切り 外底部板状圧痕 内底部ナデ 胎土は淡赤橿
色、赤色粒子・白色粒子・砂粒を含む 

12 土師器集中
部3 

土師器皿R種
小型 

口径（9.8)cm 底径（7.8)cm 器高2.0cm 回転ロクロ 底面糸切り 外底部板状圧痕 内底部ナデ 胎土は淡燈色、 
赤色粒子・白色粒子・砂粒を含む 、 

13 土師器集中
部3 

土師器皿R種
大型 

口径12.8cm 底径8.5cm 器高2.9cm 右回転ロクロ 底面糸切り 外底部板状圧痕 内底部ナデ 胎土は淡褐色、赤
色粒子・海綿骨芯・砂粒を含む 

14 土師器集中
部3 

土師器皿R種
大型 

口径（12.4) cm 底径8.6cm 器高3.8cm 右回転ロクロ 底面糸切り 外底部板状圧痕 内底部ナデ 胎土は淡赤燈
色、赤色粒子・白色粒子・砂粒を含む 

15 土師器集中
部3 

竜泉窯青磁画
花文碗 

口縁部片 ロクロ成形 素地は灰色 紬は灰緑色半透明 内側は画花文、外側は無文 

図17-1 柱穴列4 P.1 青白磁小皿 口縁～体部片 ロクロ成形 素地は灰白色、結晶質 紬は水色半透明 
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表 5 出土遺物観察表（5) 

挿図番号 出土遺構 種別 備考 

2 柱穴列5 P.4 東遠系山茶碗 口縁部片 ロクロ成形 胎土は灰色、気孔多い 焼成良好 

3 柱穴列6 P.3 土師器皿T種
小型 

口径8.7cm 器高1.8cm 内底部ナデ 胎土は橿色、海綿骨芯・砂粒を含む 

4 柱穴列6 P.3 舟形木製品 残存長（10.3)cm 残幅（3.9)cm 厚1.0cm 

5 P.68 土師器皿R種
小型 

口径8.9cm 底径7.0cm 器高2.0cm 右回転ロクロ 底面糸切り 外底部板状圧痕 内底部ナデ 胎土は淡燈色、白
色粒子を含む 粉質 

6 P.68 土師器皿R種
大型 

口径（13.4) cm 底径7.2cm 器高3.1cm 右回転ロクロ 底面糸切り 外底部板状圧痕 内底部ナデ 胎土は肌色、海

綿骨芯・砂粒を含む 弱粉質 

7 P.73 土師器皿T種
小型 

残存長（4.2)cm 残幅（2.3)cm 厚0.6cm 黒色粘板岩 筆舟を持っ 縁部には波頭文の線刻を施す 

8 P.73 土師器皿R種
小型 

口径（8.9)cm 器1.9cm 内底部ナデ 胎土は淡黄褐色、赤色粒子・泥岩粒・砂粒を含む 

図19-1 側溝7上層 土師器皿T種
小型 

口径9.0cm 器高1.4cm 内底部ナデ 胎土は淡褐色、・白色粒・砂粒を含む 

2 側溝7上層 土師器皿T種
小型 

口径8.7cm 器高2.1cm 内底部ナデ 胎土は淡褐色、赤色粒子・砂粒を含む 弱砂質 

3 側溝7上層 土師器皿T種
大型 

口径14.4cm 底径8.2cm 器高3.0cm 外底部板状圧痕 内底部ナデ 胎土は淡褐色、白色粒子・砂粒を含む 

4 側溝7上層 土師器皿T種
大型 

口径（14.6) cm 器高2.7cm 内底部ナデ 胎土は淡橿色、砂粒を含む 砂質 

5 側溝7上層 土師器皿R種
小型 

口径8.5cm 底径6.2cm 器高1.7cm 右回転ロクロ 底面糸切り 外底部板状圧痕 内底部ナデ 胎土は淡褐色、白
色粒子・砂粒を含む 砂質 

6 側溝7上層 土師器皿R種
小型 

口径8.9cm 底径6.7cm．器高1.8cm 右回転ロクロ 底面糸切り 外底部板状圧痕 内底部ナデ 胎土は淡橿色、雲

母片・砂粒を含む 

7 側溝7上層 土師器皿R種
小型 

口径9.3cm 底径7.6cm 器高1.9cm 右回転ロクロ 底面糸切り 外底部板状圧痕 内底部ナデ 胎土は赤橿色、海

綿骨芯・砂粒を含む 

8 側溝7上層 土師器皿R種
大型 

口径13. 1cm 底径8.8cm 器高3.1cm 右回転ロクロ 底面糸切り 外底部板状圧痕 内底部ナデ 胎土は淡赤橿色、 
赤色粒子・白色粒子・砂粒を含む 弱砂質 

9 側溝7上層 土師器皿R種
大型 

口径12.7cm 底径8.6cm 器高2.8cm 右回転ロクロ 底面糸切り 外底部板状圧痕 内底部ナデ 胎土は淡橿色、赤
色粒子・海綿骨芯・砂粒を含む 

10 側溝7上層 南部系山茶碗 底部片 胎土は灰色、砂質 貼り付け高台 

11 側溝7上層 東遠系山茶碗 口縁部片 胎土は灰色 ロクロ成形 内側に降灰 図17-2と同一個体か 

12 側溝7上層 常滑片口鉢I 

類 

高台径（14.8) cm 輪積み成形 胎土は灰色、白色粒子含む内底面は使用による磨耗激しく油煤状物質少し付着 

13 側溝7上層 常滑片口鉢I 

類 

高台径（12.8) cm 輪積み成形 胎土は明灰色、長石・大きめの黒色粒含む 内底面は使用により磨耗激し滑らか 

14 側溝7上層 常滑片口鉢I 

類 

高台径（17.3) cm 輪積み成形 胎土は灰色、長石含む 内底面は使用により滑らかに磨耗 

15 側溝7上層 常滑嚢 口縁部片 輪積み成形 胎土は灰色、長石・砂粒含む 器表は明茶色 

16 側溝7上層 渥美嚢 口縁部片 輪積み成形 胎土は明灰色、長石・砂粒含む 器表は暗灰色～灰緑色 

17 側溝7上層 渥美嚢 口縁部片～肩部 輪積み成形 胎土は明灰褐色、黒色粒子・白色粒子・微砂粒含む 口縁部内側紬刷毛塗り、肩部

には降灰紬が厚く掛かりざらっく 

18 側溝7上層 渥美奮 口縁部片～肩部 輪積み成形 胎土は灰色、長石む 

19 側溝7上層 渥美嚢 口縁部片～頚部片 輪積み成形 胎土は灰色、長石・石英含む 器表は暗灰色 

20 側溝7上層 渥美 嚢 口縁部片～頚部片 輪積み成形 胎土は灰色、長石・黒色粒子含む 粕刷毛塗りの上に降灰ざらっく 

21 側溝7上層 渥美嚢 胴部片 輪積み成形 胎土は淡褐色、赤色粒子・白色粒子・微砂粒含む 器表灰緑色 線刻・叩き目あり 

22 側溝7上層 平瓦 厚1.8cm 胎土は白色微粒を含む明灰色級密土 凸面・凹面ともへラ撫で？ 

23 側溝7上層 丸瓦 厚1.8cm 胎土は灰色～灰燈色、白色微粒を含み堅く焼き締まる 凸面自然紬、凹面布目 

24 側溝7上層 輔羽口 厚3.3cm 胎土は灰褐色砂質土、白色粒子・多量の砂磯を含む 

25 側溝7上層 不明金属製品 鉄製品 厚0. 15mm 径3mmの孔貫通 

26 側溝7上層 鉄釘 長10.8cm 幅0.5cm 厚0.4cm 

27 側溝7上層 鉄釘 長12.5cm 幅0.7cm 厚0.5cm 

28 側溝7上層 灰ならし？ 残存長（4.4)cm 幅9.2cm 厚0.7cm 片面が一部炭化 

29 側溝7上層 下駄 長17.4cm 幅8.79cm 残高3.2cm 

30 側溝7上層 下駄歯 残高（4.9)cm 最大幅（9.2)cm 厚2.5cm 鉄釘1本残存 

31 側溝7上層 不明木製品 長14.0cm 幅4.4cm 厚0.9cm 柾目材 

32 側溝7上層 漆器皿 無高台 内・外とも黒漆塗り、内面に朱漆で葉の文様 

図20一33 側溝7上層 棒状木製品 長35.4cm 幅2.4cm 厚2.0cm 円柱状に成形、両端も丸めてある 鉄釘一箇所残存、貫通した小孔も一個所、釘の 

抜け痕か 

34 側溝7上層 棒状木製品 口縁部片 ロクロ成形 胎土は淡黄灰色 灰緑色灰紬ハケ塗り 

35 側溝7上層 串状木製品 長15.8m 幅0.9cm 厚0.3cm 

36 側溝7上層 箸 長15.9cm 幅0.7cm 厚0.4cm 両口 

37 側溝7上層 箸 長17.5cm 幅0.5cm 厚0.45cm 片口 

38 側溝7上層 串状木製品 長24.8cm 幅0.9cm 厚1.0cm 

39 側溝7上層 箸 長29.2crrl 幅0.6cnl 厚0.6cm 

40 側溝7上層 部材 長14.8cm 幅7.1cm 厚4.4cm 

41 側溝7上層 部材 長15.95cm 幅7.4cm 厚0.6cm 柾目材 

42 側溝8・9・10 土師器皿T種
小型 

口径8.8cm 器高1.7cm 内底部ナデ 胎土は淡褐色、海綿骨芯・砂粒を含む 口縁部に油煤の付着と打ち欠きあり 

43 側溝8・9・10 土師器皿T種
大型 

口径13.8cm 器高2.7cm 内底部ナデ 胎土は淡燈色、白色粒子・砂粒を含む 内側の半分弱に油煤付着 
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表 6 出土遺物観察表（6) 

挿図番号 出土遺構 種別 備考 

44 側溝8・9・10 土師器皿T種
大型 

口径14.0cm 器高3.0cm 内底部ナデ 胎土は淡橿色、赤色粒子・海綿骨芯・砂粒を含む 

45 側溝8・9・10 土師器皿 
R種 小型 

口径8.4cm 底径6.8cm 器高2.1cm 右回転ロクロ 底面糸切り 外底部板状圧痕 内底部ナデ 胎土は燈色、白色
粒子・海綿骨芯・砂粒を含む 

46 側溝8・9・10 土師器皿R種
小型 

口径9.5cm 底径6.8cm 器高1.4cm 右回転ロクロ 底面糸切り 外底部板状圧痕 内底部ナデ 胎土は赤橿色、白
色粒子・砂粒を含む弱砂質土 

47 側溝8・9・10 土師器皿R種
小型 

口径8.9cm 底径6.9cm 器高1.7cm 右回転ロクロ 底面糸切り 外底部板状圧痕 内底部ナデ胎土は赤橿色、白
色粒子・砂粒を含む弱砂質土 

48 側溝8・9・10 土師器皿R種
大型 

口径（14.6)cm 底径（9.7)cm 器高3.0cm 右回転ロクロ 底面糸切り 外底部板状圧痕 内底部ナデ 胎土は淡燈
色、白色粒子を含む 

49 側溝8・9・10 渥美密 口縁部片 輪積み成形 胎土は灰色 
50 側溝8・9・10 白磁端反碗 口径（19.5)cm ロクロ成形 素地は淡黄灰色、黒色微粒子含む 紬は淡青灰色不透明で気泡・貫入あり 
51 側溝8・9・10 竜泉窯青磁画

花文碗 
口縁～体部片 ロクロ成形 素地は淡灰色 紬は淡緑灰色半透明 内側に片彫りと櫛目による飛雲文 

52 側溝8・9・10 平瓦 厚2.0cm 胎土は白色粒を含む灰色紋密土 凸面は縄目、凹面は縄目のち撫で消し 
53 側溝8・9・10 漆器椀 ,黒漆塗り、内側に朱漆で鳥の翼部分と思われる文様、外側に同じく鳥の足部らしき文様描かれる 
54 側溝8・9・10 部材 残存長（16.のcm 幅4.3cm 厚2.3cm 鉄釘1本残存 
55 側溝8・9・10 不明木製品 長11.35cm 幅1,5cm 厚0.6cm 一端は斜めに切断 小孔1貫通 

56 側溝8・9・10 箸 長21.2cm 幅0.7cm 厚0.6cm 両口 
57 側溝8・9・10 箸 長18.5cm 幅0,6cm 厚0.4cm 両口 

58 側溝8・9・10 棒状木製品 長20.5cm jU.4cm 9J(1.1)cm 
59 側溝8・9・10 串棒状木製品 長37.7cm 幅1.2cm 厚0.35cm 先端は炭化 

60 側溝7西岸 土師器皿T種
大型 

口径14.3ml 器高3.lcnl 内底部ナデ 胎土は淡橿色、海綿骨芯・砂粒を含む弱砂質土 

61 p. 98 土師器皿T種
小型 

口径8.1cm 器高1.2cm 内底部ナデ 胎土は淡燈色、雲母片・砂粒を含む弱砂質土 

62 p. 98 渥美艶 口与‘部片 輸積み成形 胎土は灰色 
63 p. 98 渥美」 k 部片ー爾積み成形 胎土は灰色、長石む 内底面に降灰 

図22-1 側溝一括 土師器皿T種
小型 

~~径6.馬cm 器高1.55cm 内折れ 内底部ナデ 胎土は橿色、赤色粒子・砂粒を含む 

2 側溝 寸舌 ト師器皿T種
小型 

日径(7.Dcm 器高1.6cm 内折れ 内底部ナデ 胎土は燈色、赤色粒子・海綿骨芯・砂粒を含む 

3 側溝―括 土師器皿T種
小型 

II径7.3cm 器高1.65cm 内折れ 内底部ナデ 胎土は橿色、赤色粒子・海綿骨芯・砂粒を含む 

4 側溝一括 土師器皿1’種
小型 

目径(8.55)cm 器高（2.1)cm 内底部ナデ 胎土は淡褐色、海綿骨芯を含む 

5 側溝一・括 L師器皿T種
小型 

L師器肌T種
小型 

目径8.5cm 器高1.95cm 内底部ナデ 胎土は肌色、赤色粒子・海綿骨芯を含む 

6 側溝一・括 目径（8.6)cm 器高1.75cm 内底部ナデ 胎土は淡褐色、海綿骨芯・砂粒を含む 

7 側溝一括 L師器1111 種
小型 

II径(8.7)cm 器高1.55cm 内底部ナデ 胎土は赤燈色、白色粒子・海綿骨芯を含む 

8 側溝ー括 上師器皿T種
小型 

目径9.0cm 器高1.45cm 内底部ナデ 胎土は淡燈色～赤橿色、赤色粒子・海綿骨芯を含む粉質土 

9 側溝一括 土師器皿"I'種
小型 

目径(8.8)cm 器高1.6cm 内底部ナデ 胎土は肌色～赤燈色、海綿骨芯含む粉質土 

10 側溝一括 土師器皿T種
小型 

口径（8.5)cm 器高1.55cm 内底部ナデ 胎土は淡褐色、赤色粒子・海綿骨芯・砂粒を含む戸 

11 側溝一括 土師器皿T種
小型 

II径（9.8)cm 器高1.85cm 内底部ナデ、内底面波状に変形 胎土は淡褐色、赤色粒子・白色粒子・微砂粒を含む 

12 側溝一括 土師器皿T種
小型 

r」径7.9cm 器高1.7cm 内底部ナデ胎土は赤燈色、赤色粒子・海綿骨芯・白色粒を含む 

13 側溝一括 土師器皿T種
小型 

口径（8.9)cm 器高1.65cm 内底部ナデ 胎土は淡黄褐色、赤色粒子・砂粒を含む弱砂質土 

14 側溝一括 土師器皿T種
小型 

口径（9.05)cm 器高1.6cm 内底部ナデ 胎土は淡褐色、白色粒子・海綿骨芯含む 

15 側溝一括 土師器皿T種
小型 

口径（8.4)cm 器高（1.8)cm 内底部ナデ 胎土は淡褐色、赤色粒子・海綿骨芯・微砂粒を含む 

16 側溝一括 土師器皿T種
大型 

口径11. 7cm 器高3.4cm 外底部板状圧痕 内底部ナデ 胎土は燈色、赤色粒子・海綿骨芯・砂粒を含む弱砂質土 

17 側溝一括 土師器皿T種
大型 

口径（13.2)cm 器高3.4cm 内底部ナデ 胎土は淡檀色、赤色粒子・海綿骨芯を含む 

18 側溝一括 土師器皿T種
大型 

口径（13.2)cm 器高3.4cm 内底部ナデ 胎土は淡燈色、赤色粒子・海綿骨芯含む 

19 側溝一括 土師器皿T種
大型 

口径（13.6)cm 器高（3.0)cm 内底部ナデ 胎土は燈褐色、赤色粒子・海綿骨芯・砂粒を含む弱砂質土 

20 側溝一括 土師器皿T種
大型 

口径（12.6)cm 器高（2.9)cm 内底部ナデ 胎土は淡燈色、赤色粒子・海綿骨芯を含む 

21 側溝一括 土師器皿T種
大型 

口径12.8cm 器高3.l5crrl 内底部ナデ 胎土は肌色、赤色粒子・海綿骨芯を含む 

22 側溝一括 土師器皿T種
大型 

口径（13.3)cm 器高（3.2)cm 内底部ナデ 胎土は淡橿色、赤色粒子・海綿骨芯・白色粒子・砂粒を含む 

23 側溝一括 土師器皿T種
大型 

口径12.85cm 器高3.1cm 内底部ナデ 胎土は淡褐色、赤色粒子・海綿骨芯・白色粒子含む 

24 側溝一括 土師器皿T種
大型 

口径（12.6)cm 器高2.75cm 内底部ナデ 胎土は淡黄褐色、赤色粒子・海綿骨芯・砂粒・赤色大粒傑を含む 口縁
部に油煤付着 
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表 7 出土遺物観察表（7) 

挿図番号 出土遺構 種別 備考 

25 側溝一括 土師器皿R種
小型 

口径（7.9)cm 底径（6.8)cm 器高1.5cm 右回転ロクロ 底面糸切り 内底部ナデ 胎土は淡橿色、赤色粒子・海綿骨

芯・砂粒を含む弱砂質土 

26 側溝一括 土師器皿R種
小型 

口径（9.0)cm 底径（7.8)cm 器高1.7cm 底面糸切り 内底部ナデ 胎土は淡褐色、赤色粒子・海綿骨芯・微砂粒を 

含む 
27 側溝一括 土師器皿R種

小型 
口径8.75cm 底径7.8cm 器高1.5cm 右回転ロクロ 底面糸切り 外底部板状圧痕 内底部ナデ 胎土は淡燈褐色、 

赤色粒子・海綿骨芯・砂粒を含む 

28 側溝一括 土師器皿R種
小型 

口径8.9cm 底径6.6cm 器高1.6cm 右回転ロクロ 底面糸切り 外底部板状圧痕 内底部ナデ 胎土は淡燈色、赤

色粒子・海綿骨芯・微砂粒を含む 

29 側溝一括 土師器皿R種
小型 

口径8.7cm 底径6.8cm 器高1.9cm 右回転ロクロ 底面糸切り 外底部板状圧痕 内底部ナデ 胎土は淡黄褐色、 

赤色粒子・海綿骨芯・白色粒子を含む 

30 側溝一括 土師器皿R種
小型 

口径8.5cm 底径7.2cm 器高2.0cm 右回転ロクロ 底面糸切り 外底部板状圧痕 内底部ナデ 胎土は淡燈色、赤

色粒子・海綿骨芯含む 

31 側溝一括 土師器IffLR種
小型 

口径8.5cm 底径6.5cm 器高1.7cm 右回転ロクロ 底面糸切り 外底部板状圧痕 内底部ナデ 胎土は淡褐色、赤

色粒子・海綿骨芯を含む 

32 側溝一括 土師器皿R種
小型 

口径9.3cm 底径7.6cm 器高1.75cm 右回転ロクロ 底面糸切り 外底部板状圧痕 内底部ナデ 胎土は淡褐色、赤

色粒子・海綿骨芯・砂粒を含む 

33 側溝一括 土師器皿R種
小型 

口径（8.4)cm 底径（6.0)cm 器高1.8cm 右回転ロクロ 底面糸切り 内底部ナデ 胎土は淡褐色、赤色粒子・海綿骨

芯・砂粒を含む 

34 側溝一括 土師器皿R種
小型 

口径9.4cm 底径6.7cm 器高1.9cm 右回転ロクロ 底面糸切り 外底部板状圧痕 内底部ナデ 胎土は淡褐色、白

色粒子を含む 

35 側溝一括 土師器皿R種
小型 

口径（8.95)cm 底径6.5cm 器高1.6cm 右回転ロクロ 底面糸切り 外底部板状圧痕 内底部ナデ 胎土は淡燈褐

色、赤色粒子・海綿骨芯・微砂粒を含む 

36 側溝一括 土師器皿R種
小型 

口径（8.8)cm 底径6.5cm 器高1.6cm 右回転ロクロ 底面糸切り 外底部板状圧痕 内底部ナデ 胎土は淡褐色、 

微砂粒・白色粒子を含む 

37 側溝一括 土師器皿R種
小型 

口径（9. 15)cm 底径（7.0)cm 器高1.65cm 右回転ロクロ 底面糸切り 外底部板状圧痕 内底部ナデ 胎土は淡橿

色、赤色粒子・白色粒子含む 

38 側溝一括 土師器皿R種
小型 

口径（8.6)cm 底径6.0cm 器高1.6cm 右回転ロクロ 底面糸切り 外底部板状圧痕 内底部ナデ 胎土は淡橿色、 

赤色粒子・白色粒子・砂粒を含む弱砂質土 

39 側溝一括 土師器皿R種
小型 

口径8.4cm 底径6.4cm 器高1.7cm 右回転ロクロ 底面糸切り 外底部板状圧痕 内底部ナデ 胎土は肌色、赤色

粒子・白色粒子・砂粒を含む弱砂質土 

40 側溝一括 土師器皿R種
小型 

口径8.5cm 底径6.7cm 器高2.0cm 右回転ロクロ 底面糸切り 内底部ナデ 胎土は淡褐色、赤色粒子・白色粒子・

砂粒を含む弱砂質土 

41 側溝一括 土師器皿R種
小型 

口径8.6cm 底径6.7cm 器高1.7cm 右回転ロクロ 底面糸切り 外底部板状圧痕 内底部ナデ 胎土は淡橿色、赤

色粒子・海綿骨芯・白色粒子・砂粒を含む 

42 側溝一括 土師器皿R種
小型 

口径（7.9)cm 底径（4.4)cm 器高2.3cm 右回転ロクロ 底面糸切り 外底部板状圧痕 内底部ナデ 胎土は淡橿色、 

赤色粒子・微砂粒を含む 

43 側溝一括 土師器皿R種
小型 

口径（7.8)cm 底径（4.8)cm 器高1.8cm 右回転ロクロ 底面糸切り 内底部ナデ 胎土は淡褐色、赤色粒子・白色 

粒子・微砂粒を含む 

44 側溝一括 土師器皿R種
中型 

口径（10.6)cm 底径（6.8)cm 器高2.6cm 回転ロクロ 底面糸切り 外底部板状圧痕 内底部ナデ 胎土は肌色、赤

色粒子・白色粒子・微砂粒を含む 

45 側溝一括 土師器皿R種
中型 

口径（10.6)cm 底径（6.8)cm 器高2.8cm 右回転ロクロ 底面糸切り 外底部板状圧痕 内底部ナデ 胎土は燈色、 
赤色粒子・海綿骨芯・砂粒・泥岩粒を含む砂質土 

46 側溝一括 土師器皿R種
中型 

口径（11.7)cm 底径6.3cm 器高3.2cm 右回転ロクロ 底面糸切り 外底部板状圧痕 内底部ナデ 胎土は淡褐色、 

赤色粒子・白色粒子・砂粒を含む 

47 側溝一括 土師器皿R種
大型 

口径（13.2)cm 底径（9.6)cm 器高3.5cm 右回転ロクロ 底面糸切り 外底部板状圧痕 内底部ナデ 胎土は淡燈
色、赤色粒子・白色粒子・砂粒を含む 

48 側溝一括 土師器皿R種
大型 

口径（13.2)cm 底径9.5cm 器高3. 15cm 右回転ロクロ 底面糸切り 外底部板状圧痕 内底部ナデ 胎土は淡燈

色、赤色粒子・白色粒子・砂粒を含む 

49 側溝一括 土師器皿R種
大型 

口径（12.6)cm 底径（8.3)cm 器高3.1cm 右回転ロクロ 底面糸切り 外底部板状圧痕 内底部ナデ 胎土は淡褐
色、赤色粒子・海綿骨芯・微砂粒・白色粒子を含む 

50 側溝一括 土師器皿R種
大型 

口径12.6cm 底径8.1cm 器高3.2cm 右回転ロクロ 底面糸切り 外底部板状圧痕 内底部ナデ 胎土は赤燈色、赤
色粒子・白色粒子・砂粒を含む 

51 側溝一括 土師器皿R種
大型 

口径（12.3)cm 底径（9.5)cm 器高3. 15cm 右回転ロクロ 底面糸切り 外底部板状圧痕 内底部ナデ 胎土は肌色、 

赤色粒子・海綿骨芯・白色粒子を含む粉質土 

52 側溝一括 土師器皿R種
大型 

口径（12.5)cm 底径（8.5)cm 器高3.55cm 回転ロクロ 底面糸切り 内底部ナデ 胎土は淡黄灰色、赤色粒子・白色

粒子・砂粒を含む 

53 側溝一括 土師器皿R種
大型 

口径13.6cm 底径9.4cm 器高3.5cm 右回転ロクロ 底面糸切り 外底部板状圧痕 内底部ナデ 胎土は淡灰褐色、 
赤色粒子・海綿骨芯・白色粒子・砂粒を含む砂質土 

54 側溝一括 土師器皿R種
大型 

口径12.9cm 底径8.4cm 器高3.1cm 右回転ロクロ 底面糸切り 外底部板状圧痕 内底部ナデ 胎土は淡灰褐色、 

赤色粒子・海綿骨芯・微砂粒を含む 

55 側溝一括 土師器皿R種
大型 

口径（12.0)cm 底径（8.5)cm 器高3.2cm 右回転ロクロ 底面糸切り 外底部板状圧痕 内底部ナデ 胎土は淡褐
色、海綿骨芯を含む 

56 側溝一括 土師器皿R種
大型 

口径（12.05)cm 底径（7.8)cm 器高3.0cm 右回転ロクロ 底面糸切り 内底部ナデ 胎土は赤橿色、赤色粒子・白 

色粒子・砂粒を含む 

57 側溝一括 土師器皿R種
大型 

口径（13.3)cm 底径（8.8)cm 器高3.3cm 右回転ロクロ 底面糸切り 外底部板状圧痕 内底部ナデ 胎土は淡褐
色、赤色粒子・海綿骨芯・白色粒子・砂粒を含む 

58 側溝一括 土師器皿R種
大型 

口径（12.2)cm 底径（9.4)cm 器高2.85cm 回転ロクロ 底面糸切り 外底部板状圧痕 内底部ナデ 胎土は燈色、赤

色粒子・海綿骨芯を含む粉質土 

59 側溝一括 土師器皿R種
大型 

口径12.15cm 底径7.7cm 器高3.6cm 右回転ロクロ 底面糸切り 外底部板状圧痕 内底部ナデ 胎土は橿色、赤

色粒子・海綿骨芯・砂粒を含む弱砂質土 

60 側溝一括 土師器皿R種
大型 

口径（12.6)cm 底径（8.6)cm 器高3.3cm 回転ロクロ 底面糸切り 内底部ナデ 胎土は橿色、赤色粒子・海綿骨芯を

含む粉質土 

61 側溝一括 白色土師器皿 
T種大型 

口縁部片 胎土は乳白色 

62 側溝一括 白色土師器皿 
T種大型 

口縁部片 胎土は乳白色 縁に油煤少量付着 

63 側溝一括 瓦器小皿 器高0.55cm 外底部指頭痕 内折れ 胎土は明灰色、器表は灰色 

-157- 



表 8 出土遺物観察表（8) 

挿図番号 出土遺構 種別 備考 

64 側溝一括 常滑片口鉢I 

類 

口縁部片 輪積み成形 胎土は明灰色、長石・砂粒含む 

65 側溝一括 常滑片口鉢I 

類 

口縁部片 輪積み成形 胎土は灰色、白色微粒子含み紋密 

66 側溝―括 常滑片口鉢I 

類 

口径（31. 1)cm  高台径（15.0) cm  器高14.7cm 輪積み成形 胎土は灰色、長石・石英含む 内底面は使用により少し
磨耗激する 

67 側溝一括 常滑片口鉢u 

類 

口縁部片 輪積み成形 胎土は暗灰色、長石・石英・黒色粒多く含む 器表茶褐色 

68 側溝一括 常滑片口鉢u 

類 

口径（29.3)cm 底径（14.9) cm 器高11. 3cm 輪積み成形 胎土は暗灰色、長石含む器表明茶褐色 内側全体に 
厚めの降灰 

69 側溝一括 渥美畿 胴部片 胎土は灰色、器表は暗灰色 格子叩き目 
図23一70 側溝一括 常滑艶 口縁部片 輪積み成形 胎土は灰色、白色粒子・気泡含む 器表茶褐色 内側厚めに降灰 

71 側溝ー括 渥美寵 口縁部片 輪積み成形 胎土は灰色、白色粒子少量含む器表灰黒色 
72 側溝一括 渥美喪 口縁部片 輪積み成形 胎土は淡灰褐色、白色粒・気泡含む 器表茶褐色 
73 側溝一括 白磁端反碗 口縁部片 ロクロ成形 素地は白色、黒色微粒子含む 軸は青味灰白色透明 
74 側溝一括 竜泉窯青磁鏑

蓮弁文碗 
口径（17.2)cm ロクロ成形 素地は明灰色 紬は淡青色透明 

75 側溝一括 竜泉窯青磁蓮
弁文碗 

底径（3.6)cm  ロクロ成形 削り出し高台、畳み付きのみ露胎 素地は淡灰色 和は灰緑色半透明、大き目の貫入 

76 側溝一括 竜泉窯青磁折
れ縁鉢 

口縁部片 ロクロ成形 素地は明灰色、黒色粒子含む 粕は青灰色不透明 

77 側溝一括 竜泉窯青磁碗 画花文または大宰府II類碗 底径6.0cm ロクロ成形 削り出し高台、畳み付きより内側は露胎 素地は灰色、黒色粒
子多く含む 粕は淡灰緑色半透明 

78 側溝一括 平瓦 厚1.9cm 胎土は明灰色、砂質、篠を含む 凸面は縄目、凹面は布目のち撫で消し 
79 側溝一括 平瓦 厚2.7cm 胎土は白色粒・黒色粒・磯を含む灰色土 凸面は格子叩き目、凹面は布目少し残る 
80 側溝一括 東海系平瓦 厚2.2cm 胎土は燈灰色、白色微粒子含み堅く焼き締まる 凸面は縄目、凹面は粗い布目 
81 側溝一括 東海系丸瓦 厚2.0cm 胎土は淡灰橿色、白色粒・砂粒を含み、堅く焼き締まる 表面は明茶褐色 凸面は布目のあとナデ消し、凹

面は布目 
82 側溝一括 漆器皿 口径8・9cm 底径6.0cm 器高2.0cm  黒漆塗り、平高台で外底面まで施漆 内・外とも朱漆で橘文を描く 
83 側溝一括 漆器椀 底径（7.Dcm  黒漆塗り、無文 平高台で外底面は木地、磨耗してデコボコしている 
84 側溝一括 箸 長23.2cm 幅0.65cm 厚0.6cm 片口 
85 側溝一括 箸 長23.3cm 幅0.7cm  厚0.3cm 両口 
86 側溝―括 箸 長21.65cm 幅0.7cm 厚0.3cm 両口 
87 側溝一括 串状木製品 残存長（18.5)cm 幅0.8cm 厚0.75cnl 一端が尖り、炭化している 
88 側溝一括 へラ状木製品 残存長（17.9)cm 幅1.0cm 厚0.7cm 
89 側溝一括 串状木製品 長15.4cm 幅0.9cm 厚0.6cm 
90 側溝ー括 へラ状木製品 長14.6cm 幅1.1cm 厚0.4cm 
91 側溝一括 棒状木製品 長21.5cm 幅1.2cm 厚0.5cm  一端は斜めに切断 反対の端は丸く削りを施し炭化 
92 側溝一括 へラ状木製品 残存長（13. 1)cm 幅1.4cm 厚0.7cm 
93 側溝一括 棒状木製品 長38.5cm 幅1.0cm  厚0.8cm  一端にU字型の削り 
94 側溝―括 折敷 長18.0cm 残幅（5.7)cm 厚0.3cm 柾目材 
95 側溝一括 円板状木製品 復元径（21)cm 残幅（2.4)cm 厚（0.8)cm 柾目材 

96 側溝一括 不明木製品 長8.1cm 幅2.6cm 厚1.0cm 断面蒲鉾型 
97 側溝一括 部材 長（9.4)cm 幅16.4cm  厚2.8cm  一部炭化 

図24-1 中世以前 土師器杯 底径5.9cm 右回転ロクロ 底面糸切り 内底部ナデ 胎土は赤橿色、雲母片・白色粒子・砂粒を含む 
2 中世以前 須恵器杯 底径6.8cm 右回転ロクロ 底面糸切り 胎土は灰色、白色粒子・砂粒を含む 
3 中世以前 須恵器杯 高台径（7.8)cm 回転ロクロ 貼り付け高台 胎土は灰色、白色日粒子を含み堅徴 
4 遺構外採集 土師器皿R種

小型 
口径8.9cm 底径7.3cm 器高1.4cm 右回転ロクロ 底面糸切り 外底部板状圧痕 内底部ナデ 胎土は肌色、赤色
粒子・白色粒子・砂粒を含む砂質土 

5 遺構外採集 東遠系山皿 口径8.0cm 底径3.8cm 器高31.8cm 右回転ロクロ 底面糸切り 胎土は明灰色、黒色粒子・白色粒子少し含み堅紋
降灰あり 外底面に薄く墨書「方」 

6 遺構外採集 鍔鍋 口径（14.6)cm 胎土は黄灰白色 胴部にササラ状工具痕、煤付着 
7 遺構外採集 南伊勢系土鍋 口縁部片 胎土は淡灰褐色、白色粒子・砂粒を多く含む 器表は肌色～乳白色 

8 遺構外採集 渥美寵 頚部～肩部片 輪積み成形胎土は灰色、白色粒子・黒色粒子含む 器表は暗灰色 叩き目あり 
9 遺構外採集 渥美鹿 口縁部～肩部片 輪積み成形胎土は灰色、白色粒子・黒色粒子含む 器表は灰色 叩き目あり 

10 遺構外採集 下駄歯 長10.3cm 幅12.0cm 厚2.4cm 
11 遺構外採集 部材 長（30.0) cm 幅6.1cm 厚3.4cm 四角い刻みの部分に鉄くぎ残存 一部炭化 
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第4 章 まとめと考察 

1． 遺構の変遷について 

本地点調査で発見された遺構について、その変遷をあらためてまとめておきたいo ただし平坦面

の方はほとんど基盤層近くまで後世に削りとられているため、残存遺構についても構築年代の詳細

はわからず、年代別に面の変遷を追うこともできないo 結局、本項記述の主体は小町大路側溝とそ

の関連遺構についてのものとなるo 検出した 10 条の側溝に関しては、それが全面的な改修である

のかあるいは俊深程度のものなのかという判断はつきかねるため、ここではすべての側溝を同等に

扱うo 

なお、以下で小町大路幅を推測する場合に本地点対岸として引き合いに出す「地点 27]（図 1地

点番号）は、「若宮大路周辺遺跡群」小町二丁目 402 番 9 地点（馬淵・伊丹 2007）を指すo 

大路の東西側溝間の距離は、側溝中心軸間の数値である。側溝間の距離を測定する主目的は大路

幅を知ることにある0 中世日本各地の都市計画を比較するためにも、これは不可欠の作業であると

考えるが、それには統一的な測定法が前提となるo 道路幅の測定には、都城でおこなわれているよ

うな築地または土塁の中心軸間の距離を使うのも有効であろう。しかし、鎌倉においては現在まで

に大路そのものはもちろん、築地や土塁の痕跡も検出されていないため、ここではかねて筆者が若

宮大路においておこなったと同様（馬淵1987／馬淵ほか1996)、側溝中心軸間の距離を用いる。なお、 

本調査においては、大半の側溝の東岸が東側調査区外にあり、全体を把握できた例は少ないo その

ため、数値の多くは推計によったことを了解していただきたいo 

中世I期 

小町大路側溝 10 の時期が相当する。調査区の限りでこれより古い側溝はなく、大路反対側の（東

側）地点 27 で発見されたような自然流路も存在しない。おそらく源頼朝入部直後、鎌倉時代の最

初の大路側溝であろう。地点27では「第 2期」(r3面」）が対応するo なお、若宮大路の側溝でいえば、 

やはり当初は逆台形を呈しており、本堆との年代的な共通性は注意を要する。 

上部幅は現況で 235cm 以上、おそらく 3m近くに復元されるo 深さは平坦面から 2. 5mほどもあ

る逆台形の大溝であるo 護岸設備については、ほとんどを後世の側溝に削られているためか、存否

はわからないo 大路東側溝のうち鎌倉時代初期のものとの間隔は、中心軸で 22 m前後であるo 

中世丑期 

小町大路側溝 8 の時期になるo 本比に特定される遺物を欠くため年代判定は困難だが、前後の側

溝との相対的な関係から、12 世紀末～ 13 世紀第 1四半期に位置づけたいo 断面形は逆台形のまま

で変わらないが、側溝 10 より 10~ 20cm ほど底が上がり、幅も底面で 175cm 程度と大幅に縮小さ

れる。また、側板こそ残っていないものの、東岸には杭がよく残っており、護岸の施設のあったこ

とがわかる〇 10 の俊深というより、大路側溝の全面的な改修と考えるべきであろうo 

大路反対側の地点 27 調査との対比ではやはり「第2期」に相当する。側溝個別の対応関係の判

断には困難がともなうので厳密な数値は得づらいが、地点 27「第 2期」とされる「第 3面」検出

の側溝との間隔は、概測で 22 '' 23mとなるo 

中世皿期 

小町大路側溝 9 の時期が相当するo 先章で述べたとおり、8 との新旧関係の判定には微妙なとこ 
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ろがあるものの、ここでは本比が新しいと判断した。年代は、これも前後の相対関係から 13 世紀

第 1四半期を充てたいo 深さは平坦面から 2. imほどもあり、幅はわからないが、これも相当な規

模があると推測できる。大路東側の調査地点 27 との対比では依然「第2期」に含まれる。 

地点 27 検出溝との対応関係は難しいが、第2期の側溝のうち層位的に中位のものとあえて組み

合わせれば、ほぼ 23m前後となる。 

中世'V期 

小町大路側溝 7 の時期が該当する。溝幅は 2. 5mになり、深さは 185cm と、幅に比べ浅くなる。 

断面はそれ以前の逆台形と異なって箱形に近くなり、上層溝に削られて遺存状態こそよくないもの

の、この時点でしっかりした木枠を持つようになる。木枠の幅は、東半部が調査区外にあり正確に

はわからないが、3mほどになるのではないかo 

年代は 13 世紀第 1四半期～第 2 四半期。若宮大路側溝が、やはりこの時期箱形の断面で木枠を

備えるようになるo 共通性に注意する必要があろう。この点については後述する。 

地点 27 の大路東側との対比は相変わらず難しいが、年代からいって「第3期」に相当すると考

えたい。側溝でいえば東側にも木枠の一部を残すものがあり （馬淵・伊丹 2007, 196 頁図 15)、対

応関係が認められる。このとき東西側溝間の距離はもっとも大きく、推定で約 24mである。 

橋脚が検出されていることに注目したい。この時期にこの場所に東西の道路が敷設されたことに

なる。つまり、あらたな街割区画がここに出現したことを意味する。これはきわめて重大な事実で

あり、背景については後論する。 

中世V期 

小町大路側溝 6 の時代である。平坦面からの深さ 2mを超え、幅は調査区内でも 180 cmを測る。 

土層堆積状況から推測すれば幅は 3mほどにもなろう。護岸設備については、側板の遺存状態は良

好ではないが、杭などの部材がよく残っているので、断面箱形の木枠を備えていたことが推測でき

る。規模は鎌倉時代中期～後期の最盛期若宮大路側溝に匹敵し、護岸にも共通性が認められるo た

だし本堆でいえば、出土遺物に土師器皿 T 種や竜泉窯青磁画花文碗などが多く含まれている。これ

らはかねて筆者が主張しているように、13 世紀第 2 四半期前半までに姿を消すとみられるところ

から（馬淵 1998 ほか）、ここでの年代も 13 世紀第 2 四半期としておきたい。 

小町大路東西側溝の間隔は、前代よりも若干縮小し、約 22 mとなる。 

中世VI期 

側溝 4 が該当する。大半削られているので幅は lmほどしか残っていない。しかし深さは、上半

部を失ってもなお平坦部から 2m近くあり、若宮大路側溝に匹敵する。溝の西半部しかとらえられ

なかったが、西岸護岸施設の木製部材が確認された。底面標高から推測して雪ノ下一丁目 400 番 1 

地点（図 1地点 4）の「側溝 3」に相当する可能性が高く、両者の軸線を延長させて計測すると側

溝幅は約 3mになる。 

位置的には大幅に東（小町大路側）に移行しており、地点 27 の小町大路東側溝との間隔は、27 

の方にぶれ幅が小さいことを勘案すれば推定で 21m前後となる。 

掘削時の錯誤から下層の側溝 6 と遺物の混入があった。そのため年代はやや流動的であるが、出

土遺物のみでいえば、2 点の竜泉窯青磁画花文碗の存在、土師器皿 T 種の存在と同 R 種の形状から、 

ひとまずこれも前代と変わらず、13 世紀前半としておく。 
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中世、111期 

側溝 5 の時期を充てたい。後世の側溝にほとんどを削り取られ、本来の姿をうかがい得ないo 現

況遺存部分は深さlm弱と浅く、断面は皿形を呈する。本堆にともなう橋脚は確認できなかったが、 

平坦面からの落ち際に大小泥岩の集積が見られるのは、あるいは道路の痕跡かもしれない。 

側溝 5 出土遺物は混乱しているが、年代は大きくみてこれも 13 世紀前半に属する。 

中世皿期 

側溝 3 の時期が相当する。当該面西域の平坦部にはいくつもの柱穴がみられる。これは基盤層ま

で後世の削平がおよんでいてほとんどが同一面で検出されたためである。したがって、本来この層

に帰属するのではない柱穴も含まれている可能性もある。 

側溝 3 はこれまでのものに比べ、平坦面からの深さ lmと浅くなる。側溝底面には護岸溝枠の東

柱らしい杭が水流と直交方向に倒れていたo 西側の平坦面には東西方向に2本の溝が平行して通じ、 

この間にある帯状の平坦面が道路である可能性が高い。これが道路であることは、その延長上の大

路側溝中に橋脚の礎板らしい平たい凝灰岩が存在していることからも理解されるo 

このとき大路東西の側溝の間隔はおよそ 22mである。 

側溝 3 の年代は 13 世紀中葉前後であるが、帯状平坦部の範囲内にある土師器集中部は同第 2 四

半期とみられることから、全体としては 13 世紀前半～中葉としておきたいo 

中世］x期 

側溝 2 が相当する0 多くを後代の側溝 1に削られているが、幅 100 cm以上、深さ 85cm以上を残す。 

側溝 1に据えられた木枠などの控えにかかわる施設の可能性も消えないが、側溝1より 70cm ほど

も浅く、やはり独立した側溝とみるのが自然であろう。大路東側地点 27 検出の側溝との間隔は、 

21~ 22mとなる。 

側溝 1との遺物区分が厳密ではないが、図 5 にみる年代は 13 世紀後半～ 14 世紀前半の典型的な

鎌倉時代後期の様相を呈している。1 が鎌倉時代いっぱいまで存続するとすれば、2 は相対的な位

置づけから、13 世紀末ごろまでとしたい。 

中世x期 

側溝 1の時期になるo 本地点に残る最後の小町大路側溝である。これより上部は後世に削り取ら

れてほとんど残っていない。これまでで最も東に寄っており、大半が調査区外にある。調査区内に

は西側根太しか見えていない。幅は調査区内で 122 cmを超え、深さ 143cm 以上。深さはおそらく 

1. Smほどになるのだろうo 小町大路西側溝で同様の根太を持つ側溝は、地点 4（雪ノ下一丁目 400 

番 1地点）でも検出されている。地点 4 では層位的に同時期とみられる大路西側溝の東肩部分を検

出した。本地点と地点 4 それぞれの根太を延長して算出した溝の間隔は約 3mである。これがこの

時期の小町大路側溝とすれば、若宮大路側溝と同規格の溝を擁していたことになる。 

北側の根太にはホゾ穴があるが、南側にはない。前代までこの位置には橋があり、この時期にも 

見つかってはいないものの存在していた可能性は低くない。その点で他と異なる構造を持っていた

のかもしれない。平坦部は後代に削られ、ほとんどの遺構が失われているが、東西溝 1から道路の

存在が推測できる。 

年代は 13 世紀後半～ 14 世紀前半、すなわち鎌倉時代後期いっぱいとしておきたい。 

。
 

n乙
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2． まとめ 

調査成果の要点を以下のように整理し、まとめとする。 

小町大路側溝の形態変化について 

鎌倉時代初期、小町大路側溝はまず、逆台形の深い溝として現れ（「中世I期」側溝 10)、位置

をいくらか変えつつ、13 世紀第1四半期ごろまでその形状を保ちながら推移する（側溝 8・9)o そ

して、13 世紀第 1四半期から同第 2 四半期にかけて形を大きく変える（「中世Iv期」）o すなわち、 

幅に比べ深さが浅く、断面箱型の木枠を持つようになる（側溝 7)。そして以後箱型の木枠は、鎌

倉時代後期を通じて維持されるo つまり、側溝 7 の出現は、この地点の側溝構造における明白な画

期を示しているo 

この点に関して注目すべきは、若宮大路側溝においても、この時期同様の変化が見られることで

ある。すなわち、若宮大路東側の側溝において、それまで逆台形もしくはV字形の断面を持ってい

たのが、13 世紀前半、箱型の木枠を備えるようになるo 

かつて馬淵は、図 1地点 8（「北条小町邸跡」雪ノ下一丁目 377 番 7 地点）の調査において、街

割基本寸法の変化と年代からこの現象を、第三代執権北条泰時による街区再編事業の一環と考えた

ことがある（馬淵ほか 1996)o このとき木枠で示される溝幅はほぼ 3m(「溝 5・6])、同時期に大路

西側の側溝も同様の構造に整備されるo この状況は少なくともニノ鳥居近くまでおよぶo 側溝と側

溝の間隔は約 33m、年代的には大きくいって 13 世紀前半代に始まるo そして、この溝にともなう

面上の建物柱間は、それまでの約 210cm 前後と は異なって一律に 200m弱に統一されるo ここに見

られるのは強力な規制によって街区が一新される状況であり、それは権力によってはじめて可能な

事業であろうo 年代からいってもこれこそが、嘉禄元年（1225）以後、新執権北条泰時がおこなっ

た街区再編の具体的表現と考えるo 

とすると、本地点における木枠溝の出現も、その一環ととらえることができるのではないかo 木

枠の幅については、厳密な数値を欠くものの、3mほどになると推定されるo この数値は若宮大路

側溝のそれに匹敵するo しかし、小町大路のすべてにおよぶのか、執権亭あるいは第 3 次幕府（「若

宮大路御所」）の存在したことが確実なこの 200m四方の区画のみにとどまるのかについては、現

段階では判断を保留したいo 

橋脚の出現とその意味 

側溝 7 以後、小町大路側溝に橋が架けられるというあらたな要素がこの地に加わるo それはすな

わち、この場所に東西の街路、すなわち街割の区画が敷設されたということでもあるo 年代は 13 

世紀第 1四半期から第 2 四半期。この時期ここに街路を敷設する意味とは何だろうかo 

嘉禄元年（1225) 7月 11日政子が死ぬと、百ケ日も済まないうちに北条泰時は御所移転を計画するo 

はやくも 12 月、あらたな御所が宇津宮辻子に完成し、20 日には将軍九条頼経移徒の儀がおこなわ

れたo 新御所の場所は、方違のために大御堂前の伊賀朝行亭を仮の本所とし、そこから西に 256 条 

5 尺、南に 61 条の地を新御所の北西角とするo 松尾剛次はその位置について図示しており、それ

によればやはり従来の推測どおりの場所に収まっている（松尾 1993)o ただし問題は、測距の起点

である「大御堂前」という伊賀朝行亭の位置であって、この点で松尾の推定にはいささか問題なし

としない（馬淵 2003)。 

さて、かねて想定されてきた宇津宮辻子御所（幕府）の北辺とは、調査区の南側を通る東西道に 
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第5章 北条小町邸跡の花粉化石 
鈴木 茂（パレオ・ラボ） 

1． はじめに 

北条小町邸跡（鎌倉市雪ノ下一丁目 440 番）において行われた発掘調査で、小町大路側溝と確認

される溝が少なくとも 7 条検出されたo この側溝埋積土を中心に調査区北壁セクションより土壌試

料が採取されたo 以下にこの土壌試料について行った花粉分析の結果を示し、北条小町邸跡周辺の

植生変遷について検討した。 

2． 試料 

試料は、調査区北壁の上段セクションおよび下段セクションより採取された 24 試料である。これ

ら 24試料の採取層準を図 1に示した。以下に各試料について簡単に記す。 

上段セクション（試料 1~ 12)】試料 1はオリーブ黒色の砂質粘土、試料 2 は暗灰褐色の砂質粘土、 

試料3は黒色の砂質粘土で、土丹小片が散在している。試料4も黒色の砂質粘土で、小篠が認められる。 

試料 5 はやや砂質の黒色粘土、試料 6'-'--' 9 はやや砂質の黒～黒褐色有機質粘土であるo 試料 10 は黒

色の砂質シルト、試料 11は黒色シルト、試料 12 は黒～黒褐色の有機質粘土であるo これらのうち、 

試料 1'-'3 が側溝 1に、試料 4 が側溝 4 に、試料 5 が側溝 5 に当たり、試料 6, 7 は側溝 6 の埋土、 

試料 8, 9 は側溝 6 の裏込め土で、試料 12 は側溝 9 に当たるo また、年代は側溝 1が 13 世紀後半～ 

14 世紀前半、側溝 4および側溝 5 が 13 世紀前半、側溝 6 が 13 世紀第 2 四半期と考えられている。 

図 1 試料採取地点付近の土層断面（調査区北壁）と試料採取層準（■） 

-167一 



下段セクション（試料 13~ 24)：試料 13 はやや砂質の黒～黒褐色粘土、試料 14 は黒褐色の有機質粘土、 

試料 15 '---j 18 はやや泥炭質の黒褐色粘土である。試料 19 は黒褐色の泥炭質粘土、試料 20, 21 はやや砂

質の黒～黒褐色有機質粘土、試料 22 は黒褐色の植物遺体で、黒色粘土が混入しているo 試料 23 はや

や砂質の黒～黒褐色有機質粘土、試料 24 は黒色の有機質粘土がわずかに混じる砂磯であるo これらの

うち、試料 13が側溝 7 に、試料14'-'22が側溝8 に、試料 23が側溝 9 に、試料 24 が側溝 10 に当たるo また、 

年代は側溝 7 が 13 世紀第 1 四半期～第 2 四半期、側溝 8 が 12 世紀末～ 13 世紀第 1 四半期、側溝 9 が 

13 世紀第 1 四半期と考えられており、側溝 10 は鎌倉時代の最初の大路側溝と推測されているo 

3． 分析方法 

上記した 24 試料について以下のような手順にしたがって花粉分析を行った〇 

試料（湿重約 3~ 5g、試料 24 は 30g）を遠沈管にとり、10％の水酸化カリウム溶液を加え 20 分間湯

煎する。水洗後、0. 5mm 目の飾にて植物遺体などを取り除き、傾斜法を用いて粗粒砂分を除去するo 次

に 46％のフッ化水素酸溶液を加え 20 分間放置するo 水洗後、比重分離（比重 2. 1 に調整した臭化亜鉛

溶液を加え遠心分離）を行い、浮遊物を回収し、水洗するo 水洗後、酢酸処理を行い、続けてアセト

リシス処理（無水酢酸 9:1 濃硫酸の割合の混酸を加え 3 分間湯煎）を行うo 水洗後、残澄にグリセリ

ンを加え保存用とする。検鏡はこの残澄より適宜プレパラートを作製して行い、その際サフラニンに

て染色を施したo 

4． 分析結果 

検出された花粉・胞子の分類群数は、樹木花粉 43、草本花粉 42、形態分類を含むシダ植物胞子 4 の

総計 89 である。これら花粉・シダ植物胞子の一覧を表 1（上段セクション）、表 2（下段セクション）に、 

それらの分布を図 2（上段セクション）、図 3（下段セクション）に示したo なお、分布図の樹木花粉

は樹木花粉総数を、草本花粉・シダ植物胞子は全花粉・胞子総数を基数とした百分率で示してあるo 

表および図においてハイフンで結んだ分類群はそれら分類群間の区別が困難なものを示し、クワ科・

ユキノシタ科・バラ科・マメ科の花粉には樹木起源と草本起源のものとがあるが、各々に分けること

が困難なため便宜的に草本花粉に一括して入れてあるo また、試料 5~ 7, 9, 10, 14 '-S-' 16, 22, 24 の 10 

試料については樹木花粉の検出数が少なく、それを基数として算出すると検出された樹木花粉が異常

に高率で示されてしまうことから分布図として示すことをひかえた。 

上段セクション（図 2) 】草本花粉の占める割合が高く、最も低い試料 1 でも 75％を越えているo そ

の草本花粉ではイネ科が圧倒的に多く、全試料 40％以上を示しており、分布図で示した試料のなかで

は試料 2 が 73％ と非常に尚い出現率を示しているo 次いで多く得られているのはョモギ属であるが、 

出現率は 10％前後である。アカザ科ーヒユ科やカヤツリグサ科が 5％前後を示しており、ソバ属は上部

試料で連続して検出されている。その上部試料でオオバコ属がほぼ連続して得られており、その他、 

つる植物のヘクソカズラ属や水生植物のガマ属、オモダカ属などが若干検出されている。樹木花粉で

はスギが多く検出されているが、上部に向かい減少している0 15％前後を示しているコナラ属アカガシ

亜属も上部試料において急速に出現率を下げており、コナラ属コナラ亜属にも同様の傾向が認められ

るo 反対にマツ属複維管東亜属（アカマツ , クロマツなどのいわゆるニョウマツ類）は上部試料で急

増しており、同様の傾向がツガ属にも認められる。その他、針葉樹ではモミ属やイチイ科ーイヌガヤ

科ーヒノキ科（以後ヒノキ類と略す）、落葉広葉樹のクマシデ属ーアサダ属やニレ属ーケヤキ属、常緑

広葉樹のシイノキ属ーマテバシイ属（以後シイ類と略す）などが観察されているo 

下段セクション（図3) 】やはり草本花粉の占める割合は高く、多くの試料で80％以上を示しているo その大半がイネ

科で占められ、図に示すことができなかった試料 22 では出現率が約 95％に達しているo 次いで多く観察されている 
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シダ植物 

ゼンマイ科 0smundaceae 
サンショウモ Sa]ガ刀ia 刀a tans 
単条型胞子 Monolete spore 
三条型胞子 Trilete spore 

表 2 産と士I 才E 〕杉テイヒ石一覧表 （そーく2フ  2 ： 下段） 

和名 学名 

13 14 15 16 17 l 8 19 20 21 22 23 24 

樹木 

マキ属 Podocarpus 
モミ属 Abjes 
ツガ属 Tsuga 
トウヒ属 Picea 
マツ属単維管東亜属 Pinus subgen. Hap] oxy]on 
マツ属複維管東亜属 Pinus subgen. Diploxylon 
マツ属（不明） Pinus (Unknown) 
コウヤマキ属 Sciadopi tys 
スギ Cryp tomeHa japonica 5. Don 
イチイ科ーイヌガヤ科ーヒノキ科 

ヤナギ属 Sa]ix 
ヤマモモ属 MyHca 
ベカン属 Carya 
サワグルミ属ークルミ属 Pterocarya -Jug] ans 
クマシデ属ーアサダ属 CarPinus - Ostrya 
カパノキ属 Be to] a 
ハンノキ属 Alnus 
ブナ Fagus crenata Blume 
イヌブナ Fagus japonica Maxim. 
コナラ属コナラ亜属 Quercus subgen. Lepidobalanus 
コナラ属アカガシ亜属 Quercus subgen. Cyc]oba]anoPSお 

クリ属 Cas tanea 
シイノキ属ーマテバシイ属 （泡stanopsis - Pasania 
ニレ属ーケヤキ属 U!mus -ze]kova 
エノキ属ームクノキ属 Ce] tis-Aphanan the 
イスノキ属 Dis tyHurn 
フウ属 Liquidarnber 
サクラ属近似種 cf. Prunus 
サンショウ属 Zan thoxy] urn 
シラキ属 Sapi urn 
ウルシ属 Rhus 
ニシキギ科 Celastraceae 
カエデ属 Acer 
ムクロジ属 Sapindus 
ブドウ属 Vitis 
マタタビ属近似種 cf. Actinidia 
ジンチョウゲ科 Thyme laeaceae 
ウコギ科 Araliaceae 
アオキ属 Aucuba 
エゴノキ属 Styrax 
イポタノキ属 Ligus trurn 
トネリコ属 Fraxinus 
ガマズミ属 Vi burn urn 

ア
 

草本 
ガマ属 7ソpha 
サジオモダ力属 A万srna 
オモダカ属 Sagi ttaria 
イネ科 Gramineae 
カヤツリグサ科 Cyperaceae 
ツユクサ属 Cornrne] mna 
イボクサ属 A刀eHerna 
ユリ科 い liaceae 
クワ科 Moraceae 
ギシギシ属 Rurnex 
サナエタデ節ーウナギツカミ節 Po]ygonurn sect. Persicaria-Echinocaulon 
イタドリ節 Po]ygonurn sect. Reynoutria 
他のタデ属 other Polygonum 
ソバ属 Fa g0Pyrum 
アカザ科ーヒユ科 Chenopodiaceae - Amaranthaceae 
スベリヒユ属 Portu]aca 
ナデシコ科 Caryophyllaceae 
カラマツソウ属 Tha]ictrurn 
他のキンポウゲ科 other Ranunculaceae 
タケニグサ属 Mac]eaya 
アブラナ科 Crucif erae 
ユキノシタ科近似種 cf. Saxifragaceae 
ワレモコウ属 」 Sanguisorba 
他のバラ科 other Rosaceae 
ノアズキ属 Dunbaria 
他のマメ科 other Leguminosae 
フウロソウ属 Gerani urn 
ツリフネソウ属 lrnPatiens 
イチビ属 Abuti]on 
アリノトウグサ属 Ha]oragお 

セリ科 Umbell iferae 
シソ科 Labiatae 
ナス属 So]an urn 
オオバコ属 Plan tago 
アカネ属ーヤエムグラ属 Rubia - Ga万 urn 
ヘクソカズラ属 Paederia 
オミナエシ属 Patrinia 
ツリガネニンジン属ーホタルブクロ属  Adenophora - Carnpanula 
ベニバナ属 Car tharnus 
ョモギ属 Arternisia 
他のキク亜科 other Tubuliflorae 
タンポポ亜科 Liguliflorae 

樹木花粉 

草本花粉 

シダ植物胞子 

花粉・胞子総数 

Arboreal pollen 
Nonarboreal pollen 
Spo res 
Total Pollen & Spores 

106 25 41 25 104 105 159 104 103 5 104 41 
754 1129 772 1702 404 825 832 1134 1333 1261 1238 294 
34 16 16 18 55 27 37 16 22 1 54 10 

894 1170 829 1745 563 9571 028 1254 1458 1267 1396 345 

不明花粉 Unknown pollen 22 7 4 9 21 22 23 15 19 4 27 3 

T ．ー C ．はTaxaceae-Cephalotaxaceae-Cupresaceaeを 示す 
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のはョモギ属であるが、多くは 10％に達していない。カヤツリグサ科やアカザ科ーヒユ科が 5％前後を

示しており、タンポポ亜科は試料 23 で突出した出現を示している。その他、オオバコ属やヘクソカズ

ラ属が多くの試料で観察されている。樹木花粉ではスギが最も多く、試料13や19では40％を越えている。 

次いでアカガシ亜属が多く、大半の試料が 10 '- 20％の出現率を示している。また、ニョウマツ類が上

部に向かい漸増しており、マキ属にも同様の傾向が認められる。その他、針葉樹のモミ属、ツガ属、 

コウヤマキ属、ヒノキ類、広葉樹のコナラ亜属、シイ類が 5％前後の出現率を示している。 

5． 北条小町邸跡周辺の古植生 

上記した花粉分析結果および検出された各側溝の年代から北条小町邸跡周辺の植生変遷について検

討を試みた。 

12 世紀末から 13 世紀初め頃（図 3・試料 13 '-' 24）の鎌倉周辺丘陵部では斜面部を中心にスギ林が

成立していたと推測される。またアカガシ亜属やシイ類を中心とした照葉樹林も丘陵の尾根部に林分

を広げていたとみられ、マキ属、モミ属、コウヤマキ属、ヒノキ類といった針葉樹類や落葉広葉樹の

クマシデ属ーアサダ属、コナラ亜属、ニレ属ーケヤキ属なども一部に生育していたと推測される。さ

らにニョウマツ類の二次林も一部に成立しており、分布を拡大しつつあったとみられる。一方、試料

採取地点周辺ではイネ科、カヤツリグサ科、アカザ科ーヒユ科、アブラナ科、セリ科、ョモギ属、タ

ンポポ亜科、シダ植物などの雑草類が多く生育していたものと推測される。さらに道端雑草のオオバ

コ属も生育していたとみられ、これらに絡まるようにつる植物のヘクソカズラ属が分布していたとみ

られる。 

13 世紀初めから 13 世紀中頃（図 2 】試料 4 '-S-' 12）の鎌倉周辺丘陵部では斜面部を中心に依然として

スギ林が成立していたと推測され、照葉樹林も丘陵の尾根部に林分を広げていたとみられる。また、 

先の時期に比ベニョウマツ類が出現率を上げており、鎌倉周辺の丘陵部においてニョウマツ類の二次

林が分布域をやや広げたとみられるo 

13 世紀後半～ 14 世紀前半頃（図 2：試料 1'--' 3）になると、それまで広く見られたスギ林や照葉樹

林は急速に林分を狭め、ニョウマツ類の二次林が広く成立するようになったと推測される。こうした

様相は鎌倉市内の多くの遺跡で行われた花粉分析においても認められており（鈴木,2001など）、北条

小町邸跡でも同様の変化が示されていると推察される。この頃の試料採取地点では先の時期と同様に

イネ科、カヤツリグサ科、アカザ科ーヒユ科、ョモギ属、タンポポ亜科、シダ植物などの雑草類が多

く生育していたと推測される。さらに道端雑草のスベリヒユ属やオオバコ属も生育していたとみられ

る 

なお、試料 22 はおおむね植物遺体で、その花粉分析結果は大半がイネ科花粉であった。こうしたこ

とから、この植物遺体はイネ科植物の可能性が高いと推察され、稲藁やその他のイネ科植物が刈られ

捨てられたことによりイネ科花粉が大量に供給されたのではないかと思われる。北条小町邸跡の多く

の試料は有機質や泥炭質であり、これはイネ科植物が捨てられたことによる可能性が考えられ、多く

の試料でイネ科花粉が多く検出されているのは、一つはこうしたことによる可能性が高いと思われるo 

引用文献 

鈴木 茂（2001）高徳院周辺遺跡の花粉化石．鎌倉大仏周辺発掘調査報告書,鎌倉市教育委員会,26-33. 
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図版 北条小町邸跡の花粉化石 

1：イネ科 PLC.SS 4098 No.22 

2：タデ属 PLC.SS 4096 No.11 5：アブラナ科 PLC.SS 4092 No.11 

3 】ナス属 PLC.SS 4097 No.20 6：ノアズキ属 PLC.SS 4093 No.11 

4：アカザ科ーヒユ科 PLC.SS 4094 No.11 7 】他のマメ科 PLC.SS 4095 No.11 
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図版 2 

1 土師器集中 3 南から 

4 側溝 7 と関連遺構 西から 

2 側溝 6 肩部 東から 

5．側溝 7 と関連遺構 北から 

3 側溝 7 と関連遺構 東から 
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図版4 

ぐ調査区北壁東側土層断面 

（上段） 

調査区南壁東側土層断面ト 

（上段） 
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夢琶登‘鷲ぐケ’警三‘l鷲‘り篇多」・誉・蹴’’終誓 



げ ば しゅうへん い せき 

下馬周辺遺跡（No. 200) 

由比ケ浜二丁目39番14 



1
1
1
1

『
 

1． 本報は、下馬周辺遺跡の鎌倉市由比ケ浜二丁目 39 番 14 地点における自己用店舗併用住宅に伴う埋蔵文

化財発掘調査の報告であるo 

2． 発掘調査は、平成 16年 5月 11日～同年 5 月 31日にかけて、調査面積 20. 0 苗を対象に鎌倉市教育委員

会が実施したo 
3． 調査体制は、以下の通りである。 

調査担当者】原 慶志 

調 査 員】須佐直子・太田美智子・須佐仁和・久保田裕美・栂岡ケイト 

調査補助員】宇都洋平・山口正紀・野崎美帆 
協力 機関】（社）鎌倉シルバー人材センター・鎌倉考古学研究所 

4． 本報の執筆は、第 1 --'3 章を原が執筆し、第 4 章については調査員協議のもと原が稿を草した。 

また挿図・写真図版作成には須佐（直）・栂岡・山口・小野が実施した。 

5． 本報の掲載写真は、全景・個別遺構を原、宇都があたり、出土遺物は須佐（仁）が撮影した。 

6． 発掘調査における出土遺物、図面・写真類は、鎌倉市教育委員会が一括保管している。 

7． 本報の凡例は、以下の通りであるo 
・図版縮尺 全測図】1/40 遺構図】1/30 遺物図】1/3 

・遺構図 遺構図のレベルは海抜標高の数値を示しているo 

・遺物図 

文様を表現しているo 遺物観察表における手握ねかわらけの外底径計測値は外底指頭 

痕と口縁部との境、即ち稜部の数値を表しているo 

・使用名称 本報中の「土丹」は三浦・葉山岩層の泥岩のことであるo 

8． 現地調査及び資料整理においては、多くの方々からご助言、並びにご協力を戴いたo 記して感謝の意を

表したい（敬称略、五十音順）o 

秋山哲雄・伊丹まどか・河野員知郎・菊川 泉・菊川英政・古田戸俊一・汐見一夫・玉林美男・宗壷秀明・

宗憂富貴子・鈴木絵美・鈴木弘太・手塚直樹・福田 誠・松尾宣方・馬淵和雄 
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第1章 遺跡の位置と歴史的環境 

1．調査地点の位置 

調査地点は鎌倉市由比ケ浜二丁目 39番 14 に所在する地点で下馬周辺遺跡（県遺跡台帳陥．200）の一

角に位置するo鎌倉市の旧市街地は北の鶴岡八幡宮を頂点とする南の相模湾に面した三角形状の沖積地、 

に 

\
 、

 

パ
 

聾 

誉総巻義二 

図1 調査地点と周辺遺跡 
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及び砂浜地があり、それを取り巻く丘陵の谷戸地、朝比奈に源を発し東北丘陵の裾を流れた滑川低地

から形成されているo その三角形状の沖積地中央を鶴岡八幡宮から由比ケ浜へ向かって南北に貫くのが

都市鎌倉の基本軸となった若宮大路である〇若宮大路と直交する道路は「下馬」と呼称され三カ所での

みで接続するもので、三つの下馬は北端が鶴岡八幡宮社頭の横大路との交差点（上ノ下馬）、現ニノ鳥

居のあたり（中ノ下馬）南端が現在の下馬四ツ角にあたり大町大路との交差点（下ノ下馬）が考えら

れるo この下馬四ツ角をさらに南へ進むと若宮大路と東西道路が交差するが、この道路が名越方面へ抜

ける「車大路」にあたり旧東海道と想定される。さらに交差点の西方、道沿に 60 mほど進んだ江ノ電

踏切の手前、道路の南側に面して位置するのが調査地点であるo 地形的には、由比ケ浜の海浜砂丘帯の

裏側に位置し、滑川と佐助川が合流する下馬四ツ角付近から車大路周辺にかけては市街地でも も海抜

高の低い地域である。調査地点の現地表の標高は6mほどであり、砂丘帯頂部に建っている現在のーノ

鳥居より 3mほど低い標高を示している。 

2．遺跡の歴史的環境 

若宮大路は寿永元（1182）年、源頼朝は妻政子の安産祈願のため海浜から八幡宮へいたる真っすぐな

参詣道を造成した。先に述べ記したように若宮大路には北から順に「上ノ下馬」「中ノ下馬」「下ノ下馬」 

と呼ばれた三ケ所が設けられ、何れかの下馬をへて若宮大路へ通行するのであるo 若宮大路の北部でニ

ノ鳥居から八幡宮社頭間の両側の大路沿いでは再開発に伴う相当数の発掘調査が実施されており、東西

両側溝から道幅と側溝の規模や構造などの状況がほぼ判明しつつあるo しかしニノ鳥居以南の状況につ

いては十分な調査結果が得られていないが、中世の絵図である 『善宝寺寺地図』（鎌倉国宝館 1969）や

近世の『鶴岡八幡宮境内図』（鎌倉国宝館 1968）などによると、大路中央の段葛がニノ鳥居からさらに

南方の下ノ下馬近辺まで存在したように描かれているo なお下馬四ツ角の交差点付近から車大路交差点

までの発掘調査によって河川合流や低湿地で現地表の標高が 4' 5mほどであるのに対し、現ーノ鳥居

の砂丘頂部から由比ケ浜にかけて海浜飛砂による厚い砂層が堆積した地域では標高が 7-'9mと異なる

様相が認められるo その中で注目される調査結果としては図 1の前者が調査地点114、後者の地点 5 

が挙げられるo 

地点 1（大三輪・斉木ほか1991・斉木 1993）では、若宮大路修景事業に先立つ試掘調査が行われ現

在の歩道下より巨大な鳥居脚柱の根方が発見された。根方覆土に伴う遺物は鎌倉期の資料はなく戦国

時代の陶器・土器で 16 世紀代所産のものであったo 鶴岡八幡宮供層の日記『快元僧都記』 には天文 

22(1553）年に北条氏綱が鳥居造替の記事があり、この修理の際にあたると推定されている。浜の大鳥

居の造立記録をみると、治承 4 (1180）年頼朝の造立に始まり、寛元 3 (1245）年、延文 3 (1358）年、応永 

20 (1413）年などそれ以前にも連続して造替されていたことが知られるが、現在の石造ーノ鳥居はこの

地点より南約 180 mに位置し、寛文 8 (1668）年に建てられたものであるo 地点 1に南隣して『吾妻鏡』 

にみえる車大路と推定される道が東西方向に走っており、この地点が記事にある連続して造替られた浜

ノ大鳥居の場所と想定され、中世都市鎌倉の中心部と周縁部の境であった可能性が考えられる。 

次に地点 1の近隣で交差点のすぐ南東に位置した地点 2（大河内 1998）は、海浜砂丘の北側裾にあた

り約 50 m東には滑川が流れて閣魔橋が架けられている。調査では 13 世紀前半～ 14 世紀中頃までの性

格が異なる三時期の遺構が検出された。 I期（13 世紀前半頃）は沼状の窪地が存在し、遺物に柿経・笹

塔婆の大量投棄という行為が鎌倉時代前期のこの場を考える上で重要な意味が含まれている。且期（13 

世紀中頃）は生活の営みが認められる場へ変化、溝や段で区画した敷地に掘立柱建物や井戸、土坑が点 

-188ー 



在したo 屋敷地が想定されているm期（13 世紀後葉～ 14 世紀中葉頃）は人々の生活が最も活況を呈し

た時期で多数の竪穴建物・井戸・通路や多くのゴミ穴土坑を検出し多量の豊富な種類の遺物が発見され

ており、この場が町屋へと変貌したo 地点 5（佐藤・原ほか 1993）では、13 世紀後葉～ 14 世紀中葉頃

を主体とした通路で区画した遺構の大型竪穴建物・井戸・土坑や墓跡などが占められており、鎌倉時代

後期の浜地は倉庫群を中心とした町屋の様相を呈していたと想定されよう。以上のように本調査地点の

周辺は、中世鎌倉の繁栄と供に鎌倉時代後期～南北朝期にかけておびただしい竪穴建物が造られてお

り、基本的に町屋と化した場と解釈できるo それ以前についてはまとまった調査成果が得られた調査は

少ないが、『吾妻鏡』の記事をみると鎌倉時代前期に御家人が屋地を所有していたことが知られており、 

中世都市鎌倉における周縁景観の形成とその発展過程を理解する上でも周辺調査が望まれるところであ 
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第2章 調査の概要 

1．調査の経過 

調査地点は、下馬四ツ角の南西に所在し、稲村ケ崎方面から海沿いに由比若宮（元八幡）、名越を経

て三浦半島方面へ抜けていく旧東海道筋にあたり琵琶小路とも呼称されている。この小路と若宮大路と

の交差点で発見された天文年間の北条氏康再建という浜の大鳥居（図 1一地点 1）からは西へ 120 m程の

距離で南側に面した場所に位置する。本調査地点は、個人専用住宅で鋼管杭打ちを伴う基礎工事であっ

たため。事前に鎌倉市教育委員会による遺構確認の試掘調査が実施されたo その結果、地表下約 120cm 

より中世前期の遺構・遺物を確認したため発掘調査を実施することとなった。現地調査は平成 16 年 5 

月 11 日から工事範囲内約 20. 0 甫を対象に発掘調査するに至った。 

現地調査は、5 月 11 日よりまず遺構確認調査の資料結果を受けて表土を重機掘削することから開始

され、その後は人力により掘り下げを行なったo 調査期間中は脆い砂質土と多量の湧水に悩まされなが

らの調査作業ではあったが、13 世紀後半114世紀前半にかけて鎌倉時代後期を中心とした 2 時期以上

の生活面と、それに伴う遺構・遺物が多数発見されたo 同年 5 月 31 日までの間に緊急調査に必要な記

録保存を行ない調査機材の撤収を含め、現地調査を無事に終了することができたo 

2 ．測量軸の設定 

調査に際して使用した測量軸の設定は、図 2・3 に示した国土座標の数値を用いたo 設定は調査地点

北側を東西に走る琵琶小路の路面上に鎌倉市道路管理課が設置した市 3 級都市基準点（第 座標系）の 

R 047 (x 二＝一 76,336,387 Y 一一 25, 662, 569）とR 048 (x=-76,342,984 Y＝一 25, 611, 455）が確

認されたo このR 047・048 を国土座標の基準点として図 2 に示したようにR 047 から敷地内に測量基

準点にあたる原点 1 (A-3杭】X=-76,340,540 Y＝一 25, 681, 523 Z = 6. 430 m)、原点 2 (E-3杭】 

X=-76, 348, 505 Y=-25, 682. 495 Z = 6.630 m）をそれぞれ設置した。なお方眼軸線は測量の便

利性と、予想される検出遺構の軸方位を優先させる方法で調査区の形状に即した配置にしたために、国

土座標とは一致していないo 

調査区の測量軸は、図 3 に示すように基準点のA-3杭からE-3杭の南北軸線（距離 8m）を設けて、 

そこから東西と南北をそれぞれ 2m間隔の軸線を配して方眼を設定を行なった。東西軸線はアルファ

ベットで北からA~E、南北軸線には算用数字で西から 11 5 を充てて、各グリットの名称は北西角の

交差軸点をグリット名として呼称しているo なお市 3 級都市基準点のR 047・048 及び任意点の a 点、 

A-3杭・E-3杭の国土座標数値は図 3 に示した通りであるo 

図中の方位はすべて真北を採用しており、南北軸線はN-6o 58' 4811 ーEであるo 

海抜標高の水準原点移動に関しては、若宮大路と琵琶小路の交差点南西付近、鎌倉女学院正門前の歩

道橋基礎に設置された鎌倉市三角水準点】L = 6.330 mから調査地点のA-3杭上】L = 6.430 mに仮

水準点を移動したものであるo 文章中及び挿図に記載されたレベル数値はこれを基準とした海抜標高を

表わしているo 
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4. 70m 
b 一 -N 

▲調査区西壁土層堆積図 

▼調査区南壁土層堆積図 

 

1 1 

2 

1 4.70m 
ヒ ー ー w 

0 2m 
~  

調査区南壁・西壁土層堆積注記 

1，表土 

2‘近代客土 】大小土丹塊による埋立土 

3．暗褐色粘質土 】水田耕作土 

4．暗褐色砂質土 】土丹・貝殻粒、炭化物多量 

5．暗褐色砂質土 ：土丹・貝殻粒、炭化物多量 強い締り第1面 

6‘明茶褐色粘質土：有機物腐蝕土 締り無し 

7，灰褐色砂層 【貝殻粒多量に含む砂層 

8，明茶褐色粘質土】有機物腐蝕土 木片多量 締り無し 

9，暗灰褐色砂層土：貝殻粒多量 強い締りで上面硬化第 2面 

10，暗褐色砂質土 】砂層・木片を多めに含む やや締り有り 

11.茶褐色弱粘層土：木片多量 締り無し 

12．茶褐色弱粘層土】砂層ブロック・木片多く含む 締り無し 

13．灰褐色砂層 【員殻粒多量の灰白色砂層、埋戻土 

14 茶褐色粘質土 木片を多く含む粘質土 」（裏込用） 

15．茶褐色粘質土 【木製品・木片多量 

16，黒褐色粘質土 【貝殻粒少量含む 粘性・締りやや有り 

17‘黒褐色粘質土 】貝殻粒多めに含み 粘性・締り有り  

18・暗茶褐色粘質土】有機物腐蝕土多め貝砂少量含む 粘性・締り有り 

19・黒褐色粘質土 ・有機物腐蝕土・貝砂少量含む 粘性・締り有り 

20 暗灰色砂質土 ：貝砂多量 粘性・締りやや有り 

21 暗灰色砂質土 】20層類似、炭化物・土丹粒含む 粘性・締りやや有り 
22・暗灰色砂質土 】貝砂多量 炭化物・土丹粒含む 粘性・締りやや有り 

23．明茶褐色粘質土】有機物腐蝕土 締り無し 

24・灰白色砂層 】員殻粒多量に含む砂層 締り無し 

25・黒褐色弱粘質土【貝砂多めかわらけ片少量 粘性・締り有り 

26・黒褐色弱粘質土【貝砂多く貝殻粒少量 粘性・締り有り 

27，貝殻層 】ノ、マグリ・アサリなど 

28・暗茶褐色粘質土：貝砂多量 有機物腐蝕土やや多め 粘性・締り有り 

29・明茶褐色粘質土】有機物腐蝕土 木製品多量 締り無し 

30・明茶褐色粘質土：有機物腐蝕土 木製品やや多め 締り無し 

31.暗茶褐色粘質土【有機物腐蝕土 貝砂やや多く 粘性・締りが強い 

32 暗灰褐色砂質 有機物腐蝕土 員殻やや多く 粘性弱いが締り有り 

33．明茶褐色粘質土】有機物腐蝕土 

図4 調査区壁土層堆積図 
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3 ．層序 

調査地点の現地表は、海抜標高が 6. 4 m前後でほぼ平坦な地形を呈しているo 図 4 の土層堆積図を観

察するように地表下約 115cm のまで近・現代の埋立て造成土と水田耕作土が調査区全体を覆っていたo 

この厚い土層を除去すると、海抜高約 5. 3 mから中世の遺物や遺構を含んだ堆積土層が検出されたo 

1層は茶褐色粘質土の厚さ 20 1 30cm の中世遺物包含層でこれを除去すると、ある一定の厚みと拡

がりをみせる炭化物層を挟んで標高 4. 7 m前後で第 1面が表出したo この面の構築土の 2層は茶褐色

粘質土の大小泥岩塊を混入したやや粗い地業層で土坑や柱穴などの遺構を確認しているo また調査区北

東域の部分的な範囲だけに泥岩を突き固めて版築した様子が確認できた。 

第 2 面は厚さ 20 1 30cm の第 1面構築土の下から間層を挟まずに認められたo 第 2 面を構成する土層

のうち、3層の暗黄褐色粘質土は小型泥岩の版築層で調査区東半部を中心に確認されたが厚みは場所に

よりかなり異なるもので、西側では包含層のような脆弱な堆積土（4層 暗茶褐色粘質土）へと変化し

ていた。この土層の少し下、標高 4. 7 m前後にもう一枚の泥岩地業面（5層】暗黄褐色粘質土）が認め

られたo これは上層の版築層とは場所によって一枚の生活面に集約されるので、時間的な差があまりな

く下層地業上に張増した版築層と捉え、一括で第 2 面として調査したo 
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第3章 検出遺構と出土遺物 

1．第1面の遺構●遺物 

第1面は、調査区北西端で現地表から約 145cm の深度に検出したが、表土は南に向かって緩やかに傾

斜して低くなるo これは前章で触れたように、現在のーの鳥居が建つ辺りは海抜標高約 10 mの海岸砂丘

頂部であり、下馬四角の交差点の辺りは海抜標高約 3. 6 mの鎌倉中心部では最も低い場所であり、調査 
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図5 第 1面全測図 
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図6 第1面上包含層出土遺物 

地点周辺をみると、第一小学校側の南から北側の道路へ緩やかに傾斜した地形であり、第 1面も地表と

同じ傾斜を呈していた。この面の遺構は柱穴 2 穴と、土丹塊の集積したものなどが確認されただけであ

り、検出された遺構からみると、この場は遺構密度の低い閑散とした状況が伺える（図 5・6)0 

P 1: B-3杭の東隣に位置している。平面形はほぼ円形を呈し、規模は径 45cm、遺構面からの深さ 

32cmを測るo 遺構確認の精査時に柱の抜き取り痕跡が確認でき、底面には礎板 3枚を重ねて据えていたo 

礎板は概ね長さ 10 1 16cm、幅 13cm、厚さ 2cmである。覆土は暗褐色砂質土で貝殻や玉砂利を多く含む

締まりの弱いものであるo 遺物は図示できるものはないがロクロ整形のかわらけ小片や木片が少量出土

しているo 

P2: C-3グリットに位置し、調査区外南に拡がるため全容不明であるo 規模は東西径 42cm、南北

径 30cm以上、遺構面からの深さ 28cmを測り、平面形は楕円形と思われる。底面には鎌倉石の切石片と、 

その上に礎板 1枚が据えられており、切石片は 15cm程の方形で厚さ 8cmを測り、礎板は長方形で長さ 

32cm、幅 12cmである。覆土は暗褐色砂質土で貝殻や有機物腐植土ブロックが交じる締まりないものo 

図示可能な遺物は出土していない。 

集石．調査区南西に位置し、面上に鎌倉石製切石 1個と大小土丹塊 5 個からなっている。鎌倉石片は

長さ 23cm、幅 15cm、厚さ 5cm、土丹塊は不整形で 8 1 15cm程の大きさであるo 本跡から北側lmの距

離に安山岩製の伊豆石が検出され、礎石建物の一部かと思われたので面上精査を実施したがそれ以上の

拡がりを示す礎石や掘り方などは確認できなかったo 図示可能な遺物は出土していないo 

第1面上包含層出土遺物（図 6、図版 5) 

第 1面上包含層に伴う遺物は 232 点であり、その内訳はかわらけ 113点、舶載品 2 点、国産陶器 80 点、 

土製品（火鉢）3 点、石製品 5 点、銭 1点などの他、骨・貝等が 25点とある程度の量が出土している。 

面上遺物のうち、実測掲載し得た資料は図 6-i1 19だけである0 l15はロクロ成形のかわらけ大

小皿、3 は口縁部内外に煤が付着した灯明皿であるo6は白磁口死皿で、復元底径 6. 3cm である071 10 

は瀬戸窯の灰紬卸皿で、7 が復元口径 16. 8cm, 8 が復元底径 9. 4cm を測り、内底面に箆による荒い卸目 
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を施すollは瀬戸窯製品の仏華瓶で双耳付もので、12 は南部系山茶碗の口縁部小片であるo13・14 は

常滑窯製品で片口鉢 ・ 類の口縁部であるo 15は備前窯の摺鉢で内面に数状一単位の筋目帯を有するo 

16 は瓦質火鉢の口縁部、17 は温石で滑石鍋の体部を転用加工したものであるo18は径 2. 11 2. 5cm の

楕円形を呈した偏平な碁石の黒石であるo19は北宋銭の「皇宋通宝」であるo 

第 1 面下a層出土遺物（図 7、図版 1) 

この土層に伴う遺物は 297 点が出土しているo その内訳をみると、かわらけ 156 点、舶載品 5点、国

産陶器 88 点、土製品（火鉢）2点、石製品 2 点、金属製品が銭 24 点●釘 1点、木製品 5 点などの他、骨・

貝が 18 点とある程度の量がまとまって出土しているo 

1111はロクロ成形のかわらけであり、11 8は小皿、9は中皿、10・11は大皿であるo 小皿は 1ー 

4 が口径 7. 21 7. 8cm、底径 5. 41 6. 0cm、器高 1. 51L7cmを測り、 低い器高で比較的に口径と底径

の比率が小さめの一群であり、517が口径 7. 21 8. 2cm、底径 4. 61 4. 8cm、器高 1. 71 1. 9cm を測

り、口径と底径の比率がやや大きな一群であるo8は口径 8. 2cm、底径 7. 0cm、器高 1. 9cm と一回り大

型で低い器高の口径と底径の比率が小さめであるo9の中型品は口径l 1. 0cm、底径 7. 2cm、器高 2. 9cm, 

10・11の大型品は口径 12. 2・12. 6m、底径 7. 8・7. 4cm、器高約 3. 4cm を測り、大中型ともに薄手の器

壁で高めの器高をもつo12は瓦器碗であるo13 -15は貿易磁器で 13 が龍泉窯系青磁の連弁文碗（復

元高台径 4. 0cm）と 14 の内面に連弁文もつ折縁皿、15 は景徳鎮窯系青白磁梅瓶の胴部片であるo 

16 1 18 は瀬戸窯製品であり、16 が復元底径 10. 1cm の灰紬折縁皿、17 が灰紬卸皿、18 が小型の灰紬

仏花瓶であるo19124は常滑窯所産品、19 が片口鉢n類、20 が鳶口壷の頚ー肩部、21124 が嚢口縁・

底部である〇 25 は備前窯の摺鉢で内面に6状一単位の筋目帯を有するo 26 は瓦質火鉢の脚部、27・28 

は石製品で 27 が硯で赤間石製かo29- 53は図 7 に示した状況で 25 枚が重なって出土しており、指し 

図8 第 1面 b層出土遺物 
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銭の一部と思われる。 

銭種銘別の出土数をみると、照寧元宝（北宋 1068年）が 5 点、皇宋通宝（北宋 1038年）・元豊通宝 

（北宋 1078年）が各 3点、元祐通宝（北宋 1078 年）・聖宋元宝（北宋 1101年）が各 2 点、開元通宝（唐 

845年）・太平通宝（北宋 976年）・至道元宝（北宋 995年）・祥符通宝（北宋 1009年）・天稽通宝（北

宋 1017年）・天聖元宝（北宋 1023年）・嘉祐通宝（北宋 1056年）・治平元宝（北宋 1064年）・紹聖元

宝（北宋 1094年）・政和通宝（北宋l11l年）が各 1点の内訳であるo 

第 1 面下 b層出土遺物（図 8、図版 2) 

113はロクロ成形のかわらけで1・2の小皿と 3の大皿であるo 小皿は口径8cm・底径 5. 5m・器高 1.9m 

余り、大皿は口径 12. 2cm・底径 7. 8cm・器高 3. 2cm を測り、ともに薄手器壁をもつ口径と底径の比率が

大きいものであるo 

417は貿易陶磁器で、4 が龍泉窯系青磁の鏑連弁文碗、5 は白磁の口死碗体部過半、6・7は褐紬壷

胴部であるo8 1 13 は常滑窯製品であり、8・9 が片口鉢 類口縁・底部片と 10・11の片口鉢 類口縁・

底部片であるo14は漆器皿で復元口径 9. 6m・底径 7. 0cm・器高 1. 5cm を測り薄手木地に黒色系漆塗り

の無文皿であるo15は上野産砥石の中砥であるo 

2．第2面の遺構・遺物 

第 2 面の遺構は、現地表下 1. 7 m、海抜標高 4. 7 m前後で検出された貝殻粒を多く含んで褐鉄分が染

み込んだ表面が硬化する暗灰褐色砂質土（9層）の上面で確認している。ここで検出した遺構は掘立柱

建物、道路・木組土留遺構、溝1、柱穴 12 口、礎板などが認められたo 調査区内では区画された居住

域が拡がる空間であったことか想像される。遺物は多量のロクロ成形によるかわらけ他、貿易陶磁器、 

瀬戸・常滑窯製品、瓦質製品、金属製品、石製品、漆・木製品などがあげられるo 

建物 1（図9111、図版214・7) 

調査区範囲が狭い関係で限られた中での遺構規模の確認となったが、上面は褐鉄分で硬化した生活面

から底面に礎板を据えた建物跡と推測される柱穴列が発見された。調査区内ではP 1~ P 3 の柱穴 3 口

が確認された。規模はPlが上幅径 40 1 55cm、深さ 37cm の楕円形を呈しており、底面に礎板 4枚（長 

10 一 15cm、幅 8 1 12cm、厚 1. 5 1 3cm）が設置されていたoP3が上幅径約 50cm、深さ 43cm の円形

を呈し、底面に礎板 1枚（長 16cm、幅 13cm、厚 3cm）が遺存する。 

P2は上記2 口に比べ一回り小型なもので上幅径約23 1 32cm、深さ 28cm程で礎板も遺存していない。 

柱穴の間隔は、礎板の中心距離でPlからP3が 206cm、を測り、間柱と推定されるP2までの距離が

約 112cm である〇柱通りの南北軸方位は、N-39。 40ノーEをなしているo この南北軸方位は木組み土

留や道路、溝と同じ軸方向を示した柱通りであり、掘立柱建物跡と考えられ東側に拡がると想定したい

ところである。 

図 11 - 1はPlから出土した宋銭の元豊通宝（北宋 1078年）で、2 はP2に伴う常滑窯奮底部片であるo 

3・4 はP3から出土したロクロ成形のかわらけ大皿、口径 12. 5cm、底径 6. 6・6. 8cm、器高 3. 3cm を測り、 

ともに高めの薄手器壁をもつ、4 は内面に煤付着し灯明皿と思われる。 

木組土留遺構（図 11・13 1 17、図版 3-5・） 

木組土留の護岸構造は、板材の東柱杭と土留めの側板からなりいわゆる「しがらみ」が組まれてた

ものである0 東柱杭は角柱を縦に割った材で長さlm以上、幅7-9m、厚 3 1 Scm の板状材が 45 ー 

60cm の間隔で地中に打ち込まれているo この東柱杭に長さ 2m前後、幅 9 1 lScm、厚 1. 51 2cm 程の 
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C 

1．灰白色砂質土 ：遣物・木製品を少量含む 締りやや有り 

2，灰褐色砂質土 ：暗褐色砂質土が互層状を呈す、上面硬化 

3.灰白色砂層土 ：2層と類似、薄い有機物腐蝕土を挟む 締り有り 

4，暗茶褐色粘質土：有機物腐蝕土 木製品多量 締り無し 

5‘暗茶褐色砂質土：灰白色砂層ブロック多め 締り有り 

6．暗茶褐色粘質土：有機物腐蝕土 木製品・木片多量 締り無し 

7．灰白色砂層土 ：貝殻粒多量に含む砂層 

8，灰白色砂層土 ：員殻粒多量に含む砂層 上部有機物腐蝕土層 

9．暗茶褐色粘質土：有機物腐蝕土 木製品・木片多量 締りやや有り 

図 10  第2面建物 1・木組土留遺構 
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図 H 建物 1出土遺物 図 11 建物 1出土遺物 

細長い板材が杭の内外に交互に編むように組み込 

元豊通宝 まれ、遺存状態の良好なところでみると 5段の積 

/愛
× 

×二＝ニ＝ゴーーーー 。 み重ねが確認さているo 興味深いのは側板を東杭 
、‘,ー，幽毒，、 

で
0
夢

15cm 
~ 器君ぱ慧篇鷲姦こ 

， ‘  
l ▲～ ' --― る。この木組土留の調北西域に平行して走る道路 

状遺構の護岸と考えるのが妥当であろうo なお護

岸に東隣して側溝にあたる溝 1が存在しているo 

南北軸方位は、N-39〇 40ノーEをなし建物 1 

と同一軸方位を示しているo 

▲ Dっ 型糸切りかわらけ、口径 7. 71 8. 8cm、底径 5. 1 

1 6. 8cm、器高 1. 41 1. 8cm を測り、 背が低く器 

― 一 一 壁の薄い開きながら立ち上がる資料が主体をな 

し、8 の大型糸切底かわらけは口径 12. 8cm、底径 

8. 8cm、器高 3. 2cm を測り薄手の器壁で開いた立ち上がりである0 9111 は常滑窯製品であり、9 が片

口鉢 類口縁部片であり、10・11が琵口縁部片である。12 は伊勢系土鍋口縁部であるo 

13 1 29 は木製品である0 13 は折敷の薄板を切り加工して鳥帽子を被った横向きの人形代で、下部

は先端が尖るになる0 14 は板目材を断面半月形を呈したもので小刀の鞘片側と思われ破片、151 17 

は片側先端を尖らし気味で薄くなるように加工したヘラ様のものである0 18-29は箸で長さ 19. 5 ー 

25. 5cm、径 41 7mmの断面多角形の棒状に削り、端部を尖らせた両口加工を施している。 

上記のような木組みによる「しがらみ」護岸の良好な発掘調査事例については、米町遺跡（大町二丁

目 2235番 3 地点）から 13 世紀前半に位置づけられる溝の護岸に用いられた遺存状態の好例が知られるo 

この例では、板状の東杭に側板を内と外に交互に表れるように組み込んだもので、6段の積み重ねられ

ているo 本例と同じく釘を使用せず「しがらみ」構造で強度が維持されているが、さらに補強材として

不定の位置に細い杭を差し込んだり、全体を 2 本の大型角柱で内側への土圧倒壊を支える構造が用いら

れていた（馬淵和雄・鍛冶屋勝二・松原康子・鈴木弘太 2008「米町遺跡大町二丁目 2235番 3 地点」『鎌

倉市埋蔵文化財緊急調査報告書平成 19年度発掘調査報告』24)。 

溝 1（図 11・13 1 17、図版 315) 

道路・木組土留護岸遺構の東側に敷設された側溝である。この溝は上部が後世の削平で欠失している

が調査区の南壁面と中央部に設けた土層観察ベルトからその規模などを窺うことができるo 確認された

のは上幅 45cm、深さ約 30cm の浅い掘り方であるo 底部海抜標高は調査区北壁で 4. 16 m、調査区南壁

で 4.22 mを測り短い距離ではあるが南から北へと溝底面は低くなっているo 覆土は木片を多く含んだ

茶褐色弱粘質土の 2層から構成されるものであるo 有機物腐蝕土が混入しており、最後はゴミ捨てによっ

て埋没した様子が観察される。 

出土遺物は図 13- 11 23 が溝 1に伴うものであるo11 10は糸切底のロクロ成形かわらけで、1'-

4 は小型の皿、51 10は大型の皿になるo 小皿は口径 7. 51 8. 0cm、底径 5. 11 5. 6cm、器高 1. 51 1. 8cm 

を測り、背が低めで器壁が開いた立ち上がりであるo 大皿は 5・6 が口径l1.6・l1. 8cm、底径 7. 3・7. 2cm、 

器高 3. 0・2. 9cm で、71 10 が口径 12. 0112. 4cm、底径 7. 01 7. 9cm、器高 3.0513. 3cmを測り、内

湾気味に立ち上がる器壁のものである。11・12 は常滑窯製品であり、11が片口鉢 類底部片で内面に 

元豊通宝 
北宋 1078 年 北宋 1078 年 
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は使用による著しい摩滅痕、12 が琵肩部片で外面の叩き目痕は短形内に×状の交差線を組合わせたも

のによるo13は漆器皿で、口径 8. 4cm、底径 5. 0cm、器高 1. 0cm に復元されるo 黒色系漆地塗りした後

に内外面に花文スタンプで施文する。14 1 23 は木製品であるo14は金剛草履の片足分の板芯であるo 

半月状の薄板を中央で二枚合わせたもので、鼻緒を取り付けるために先端に 2 口の小穴、側面に切れ

込みがあり表裏面には藁状の植物圧痕が認められるo15・16 は先細り状に断面円形になるように丁寧

に加工した木栓であろう, 17 は長さ 20cm を超えた丸棒状の多角形に加工した菜箸とおもわれ、18 も箸

で断面多角形の棒状で端部を尖り気味に両口削り加工を施すo19は丸棒状の片端を耳掻き皿風に削り、 

横断面が「く」の字形に削り仕上げされ、皿部に煤が付着するo20は断面長方形の用材で片上面のL 

字形に加工した端面に 3カ所の穿孔が見られ、表面は焼け焦げて煤ける。21 1 23 は薄板の加工品であ

るが用途不明であるo 
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図 13 第2面溝1遺構出土遺物 

道路状遺構（図 11・13 1 17、図版 315) 

道路の東には木組み護岸と側溝が設けられている南北方向の道路（通路状の可能性も）と考えられるo 

調査区内での規模は長さ 3. 8 m確認しており、南北両方向に延伸することは調査区土層壁面において確

認できるo 調査区内では幅 1. 5 mまで検出されたが、より西へと拡がることが土層観察にやはり確認で

きる。確認した路面の最上層には厚さ 20cm 前後の灰白砂層を積み上げて路床を構築しているo 調査区

北西墨から 2枚の板材が木組護岸と同じ方向で検出され西岸の護岸の木組の倒壊した痕跡とも推定され

たたが、灰白砂層を積み上げ路床の拡がりが観察されるので断言はできないo この遺構伴う図示可能な

遺物は出土していないo 
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第 2 面遺構外出土遺物（図 14、図版 9) 

11 6はロクロ成形の糸切底かわらけで 11 5は小皿、6 は大皿である。小皿は口径 7. 51 8. 2cm, 

底径は 3 の 6. 4cm 以外が 5. 01 5. 5cm、器高 1.51 2. lcm,6 の大皿は口径 13. 3cm、底径 9. 1cm、器高 3. 2cm 

でともに低い器高で比較的に口径と底径の比率が小さめで内轡した器形である。5 は内底面に兎風の戯

画みられるo7は貿易磁器で龍泉窯系青磁蓮弁文碗の口縁部片である。81 10 は常滑窯所産品で奮口

縁ー頚部片である（常滑窯中野編年5-6型式）ollは漆器椀で復元口径 14. 5cm で、黒色系漆地塗り

後に朱漆による亀甲文スタンプで施文するo12は石製品の窪石で上下面中央が円形に摺り窪むo13'-

27 は木製品である。13・14 は経木製の折敷片であり、15 は小型の金剛草履の板芯で表面に藁状の圧

痕を残すo16・17 は釘穴や挟りの痕跡から組物部材の破片と考えられるo18'--27は箸で長さ 20. 1 ー 

25. 3cm、径 31 5mm の断面多角形の棒状に削り、端部を尖らせた両口加工を施している。 

以上のように第2 面に伴う遺物は、遺構及び遺構外を併せて 543 点と最も多く、出土比率は全体の約 

50％を占めているo その内訳をみると、かわらけ 224 点、舶載品 1点、国産陶器 48 点、土製品 3 点、 

石製品 2 点、金属製品 1点、木・漆製品 212 点とある程度の量まとまってみられ、その他に骨・貝が 

49 点出土しているo 
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表1 遺物観察表（1) 

図番号 層位・遺構 種 別 観 察 項 目 

図6-1 1面上包含層 
かわらけ 
小型 

口径（7.2）底径（4.6）器高1.5 口ク口成形で外底回転糸切痕、板状圧痕 胎土
は黄灰色で微砂・白色針状・雲母のやや多い弱砂質土 

2 1面上包含層 
かわらけ 
小型 

口径（7.7）底径（5.0）器高1.9 口ク口成形で外底回転糸切痕、板状圧痕 胎土

は黄灰色で微砂・白色針状・雲母の多い砂質土 

3 1面上包含層 
かわらけ 
小型 

口径（7.4）底径（5.1）器高1.8 口ク口成形で外底回転糸切痕、板状圧痕 胎土

は黄灰色で微砂・赤色粒・白色針状・雲母を含む 煤付着 

4 1面上包含層 
かわらけ 
小型 

口径（7.8）底径（4.8）器高2.1 口ク口成形で外底回転糸切痕、板状圧痕 胎土
は黄橿色で赤色粒・白色針状・雲母を含む弱粉質土 

5 1面上包含層 
かわらけ 
大型 

口径（12.6）底径（8.0）器高3.4 口ク口成形で外底回転糸切痕、板状圧痕 胎
土は黄橿色で微砂・赤色粒・白色針状・雲母を含む砂質土 

6 1面上包含層 白磁 口死皿 底部片 口ク口成形素地は灰白色の粘質で織密 粕は乳白色薄手 

7 1面上包含層 瀬戸 卸皿 
口径（16.8）器高（2.4）口ク口成形 胎土は明灰色粘質徹密土 紬は白濁気味

の灰緑色、ニ次焼成で紬剥落あり 

8 1面上包含層 瀬戸 卸皿 
底径（9.4）口ク口成形 胎土は灰白色粘質織密土 紬は白濁気味の淡緑色

薄い刷毛塗り 

9 1面上包含層 瀬戸 卸皿 底部片 口ク口成形 胎土は灰白色粘質徹密土 粕は半透明な淡緑色 

10 1面上包含層 瀬戸 卸皿 
口縁部片 口ク口成形 胎土は明灰色粘質織密土 粕は半透明な淡黄緑色
内面に摩滅痕 

11 1面上包含層 瀬戸 仏華瓶 
口ク口成形 双耳貼付け 胎土は灰白色粘質織密土 紬は不透明な暗灰緑
色 古瀬戸中期様式か 

12 1面上包含層 
南部系 
山茶碗 

口縁部片 口ク口成形 胎土は明灰色で石粒を多く含む粗土 内面摩滅痕 

13 1面上包含層 
常滑 

片口鉢 I類 

口縁部片 輪積成形胎土は灰色で長石・石英粒を多く含む粗土 小片のため
内面使用痕は不明 

14 1面上包含層 
常滑 

片口鉢n類 

口縁部片 輪積成形胎土は淡赤褐色で長石・石英粒を含む 小片のため内
面使用痕は不明 

15 1面上包含層 備前 播鉢 
口縁部片 輪積成形胎土は淡赤灰色で長石粒を含む粘質土で表面茶褐色
内面に櫛描条線 備前BI期様式か 

16 1面上包含層 瓦質 火鉢 
口縁部片 内面を横方向のへラナデ 胎土は灰色で微砂・白色粒内面がニ

次焼成で赤変色し荒肌 

17 1面上包含層 滑石製 温石 長（6.1）幅（6.6）厚1.4 方板状加エでニ力所に円孔をもっ 煤付着 

18 1面上包含層 石製品 碁石 径2.1--'2.5厚0.5 楕円形の偏平なもの 産地不明の黒色系安山岩質 

19 1面上包含層 銭 皇宋通賓 外径2.5 内径1.9 厚0.1 北宋 初鋳1039年 

図7-1 1面下a層 
かわらけ 
小型 

口径7.2 底径6.0 器高1.5 口ク口成形で外底回転糸切痕、板状圧痕 胎土は
黄灰色で赤色粒・白色針状・雲母のやや多い弱砂質土 

2 1面下a層 
かわらけ 
小型 

口径7.4 底径5.6 器高1.6 口ク口成形で外底回転糸切痕、板状圧痕 胎土は

黄灰色で微砂・白色針状・雲母を含む弱砂質土 

3 1面下a層 
かわらけ 
小型 

口径（7.6）底径（6.0）器高1.7 口ク口成形で外底回転糸切痕、板状圧痕 胎土

は黄橿色で微砂・白色粒・白色針状・雲母を含む弱砂質土 

4 1面下a層 
かわらけ 
小型 

口径7.8 底径5.4 器高1.7 口ク口成形で外底回転糸切痕、板状圧痕 胎土は
黄灰色で微砂・白色針状・雲母の多い砂質土 

5 1面下a層 
かわらけ 
小型 

口径（7.2）底径（4.8）器高1.7 口ク口成形で外底回転糸切痕、板状圧痕 胎土

は黄橿色で赤色粒・白色針状・雲母を含む弱粉質土 

6 1面下a層 
かわらけ 
小型 

口径（7.2）底径4.6 器高1.9口ク口成形で外底回転糸切痕、板状圧痕 胎土は

淡黄橿色で赤色粒・白色針状・雲母を含む粉質土 
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表2 遺物観察表（2) 

図番号 層位・遺構 種 別 観 察 項 目 

図7-7 1面下a層 
かわらけ 
小型 

口径8.2 底径4.8 器高1.9 口ク口成形で外底回転糸切痕、板状圧痕 胎土は

黄横色で赤色粒・白色針状・雲母を含む弱粉質土 

8 1面下a層 
かわらけ 
小型 

口径（9.1）底径7.0 器高1.8 口ク口成形で外底回転糸切痕、板状圧痕 胎土

は黄灰色で微砂・白色針状・雲母の多い砂質土 

9 1面下a層 
かわらけ 
中型 

口径（11.0）底径（7.2）器高2.9 口ク口成形で外底回転糸切痕、板状圧痕 胎

土は淡黄橿色で微砂・赤色粒・白色針状・雲母を含む粉質土 

10 1面下a層 
かわらけ 
大型 

口径（12.2）底径（7.8）器高3.4 口ク口成形で外底回転糸切痕、板状圧痕 胎
土は黄灰色で微砂・赤色粒・雲母のやや多い弱砂質土 

11 1面下a層 
かわらけ 
大型 

口径（12.6）底径7.4 器高3.5 口ク口成形で外底回転糸切痕、板状圧痕 胎土

は黄橿色で赤色粒・白色針状・雲母を含む粉質土 

12 1面下a層 瓦器 土碗 口径（10.2）口ク口成形 胎土は明灰色で口縁部内外側が黒灰色 

13 1面下a層 
龍泉窯系青磁 
鏑蓮弁文碗 

底径（4.0）口ク口成形高台断面が三角形 素地は明灰色の織密粕は灰緑色

半透明 高台内施粕で畳付露胎 

14 1面下a層 
龍泉窯系青磁 

折縁皿 

口縁部片 口ク口成形 内面蓮弁文 素地は明灰白色の織密 粕は灰緑色半

透明で厚手に施紬 

15 1面下a層 
景徳鎮窯系 
青白磁梅瓶 

胴部片 口ク口成形外面唐草文 素地は明白色粘質で織密 粕は水青色透

明の薄い施粕 内面露胎 

16 1面下a層 瀬戸 折縁皿 
口径（10.1）口ク口成形内底の中央と外周に櫛描円盟文 胎土は灰白色粘質 

織密土 粕は半透明な淡灰緑色の灰粕を刷毛塗り 

17 1面下a層 瀬戸 卸皿 
口縁部片 口ク口成形 内面へラで荒く卸目を刻む 胎土は灰白色織密紬は

淡緑色の灰粕を刷毛塗り 

18 1面下a層 瀬戸 華瓶 胴部片 口ク口成形 胎土は灰白色粘質土で織密 粕は外面に灰緑色 

19 1面下a層 
常滑 

片口鉢且類 
口縁部片 輪積成形 胎土は暗灰色で長石・石英粒を含む 器表褐色小片
のため内面使用痕は不明 

20 1面下a層 
常滑 
鳶口壷 

頚～肩部片 輪積成形 胎土は灰色で長石・石英粒をやや多く含む 器表赤

褐色肩部に一条凹線 

21 1面下a層 常滑 奮 口縁部片 輪積成形 胎土は暗灰色で長石・石英粒を多く含む 自然降灰粕 

22 1面下a層 常滑 奮 
肩部片 輪積成形 格子目状の叩き痕胎土は灰色で長石・石英粒を多く含む
器表赤褐色 

23 1面下a層 常滑 聾 胴部～底部片 輪積成形 砂目底 胎土は灰色で長石・石英粒が多い 

24 1面下a層 常滑 聾 胴部～底部片 輪積成形 砂目底 胎土は灰色で長石・石英粒が多い 

25 1面下a層 備前 播鉢 
口縁部片 輪積成形 胎土は淡赤灰色で長石粒を含む粘質土で器表茶褐色

内面の櫛描条線は6条一単位の播目 

26 1面下a層 瓦質 火鉢 
脚部片 脚部は別粘土で貼付 灰色で白色粒・黒色微砂・雲母を含む 表面

灰黒色の薫状を呈す 

27 1面下a層 石製品 硯 長（6.2）幅（3.0）厚（1.9）赤褐色頁岩製で赤間石製か？ 

28 1面下a層 石製品 不明 長（5.6）幅（6.6）厚（1.8）緑泥片岩質の石材 

29 1面下a層 銭 照寧元賓 外径2.4 内径2.0 北宋 初鋳1068年 

30 1面下a層 銭 元豊通賓 外径2.5 内径1.9 北宋 初鋳1078年 

31 1面下a層 銭 嘉祐通賓 外径2.4 内径1.8 北宋 初鋳1056年 

32 1面下a層 銭 至道元賓 外径2.4 内径1.9 北宋 初鋳955年 
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表3 遺物観察表（3) 

図番号 層位・遺構 種 別 観 察 項 目 

図7一33 1面下a層 銭 聖宋元賓 外径2.4 内径1.9 北宋 初鋳110l年 

34 1面下a層 銭 天嬉通賓 外径2.5 内径2.0 北宋 初鋳1017年 

35 1面下a層 銭 聖宋元賓 外径2.4 内径1.8 北宋 初鋳110l年 

36 1面下a層 銭 元豊通賓 外径2.3 内径1.8 北宋 初鋳1078年 

37 1面下a層 銭 皇宋通賓 外径2.3 内径1.9 北宋 初鋳1038年 

38 1面下a層 銭 元豊通賓 外径2.4 内径1.8 北宋 初鋳1078年 

39 1面下a層 銭 祥符通賓 外径2.5 内径1.9 北宋 初鋳1009年 

40 1面下a層 銭 JB寧元賓 外径2.5 内径1.8 北宋 初鋳1068年 

41 1面下a層 銭 元祐通賓 外径2.5 内径1.9 北宋 初鋳1086年 

42 1面下a層 銭 紹聖元賓 外径2.2 内径1.7 北宋 初鋳1094年 

43 1面下a層 銭 元祐通賓 外径2.4 内径1.9 北宋 初鋳1086年 

44 1面下a層 銭 熊寧元賓 外径2.3 内径1.9 北宋 初鋳1068年 

45 1面下a層 銭 天聖元賓 外径2.5 内径2.0 北宋 初鋳1023年 

46 1面下a層 銭 皇宋通賓 外径2.5 内径1.9 北宋 初鋳1038年 

47 1面下a層 銭 太平通賓 外径2.4 内径1.8 北宋 初鋳967年 

48 1面下a層 銭 JB寧元賓 外径2.4 内径1.8 北宋 初鋳1068年 

49 1面下a層 銭 皇宋通賓 外径2.4 内径2.0 北宋 初鋳1038年 

50 1面下a層 銭 開元通賓 外径2.4 内径2.0 唐 初鋳621年 

51 1面下a層 銭 JB寧元賓 外径2.4 内径2.0 北宋 初鋳1068年 

52 1面下a層 銭 治平元賓 外径2.4 内径2.0 北宋 初鋳1064年 

53 1面下a層 銭 政和通賓 外径2.4 内径2.0 北宋 初鋳1111年 

図8-1 1面下b層 
かわらけ 
小型 

口径8.0 底径5.5 器高1.8 口ク口成形で外底回転糸切痕、板状圧痕 胎土は

横色で赤色粒・白色針状・雲母を含む弱砂質土 

2 1面下b層 
かわらけ 
小型 

口径8.1 底径5.6 器高1.9 口ク口成形で外底回転糸切痕、板状圧痕 胎土は
橿色で赤色粒・白色針状・雲母・微砂を含む弱砂質土 

3 1面下b層 
かわらけ 
大型 

口径12.2 底径（7.8）器高3.2 口ク口成形で外底回転糸切痕、板状圧痕 胎土

は黄橿色で赤色粒・白色針状・雲母・微砂を多く含む砂質 

4 1面下b層 
龍泉窯系青磁
鏑蓮弁文碗 

口縁～体部片 口ク口成形口縁端反気味 素地は灰白色粘質の織密紬は灰
緑色不透明厚手施粕 

5 1面下b層 白磁 口死皿 口ク口成形 素地は白色粘質で織密 粕は乳白色の薄手 

6 1面下b層 褐粕 壷 肩部片 口ク口成形 胎土は黄褐色で粘質精良の織密 粕は暗褐色 

7 1面下b層 褐粕 壷 胴部片 口ク口成形 胎土は黄灰色で粘質精良の織密 粕は茶褐色 
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表4 遺物観察表（4) 

図番号 層位・遺構 種 別 観 察 項 目 

図8-8 1面下b層 
常滑 

片口鉢 I類 

口縁～体部片 輪積成形 胎土は灰色で長石・石英粒・砂を多く含む粗土

内面使用の摩滅痕 

9 1面下b層 
常滑 

片口鉢 I類 

体部下～底部片 輪積成形 貼付高台が剥離 胎土は灰色で長石・石英粒

を多く含む粗土 内面使用の著しい摩滅痕 

10 1面下b層 
常滑 

片口鉢且類 

口縁～体部片 輪積成形 胎土は暗灰色で石粒・砂粒を含むやや粗土 器
表は灰褐色 内面使用の摩滅痕 

11 1面下b層 
常滑 

片口鉢u類 

輪積成形 砂目底 胎土は暗灰色で石粒・砂粒を含む 器表褐色 器表は灰
褐色 内面使用の摩滅痕 

12 1面下b層 常滑 奮 肩部片 輪積成形 格子叩き目痕 胎土は灰色で石粒・砂粒を含む 

13 1面下b層 常滑 奮 肩部片 輪積成形 格子叩き目痕 胎土は灰色で石粒・砂粒を含む 

14 1面下b層 漆器 皿 口径（9.6）底径（7.0）器高1.5 口ク口成形薄手木地 黒色系漆のみの無文 

15 1面下b層 石製品 砥石 
長（4.4）幅（2.6）厚（2.4）砥面は上下面に使用痕 淡緑色凝灰岩製 上野産の

中砥か 

図11-1 2面建物lP1 銭 元豊通賓 外径2.5 内径2.1 北宋 初鋳1078年 

2 2面建物lP2 常滑 奮 
底部片 輪積成形砂目底 胎土は暗灰色で石粒・砂粒を多く含む 内面に
自然降灰 

3 2面建物lp3 かわらけ 
大型 

口径（12.6）底径6.6 器高3.3 口ク口成形で外底回転糸切痕、板状圧痕 胎土

は黄橿色で白色針状・雲母・微砂を含む弱砂質土 

4 2面建物lP3 かわらけ 
大型 

口径12.5 底径6.8 器高3.3 口ク口成形で外底回転糸切痕、板状圧痕 胎土は

黄橿色で赤色粒・白色針状・雲母を含む 内面に煤付着 

図12-1 2面木組土留 
かわらけ 
小型 

口径7.7 底径5.6 器高1.7 口ク口成形で外底回転糸切痕、板状圧痕 胎土は
黄灰色で微砂・赤色粒・白色針状・雲母を含む砂質土 

2 2面木組土留 
かわらけ 
小型 

口径8.1 底径5.8 器高1.7 口ク口成形で外底回転糸切痕、板状圧痕 胎土は

黄橿色で赤色粒・白色針状・雲母を含むやや粉質土 

3 2面木組土留 
かわらけ 
小型 

口径8.3 底径5.1 器高1.8 口ク口成形で外底回転糸切痕、板状圧痕 胎土は

黄灰色で白色粒・白色針状・雲母を含む弱砂質土 

4 2面木組土留 
かわらけ 
小型 

口径（8.3）底径（6.1）器高1.7 口ク口成形で外底回転糸切痕、板状圧痕 胎土
は淡黄橿色で赤色粒・白色針状・雲母を含む粉質土 

5 2面木組土留 
かわらけ 
小型 

口径8.3 底径6.3 器高1.4 口ク口成形で外底回転糸切痕、板状圧痕 胎土は
黄灰色で赤色粒・白色針状・雲母を含む弱粉質土 

6 2面木組土留 
かわらけ 
小型 

口径8.3 底径6.9 器高1.6 口ク口成形で外底回転糸切痕、板状圧痕 胎土は

橿色で微砂・白色針状・雲母をやや多く含む砂質土 

7 2面木組土留 
かわらけ 
小型 

口径（8.9）底径6.3 器高1.8 口ク口成形で外底回転糸切痕、板状圧痕 胎土

は横色で微砂・白色粒・白色針状・雲母を含む弱砂質土 

8 2面木組土留 
かわらけ 
大型 

口径（12.8）底径（8.8）器高3.2 口ク口成形で外底回転糸切痕、板状圧痕 胎

土は橿色で微砂・赤色粒・白色針状・雲母を多く含む砂質土 

9 2面木組土留 
常滑 

片口鉢 I類 
口縁部片 輪積成形 胎土は灰色で石粒・砂粒を多く含む 内面摩滅痕 

10 2面木組土留 常滑 聾 
口縁部片 輪積成形 胎土は暗灰色で石粒・砂粒を含む自然降灰 中野編年 
6型式 

11 2面木組土留 常滑 聾 
口縁部片 輪積成形 胎土は灰色で石粒・砂粒を多く含み粗い 器表暗赤褐
色 中野編年6型式 

12 2面木組土留 伊勢系 土鍋 
口縁～頚部片 輪積成形 薄手器壁で口端部を内側に折り曲げ 胎土は暗
褐色で黒色微砂・雲母を多く含む砂質土 外面に煤付着 

13 2面木組土留 
木製品 
人形代 

長15.3 幅0.4'-'2.8 厚0.2 折敷様の薄板を切って烏帽子を冠った整形の横向

き人形代 下部は先端が尖る加エを施す 
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表5 遺物観察表（5) 

図番号 層位・遺構 種 別 観 察 項 目 

図12一14 2面木組土留 木製品 鞘か 長（10.3）幅3.0 厚0.4 板目材で断面半月状で小刀の鞘を再加エか 

15 2面木組土留 
木製品 
へラ状 

長23.7 幅1.9 厚0.7 偏平加エの用材の片端部を両側面から削り下し、さらに
上面を先端に向け薄く削り仕上げする 

16 2面木組土留 
木製品 
へラ状 

長21.8 幅2.7 厚0.9 断面が長方形偏平な用材粗く削り先端を尖らす仕上げ 

17 2面木組土留 
木製品 
へラ状 

長14.9 幅1.0 厚0.5 断面丸棒の箸状に加エした用材 片端部を両側面から

削り尖らし、さらに片面を先端に向け削り仕上げする 

18 2面木組土留 木製品 箸 長25.5 幅0.7 厚0.5 断面多角形の棒状に削り端部を尖す両口加エ 

19 2面木組土留 木製品 箸 長25.0 幅0.6 厚0.4 断面多角形の棒状に削り端部を尖す両口加エ 

20 2面木組土留 木製品 箸 長23.5 幅0.7 厚0.5 断面多角形の棒状に削り端部を尖す両口加エ 

21 2面木組土留 木製品 箸 長23.5 幅0.6 厚0.4 断面多角形の棒状に削り端部を尖す両口加エ 

22 2面木組土留 木製品 箸 長23.0 幅0.6 厚0.4 断面多角形の棒状に削り端部を尖す両口加エ 

23 2面木組土留 木製品 箸 長23.0 幅0.5 厚0.4 断面多角形の棒状に削り端部を尖す両口加エ 

24 2面木組土留 木製品 箸 長22.5 幅0.5 厚0.4 断面多角形の棒状に削り端部を尖す両口加エ 

25 2面木組土留 木製品 箸 長22.4 幅0.7 厚0.5 断面多角形の棒状に削り端部を尖す両口加エ 

26 2面木組土留 木製品 箸 長21.5 幅0.5 厚0.4 断面多角形の棒状に削り端部を尖す両口加工 

27 2面木組土留 木製品 箸 長20.5 幅0.5 厚0.4 断面多角形の棒状に削り端部を尖す両口加エ 

28 2面木組土留 木製品 箸 長20.0 幅0.5 厚0.5 断面多角形の棒状に削り端部を尖す両口加エ 

29 2面木組土留 木製品 箸 長19.5 幅0.6 厚0.4 断面多角形の棒状に削り端部を尖す両口加エ 

図13-1 2面溝状 
かわらけ 
小型 

口径7.5 底径5.6 器高1.6 口ク口成形で外底回転糸切痕、板状圧痕 胎土は
黄灰色で微砂・白色針状・雲母を含む砂質土 煤付着の灯明皿 

2 2面溝状 
かわらけ 
小型 

口径7.7 底径5.1 器高1.7 口ク口成形で外底回転糸切痕、板状圧痕 胎土は
黄橿色で赤色粒・白色針状・雲母を含む 煤付着の灯明皿か 

3 2面溝状 
かわらけ 
小型 

口径7.7 底径5.1 器高1.5 口ク口成形で外底回転糸切痕、板状圧痕 胎土は

黄橿色で赤色粒・白色針状・雲母を含むやや粉質土 

4 2面溝状 
かわらけ 
小型 

口径8.0 底径5.5 器高1.8 口ク口成形で外底回転糸切痕、板状圧痕 胎土は

黄灰色で微砂・赤色粒・白色針状・雲母を含むやや砂質土 

5 2面溝状 
かわらけ 
大型 

口径11.6 底径7.3 器高3.0 口ク口成形で外底回転糸切痕、板状圧痕 胎土は

黄橿色で微砂・赤色粒・白色針状・雲母を含むやや砂質土 

6 2面溝状 
かわらけ 
大型 

口径11.8 底径7.2 器高2.9 口ク口成形で外底回転糸切痕、板状圧痕 胎土は

橿色で微砂・赤色粒・白色針状・雲母を含む 

7 2面溝状 
かわらけ 
大型 

口径12.0 底径7.9 器高3.0 口ク口成形で外底回転糸切痕、板状圧痕 胎土は

黄横色で微砂・赤色粒・白色針状・雲母を多く含む粗土 

8 2面溝状 
かわらけ 
大型 

口径12.1 底径7.7 器高3.3 口ク口成形で外底回転糸切痕、板状圧痕 胎土は
黄橿色で赤色粒・白色針状・雲母を含むやや砂質土 

9 2面溝状 
かわらけ 
大型 

口径12.3 底径7.8 器高3.1 口ク口成形で外底回転糸切痕、板状圧痕 胎土は

黄灰色で赤色粒・白色針状・雲母を含むやや粉質土 

10 2面溝状 
かわらけ 
大型 

口径12.4 底径7.0 器高3.2 口ク口成形で外底回転糸切痕、板状圧痕 胎土は

横色で微砂・赤色粒・白色針状・雲母を含む粉質土 

1210- 



表6 遺物観察表（6) 

図番号 層位・遺構 種 別 観 察 項 目 

図13一11 2面溝状 
常滑 

片口鉢 I 類 
体部下半～底部片 輪積成形胎土は灰色で石粒・砂粒を多く含む 内面使用
痕の著しい摩滅 

12 2面溝状 常滑 奮 
胴部片 輪積成形 叩き目は矩形内に× 状と交差線の組み合せ 胎土は暗
灰色で石粒・砂粒を多く含み粗い 器表茶褐色 

13 2面溝状 漆器 皿 
口径（8.4）底径（5.0）器高1.0 口ク口成形 木地が極薄手 黒色系漆の地塗り
に赤色漆で内外面に花文スタンプの施文 

14 2面溝状 
木製品 

草履 板芯 
長22.7 幅9.1 厚0.3 半月状の薄板を中心線でニ枚を合わせて片足分 藁状
の植物圧痕残る金剛草履 

15 2面溝状 木製品 栓状 
長9.7 径2.3'--'3.0 円形の先細り状へと縦位の削り施し先端部は丁寧な削り
仕上げ 

16 2面溝状 木製品 栓状 長7.2 径2.0'--'2.4 円形の先細り状に縦位の丁寧な削りで仕上げる 

17 2面溝状 木製品 菜箸 
長（20.6）幅9.1 厚0.3 先端欠失 柾目材を縦割り後、丸棒状の多角形に削り
加エ 

18 2面溝状 木製品 箸 長16.8 幅0.4 厚0.3 断面多角形の棒状に削り端部を尖す両口加工 

19 2面溝状 
木製品 
耳掻き状 

長10.7 幅1.0 厚0.8 断面丸棒の箸状に加エした用材で片端部を耳掻皿風に
削り仕上げたもの 皿部に煤付着 

20 2面溝状 木製品 部材 
板状用材の片面をL字形に削り加エし側面中央部に3力所の縦位穿孔あり
表面焼け焦げ黒ずむ 

21 2面溝状 木製品 不明 長14.6 幅2.2 厚0.4 板状用材の先端片側を刃先状に斜めに削る 

22 2面溝状 木製品 不明 長12.3 幅6.0 厚0.3 長方形の板材の片側にV字形切り込みを入れる 

23 2面溝状 木製品 不明 長32.8 幅4.0 厚0.4 細長い板状で両側がやや細く丸味もっ仕上げ 

図14-1 2面遺構外 
かわらけ 
小型 

口径（7.5）底径（5.0）器高1.5 口ク口成形で外底回転糸切痕、板状圧痕 胎
土は黄灰色で微砂・白色針状・雲母を含む弱砂質土 

2 2面遺構外 
かわらけ 
小型 

口径（8.1）底径（5.5）器高1.5 口ク口成形で外底回転糸切痕、板状圧痕 胎土

は灰橿色で微砂・赤色粒・白色針状・雲母を含む弱砂質土 

3 2面遺構外 
かわらけ 
小型 

口径（8.2）底径（6.4）器高1.8 口ク口成形で外底回転糸切痕 板状圧痕 胎土
は黄灰色で白色粒・白色針状・雲母を含む弱粉質土 

4 2面遺構外 
かわらけ 
小型 

口径（7.9）底径（5.2）器高2.1 口ク口成形で外底回転糸切痕、板状圧痕 胎
土は黄橿色で微砂・白色針状・雲母を含む弱砂質土 

5 2面遺構外 
かわらけ墨書 

小型 

口径（7.8）底径（5.5）器高1.4 口ク口成形で外底回転糸切痕、板状圧痕 胎土

は灰橿色で白色針状・雲母を含む 内底面に兎風の墨書あり 

6 2面遺構外 
かわらけ 
大型 

口径（13.3）底径（9.1）器高3.2 口ク口成形で外底回転糸切痕、板状圧痕 胎

土は黄橿色で微砂・赤色粒・白色針状・雲母を多く含む粗土 

7 2面遺構外 
龍泉窯系青磁
鏑蓮弁文碗 

口縁部片 口ク口成形口縁外反気味素地は灰白色粘質織密 粕は灰緑色の
不透明 

8 2面遺構外 常滑 聾 
口縁～頚部片 輪積成形 胎土は暗灰色で石粒・砂粒を多く含み粗い器表
褐色 内外面に自然降灰 中野編年5型式 

9 2面遺構外 常滑 奮 
口縁～頚部片 輪積成形 胎土は灰褐色で石粒・砂粒を多く含み粗い 器表
暗褐色口縁内に自然降灰 中野編年6型式 

10 2面遺構外 常滑 聾 
口縁～頚部片 輪積成形 胎土は暗灰色で石粒・砂粒を多く含み粗い 器表
暗褐色内外面に自然降灰 中野編年6型式 

11 2面遺構外 漆器 椀 
口径（14.5）口ク口成形 黒色系漆の地塗りに赤色系漆を用い、内外面に亀

甲文スタンプで施文 

12 2面遺構外 石製品 窪石 
径9.7 中央厚2.9 両端厚4.0前後 上下面は中央部が円形に窪む播り、加エを

施す凝灰岩質 



表7 遺物観察表（7) 

図番号 層位・遺構 種 別 観 察 項 目 

図14一13 2面遺構外 木製品 折敷 
長23.7 幅（8.8）厚0.2 柾目取りに極薄へぎ経木製の折敷 周囲に縁を綴じる
ための小孔を穿っ 

14 2面遺構外 木製品 折敷 
長24.1 幅（10.1）厚0.1 柾目取りに極薄へぎ経木製の折敷 軽く隅を切り落と
す 折敷周囲の縁を綴じる小孔を穿っ 

15 2面遺構外 
木製品 

草履 板芯 

長13.8 幅3.7 厚0.2 半月状の薄板でニ枚を合わで片足分としたものの半分
表面藁状の植物圧痕残る 金剛草履 

16 2面遺構外 
木製品 組物部 

材 

長（21.2）幅2.9 厚2.6 角材を用い中央部に釘穴状の孔、片端近くにU字形の

ほぞ穴風の挟りを施す 用途不明 

17 2面遺構外 木製品 不明 長（13.5）幅2.8 厚1.9 角材で中央部に鉄釘1本が打ち込まれ残存 

18 2面遺構外 木製品 箸 長25.3 幅0.4 厚0.3 断面多角形の棒状に削り端部を尖す両口加エ 

19 2面遺構外 木製品 箸 長22.9 幅0.5 厚0.4 断面多角形の棒状に削り端部を尖す両口加エ 

20 2面遺構外 木製品 箸 長22.2 幅0.3 厚0.3 断面多角形の棒状に削り端部を尖す両口加エ 

21 2面遺構外 木製品 箸 長22.0 幅0.5 厚0.4 断面多角形の棒状に削り端部を尖す両口加エ 

22 2面遺構外 木製品 箸 長22.0 幅0.4 厚0.3 断面多角形の棒状に削り端部を尖す両口加エ 

23 2面遺構外 木製品 箸 長22.0 幅0.4 厚0.3 断面多角形の棒状に削り端部を尖す両口加エ 

24 2面遺構外 木製品 箸 長21.4 幅0.4 厚0.3 断面多角形の棒状に削り端部を尖す両口加エ 

25 2面遺構外 木製品 箸 長20.8 幅0.3 厚0.3 断面多角形の棒状に削り端部を尖す両口加エ 

26 2面遺構外 木製品 箸 長20.5 幅0.3 厚0.3 断面多角形の棒状に削り端部を尖す両口加エ 

27 2面遺構外 木製品 箸 長20.1 幅0.3 厚0.2 断面多角形の棒状に削り端部を尖す両口加エ 

-212ー 



表8 遺物分類別出土数量・比率表 

出土地 

種 類 
1面上 1面下a層 1面下b層 2面 その他 合計 比率（%) 

か
わ
ら
け
 

口ク口 113 156 53 224 0 546 46 

手握 0 0 1 0 0 1 0 

白色 0 1 0 0 0 1 0 

土

製

品
 

鍔釜 0 0 0 3 0 3 0 

火鉢 3 2 0 0 0 5 0 

国
産
陶

器
 

瀬 P 8 6 1 1 0 16 2 

常滑 69 77 38 48 0 232 20 

備 印」 2 5 0 0 0 7 1 

山茶碗 1 0 0 0 0 1 0 

舶
載

陶

磁
器
 

青磁 2 4 3 1 0 10 1 

白磁 3 0 1 0 0 4 0 

青白磁 0 1 0 0 0 1 0 

その他 0 0 1 0 0 1 1 

石
製

品
 

滑石 4 0 0 2 0 6 0 

硯 0 1 0 0 0 1 0 

砥石 0 1 1 0 0 2 0 

その他 1 0 0 2 0 3 0 

金

属
品
 

銭 1 24 0 1 0 26 2 

鉄釘 0 1 0 0 0 1 0 

漆
・
木

製
品
 

碗・皿 0 0 1 3 0 4 0 

供膳具 0 0 0 122 1 123 10 

履物 0 0 1 21 0 22 2 

エ 目 0 0 0 5 0 5 0 

その他 0 5 2 61 3 71 6 

自
然

遺

物
 

骨 5 3 4 4 1 17 2 

貝 18 10 3 45 1 77 7 

その他 2 0 0 0 0 2 0 

合計 232 297 110 543 6 1188 

比率（%) 19 25 9 46 1 
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第4 章 まとめ 

下馬周辺遺跡内における今回の調査地点（由比ケ浜二丁目 39番 14）では、調査面積の狭さや湧水に

伴う崩落の危険性から掘削深度の制約があり限定された範囲内の遺構検出や出土遺物に留まっており、 

遺構の性格や敷地の空間的な様相を明確にすることはできなかったo ここでは前章までに記した調査の

成果について概観すると共に、近辺の調査地点との関係などを簡単に触れてまとめにかえたい。 

本調査地点は由比ケ浜の海浜砂丘帯の裏側に位置し滑川や佐助川が合流する下馬四ツ角付近から車小

路近辺にかけては鎌倉市街地の中でも も海抜標高の低い地域で現地表の海抜高6m程を測るものであ

り、南側の砂丘帯頂部に建っている現在の石造浜ノ大鳥居より3mも低い標高を示しているo 第1面は

地表下約 1.4 mで検出されたた弱い地形層による遺構密度の低い生活面で明確な建物を示す柱穴や礎石

は確認されていない。出土遺物からみて概ね 14 世紀代の所産と考えらる。 

第2面は海抜高 4. 7 m前後で貝殻粒を多く含み褐鉄分が染み込んだ硬化面であった。この上面では掘

立柱建物、道路（通路）・木組みの土留遺構柱穴、溝などが検出されたo この面に伴う出土遺物からみ

て概ね 13 世紀後葉～ 14 世紀初頭頃の所産と考えらるo 

本遺跡の発掘調査では現在までのところ、まとまった調査成果が得られた事例が少ないが、若宮大路

修景事業に伴う発掘調査で車小路と若宮大路が交差する図1（地点位置は本図参照）の地点1からは天

文年間頃の造替を思わす浜ノ大鳥居になる西側脚柱の根方が発見され鎌倉時代からほぼ同じ場所での鳥

居造立が行なわれたと想定され、中世都市鎌倉の中心部と周縁部を分かつ境であった可能性が考えられ

るo 海浜砂丘の北側裾部に位置する地点2の調査では鎌倉時代を主体とした三時期の遺構・遺物が発見

されたo 下層遺構の 13 世紀前半頃は沼のような湿地の窪地が存在しており、それに伴う遺物は柿経●

笹塔婆なとを多量投棄した特殊な行為が確認され生活臭の少ない鎌倉前期のこの場を考える上でこれら

の遺物が重要な意味を含くんでいると思われるo 次の時期、13 世紀中頃は生活の営みが認められる空

間へと変化、溝や段で区画された中に掘立柱建物・井戸・ゴミ穴の土坑が点在し屋敷地が想定されたo 

さらに 13 世紀後葉～ 14 世紀中頃では人々の生活が も活況に満ちた時期で竪穴建物・井戸・通路と、 

多くのゴミ穴土坑が発見され、それに伴い豊富な種類の多量な遺物が出土しており、この場が町屋的な

空間に変貌したと考えられるo 地点5などの砂丘頂部の南側に拡がる前浜の浜地からは通路で区画した

中に頻繁に建て替えられた大型の竪穴建物や井戸、土坑墓跡などが密集しており、鎌倉後期～南北朝期

にかけてこの場が倉庫群を主体とした空間で町屋的な様相を呈していたo 以上のように本調査地点を含

めた周辺地域は、中世鎌倉の繁栄とともに鎌倉中～後期にかけて竪穴建物が存在した基本的に町屋が展

開していたと解釈できる。しかしそれ以前、鎌倉時代前半期についての明瞭な遺構を検出した調査事例

は少ない。この周辺の様相を『吾妻鏡』の記事でみると、御家人の屋敷地が存在していたことが知られ、 

中世都市鎌倉におれる周縁景観の形成復元と、その発展過程を理解する上で今後の調査成果の蓄積が望

まれるところであるo 

-214- 



図版1 

▲ 1 第 1 面全景（南から） 

▼ 2 第 2 面全景（南から） 
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図版2 

'1 第 2 面 

建物 1・木組士留遺構 

検出状況（南東から） 

' 2 同上（南東から） 

' 3．木組士留遺構 

（東から） 
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図版 3 

11 第 2 面 
木組士留遺構 
完掘状況（南東から） 

● 2 木組士留遺構
北側（東から） 

ぐ 3．同上 
南側（東から） 
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図版 4 

Al．第 2面建物内礎板東壁際（西から） A2．同左南壁際（北から） 

▲ 3. 調査区南壁土層堆積（北から） 

▼ 4 調査区西壁土層堆積（東から） 
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かく おん じきゅうけいだい い せき 

覚園寺旧境内遺跡（No. 435) 

二階堂字会下351番3外 



1
1
1
1

『
 

1． 本報告は鎌倉市二階堂字会下 351番 3 外地点に所在する個人専用住宅建設に伴い実施された、覚園寺旧

境内遺跡（県遺跡台帳陥．435）の緊急調査報告であるo 

2． 発掘調査は、平成 16年 10月 27 日から同年 12月 10 日にかけて鎌倉市教育委員会が実施したo 

3． 調査・整理作業体制は以下の通りであるo 

調査担当者：伊丹まどか 

調 査 員】石元道子・宇都洋平・須佐仁和・須佐直子・鈴木絵美・本城裕・吉田桂子 
調査補助員】白石哲也（明治大学）・早川智・井上朔太郎・北泉剛史（鶴見大学） 

調査作業員】片山直文・河原龍雄・清水政利・田口康雄・渡辺輝彦（（社）鎌倉市シルバー人材センター） 

協力機関名】（社）鎌倉市シルバー人材センター・鎌倉考古学研究所 

4． 遺物実測・観察は宇都o 遺物・遺構トレースは吉田が作成した。図版作成は伊丹・須佐（直）o 

執筆・編集は伊丹が行ったo 

5． 遺構写真は鈴木が、遺物は須佐（仁）が撮影した。 

6． 発掘調査における出土遺物・図面類・写真などの資料は、鎌倉市教育委員会が保管している。 
7． 凡例は以下の通りである。 

図版縮尺 

遺構実測図において焼痕の残る箇所。および、遺物実測図において油煤が付着した箇所は黒く塗りつぶ 

して表わしている。 

法量表…復元実測を行った場合は、法量の数値に（ ）を付してある0 径は、直径を表わす。 
8． 現地調査および資料整理においては、多くの方からご指導、並びにご援助を賜ったo 記して感謝の意を 

表わします。（敬称略・50 音順） 

井関文明・押木弘己・菊川英政・斎木秀雄・汐見一夫・鈴木次郎・原慶志・福田誠・降矢順子 

松尾宜方・馬淵和雄 
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第1章 遺跡の位置と歴史的環境 

1．遺跡の位置と歴史的環境 

調査地は、JR鎌倉駅から北西に1. 7kmの地点o 薬師堂ケ谷（覚園寺ケ谷）と呼ばれる谷戸内に位置するo 

この薬師堂ケ谷の入り口には明治二年に建立された鎌倉宮（大塔宮）があるが、元は東光寺（山号医王

山o 臨済宗o 開山・創建●廃絶年次などは不明）があった地とされるo 鎌倉宮から谷戸を約400m奥に入っ

た地点が調査地であるo さらに約300m行った谷戸最奥には、谷戸名の由来になる鷲峯山真言院覚園寺（開

山・智海心慧o 開基・北条貞時o 元は四宗兼学だったが明治初年に一寺一宗と定められ、古義真言宗と

したo 京都泉涌寺末）がある〇 

覚園寺の前身は北条義時が建保六年（1218）七月に建立し、同年十二月に薬師如来を安置供養した大

倉薬師堂（新御堂）であった〇寛元元年（1243）二月二日に火災に遭い、弘長三年（1263）三月十日、北

条時宗が当堂を修造しているo この薬師堂は、泉涌寺系の法系である北京律系の人々が関与し、貞応三

年（1224）泉涌寺開山俊荷が関東に下向してからは、北京律系の関東弘通の拠点になっていたことが推

定されているo 大倉薬師堂を寺に改めて覚園寺としたのは、永仁四年（1296）北条貞時であるo 当寺開

創の目的は覚園寺僧申状案（県史三）によると、「為降伏異国、鎮護朝廷」とあり、元冠撃退と朝廷鎮

護の祈願にあったo また、覚園寺裏山の山号にもなる鷲峯山の南斜面一帯には「覚園寺百八やぐら」と

呼ばれるやぐら群があるが、そのうちの1穴である「彫出地蔵やぐら」と呼ぶやぐらは、奥壁中央に半

肉彫の地蔵菩薩坐像を掘り出して本尊とし、三方に低壇をもち、その上に五輪等や宝箇印塔が置かれ、 

そのうちの2基の銘文から文和（1252~ 56）・応永（1394 '-' 1428）の両度の覚園寺大修造に活躍した仏

師正祐・朝祐父子の墓窟であったことが明らかになっているo 

覚園寺は、大倉薬師堂創建以来北条氏の庇護の下に寺勢を誇ってきた寺であるが、北条氏が滅亡し

た元弘三年（1333）以降は後醍醐天皇の勅願所が置かれ、その後足利尊氏の祈願所となり、建武四年 

(1337）・文和三年（1353）の火災の際も足利尊氏の助力により復興を遂げているo また、小田原城主北

条氏も歴代にわたり相応の保護を加え、豊臣秀吉、徳川家康ともに寺領を寄進した〇歴代の権力者の庇

護の下に置かれた寺であったが、元禄十六年（1703）の大地震、文政十三年（1830）の庫院消失などを経

て寺運は次第に衰退していき、幕末には無住の時期を経て現在に至っているo 

現在国指定遺跡となっている境内地には、元禄十六年の大震災後に古材を使用して再建した薬師堂を

始め、地蔵堂・愛染堂・祖師堂・庫裏などが立ち並び、鎌倉十井のーつである「棟立ノ井」があるo 

遺跡地を含む薬師堂ケ谷は奥に向かって約 700m の距離があるが、谷戸幅は現在でも谷戸内を走る河

川・道路を挟んで20~ 80 mと、狭く細長い谷戸であるo 『吾妻鏡』の記事に、「薬師堂ケ谷辺に浄密な

る僧の住む坊の前庭に優曇華が咲いたので鎌倉中の人々が見物に出かけ、将軍実朝も家来に見に行かせ

たところ芭蕉の花であったらしい」（貞応二年（1223）七月九日条）o 「当谷の丹波良基宅に将軍頼経室

の二棟の奥方（大宮殿）が産気のため大倉から移った」（延応元年（1239）十一月二十日条）o 「当谷が

焼亡し二階堂大路の南辺まで延焼」（建長三年（1251）十月七日条）。「将軍宗尊親王が大慈寺供養に出

席するための方違の場所として、佐々木泰綱の薬師堂ケ谷山荘が定められ、九月三十日に山荘に移った」 

（正嘉元年（1257）八月十八日条）o 「北条教時亭が当谷にあった」（文永三年（1266）七月四日条）o な

どが記されているo 

現在までに覚園寺境内内の調査としては、昭和四十一年に行われた宝箇印塔解体修理o 昭和五十四 

-228ー 



年、県指定重要文化財旧内海家住宅の移築予定地の試掘調査o その結果を受けての昭和五十四年から昭

和五十五年にかけて防災設置箇所に関して、20 数箇所にわたるトレンチ発掘調査があるが、覚園寺旧

境内遺跡地内の調査としては、谷戸内のやぐらを含め多くはないo （図1参照） 

参考文献 

『覚園寺境内発掘調査報告書』 覚園寺境内遺跡発掘調査団 河野員知郎 1982年3月 

『会下山西やぐら発掘調査報告書』「会下山西やぐら」二階堂会下312番 田代郁夫 1987年3月 

『平成 5年度鎌倉市内急傾斜地崩壊対策事業に伴う発掘調査報告書』「天王寺跡やぐら」二階堂中村 381 

番 1番 田代郁夫 1995年3月 

rNo. 331 遺跡内やぐら』「平成 5年度鎌倉市急傾斜地崩壊対策事業に伴う発掘調査報告書」 田代郁夫 

東国歴史考古学研究所 1995年3月 

『中世石窟遺構の調査且』平成6年度鎌倉市内急傾斜地崩壊対策事業に伴う発掘調査報告書 東国歴史 
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『中世石窟遺構の調査且』平成5年度鎌倉市内急傾斜地崩壊対策事業に伴う発掘調査報告書 東国歴史 

考古学研究所調査報告第 15集 「天王寺跡やぐら」 田代郁夫 1998年3月 

『中世石窟遺構の調査且』平成5年度鎌倉市内急傾斜地崩壊対策事業に伴う発掘調査報告書 東国歴史 
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福田誠 

『鎌倉廃寺事典』1980年 有隣堂 貫達人・川副武胤 
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10 覚園寺境内（二階堂字礎下331番3外地点） 

議 11 横小路周辺遺跡（二階堂字会下323番外） 

図1 点と近辺の遺跡 地
 

査
 

調
 

一230- 



第2章 調査の概要 

1．調査の経緯と経過（図 2) 

本調査は個人専用住宅建設に伴い実施した。調査期間は平成 16年 10月 27 日から同年 12 月 10 日で

ある。調査面積は約 50 甫o 表土は重機により地表より約 40 '-' 60mを除去し、これ以下を人力によっ

て掘削・廃土処理を行い、遺構の発見・遺物採集を実施。測量・写真撮影などの記録保存を行ったo 遺

構検出に伴う廃土を調査区外に搬出できなかったことや、多量の湧水を排水する設備が整わなかった等

の悪条件から調査は困難を極め、 終的には平面調査を断念しトレンチによる土層観察のみの調査に

なったことは遺憾であるo 

調査に際しては調査区の形状に沿って任意に測量用の基本杭を設定し、これを元に光波測量機によっ

て遺構等の記録を行ったo 任意で設けた基準杭には、鎌倉市4級基準点を元に国土座標軸を算出して座

標値を与えてある（図 2)。なお、調査軸は磁北から 210 27' 30" 西に振れるo 

／ー～、 

21。 27' 30" 
A X=-74, 748. 025 

Y=-24, 142. 906 

B X=-74, 750. 146 

Y=-24, 142. 056 

、 

5m 

図2 調査区国土座標位置図 

2． 堆積土層（図 3) 

調査区南・西壁で確認した土層堆積図から、堆積状況を上層より説明する。 

本調査地点の現地表の海抜高は約 25. 30m であるo 第 1面までは大きく撹乱で削平されていた部分を

含み、約60cmと厚く堆積していた表土を取り除き、破砕泥岩の地業上（第2層）を第1面として検出

作業を行った。 

第 1面は破砕泥岩の地業であるo （海抜25. 80m）破砕泥岩の地業は 60~ 40cmと厚く堆積していた。 

地業上に数穴のピットを確認したが、いずれも表土によって削平・撹乱を受けており、中世の生活面と

して捉えることができず、堆積土層図のみの記録であるo 

第 2面は南北に走る溝●土坑・柱穴・礎板・囲炉裏を発見したo 発見した遺構からは建物の存在を推

測することはできたが、建物の規模等を確認することはできなかったo 第2面構成土は暗褐色弱粘質土。 

破砕泥岩・炭化物・有機質土を含む（海抜 25. 10 '-' 25. 20m)。第2面としている地業面では、遺構の切

り合い等の観察から少なくとも2時期の生活面の作り替えが行われたようである。 

第3面は礎板を伴う柱穴を発見している。青灰色弱粘質土。破砕泥岩・有機質土・炭化物を含むやや

脆弱な地業であった。上層に炭化物を多く含む層が薄く堆積しており、火災等でこの生活面を造り変え

た様子であるo （海抜 24. 80m) 

-231- 



〈調査区東壁土層図〉 

25. 80m- 

la 茶褐色砂質土 泥岩粒（少）・炭化物（少） 

lb 泥岩層・炭化物（少） 

2  茶褐色弱粘質土 泥岩粒・泥岩・炭化物・砂質土（第 1 面構成土） 

3  暗褐色粘質土 炭化物（少）・有機質土（少）（第 2 面構成土） 

4  暗青灰色弱粘質土 泥岩粒（多）・泥岩（多）・炭化物（少）・砂質土（少）（第 2 面

構成土） 

5 暗褐色弱粘質土 泥岩粒（多）・炭化物（多）・有機質土（多） 

6  暗褐色弱粘質土 泥岩（少）・炭化物（多）・有機質土（多）柱痕？ 

7 暗褐色弱粘質土 泥岩粒・炭化物（少）・粘土 

8 暗青灰色弱粘質土 泥岩・泥岩粒（多）・炭化物（少）・砂質土（少） 

9  暗青灰色弱粘質土 泥岩粒（少）・有機質土（少）・砂質土（多） 

10 暗青灰色弱粘質土 泥岩粒（少）・炭化物（多） 

11 暗青灰色弱粘質土 炭化物（多）・砂質土（少）・褐色粘質土（多） 

12 暗青灰色弱粘質土 泥岩・泥岩粒（少）・炭化物（多）・砂質土を含む 

13 暗青灰色弱粘質土 泥岩粒（少）・泥岩・砂質土（少）・炭化物（少） 

14 暗青灰色弱粘質土 泥岩・炭化物 

15 青灰色弱粘質土 泥岩・泥岩粒・炭化物（少）・有機質土（少）（第 3 面構成土） 

16 暗青灰色弱粘質土 泥岩粒（多）・泥岩（多）・炭化物（少）・有機質土（少）・砂質 

土（少）（第 3 面構成土） 

17 暗青灰色弱粘質土 泥岩粒（多）・泥岩（多）・炭化物（少）（第 3 面構成土） 

18 暗褐色弱粘質土 泥岩粒（少）・有機質土（多）・炭化物（多） 

19 暗青灰色弱粘質土 泥岩（多）・泥岩粒（多） 

20 青灰色弱粘質土 泥岩‘有機質土（少）・炭化物（少） 

21 暗褐色弱粘質土 炭化物（多）・砂質土（多）（第 4 面構成土） 

22 5cm から 40cm 大の泥岩層・暗褐色弱粘質土も混じる 

23 炭化物層・有機質土（多）泥岩粒（少） 

24 暗褐色弱粘質土 炭化物（多）・有機質土（多）・泥岩粒（少） 

25 暗褐色弱粘質土 炭化物（多）・有機質土（多）・泥岩粒（多） 

26 10cm から 25cm 大の泥岩層。青灰色弱粘質土 

27 暗褐色弱粘質土 泥岩・泥岩粒（多）・炭化物（多）・有機質土（多） 

28 10cm から 30cm の泥岩層 

29 暗青灰色弱粘質土 破砕泥岩による地業層。泥岩・泥岩粒 

30 暗褐色弱粘質土 泥岩粒（少） 

31 暗褐色弱粘質土 泥岩粒・泥岩 

32 暗褐色弱粘質土 泥岩粒（少）・有機質土（少）・炭化物（少）・砂質土（少） 

33 暗褐色弱粘質土 泥岩粒（少）・炭化物（少）・有機質土（少） 

34 暗褐色弱粘質土 炭化物（少）（第 4 面構成土） 

35 暗褐色弱粘質土 炭化物（多）・有機質土（多） 

36 泥岩層・泥岩粒（多）・泥岩（多） 

3] 暗褐色弱粘質土 炭化物（多）・有機質土（多） 

38 暗青灰色弱粘質土 泥岩・泥岩粒・有機質土（少）‘炭化物（少）(4 面構成土） 

39 暗褐色弱粘質土 炭化物（多）・有機質土（多） 

40 暗褐色弱粘質土 炭化物（多）・有機質土（多） 

41 暗褐色弱粘質土 泥岩粒（多）・炭化物（少）・粘土 

42 暗褐色弱粘質土 炭化物（多）・有機質土（多） 

43 泥岩と炭化物による互層・暗青灰色弱粘質土 

44 暗褐色弱粘質土 炭化物（多）・有機質土（多） 

45 暗褐色弱粘質土 炭化物（多）・有機質土・泥岩粒 

〈調査区南壁土層図〉 

図 3  調査区壁堆積土層図 

第4 面は頻繁に生活面の作り替えが行われた様子が伺え、建物比・溝・柱穴●土坑など多くの遺構を

発見しているo 第 4 面構成土は炭化物・土丹粒を含む暗褐色弱粘質土o （海抜 24. 40m) 

第 5 面から第 7 面までの生活面は、第4 面終了時に調査区東側にトレンチ坑を設け確認したo 

調査区の西側では第 4 面下層は山裾の岩盤を削り出していた様子が観察できたが、地業等の生活面と

しての痕跡は確認できなかったo  トレンチ坑を設けた東側は第4 面下層においても生活面を確認してお

り、第4面の生活面を作るときに大きく山側を削り西側に地所を広げた様子が伺えた。 

第 5 面は暗褐色弱粘質土。炭化物層との互層に地業し生活面を造成していたo （海抜 23. 90m）第 6 面

は暗褐色弱粘質土。上層に薄く炭化物層が堆積o （海抜 23. 80m）第 7 面は泥岩粒・炭化物・砂質土・有

機質土を含む暗褐色弱粘質土o 炭化物層と弱粘質土の互層で地業されているo （海抜 23. 60m）第 7 面下

層遺構では、西側山裾に当たる岩盤面の削り出しを確認している（海抜 23. 50m）が、調査区西側では

第 4面構成土下層、海抜 24. 50m で西側山裾に繋がる岩盤を確認しているo 

a
b
 

ー
ー
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第 3 章 発見した遺構と遺物 

本報では調査によって発見した遺構・遺物を上層より順を追って報告しているo 遺構に付した番号は、 

確認作業の際に便宜的に付したものであり、遺構の新旧・性格に伴うものではないo 個別に図示しなかっ

た遺構については、文章中に計測値等の説明を加えている。それぞれの遺構の位置は全体図を参照して

いただきたいo 遺構の計測値は（長軸×短軸×深さm）で示した。 

出土遺物の内、実測不可能であったものは、法量表の 後に出土遺構と破片数を掲載した。 

1．第1面の遺構と遺物 

第2面とした生活面を確認する前に、その上層海抜約 25. 80 mで破砕泥岩による地業層を確認してい

たが、掘削の手違いから第1面に相当する層の殆どを重機によって取り除いてしまったo 数穴のピット

を発見したが第1面での遺構検出・記録はできなかった。第1面構成土中からの遺物出土は確認できな

かったが、第1面に相当すると考えられるピット等の遺構覆土からは近世遺物（瓦）と共に中世遺物（か

わらけ細片・箸・折敷等の木製品）が出土しているo 

図4 第2面全測図 

2 ．第 2 面の遺構と遺物（図 4～図6) 

第2面は約 50cmの厚さで堆積していた第1面構成土を取り除き、破砕泥岩を含む青灰色弱粘質土上

面で確認したo （海抜約 25. 20 m）第2面上層全体に炭化物層が広がる。第1面の地業によって削平を

受け、遺構の遺存状態は良好ではなかったが、南北に延びる溝1条・土坑6基・ピット 9穴・囲炉裏1 

基・礎板・礎石を確認した。 

調査区の西側では、礎板・礎板を伴う柱穴、囲炉裏を発見し建物の存在が考えられたが、上層の地業

に壊されたためか建物比の範囲・規模等は不明であるo 調査区東側では、礎石の据えられた柱穴上に柱

を組むための柄を切った木材が南北に置かれており、遺構 22 内の礎石上には、遺存状態は悪かったが

柱も残っていたo この遺構 22 から約3m東の位置に現在は河川が流れており、南北に通された木材を 
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建物堆の一部（根太？）と考えるには、調査地東側に流れる河川までの幅を考えると、やや東西幅が狭

いように思われ、柵（塀）等の施設の一部であったかもしれないo この柱穴列の西側に、同じく南北に

延びる溝（遺構 13）を確認しているo 同様に区画の施設（溝と塀）であったと考えている。 

す四巴奪レへ 
（遺構 17) 0 

~ 

（遺構 22) 

im 

b ー 

八プーL（遺構 13) 

   

図5 第2面個別遺構図 

・遺構8（図4) 

幅20m・深さ7mの浅いピット。上層の遺構 15 に壊されていたが、ほぼ円形を呈するo 遺構覆土は 

暗褐色弱粘質土・褐色砂質土・泥岩粒を含む。 

・遺構8出土遺物（図6) 

2は義櫨成形かわらけo 

・遺構 13（図4・5) 

調査区東側で発見した南北に延びる溝である。幅約 60cm・深さ約 45cm、やや逆台形を呈するo 底面 

のレベルはほぼ平坦であった。遺構覆土は青灰色弱粘質土・炭化物・砂質土を含むo 

・遺構 13 出土遺物（図6) 

1は義櫨成形かわらけo 

・遺構 17（図4・5) 

囲炉裏o 遺構内側の土には灰が多量に堆積していた。粘土と灰が混入した締まりある土〇板囲い外側

に焼痕が認められ、火災等によって消失したと思われる。板囲い外側は泥岩によって支えて（補強）い

たようであるo 遺構内からの出土遺物は発見できなかった。 

・遺構24（図4) 

54 X 35 X 35 cr110 遺構覆土は青灰色弱粘質土o 泥岩粒・炭化物・有機質土・炭化物を含むo 

・遺構24 出土遺物（図6) 

3は常滑窯奮胴部片o 同一個体と思われる破片がこの他に4点出土。 

・遺構 22（図4・5) 

56 X 40 X 22 cm0 黒褐色弱粘質土。破砕泥岩・泥岩粒を含む。底面に据えられていた礎石上には遺

存状態が悪く、採集はできなかったが柱が残っていた。また、礎石には焼痕が認められたo 遺構内から

の出土遺物は、発見できなかった。 

・遺構26（図4) 

140×95以上×22 cm。遺構覆土は灰褐色弱粘質土o 
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・遺構 26 出土遺物（図 6) 

4 は緑紬陶器片o 底部露胎。 5・6 は義櫨成型かわらけo 

・第 2 面で確認した、個別に図示していない遺構の計測値と遺構覆土の観察である。それぞれの遺構の

位置については全体図（図 4 ）を参照していただきたいo 

遺構 9 は 75 X 95×9 cm0 黒色粘質土o 多量の炭化物混入o 上層の遺構かo 遺構 10は 103 X 74 X 49 c m0 

青灰色弱粘質土・破砕泥岩・泥岩粒、炭化物を多量に含むo 遺構 11 は 98 X 70 X 25m。青灰色砂質土・

泥岩粒・灰褐色砂質土を含むo 遺構 12 は 40 X 39 X 20 cm0 底面に礎板が据えてあったo 黒褐色粘質土。 

炭化物・泥岩・破砕泥岩を多く含むo 遺構 14 は青灰色砂質土o 破砕泥岩・褐色粘質土を含むo 約 62 X 

43 X 18m。遺構 11 に切られるo 遺構 16 は青灰色弱粘質土o 多量の炭化物・破砕泥岩●有機質土・砂

質土を含むo 遺構 19 は 48 X 36 X 16 cm0 青灰色弱粘質土o 破砕泥岩・泥岩粒を含むo 遺構 21 を切るo 

遺構 20 は 50×45×27 cm0 青灰色弱粘質土o 遺構 19 覆土に近似0 遺構 21 は青灰色弱粘質土o 破砕泥

岩・泥岩粒を含むo 上層の地業の際に壊され形状は不明〇深さ 10 cm0 遺構 23 は青灰色弱粘質土o 泥岩

粒・炭化物を含む。上層の遺構 10 に切られ正確な形状は不明o 幅 75m・深さ 35 cm0 遺構底面の中心

からは外れるが礎板が出土しているo 遺構 25 は青灰色弱粘質土。泥岩粒を含む0 33X32X23cm0 ほ

ぼ円形を呈する。遺構 27 は灰褐色弱粘質土o 破砕泥岩・泥岩粒を多量に含むo72 X 72 X 22 cm0 遺構 

28 は灰褐色弱粘質土o 破砕泥岩・灰褐色弱粘質土を多く含む。底面に礎板が据えられていた。70 X 49 

×約 10 cm0 また第 2 面で発見した遺構覆土全体に、微量ながらも炭化物が混入していたo 

・第 2 面面上出土遺物（図 6) 

7 は銭・聖宋元宝o8は常滑胴部片o9は石製品・硯01o・11 は義櫨成型のかわらけ0 12 は鉄製品・ 

釘0 13・14 は木製品0 13 は箸0 14 は用途不明o 

・第 2 面構成土出土遺物（図 6) 

15 は竜泉窯・青磁鏑蓮弁文折縁皿0 16 は青白磁・梅瓶。17 は竜泉窯・青磁鏑蓮弁文碗0 18 は土器質

火鉢0 19'-'27 は義櫨成型かわらけ。23・24 は口唇部・内面に油煤付着0 26 は口唇部・外面油煤付着o 

27 は底面に穿孔あり0 28・29 は石製品。28 は硯。29 は砥石・中砥。30 は鉄製品・釘0 31'-40 は木製

品0 31 は部材0 32 は曲物033~39 は箸0 40 は箆状木製品o 

3．第 3面の遺構と遺物（図 7～図 ii) 

第 3面は有機質土・木片を含む暗褐色弱粘質土上面で確認した。（海抜 24. 80 m) 

湧水の影響もあり地業は弱く、発見した遺構は柱穴 5 穴・土坑 1基と数少ないo 柱穴は南北方向に並

んでいるように見えるが、それぞれの柱穴の芯芯の距離に統一性がなく、同一の建物を構築するための

柱間とは言い切れないo 第 3面構成土下層には、木器層とも言えるほどに多くの木片と炭化物を含んだ

茶色有機質土が堆積していた。 

・遺構 30・31（図 8) 

遺構 30・31 は柱穴であるo 建物の範囲・規模等は確認できなかった。遺構 30 は 37 X 37 X 9 cm0 暗

青灰色弱粘質土o 有機質土・炭化物多量・泥岩粒を含むo 底面に礎板ありo 遺構 31 は 34 X 34 X 12 cm0 

暗褐色青灰色弱粘質土o 有機質土・炭化物多量・泥岩粒を含むo 後で述べる遺構 29 と覆土近似。柱間

は芯芯で 202 cm0 遺構内からの出土遺物は無いo 
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図9 遺構 47 出土遺物 
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罰 こ森蘇篇蘇明。葱の組み物の部材か？ 

・第3面で確認した、個別に図示していない遺構の計測値と遺構覆土の観

察である。それぞれの遺構の位置については全体図（図7）を参照してい

ただきたいo 

遺構 26 は幅78m・深さ 23 cm0 調査区外に遺構が伸びてしまっている

ため正確な形状は不明。青灰色弱粘質土o 炭化物を少量含む。遺構 29 は 

49 X 42 X 14 cm0 暗青灰色弱粘質土o 有機質土・炭化物少量・泥岩粒を

含むo 底面に礎板ありo 遺構 29・30・31は覆土近似。遺構 48 は 31 X 24 

遺構 47 出土遺物遺物（図9) 

図7 第3面全測図 

・遺構47（図8) 

46 X 43 X 25 cm。遺構底面に据えられていた礎

板の上に柱が残るo 柱穴内で礎板がずれないように

補強したのか、杭状の木が礎板脇に打ち込まれてい

たo 遺構覆土は破砕泥岩を含む暗褐色弱粘質土o 

×13 cm0 青灰色弱粘質土o 泥岩粒を少量含むo 

・第3面構成土出土遺物（図 10～図 12) 

1は白磁口死皿o2は褐紬壷。3・5は常滑窯片口鉢I類o4は瀬戸窯水注o6は滑石鍋o7は常滑窯嚢o 

8 は土器質火鉢o 9は白かわらけoloは滑石鍋0 11' 39 は義櫨成型かわらけo32・35 は内外面口唇

部油煤付着033は内外面に油煤付着o40・41は鉄製品・釘o42~ 108 は木製品o42~ 44・46・47・ 

49 '- 52・55・56 は用途不明。45・57・58 は板折敷o48は部材。釘痕あり0 53 は箸054は織機059・ 

61~ 65 は曲物底板o60は曲物蓋？中央に 2 穴の穿孔ありo62は楕円形を呈するo66'--' 104 は箸0 105 

~108は串状製品o 
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図 H 第 3面構成土出土遺物（2) 
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4．第4面の遺構と遺物（図 13～図 16) 

第4面は破砕泥岩と有機質土を含む茶褐色弱粘質土の粗い地業上で確認した。（海抜 24. 40 m) 

発見した遺構は溝2条・土坑3基・ピット 20 穴・杭穴 37 穴o 

調査区西側で不規則に並んだ杭痕を確認しており、そのうちの数穴には杭が遺存していたo 上層の第 

3面、あるいは第4面の生活面を地業する際の土留めであったのではないかと考えているo 杭は 2本で

一組を基本として打たれていたようであるo 遺存していた杭は丸杭で直径3 cmから 8 cmと均一ではなく、 

土中の先端部分は尖らせていたo 

調査区東では、南北方向の溝状の遺構を2条確認したo 西側の溝（遺構 60）は溝壁の護岸と考えら 

図 13 第4面全測図 

れる杭と縦板が遺存していたo 遺構 60 の西には芯芯で70~ 80mの間隔で、溝に沿って柱穴が並ぶo 

東側の溝（遺構 49）は、遺構の南側が大きく崩れてしまい、北側は上層の土坑によって切られ当初の

形状を残していないが、遺構49を廃棄した後に遺構60を造り替えたことが、土層断面の観察から窺えたo 

また、遺構 60 を境に東側では粗い破砕泥岩でしっかりとした地業が成されていたo 通路（道路）の可

能性を考えているo 

・遺構 42（図 13) 

33 X 30 X 7 cm0 遺構覆土は暗灰褐色弱粘質土o 褐色砂質土・少量の炭化物を含む。 

・遺構 42 出土遺物（図 15) 

1・4は常滑窯・片口鉢I類o 

・遺構49（図 13) 

南北に延びる溝である〇上層の遺構によって壊されてしまい正確な形状を留めていないが、調査区壁

の土層観察では逆台形を呈していた事が分かる。底面レベルはほぼ平坦であった。第2面で発見した構 

13 と同位置にあり、遺構 13 同様に区画のための溝であったのかもしれないo 

・遺構 49 出土遺物（図is) 

2は白磁口死皿03~5は常滑窯o3は壷口縁部片o4は片口鉢I類。 5は琵口縁部片o6は滑石製 
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63 

鍋0 7'--'17 は義櫨成型かわらけ0 18・19 は木製品・箸o 

・遺構 50（図 13) 

60 X 60 X 15 cm。遺構覆土は暗褐色弱粘質土。炭化物・有機質土を多く含むo 

・遺構 50 出土遺物（図 15) 

20 '' 23 は義櫨成型かわらけ。 

・遺構 51（図 13) 

調査区外に遺構が延びてしまっているため正確な形状は不明。幅 90 cm0 深さ 22 cm0 遺構 49（溝）を 

切るo 黒褐色弱粘質土。炭化物・有機質土を多く含むo 

・遺構 51出土遺物（図 15) 

24 は常滑窯片口鉢 I類。内外面に薄く油煤痕。25 '---' 27 は義櫨成型かわらけ。 

遺構 60（図 14) 

62

'' 65
a 

調査区内を西から東に下がる斜面に平行して南1ヒ方向に板が並んでし1る事。 

建物（板壁囲い）にしては左右の板にレベル差が有ることなどから土留めも

想定していたが、土留めにしては伴う杭が無いことo 板が薄すぎることなど

の疑間点があり、建物の板壁（ 2 軒ぶんか？）。あるいは東西の縦板が 90cm 

24. 80rn - 旦 の幅で延びているところから、縦板で両脇を囲って地業した道路（通路）の 

図 14 第 4面個別遺構図 可能性もあると考えているo 調査区外に延びてしまっているため、正確な形

状は不明o 南北方向に 250 cm0 東西方向に 90 '-' 100 cmの幅を観察した。調査区南壁に残る遺構断面の

観察では深さ 30mであったが、全体に 20~ 30mのだらだらとした浅い掘り込みを確認している〇 

遺構 60 の西側に並ぶピット 61・62・63・64 には、ピット内に杭状の木質痕が観察できた。通路（遺

構 60）に伴う柵の痕跡ではないかと考えているo 遺構覆土は暗茶褐色弱粘質土o 大小の破砕泥岩を多

量に含むo 

・遺構 60 出土遺物（図 15) 

28 は竜泉窯・青磁折縁皿o 29 は褐紬壷0 30 は常滑窯・片口鉢且類0 31・32 は軸櫨成型かわらけ皿o 

33 は木製品・箸o 

・以下は第4 面で確認した、個別に図示していない遺構の計測値と遺構覆土の観察であるo それぞれの

遺構の位置については全体図（図 13）を参照していただきたいo 

遺構 32 は 11 X 11 X 20 cm0 杭痕か？暗灰褐色弱粘質土o 炭化物・砂質土を含むo 遺構 33 は 35 X 

30 X 20m。暗灰褐色弱粘質土o 炭化物・砂質土・泥岩粒を含む0 遺構 34 は 13 X 16 X 11cm。暗灰褐

色弱粘質土o 遺構 32 覆土に近似。杭痕か？遺構 35 は 22×16×10cm。暗褐色弱粘質土o 遺構 32 覆土

に近似o 杭痕か？遺構 36 は 29 X 29 X 10 cm0 暗茶褐色弱粘質土o 砂質土を多く含むo 実測不可能なか

わらけ小片を多く含むo 覆土内に杭痕ありo 遺構 37 は遺構 36 に切られ正確な形状は不明o 幅 28 cm0 

深さ 15 cmを測るo 暗茶褐色弱粘質土。遺構 36 覆土に近似0 遺構 38 は 30×30×11 cm0 暗灰褐色弱粘

質土o 炭化物・有機質土を含むo 遺構 41は 30 X 25 X 21 cm0 暗灰褐色弱粘質土。泥岩粒・炭化物有機

質土を含む。遺構 43 は調査区外に遺構が延び、上層の遺構に切られ正確な形状は不明o 深さ 10cmの

浅い土坑o 暗灰褐色弱粘質土。泥岩粒・炭化物・有機質土を含むo 遺構 44 は調査区外に遺構が延びて

おり正確な形状は不明。幅 106 cm以上o 深さ 8cm の浅い土坑o 灰褐色粘質土。覆土内に木質が残る。杭

痕か？遺構 45 は 20×20×6 cm0 
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図巧 第4面遺構出土遺物 

暗灰褐色弱粘質土o 泥岩粒・砂質土を含むo 遺構 46は 22 X 20 X 6 cm0 暗灰褐色弱粘質土o 泥岩粒・

炭化物・有機質土を含むo 遺構56は16 X 15 X 10cm。暗褐色弱粘質土o 泥岩粒・炭化物・有機質土を含むo 

遺構 57 は 59 X 55 X 9m。暗褐色弱粘質土。泥岩粒・炭化物・有機質土を含むo 遺構 56 覆土に近似。 

遺構 58 は 42 X 35 X 11 cm0 暗褐色弱粘質土。泥岩粒・炭化物・有機質土を含むo 遺構 56覆土に近似o 

遺構 59 は調査区外に遺構が延びていて正確な形状は不明o 幅 48cm。深さ 13 cm。暗褐色弱粘質土。泥

岩粒●炭化物・有機質土を含むo 遺構56覆土に近似o 遺構61 ● 62・63・64は遺構60の西側に並ぶ柱穴。 

それぞれの遺構覆土は近似しており、暗褐色粘質土o 覆土内に木質が残るo 遺構 61は 25 X 22 X 11 cm0 

遺構 62 は 24×24×18 cm0 遺構 63 は 20×20×11cm。遺構 64 は 24×22×10cm〇遺構 65 は 17× 

17 X 17 cm0 暗褐色粘質土o 遺構 60 の西に並ぶ遺構 61 '-- 54 に覆土は近似していた。杭痕か？ 

その他に通路と考えている遺構 60 より西には、杭痕と思われる小さなピット群と杭を発見している

が、用途および性格は不明である。 

・第4面面上出土遺物（図 16) 

1・3・4は競櫨成型かわらけ。 1は二次焼成のためか白く変色o2は泉ナト~窯系緑紬陶器・盤05~ 

10 は木製品。 5・6・10 は用途不明。 7,-9は箸。 

・第4面構成土出土遺物（図 16) 

11は青白磁水注0 12 は白磁・壷0 13 は褐紬・壷0 14 は瀬戸窯・天目茶碗。15・16 は常滑窯。15 は 

片口鉢n類0 16 は嚢口縁部片。17~ 27は軸櫨成型かわらけ。21は内外面口唇部に油煤痕0 27 は内底 
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面に赤色の色素付着o 28 は常滑窯・琵o 転用品o 断面部分磨耗o 29は石製品・砥石o 30~ 39は木製品o 

30~38は箸0 39 は板草履o 

5．第 5面～第7面（図 17) 

第4面より下層の調査は、多量の湧水を排出する設備が整わなかった事、調査に伴う廃土を調査区内

で処理することができなくなった等の条件から、平面的に調査を行うことが出来なくなったため、調査

区を二分割し西側に廃土置き場を設置。東側にトレンチ坑を設け、下層の生活面・遺構等の確認作業を

行ったo 第5面から第7面までは、 トレンチ坑の壁で堆積層を確認し平面調査は実施していないo 

・第5面（図 17) 

第5面は粗い砂質泥岩による地業o 上層に有機質土・炭化物を含む層と破砕泥岩を含む暗褐色弱粘質 

土が互層に堆積している。（海抜 23. 90 m) 

図 17 第5面～7面確認トレンチ位置図 

・第5面構成土出土遺物（図 18) 

1は竜泉窯・青磁鏑蓮弁文碗。 2・3・5 ● 6は常滑窯片口鉢I類05・6は内面油煤痕o4は常滑 

窯・琵07~9は木製品o7は用途不明品o8は板折敷o9は板草履o 

図 18 第5面構成土出土遺物 
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・第6面（図 17) 

暗褐色弱粘質土の地業上層に炭層が厚く堆積していたo トレンチ坑壁で焼痕のある板材を確認した。 

（海抜23. 80 m) 

●第6面構成土出土遺物（図 19) 

1'4は競櫨成型かわらけ。 2は内外面口唇部油煤痕。 5'-'8は木製品o5は玩具o6・8は用途不 

明品。 7は箸。 

第7面（図 17) 

泥岩粒・炭化物などを含む暗褐色弱粘質土と炭化物層との互層で地業されていたo 南北に延びる側板 

出土。（海抜 23. 60 m ）第 7面の地業下層、海抜 23. 50m で岩盤を確認しているo 

・第7面構成土出土遺物（図 19) 

9は白磁口死碗oloは白磁口死皿。11は瀬戸窯●皿o12'-16は糖櫨成型かわらけo17'-'23 は木製 

品。17 は板草履。18 は用途不明。19~21は箸。22・23 は串状製品o 

・表採出土遺物（図 19) 

24 は常滑窯・片口鉢I類。25 は瀬戸窯・盤o26・27 は義櫨成型かわらけ。 

図 19 第6面構成土出土遺物 
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第4 章 まとめ 

調査地点は、薬師堂ケ谷（覚園寺ケ谷）の最奥に所在する覚園寺に向かう参道の西側に位置するo 参

道沿いには閑静な住宅地が並ぶが、ここ数年住宅建設に伴うやぐらを含む谷戸内の開発が進み、多くの

調査成果をあげつつあるo 

本調査は、湧水を排水する設備や廃土を処理する場所を確保できないなどの悪条件が重なったために、 

満足な調査を行うことが困難となり、下層の調査はトレンチによる地業層の確認のみとなってしまった。 

以下、発見した遺構・遺物について簡単なまとめを行いたいo 

検出した遺構 

第1面から第7面までの生活面（地業）を確認している。それぞれの生活面で遺構の重複があり、同

一地業上で造成が繰り返されていることを、遺構の切り合い・調査区壁の土層観察等で確認した。 

第7面から第5面までの生活面は、比較的しっかりとした地業がなされていたが、前述した悪条件か

ら平面的な調査が不可能となり、調査区東側に設けたトレンチ壁の堆積土層で観察・確認したため、遺

構の種類・性格・範囲等を確認することはできなかったo 

第7面、第6面に相当する土層からは、板壁囲い建物、あるいは溝側壁の護岸の板か？と思われる側

板が南北方向に出土しているo 第7面で発見した側板には火災のためか焼痕が残っていた。後述する第 

4面以降で、ほぼ同位置に南北に走る溝を発見しており、この側板も溝の側壁の板であった可能性を考

えてし 、 る。 

第5面の構成土は、厚く堆積した炭化物層と泥岩層の互層で形成される。 

第7面から第5面の構成土は、炭化物と泥岩の互層で形成されており、どの期も火災などの事故によ

り生活面を再構築せざる得なくなり、炭化した建造物などの廃材を含んだ土を、新しい生活面を構築す

る埋め立ての際に利用したのではないだろうか。 

第7面から第5面に相当する堆積層を、調査区の西側では確認していないo 調査区西側では、第4面

を確認した面より約 40cm下層は岩盤面となる。 

第5面の生活面を何らかの理由で廃棄した後に、調査区西側の山裾を削り谷戸の拡張を行い、谷戸内

の土地利用を大きく変えていった時期が第4面以降の生活面となるo 

第4面では、南北に走る溝を発見した。溝の西側には、溝に沿って杭を伴う柱穴が並ぶo 西側は湧水

のために地業自体が弱く、土留めの杭と思われる杭痕が多く発見されたo 溝の東側は、破砕泥岩を用い

しっかりとした地業がされていたo 

第 3面・第2面では、礎板を伴う柱穴を数穴発見しているo 建物範囲・規模等は不明であるo 

第2面では、第4面等で発見した溝とほぼ同位置で、南北に走る溝を発見している。 

第7面から第2面で、ほぼ同一の位置で発見した南北に走る溝を、現在の参道に沿って走る小河川の

原型、あるいは参道に伴う側溝と考えているが、溝西側に延びる建物比の敷地区画の溝であった可能性

もある。 

第3章で述べた理由で、第1面の遺構・遺物についての記録は無いが、破砕泥岩によるしっかりとし

た地業、中世および近世後期の遺物と共にピットを確認している。 
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出土した遺物 

本調査で出土した遺物はテンバコ数にして計8箱であるo 出土した遺物は、かわらけ・舶載磁器（青

磁・青白磁・白磁）・国産陶磁器（常滑窯・瀬戸窯）・褐紬陶器・緑紬陶器・石製品（硯・砥石・滑石製

鍋）・火鉢（土器質）・鉄製品（釘）・木製品（箸●曲げ物・板折敷・箆・串状製品・織機部材・板草履・

玩具・用途不明品）・漆器（椀・皿）・銭であるo 

破片で出土した遺物を含めて、大半はかわらけであった。 

第7面から第2面までの出土遺物を観察すると、おおよそ 13 世紀半ばから 14世紀初頭の遺物が含ま

れている。 

遺跡の変遷 

調査地前の道路を北に向かって進んでいくと、薬師堂ケ谷 奥の鷲峰山真言院覚園寺に突き当たるo 

覚園寺を含む谷戸辺の景観や寺領の規模を推定できる資料として、「覚園寺古図」等がある。この古図

は年代的にかなり下った史料であるため、覚園寺開山時の 13 世紀初頭、および盛隆を誇った 14 世紀代

の覚園寺を示すものではないが、往時の谷戸内の景観を表わす一資料と考えれば、調査地は覚園寺門前

の位置にあたるo 

終面の第7面から第5面の生活面は、出土遺物の観察から 13 世紀半ばから 13 世紀第3四半期に比

定される遺物を含む地業層・遺構であると判断しているが、狭いトレンチ坑内での観察のため遺構の性

格・様相などを推測することは困難である。このトレンチ坑では、海抜約 23. 40 mで本調査地西側山裾

に繋がる岩盤面を確認しているが、調査区の西側では海抜約 24. 50 mの高さで岩盤面を確認し、第7面

から第5面に相当する生活面の発見は無い。第4面の生活面を造成した時期から、山裾を削り谷戸内の

拡張・造成を行ったと思われるo 第4面は 13 世紀第4四半期の年代を与えているが、この頃には頻繁

に遺構の造り替えも行われたようであり、覚園寺の盛隆期に一致する。第 3 面廃絶時より遡っての遺構 

（生活面）廃棄の原因は、炭化物層の堆積状況などから何度かの火災が考えられるo 第2面は、遺構出

土遺物が少量であったことや、第1面の地業によって壊されていたために、概ね 14 世紀代と考えているo 

第 1面は現代の撹乱による削平を大きく受けており、判断しにくいが 15 世紀初頭の年代を与えているo 

第 1面の構成土は厚さ約 50 cmの破砕泥岩による堆積を確認しており、第 4面の 13 世紀第 4 四半期と第 

1面の 15 世紀初頭以降に、大きく谷戸内の造成・開発が行われたことが推察されるo 

＊参考文献は第1章末にまとめて記載o 
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法量表 （単位はcm) 

図版No. No. 出土地 種別 口径（長さ） 底径（幅） 器高（厚み） 備考 

6 1 、卑.＋亜 f, 

〕塁1再J かわらけ (11.4) 

2 遺構8 かわらけ (11.6) (8.0) 3.1 

3 遺構24 常滑窯聾胴部片 

4 遺構26 緑粕陶器片 底部露胎 

5 遺構26 かわらけ (12.1) (5.95) 3.35 

6 遺構26 かわらけ (7.0) (5.6) 1.6 

7 第2面面上 銭 聖宋元宝 初鋳 110l 年 

8 第2面面上 常滑窯聾胴部片 

9 第2面面上 石製品 硯 

10 第2面面上 かわらけ (12.4) (7.4) 3.15 

ー
 
ー
 

 
第2面面上 かわらけ (7.6) (5.2) 1.9 

12 第2面面上 鉄製品 釘 (7.0) 0.55 0.45 

13 第2面面上 木製品 箸 (8.5) (0.6) (0.5) 

14 第2面面上 木製品 用途不明 (5.3) (3.1) (0.6) 

15 第2面構成土 青磁鏑蓮弁文折縁碗 (12.0) 竜泉窯 

16 第2面構成土 青白磁 梅瓶 

17 第2面構成土 青磁鏑蓮弁文碗 ~白壷 
甲プK志 

18 第2面構成土 土器質火鉢 

19 第2面構成土 かわらけ (12.8) (7.6) 4.3 

20 第2面構成土 かわらけ (12.8) (8.2) 3.45 

21 第2面構成土 かわらけ 12.8 81 3.5 

22 第2面構成土 かわらけ (11.6) (7.1) 3.1 

23 第2面構成土 かわらけ (7.4) (4.1) 1.6 口唇部・内面油煤付着 

24 第2面構成土 かわらけ (7.4) (4.8) 1.7 口唇部・内面油煤付着 

25 第2面構成土 かわらけ (7.0) (5.0) 1.55 

26 第2面構成土 かわらけ 7.2 5.4 1.4 口唇部・外面油煤付着 

27 第2面構成土 かわらけ 6.4 5.25 1フ5 底面に穿孔有 

28 第2面構成土 石製品 硯 鳴滝産 

29 第2面構成土 石製品 砥石 (4.85) (1.2) (2.0) 中砥 

30 第2面構成土 鉄製品 釘 (5.95) 0.6 0.6 

31 第2面構成土 木製品 部材 (18.4) 1.3 Q9 

32 第2面構成土 木製品 曲げ物 0.3 

33 第2面構成土 木製品 箸 20.2 0.6 0.6 

34 第2面構成土 木製品 箸 19.5 0.6 0.5 

35 第2面構成土 木製品 箸 (19.1) Q9 0フ 

36 第2面構成土 木製品 箸 (14.8) 0.5 0.5 

37 第2面構成土 木製品 箸 (15.0) 0.55 0.5 

38 第2面構成土 木製品 箸 (13.8) 0.5 0.5 

39 第2面構成土 木製品 箸 (14.9) 05 0.5 

40 第2面構成土 木製品 箆？ (13.9) 0.9 0.4 

9 1 遺構47 木製品 用途不明 

10 1 第3面構成土 白磁 口死皿 (9.0) (5.2) 2.25 

2 第3面構成土 褐粕 壷 

3 第3面構成土 常滑窯 片口鉢 I類 

4 第3面構成土 瀬戸窯 水注 

5 第3面構成土 常滑窯 片口鉢 I類 

6 第3面構成土 滑石鍋 (29.0) 

7 第3面構成土 常滑窯 聾 

8 第3面構成土 土器質火鉢 

9 第3面構成土 白かわらけ 

10 第3面構成土 滑石鍋 (11.0) 

ー
 
ー
 

 
第3面構成土 かわらけ (11.2) (6.8) 3.05 

12 第3面構成土 かわらけ (11.6) (7.4) 3.3 

13 第3面構成土 かわらけ (12.6) (8.6) 3.2 

14 第3面構成土 かわらけ 12.2 84 29 
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（単位はcm) 

図版No. No. 出土地 種別 口径（長さ） 底径（幅） 器高（厚み） 備考 

10 15 第3面構成土 かわらけ (12.4) (8.6) 3.1 
16 第3面構成土 かわらけ 12.2 2.95 33 
17 第3面構成土 かわらけ 12.6 8.2 3.35 
18 第3面構成土 かわらけ 13.6 7フ 3.9 
19 第3面構成土 かわらけ 14.1 8.8 3.75 
20 第3面構成土 かわらけ (6.8) (4.6) 1.25 
21 第3面構成土 かわらけ (6.9) (4.2) 1.4 
22 第3面構成土 かわらけ (7.1) (4.9) 1.55 
23 第3面構成土 かわらけ (7.6) (6.1) 2.05 
24 第3面構成土 かわらけ 7.4 5.25 1.85 
25 第3面構成土 かわらけ (6.8) (4.8) 1.3 
26 第3面構成土 かわらけ (7.4) (5.2) 1.45 
27 第3面構成土 かわらけ (7.1) (5, 3) (1.55) 
28 第3面構成土 かわらけ (7.2) (5.6) 1.9 
29 第3面構成土 かわらけ 79 5.55 1.85 
30 第3面構成土 かわらけ (6.8) (4.6) 1.7 
31 第3面構成土 かわらけ (7.4) (5.1) 1.5 
32 第3面構成土 かわらけ (7.4) (4.8) 1.6 内外口唇部油煤付着 

33 第3面構成土 かわらけ 82 56 1.9 内外面に油煤付着 

34 第3面構成土 かわらけ (6.4) (4.2) 2.05 
35 第3面構成土 かわらけ 7.1 4フ 1.7 内外口唇部油煤付着 

36 第3面構成土 かわらけ (7.2) (4.8) 1.65 
37 第3面構成土 かわらけ (7.0) (5.6) 1.65 
38 第3面構成土 かわらけ (7.1) (4.6) 2D 
39 第3面構成土 かわらけ 7.4 4.6 22 
40 第3面構成土 鉄製品 釘 (5.8) Q4 Q5 
41 第3面構成土 鉄製品 釘 8.8 0.65 Q6 
42 第3面構成土 木製品 用途不明 (12.85) 0.95 0フ 

43 第3面構成土 木製品 用途不明 (14.1) 1.65 0.55 
44 第3面構成土 木製品 用途不明 11.85 Q9 0.5 
45 第3面構成土 木製品 板折敷 (17.2) (3.2) 0.35 
46 第3面構成土 木製品 用途不明 (14.1) 0.85 Q4 
47 第3面構成土 木製品 用途不明 (18.6) Q6 0.35 
48 第3面構成土 木製品 部材 (46.2) 13.4 1.6 釘痕有 

49 第3面構成土 木製品 用途不明 94 2.0 0.4 
50 第3面構成土 木製品 用途不明 7.75 0.9 0.7 
51 第3面構成土 木製品 用途不明 12.0 1.95 0.5 
52 第3面構成土 木製品 用途不明 12.15 2.05 0.5 
53 第3面構成土 木製品 箸 (13.7) 0.5 Q5 

ー
 
ー
 

 
54 第3面構成土 木製品 織具 9.3 26 Q9 
55 第3面構成土 木製品 用途不明 径3D 2.0 
56 第3面構成土 木製品 用途不明 5.25 1.8 1.5 ‘フ 

57 第3面構成土 木製品 板折敷 (13.6) (2.15) Q3 
58 第3面構成土 木製品 板折敷 (13.2) (3.25) 0B 
59 第3面構成土 木製品 曲げ物底板 径 約9.4 0.5 
60 第3面構成土 木製品 曲げ物蓋？ 径 14.5 1.0 中央に2穴の穿孔 

61 第3面構成土 木製品 曲げ物底板 径 約12.0 0.6 
62 第3面構成土 木製品 曲げ物底板 (14.5) (15.7) 0.45 楕円形を呈する 

63 第3面構成土 木製品 曲げ物底板 径 約21.2 0フ 

64 第3面構成土 木製品 曲げ物底板 径 約14.0 0フ 

65 第3面構成土 木製品 曲げ物底板 径 約12.0 0.8 
66 第3面構成土 木製品 箸 (16フ） 0フ Q4 
67 第3面構成土 木製品 箸 (17.1) 0.5 Q4 
68 第3面構成土 木製品 箸 (17.8) 0フ Q4 
69 第3面構成土 木製品 箸 (18.0) 0.45 0.4 
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（単位はcm) 

図版No. No. 出土地 種別 口径（長さ） 底径（幅） 器高（厚み） 備考 

ー
 
ー
 

 
70 第3面構成土 木製品 箸 (19.2) 0.5 0.5 
71 第3面構成土 木製品 箸 (18.7) 0.6 0.6 

72 第3面構成土 木製品 箸 (19.45) Q6 0.4 
73 第3面構成土 木製品 箸 (19.4) 0.6 Q5 
74 第3面構成土 木製品 箸 (19.3) Q6 0.5 

75 第3面構成土 木製品 箸 (20.4) 0.6 Q5 
76 第3面構成土 木製品 箸 (20.6) 0.6 0.6 
77 第3面構成土 木製品 箸 (21.3) 0.6 0.5 
78 第3面構成土 木製品 箸 (20.95) 0B Q3 
79 第3面構成土 木製品 箸 (22.3) Q6 0.5 

80 第3面構成土 木製品 箸 22.7 0.5 Q5 

81 第3面構成土 木製品 箸 19.15 0.85 0.5 

82 第3面構成土 木製品 箸 19.5 0.6 0.5 

83 第3面構成土 木製品 箸 20.65 0.5 0.5 
84 第3面構成土 木製品 箸 20.4 0.45 0.45 

12 85 第3面構成土 木製品 箸 20.5 06 0.4 
86 第3面構成土 木製品 箸 20.3 0.6 0.5 
87 第3面構成土 木製品 箸 23.5 06 0.6 

88 第3面構成土 木製品 箸 20.6 0フ 0, 5 
89 第3面構成土 木製品 箸 21.5 0.55 Q5 

90 第3面構成土 木製品 箸 21.4 0.6 0.6 

91 第3面構成土 木製品 箸 21.5 0.6 0.4 

92 第3面構成土 木製品 箸 22.1 0.6 0.55 

93 第3面構成土 木製品 箸 22.1 0.6 0.5 

94 第3面構成土 木製品 箸 22フ Q6 0.6 

95 第3面構成土 木製品 箸 22.8 0.6 0.5 
96 第3面構成土 木製品 箸 23.7 0.5 0.5 

97 第3面構成土 木製品 箸 23.4 0フ 0.6 

98 第3面構成土 木製品 箸 (16.8) 0.75 0.4 

99 第3面構成土 木製品 箸 (19.7) 0.85 0.6 

100 第3面構成土 木製品 箸 (19.8) 0フ 0フ 

101 第3面構成土 木製品 箸 (16.35) 0.4 0.5 

102 第3面構成土 木製品 箸 (14.55) 0フ 0.5 

103 第3面構成土 木製品 箸 (13.95) 0.6 0.45 

104 第3面構成土 木製品 箸 (19.8) 0フ 0フ 

105 第3面構成土 木製品 串状 (22.65) 1.3 0.9 先端箆状に加エ 

106 第3面構成土 木製品 串状 (22.6) 1.05 0B 片端に焼痕 

107 第3面構成土 木製品 串状 (24.2) 09 0.9 

108 第3面構成土 木製品 串状 (24.0) 1.0 Q9 片端に焼痕 

15 1 遺構42 常滑窯 片口鉢 I類 

2 遺構49 白磁 口冗皿 

3 遺構49 常滑窯 壷口縁部片 

4 遺構49 常滑窯 片口鉢 I類 

5 遺構49 常滑窯 奮口縁部片 

6 遺構49 滑石製鍋 内面油煤痕 

7 遺構49 かわらけ (11.9) (7,6) 3.45 

8 遺構49 かわらけ (11.7) (7.0) 3.5 

9 遺構49 かわらけ (11.6) (8.0) 3.55 

10 遺構49 かわらけ (7.3) (5.6) 1.3 

ー
 
ー
 

 
遺構49 かわらけ (7.6) (5.2) 1.65 

12 遺構49 かわらけ (7.6) (5.2) 1.75 

13 遺構49 かわらけ (7.0) (5.2) 1.9 

14 遺構49 かわらけ (8.2) (5.6) 1.8 

15 遺構49 かわらけ (7.2) (4.8) 1.8 
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（単位はcm) 

図版No. No. 出土地 種別 口径（長さ） 底径（幅） 器高（厚み） 備考 

15 16 遺構49 かわらけ (7.4) (5.0) 1.8 

17 遺構49 かわらけ (7.7) (5.0) 1.9 

18 遺構49 木製品 箸 (13.2) 0フ 0.5 

19 遺構49 木製品 箸 (14.9) 0フ 0.5 

20 遺構50 かわらけ (7.6) (5.0) 1.65 

21 遺構50 かわらけ (6.9) (4.2) 1.55 

22 遺構50 かわらけ (6.2) (4.4) 1.95 

23 遺構50 かわらけ (7 一 3) (5.0) 1.9 

24 遺構51 常滑窯 片口鉢 I類 内外面に薄く油煤痕 

25 遺構51 かわらけ (11.8) (6.6) 3.8 

26 遺構51 かわらけ (12.3) (7.0) 3.3 

27 遺構51 かわらけ (7.2) (5.2) 1.45 

28 遺構60 青磁 折縁皿 竜泉窯 

29 遺構60 褐紬 壷 

30 遺構60 常滑窯 片口鉢且類 

31 遺構60 かわらけ 12.3 75 3.5 

32 遺構60 かわらけ (7.5) (5.0) 1.7 

33 遺構60 木製品 箸 (20.5) 0フ 0.6 

16 1 第4面面上 かわらけ 

2 第4面面上 緑紬陶器 盤 泉州窯系 

3 第4面面上 かわらけ (7.6) (5.6) 1.7 

4 第4面面上 かわらけ (8.0) (5.9) 1.55 

5 第4面面上 木製品 用途不明 6B 2.05 1.8 

6 第4面面上 木製品 用途不明 6.8 2.55 1.2 

7 第4面面上 木製品 箸 (15.7) 0フ Q5 

8 第4面面上 木製品 箸 (15.8) 0.55 0.45 

9 第4面面上 木製品 箸 18.3 0.7 0.4 

10 第4面面上 木製品 用途不明 23.9 Q9 0フ 

ー
 
ー
 

 
第4面構成土 青白磁 水注 

12 第4面構成土 I.L., T“・ ~ 
口q紘 】亜： 

13 第4面構成土 褐紬 壷 

14 第4面構成土 瀬戸窯 天目茶碗 (11.8) 

15 第4面構成土 常滑窯 片口鉢且類 

16 第4面構成土 常滑窯 奮口縁部辺 

17 第4面構成土 かわらけ (4.8) (3.4) 1.0 

18 第4面構成土 かわらけ (6.6) (5.4) 1.5 

19 第4面構成土 かわらけ (7.8) (5.6) 1.6 

20 第4面構成土 かわらけ (7.6) (5.3) 1.65 

21 第4面構成土 かわらけ (7.4) (5.8) 1.8 内外面口唇部に油煤痕 

22 第4面構成土 かわらけ (8.0) (6.0) 1.55 

23 第4面構成土 かわらけ (10.8) (7.8) 2.95 

24 第4面構成土 かわらけ (11.3) (6.8) 3.15 

25 第4面構成土 かわらけ (11.4) (6.9) 3.05 

26 第4面構成土 かわらけ (11.4) (7.4) 3.75 

27 第4面構成土 かわらけ (7.4) 内底面に赤色顔料付着 

28 第4面構成土 常滑奮 転用品 断面磨耗 

29 第4面構成土 石製品 砥石 8.3 3.3 3.5 荒砥 

30 第4面構成土 木製品 箸 20.5 0フ 0.5 

31 第4面構成土 木製品 箸 19.95 09 0.4 

32 第4面構成土 木製品 箸 20.45 0フ Q4 

33 第4面構成土 木製品 箸 19.95 0.8 0.5 

34 第4面構成土 木製品 箸 21.8 0フ 0.5 

39 第4面構成土 木製品 箸 (20.8) 0.75 0.6 

36 第4面構成土 木製品 箸 (18.2) Q6 Q4 
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（単位はcm) 

図版No. No. 出土地 種別 口径（長さ） 底径（幅） 器高（厚み） 備考 

16 37 第4面構成土 

第4面構成土 

第4面構成土 

木製品 箸 (18.4) Q6 0フ 

38 木製品 箸 (19.6) Q6 Q5 

39 木製品 板草履 (17.2) (10.75) 0.35 

18 1 第5面構成土 青磁鏑蓮弁文椀 
~白・在 
里フK志 

2 第5面構成土 常滑窯 片口鉢 I類 

3 第5面構成土 常滑窯 片口鉢 I類 

4 第5面構成土 常滑窯 奮 

5 第5面構成土 常滑窯 片口鉢 I類 内面油煤痕 

6 第5面構成土 常滑窯 片口鉢 I類 (33.2) 内壁一部油煤痕 

7 第5面構成土 木製品 用途不明 5.5 2.25 Q2 

8 第5面構成土 木製品 板折敷 (14.6) 3.3 0.45 

9 第5面構成土 木製品 板草履 (14.5) 4.6 Q4 

19 1 第6面構成土 かわらけ 4.95 4.1 0.9 

2 第6面構成土 かわらけ 7.4 5.45 1.55 内外面口唇部油煤痕 

3 第6面構成土 かわらけ (11.2) (8.0) 3.1 

4 第6面構成土 かわらけ 12.0 8.9 3.2 

5 第6面構成土 木製品 玩具 (4.9) 24 1.0 

6 第6面構成土 木製品 用途不明 (7.1) 1.3 0B 

7 第6面構成土 木製品 箸 (21.9) 0.6 Q5 

8 第6面構成土 木製品 用途不明 20.6 0.95 0.9 斜めに刻み痕 

9 第7面構成土 白磁口元碗 

10 第7面構成土 白磁口死皿 

ー
 
ー
 

 
第7面構成土 瀬戸窯 皿 (4.8) 

12 第7面構成土 かわらけ (6.8) (4.8) 1.3 

13 第7面構成土 かわらけ (7.0) (4.6) 1.6 

14 第7面構成土 かわらけ (11.6) (7.8) 3.25 

15 第7面構成土 かわらけ (11.4) (8.0) 3.3 

16 第7面構成土 かわらけ (11.6) (7.2) 3コ 

17 第7面構成土 木製品 板草履 (9.25) (3.3) 0.5 

18 第7面構成土 木製品 用途不明 1 3.5 21 1.0 

19 第7面構成土 木製品 箸 19.05 Q6 0.6 

20 第7面構成土 木製品 箸 19.55 0.65 0.4 

21 第7面構成土 木製品 箸 (19.0) Q5 0.5 

22 第7面構成土 木製品 串状 (1 7.1 5) Q9 Q6 

23 第7面構成土 木製品 串状 

24 表採 瀬戸窯 盤 (27.2) 

25 表採 常滑窯 片口鉢 I類 

26 表採 かわらけ (11.2) (6.1) 3.1 5 

27 表採 かわらけ (7.2) (5.2) 1.6 
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第 1 面 （東から） 第 2面全景 （西から） 
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第 4 面 調査区西側（西から） 第 4 面調査区東側（東から） 

調査区北壁堆積状況 

図版 2 

第 4面 遺構 60（東から） 第 4面 遺構 60（南から） 

最終トレンチ（第 5 面～第 7 面） 
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巻 次
シ リ ー ズ 名

シ リー ズ 番号

編 著 者

編 集 機 関

所 在 地

発行年月 日
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所収 遺 跡名

宇うつ津のみ宮や辻ず 子L ば幕〈府ゐめ跡と

仕北うじ条AうEと寺きふ房さ ・島顕幸と時古邸てい跡あe

北ほう じ条よう小二町£ち 邸ていあ跡と

下馬ばL周ゅう へ辺ん遺いせ跡き

党かくお閣ん寺じさ旧.>う境.p、内だい遺いt跡t者

所 収 遺跡名

宇うつ津のみ宮や辻ず 子し ぱ幕〈府ふh跡k 

iょ北うじ条よう時~~，;房・在 。・あ顕き止時きて邸い跡あと

北条小 ま町ら邸て丸、A跡P占

予長溺道選1JF

覚か〈お園ん寺じき旧ゅう境沖い内だい遺いせ跡き

幸良 A二
口 書抄録

かまくらしまいぞうぶんかざいきんきゅうちょうさほうこ〈しょ

鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書

平成 2]年度調査報告

26 (第 l分冊〕

原 資志 ・宇都洋平/原 康志/馬淵和雄 ・鍛治屋勝二 ・松原康子/
原康志/伊丹まどか

鎌倉市教育委員会

=;=248-8686 鎌倉市御成町 18番 10号

西暦 201 0年・3月 31日

ふ り 方言 な コード
北緯 東経 調査期間

調査面積
調査原因

所 在 地 市町村遺跡番号 (ば)

神奈川県鎌倉市 35。 139
0 

20040226 個人専用
小町二.丁目 14204 239 31' 55' ，、、， 62.62 {主 宅.....，. 

390番 2外 96グ 37" 20040403 (地下室)

神奈川県鎌倉市 35
0 

139
0 

20040303 個人専用
雪ノ下一丁目 14204 278 32' 55' ~ 22. 50 イ主 宅
236番 1 25" 34" 20040405 (杭基礎構造)

神奈川県鎌倉市 35。 139。20040116 個人専用
雪ノ下一丁目 1420.4 282 32ノ 55' ~ 56.00 住 宅
440番の一部 11" 56" 20040219 (杭基礎構造)

神奈川県鎌倉市 35。 139
0 

20040511 個人専用
由比ガt兵二丁目 14204 200 31' 541 ，、、， 20.00 イ主 屯.....，.. 

3 9番 14 47" 77" 20040531 (杭基礎構造)

神奈川県鎌倉市 35。 139。20041027 個人専用
二階堂字会下 32' 56〆 ，、、， 30.00 {主 宅
3 5 1番 3 91

1/ 
45

11 20041210 (杭基礎構造)

種 別 主な時代 主 な 遺 f再 王 な 遺 物 特記事項 l

官街跡; 中 世 方形竪穴建物跡、 貿易胸磁器、かわらけ、
井戸、こと坑、柱穴等 国産陶器、金属製品

礎石建物跡、 貿易陶磁器、かわらけ、
城館l跡 中 世 苑池跡、土坑、 国産陶器、木製品、

柱穴、構跡等 金属製品

城館跡 中 世
掘立柱建物跡、 貿易陶磁器、かわらけ、
柱穴式土坑、構跡等 国産陶器、木製品

掘立柱建物跡、 貿易関陶磁器、かわらけ、
都市遺跡 中 世 柱穴、道路跡、 国産器、瓦質製品、

溝跡等 石製品、金属製品、木製品等

柱穴、溝、 土坑、
貿易陶磁器、かからげ、

社寺跡 中 1並 間炉裏等
国産陶器、瓦質製品、
石製品、金属製品、木製品等
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